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史
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一

解
題

１
．
本
稿
は
、
本
学
の
前
身
、
日
本
法
律
学
校
の
創
立
者
総
代
で

あ
っ
た
宮
崎
道
三
郎
博
士
（
１
）
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
上
下

（
日
本
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
う
ち
、
下
巻
を
構
成
す
る
第
二

部
　
独
逸
法
制
史
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
法
制
史
の

講
述
第
一
部
　
羅
馬
法
制
史
に
つ
い
て
は
、『
日
本
法
学
』
第

八
四
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
宮
崎
博
士
は
、「
日
本
法
制
史
研
究
の
最
初
の
専
門
家
で
あ

る
と
同
時
に
、
西
洋
に
於
け
る
近
代
的
法
制
史
研
究
法
を
輸
入

し
て
、
之
を
日
本
法
制
史
研
究
に
適
用
、
実
践
し
た
点
に
於
て

も
最
初
の
人
で
あ
る
（
２
）
」
と
評
さ
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら

帝
国
大
学
法
科
大
学
に
お
い
て
日
本
法
制
史
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
羅
馬
法
及
び
比
較
法
制
史
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
法
制
に

関
す
る
講
義
も
同
時
に
行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
（
３
）
。
本
講
述

『
比
較
法
制
史
』
は
そ
の
当
時
の
学
生
に
よ
る
筆
記
記
録
で
あ

り
、
こ
の
第
二
部
　
ド
イ
ツ
法
制
史
は
、
草
創
期
の
法
制
史
講

義
の
実
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
手
掛
か
り
を
残

宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』

第
二
部

　独
逸
法
制
史

吉

　原

　達

　也

　
　編

資

　料

（
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

二

い
（
４
）
。」
と
論
じ
ら
れ
た
あ
と
、
宮
崎
博
士
に
つ
い
て
「
宮
崎
道

三
郎
の
如
き
は
羅
馬
法
に
対
す
る
ゲ
ル
マ
ン
法
の
意
義
を
認
識

し
つ
つ
、
独
逸
法
制
史
を
講
述
し
た
最
初
の
人
で
あ
ら
う
が
、

文
書
に
遺
さ
れ
た
も
の
は
何
等
な
い
」
と
記
さ
れ
て
お
ら
れ

る
（
５
）
。
宮
崎
博
士
は
、
中
田
薫
博
士
に
よ
る
小
伝
に
よ
れ
ば
、

「
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
沿
革
法
理
学
及
民
法
総
論

修
業
の
為
め
、
獨
乙
国
へ
留
学
の
命
を
受
け
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
、
ラ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
三
大
学
に
於
て
、
カ

ル
ロ
ワ
、
ベ
ッ
ケ
ル
、
シ
ュ
レ
ー
デ
ル
、
ゾ
ー
ム
、
ワ
ッ
ハ
、

ビ
ン
ヂ
ン
グ
、
ウ
ヰ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
、
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ヒ
及
び

イ
エ
リ
ン
グ
等
、
当
時
著
名
の
諸
教
授
に
就
て
、
羅
馬
法
日
耳

曼
法
人
法
刑
法
及
法
理
学
等
を
聴
講
す
る
こ
と
四
年
（
６
）
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
の
長
い
留
学
体
験
を
も
っ
て
い
る
（
７
）
。
明

治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
十
月
帰
朝
し
、
帝
國
大
学
法
科
大

学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
た
し
か
に
西
洋
法
に
関
す
る
論
攷
と

し
て
は
、「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述
ぶ
（
８
）
」

及
び
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
に

関
す
る
小
文
な
ど
に
限
ら
れ
、
い
ず
れ
も
文
献
引
用
の
な
い
概

説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
９
）
。
長
尾
龍
一
教
授
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
勉
学
ぶ
り
を
窺
わ

し
て
く
れ
て
い
る
。
第
二
部
　
独
逸
法
制
史
は
、「
緒
言
／
第

一
条
　
独
逸
法
制
史
の
来
歴
　
第
二
条
　
参
考
書
／
本
論
／
第

一
章
　G

erm
anische Z

eit

の
法
制
沿
革
／
第
二
章
　

F
ränkische Z

eit

／
第
三
章
　
中
古
紀
／
第
四
章
　
近
世
」

か
ら
な
り
、
第
二
部
の
み
の
目
次
三
丁
と
本
文
八
四
丁
か
ら

な
っ
て
い
る
。

３
．
宮
崎
博
士
が
比
較
法
制
史
を
担
当
し
た
の
は
帝
国
大
学
に
お

い
て
明
治
二
六
年
に
講
座
制
が
採
用
さ
れ
た
以
後
の
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
関
連
の
講
義
科
目
と
し

て
独
逸
法
律
史
を
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ
た
時
期
が
あ
る
。
か
つ

て
原
田
慶
吉
教
授
は
「
比
較
法
制
史
講
座
以
前
に
西
洋
法
制
史

的
な
内
容
を
含
ん
で
ゐ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
も
の
に
、
明
治

二
十
三
年
の
法
科
大
学
の
学
科
科
目
改
正
時
に
、
政
治
学
科
に

「
日
本
法
制
沿
革
」
に
対
し
て
「
法
制
沿
革
通
論
」
な
る
も
の

が
あ
り
、
二
十
四
年
の
改
革
時
に
法
律
学
科
に
「
独
逸
法
律

史
」「
仏
国
法
律
史
」、
政
治
学
科
に
「
本
邦
法
制
沿
革
」
に
対

し
て
「
法
制
沿
革
」
が
あ
つ
た
。
文
献
方
面
に
於
て
も
、
慣
例

上
も
実
質
的
理
由
よ
り
し
て
も
西
洋
法
制
史
の
範
囲
か
ら
除
外

さ
れ
て
ゐ
る
英
国
の
公
法
史
関
係
の
も
の
を
除
け
ば
寥
々
た
る

も
の
で
あ
つ
て
、
到
底
羅
馬
法
と
比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な

（
二
）
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三

「
学
」、「
仝
」
→
「
同
」
な
ど
。
編
者
の
補
っ
た
部
分
は
［
　
］

で
く
く
っ
て
、
本
文
と
区
別
し
た
。

・
本
文
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
が
混
在
し
て
お
り
、

綴
り
の
誤
り
を
訂
正
し
た
ほ
か
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
そ
の
ま
ま

の
形
で
残
す
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
ラ
テ
ン
語
に
つ
い
て
は
、

固
有
名
詞
以
外
は
、
原
則
と
し
て
各
単
語
を
小
文
字
表
記
と
し

て
全
体
を
統
一
し
た
。
例
え
ば
、Justinian, civitas, rex

な
ど
。

・
編
者
注
と
し
て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
法
制
史
に
関
す
る

文
献
の
書
誌
の
ほ
か
は
、
本
文
の
理
解
に
必
要
と
思
わ
れ
る
限

り
で
、
若
干
の
資
料
的
な
補
充
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
。

・
本
文
に
登
場
す
る
法
学
者
に
つ
い
て
は
、
検
索
の
便
宜
の
た
め

に
、
確
認
可
能
な
限
り
で
、
本
文
中
［
　
　
］
で
く
く
っ
て
生

没
年
な
ど
を
補
っ
た
。
例
：K

arlow
a

［, O
tto, 1836-1904

］

な
ど
。
そ
の
際
、
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
／
鈴
木
禄
弥
訳
『
近
世
史

法
史
』
創
文
社
・
一
九
六
〇
年
の
人
名
索
引
、
ミ
ュ
ハ
エ
ル
・

シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
編
佐
々
木
有
司
・
柳
原
正
治
訳
『
一
七
・
一
八

世
紀
の
国
家
思
想
家
た
ち
』
木
鐸
社
・
一
九
九
五
年
、

M
ichael S

tolleis, Juristen. E
in biographisches 

L
exikon. V

on der A
ntike bis zum

 20. Jahrhundert, 
M

ünchen 2001

な
ど
を
参
照
し
た
。

せ
る
も
の
が
、
本
講
述
『
比
較
法
制
史
』
で
あ
る
。
宮
崎
博
士

の
法
制
史
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
西
洋
学
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
る
か
を
知
る
手
掛
か
り
が
講
述
『
比
較
法
制
史
』
の

具
体
的
な
読
解
を
通
じ
て
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

「
独
逸
法
制
史
」
に
つ
い
て
、
本
講
述
だ
け
で
な
く
、
先
に
挙

げ
た
「
独
逸
法
律
史
」
に
つ
い
て
の
講
義
記
録
と
目
さ
れ
る
資

料
も
残
さ
れ
て
お
り
、『
比
較
法
制
史
』
と
の
比
較
検
討
も
必

要
で
あ
る
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
（
10
）
。

４
．
明
治
初
年
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
ロ
ー
マ
法
及
び
法
制

史
講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
差
し
あ
た
り
、
吉
原
達
也
「
穂

積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」
日
本
法
学
八
四
巻
一
号

（
二
〇
一
八
年
）・
一
頁
、
本
資
料
に
つ
い
て
、
吉
原
達
也
「
宮

崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」
同
八
四

巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）、
四
二
三
頁
も
併
せ
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

５
．
本
講
述
『
比
較
法
制
史
』
を
翻
刻
す
る
に
当
た
り
、
次
の
よ

う
な
方
針
を
採
っ
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
片
仮
名
遣
い
を
平
仮
名
遣
い
に
し

た
ほ
か
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
濁
点
、
句
読
点
と
送
り
仮

名
を
増
や
し
た
。「
へ
か
ら
す
」
→
「
べ
か
ら
ず
」、「
學
」
→

（
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

四

（
2
） 

石
井
良
助
・
前
掲
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」
二
八
〇
頁
。

（
3
） 

岩
野
英
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（
一
八
七
三

─
一
九
四
五
）：
法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
法

学
』
第
三
九
巻
一
・
二
号
（
一
九
八
七
年
）
二
二
五
─
三
一
二
頁
。

矢
田
一
男
「
明
治
時
代
の
ロ
ー
マ
法
教
育
（
一
）（
二
・
完
）」『
法

学
新
報
』
第
四
四
巻
三
、
四
号
（
一
九
三
四
年
）。『
東
京
帝
国
大

学
五
十
年
史
　
上
冊
』
一
九
三
二
年
。『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局

史
一
』
一
九
八
六
年
、
六
八
頁
。

（
4
） 

原
田
慶
吉
「
我
が
国
に
於
け
る
外
国
法
史
学
の
発
達
」『
東
京

帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
年
、

三
〇
二
─
三
頁
。
な
お
、
明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
講
義
科
目
の

変
遷
に
つ
い
て
、『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
　
上
冊
』
一
九
三
二

年
、
一
一
二
一
頁
以
下
、
明
治
二
三
年
の
改
正
に
つ
い
て
は

一
一
二
九
頁
以
下
、
明
治
二
四
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

一
一
三
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
５
） 

原
田
慶
吉
「
我
が
国
に
於
け
る
外
国
法
史
学
の
発
達
」『
東
京

帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
年
、

三
〇
三
頁
。

（
6
） 

中
田
薫
・「
宮
崎
道
三
郎
先
生
小
傳
」
一
頁
。

（
７
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
柏
村

哲
博
「
設
立
者
総
代
宮
崎
道
三
郎
の
生
涯
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』

創
刊
号
二
（
一
九
九
五
年
）、
一
─
一
八
頁
、
と
く
に
四
─
九
頁
。

宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」

『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
五
号
（
一
九
九
八
年
）、
一
五
一
─

・
ド
イ
ツ
法
制
史
一
般
に
関
し
て
、
主
に
ミ
ッ
タ
イ
ス
＝
リ
ー
ベ

リ
ヒ
／
世
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
　
改
訂
版
』
創

文
社
・
一
九
七
一
年
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・
原
典
と
の
対
応
を
容
易
に
す
る
た
め
、
丁
数
を
［
一
丁
表
］［
一

丁
裏
］
の
よ
う
に
、
各
丁
の
冒
頭
部
分
に
挿
入
し
て
記
述
し
た
。

６
．
宮
崎
博
士
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
差
し
あ
た
り
、
編
者

が
管
理
す
る
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作

目
録
」（
初
出
二
〇
一
九
年
一
月
三
一
日
、
以
後
随
時
改
訂
中
）

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/

tatyoshi/m
iyazaki001.pdf

（
1
） 

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
「
宮
崎
道

三
郎
先
生
小
傳
」（
中
田
薫
編
『
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
』
岩
波
書

店
・
一
九
二
九
年
所
収
。
石
井
良
助
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」

『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
年
、

二
七
七
─
二
九
三
頁
、
と
く
に
二
八
〇
─
二
八
二
頁
。「
日
本
法
制

史
学
八
十
八
年
─
東
京
大
学
に
お
け
る
─
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第

八
一
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
六
八
年
）、
一
〇
九
─
一
三
七
頁
所
収
、

宮
崎
博
士
に
つ
い
て
は
と
く
に
、
一
一
一
─
一
一
四
頁
を
参
照
。

同
『
大
化
改
新
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
』
創
文
社
・
一
九
七
二
年
、

三
二
七
─
三
五
九
頁
に
収
録
、
と
く
に
三
三
〇
─
三
三
三
頁
を
参

照
。
長
尾
龍
一
『
法
学
に
遊
ぶ
』
二
〇
〇
九
年
、
二
五
五
頁
。

（
四
）
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三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

五

（
8
） 

宮
崎
道
三
郎
「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述

ふ
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
六
巻
（
通
号
五
九
号
、
一
八
八
九
年
）

五
八
七
─
五
九
六
頁
、
第
七
巻
（
通
号
六
一
号
、
一
八
八
九
年
）

九
八
─
一
〇
五
頁
。

（
9
） 

原
田
・
前
掲
書
、
三
〇
三
頁
対
応
注
二
〇
「
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン

伝
（
…
）
に
於
て
は
、
明
か
に
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ア
イ
ヒ

ホ
ル
ン
を
描
い
て
、
ゲ
ル
マ
ン
法
研
究
の
勃
興
を
記
述
せ
ん
と
意

図
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
が
、
肝
心
な
所
で
中
絶
し
て
了
つ
て
ゐ

る
。」
宮
崎
道
三
郎
「
独
乙
国
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
」

『
法
学
協
会
雑
誌
第
八
巻
（
通
号
七
三
号
、
一
八
九
〇
年
）
二
三
六

─
二
四
二
頁
、「
独
逸
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
（
承
前
）」

『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
（
通
号
七
五
号
、
一
八
九
〇
年
）

四
一
一
─
四
一
四
頁
を
参
照
。
宮
崎
道
三
郎
「
サ
ウ
ヰ
ニ
ー
氏
の

略
伝
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
一
〇
巻
二
号
（
一
八
九
二
年
）、

一
七
七
─
一
八
〇
頁
。
長
尾
・
前
掲
書
、
二
六
五
頁
。

（
10
） 

例
え
ば
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
宮

崎
［
道
三
郎
］
講
義
『
獨
逸
法
律
史
』［
春
木
一
郎
筆
記
］［
書
写

者
不
明
］、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
二
月
と
題
さ
れ
る
和
装
本

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
注
記
と
し
て
、「
書
き
題
簽
の
書
名
：
宮

崎
先
生
帝
大
講
義
／
獨
逸
法
律
史
」
巻
尾
に
「
明
治
廿
七
年
二
月

十
五
日
木
曜
日
午
前
十
時
了
」
と
の
墨
書
あ
り
、
和
装
」
と
さ
れ

て
い
る
。
同
講
義
録
の
閲
覧
に
あ
た
り
、
京
都
大
学
・
佐
々
木
健

教
授
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

一
七
二
頁
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て

（
補
遺
）』『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
六
号
（
一
九
九
九
年
）、

一
三
一
─
一
四
六
頁
。
こ
の
う
ち
、「
補
遺
」
は
、
現
地
調
査
に
基

づ
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
宮
崎
博
士

の
学
籍
簿
や
住
所
記
録
な
ど
の
貴
重
な
報
告
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

宮
崎
博
士
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
二
四
日
に
横
浜
港

か
ら
留
学
に
途
に
つ
い
た
。
森
鷗
外
、
穂
積
八
束
ら
と
同
行
で

あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
鷗
外
の
『
航
西
日
記
』
八

月
二
四
日
条
に
は
「
曰
宮
崎
道
三
郎
伊
勢
人
。
修
法
律
學
。」
と
あ

り
、
ま
た
二
九
日
条
に
は
「
日
東
十
客
」
と
し
て
知
ら
れ
る
漢
詩

に
「
宮
崎
平
生
多
沈
思
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
航
西
日
記
』『
鷗

外
全
集
』
第
三
十
五
巻
・
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
、
同
日
記
の

読
み
下
し
文
及
び
注
釈
に
つ
い
て
、「
航
西
日
記
を
読
む
会
」
編
・

森
鷗
外
『
航
西
日
記
』『
海
外
見
聞
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　

明
治
編
）
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
九
年
、
四
〇
頁
以
下
、

四
一
〇
、
四
一
二
─
一
三
頁
を
参
照
。
朝
日
新
聞
一
九
九
四
年
六

月
二
九
日
東
京
版
夕
刊
五
頁
「
留
学
生
・
森
鷗
外
の
「
幻
の
写
真
」

と
題
す
る
記
事
と
と
も
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
到
着
時
の
同
行
者
十
人

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
井
義
幸
「『
日
東
十
客
』
の
写

真
」『
鷗
外
』
５７
（
一
九
九
五
年
七
月
刊
）
一
三
二
─
一
五
三
頁⇒

中
井
義
幸
『
鴎
外
留
学
始
末
』
岩
波
書
店
、
平
成
一
一

（
一
九
九
九
）
年
二
─
九
頁
。
今
村
孝
子
「
宮
崎
道
三
郎
が
住
ん
だ

町
─
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」『
鷗
外
』
6７
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
刊
）

二
六
〇
─
二
七
一
頁
。

（
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

六

第
三
節
　rex 

（
王
）
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六

第
四
節
　H

ofbeam
ter 

（m
inisteriales

）
………
…
…
…
…
二
七

第
五
節
　
集
会

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八

第
六
節
　G

au 

（
土
地
の
区
画
）G

raf 

（
役
人
の
名
）
………
二
八

第
七
節
　centena 

（situs, pagallus, m
archa

）, centenarius 

（centurio, tunginus, S
chultheiß

……
…
…
…
…
二
九

第
八
節
　ducatus 

（H
erzogthum

）, H
erzog 

（dux

）, M
arkgraf 

（dux lim
itis

）
……
…
…
…
…
…
…
…［
二
丁
表
］…
二
九

第
九
節
　m

issaticum
, m

issus dom
inicus 

（nuntius, legatus

） 

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇

第
十
節
　L

ehnsw
esen

の
由
来
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
一

第
十
一
節
　
兵
制

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
四

第
十
二
節
　
財
政

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五

第
十
三
節
　im

m
unitas 

（em
unitas Im

m
unität

免
除
） 

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六

第
十
四
節
　V

ögte

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七

第
十
五
節
　
土
地
の
制
度

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七

第
十
六
節
　
裁
判
所
の
組
織

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
九

第
十
七
節
　
貴
賤
の
等
級

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
二

第
十
八
節
　
属
人
法
主
義
の
流
行
并
に
法
律
書
の
編
纂

……
四
三

第
十
九
節
　U

rkunde, F
orm

ulae

……
…
…
…
…
…
…
…
四
七

第
廿
節
　
民
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八

第
廿
一
節
　
刑
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇

第
廿
二
節
　
訴
訟
手
続

………
…
…
…
…
…
…［
二
丁
裏
］…
五
〇

比
較
法
制
史
　
宮
崎
博
士
　
下

比
較
法
制
史
下
巻
目
次 

［
一
丁
表
］

第
二
部
　
独
乙
法
制
史

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
七

緒
言

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
七

第
一
条
　
独
乙
法
制
史
の
来
歴

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
七

第
二
条
　
参
考
書

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

本
論

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

第
一
章
　G

erm
anische Z

eit

の
法
制
沿
革

………
…
…
…
…
一
一

第
一
節
　G

erm
an

人
種
の
由
来
并
に
住
処

……
…
…
…
…
一
一

第
二
節
　vicus, pagus, civitas
……
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二

第
三
節
　rex, dux, princeps
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二

第
四
節
　com

es

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

第
五
節
　sacerdotes

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

第
六
節
　
集
会

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

第
七
節
　
兵
制

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六

第
八
節
　
貴
賤
の
階
級

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七

第
九
節
　
土
地
制

………
…
…
…
…
…
…
…
…［
一
丁
裏
］…
一
八

第
十
節
　
民
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九

第
十
一
節
　
刑
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一

第
十
二
節
　
訴
訟
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二

第
二
章
　F

ränkische Z
eit

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三

第
一
節
　G

erm
an

部
族
の
盛
衰
の
略
史

……
…
…
…
…
…
二
三

第
二
節
　F

ranken

の
国
勢

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四

（
六
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

七

第
十
七
節
　
訴
訟
手
続

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
四

第
四
章
　
近
世

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

第
一
節
　
第
十
五
世
紀
の
末
─
第
十
九
世
紀
の
始

………
…
八
五

第
二
節
　
十
九
世
紀
の
始
─D

er allgem
eine deutsche B

und 

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇

比
較
法
制
史
下
巻
目
次
終

第
二
部
　
独
逸マ
マ

法
制
史
［
一
丁
表
］

　緒
言

第
一
条

　独
乙
法
制
史
の
来
歴

今
や
欧
洲
法
制
史
中
特
に
尤
も
法
制
上
に
重
大
な
る
関
係
を
有

す
る
法
制
史
を
陳
述
せ
ん
。
故
に
既
に
第
一
部
と
し
て
ロ
ー
マ
法

制
史
を
述
べ
た
り
。
之
よ
り
進
み
てG

erm
an

法
制
史
を
述
べ
ん

と
す
。
然
る
にG

erm
an

法
制
史
と
云
へ
ば
其
範
囲
実
に
漠
然
た

り
。
因
て
其
範
囲
を
狭
く
し
独
逸
の
法
制
の
沿
革
を
講
ぜ
ん
と
す
。

抑
も
独
逸
に
て
は
近
世
ロ
ー
マ
法
律
の
影
響
を
受
け
自
国
法
よ

り
も
寧
ろ
ロ
ー
マ
法
行
は
る
る
の
有
様
に
し
て
現
に
独
逸
の
新
民

法
は
ロ
ー
マ
法
に
依
る
も
の
な
り
。
併
し
独
乙
の
古
代
に
於
て
は

自
ら
自
国
特
有
の
法
律
あ
り
し
。
而
し
て
今
其
古
代
法
制
の
沿
革

を
述
ぶ
れ
ば
勢
ひG

erm
an

人
種
の
特
色
明
な
る
べ
し
。
故
に
独

第
三
章
　
中
世
紀

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

第
一
節
　
独
乙
国
の
分
裂
并
に
其
国
勢
の
略
史

………
…
…
五
三

第
二
節
　
国
王

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六

第
三
節
　
官
職
制
度

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七

第
四
節
　L

ehnsw
esen

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八

第
五
節
　F

ürsten

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八

第
六
節
　com

itatus 

（G
rafschaft

）
………
…
…
…
…
…
…
五
八

第
七
節
　R

eichstag, H
oftag

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九

第
八
節
　
帝
国
の
財
政

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
〇

第
九
節
　
帝
国
の
兵
制
…

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
〇

第
十
節
　

（
領

　
主

L
andesherr, 

其
　

所
　

領
　

地
）

T
erritorium

………
…
…
…
…
…
六
一

第
十
一
節
　
領
主
の
家
政
及
び
其
役
人

………
…
…
…
…
…
六
一

第
十
二
節
　S

tadt

（
市
府
）
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
二

第
十
三
節
　
法
源

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

第
一
款
　
第
十
二
世
紀
─
第
十
三
世
紀
頃
の
有
様 

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…［
三
丁
表
］…
六
三

第
一
項
　
独
乙
国
の
有
様

………
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

第
二
項
　Italy

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四

第
二
款
　S

achs

［en

］
の
法
律
（S

achsenspiegel

）
……六
六

第
三
款
　S

chw
abenspiegel

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
七

第
四
款
　L

andrecht, S
tadtrecht

……
…
…
…
…
…
…
六
七

第
五
款
　
ロ
ー
マ
法
の
伝
播

………
…
…
…
…
…
…
…
…
六
八

第
十
五
節
　
民
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
二

第
十
六
節
　
刑
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
四

（
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

八

次
第
に
欧
洲
に
広
り
独
乙
法
学
者
中
イ
タ
リ
ー
に
留
学
す
る
も
の

漸
々
輩
出
せ
り
。
此
等
の
学
者
は
イ
タ
リ
ー
学
風
に
化
せ
ら
れ

ロ
ー
マ
法
研
究
に
心
を
尽
せ
り
。
従
て
古
代
の
独
乙
法
は
振
は
ず

微
々
た
り
し
。
然
れ
ド
モ
国
あ
れ
ば
必
ず
法
律
あ
る
も
の
に
し
て

独
乙
に
も
古
代
よ
り
法
律
な
か
り
し
に
あ
ら
ず
。
此
に
於
て
［
二

丁
表
］
漸
々
卓
越
の
士
は
独
乙
固
有
法
に
注
目
す
る
も
の
出
で
り
。

其
初
め
て
独
乙
法
制
史
を
著
せ
し
はH

erm
ann C

onring

氏

（1606-1681 A
.D

.

）
な
り
。
氏
は
博
覧
の
人
に
し
て
元
来
法
学

専
門
家
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ド
モ
独
乙
法
制
の
沿
革
に
熟
達
し
て
世

人
の
之
に
注
目
す
る
も
の
な
き
を
憤
り
、H

elm
stedt

の
学
校
に

於
て
独
乙
法
制
史
を
講
述
せ
り
。1643 A

.D
.

に
至
り
、
有
名
な

るL
iber unus de origine juris germ

anici （２
）
を
著
せ
り
。
氏
の

伝
記
に
付
て
は
面
白
き
コ
ト
少
か
ら
ず
、
兎
に
角
当
時
の
学
者
中

卓
越
し
た
る
人
な
り
。
此
の
伝
記
はS

tobbe

［, O
tto, 1831-

188７

］
氏
の
手
に
な
れ
る

H
erm

ann C
onring, D

er 
B

egründer der deutschen R
echtsgeschichte （３

）
に
詳
し
。
此
く

S
tobbe

氏
はH

erm
ann C

onring

の
伝
記
を
著
せ
し
程
の
コ
ト
な

れ
ば
、
亦
以
て
氏
の
功
力
あ
り
し
コ
ト
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
之

等
の
事
に
関
し
て
はS

iegel

［, H
einrich 1830-1899

］
氏
の

D
eutsche R

echtsgeschichte, E
inleitung （４

）

を
参
考
す
べ
し
。

乙
法
律
の
沿
革
を
第
二
部
と
し
て
陳
べ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
之

を
陳
ぶ
る
に
は
近
世
よ
り
も
寧
ろ
古
代
の
有
様
に
付
て
詳
述
せ
ん
。

則
ち
独
逸
固
有
の
法
律
の
盛
に
発
達
せ
し
沿
革
を
述
ぶ
べ
し
。
今

や
独
逸
法
制
史
を
述
ぶ
る
に
先
だ
ち
、
先
づ
独
乙
法
制
の
歴
史
の

来
歴
を
述
べ
、
次
に
之
を
研
究
す
る
に
便
な
る
参
考
書
を
述
べ
ん
。

［
一
丁
裏
］
近
来
独
逸
に
於
て
は
諸
般
の
学
問
大
に
進
歩
せ
り
。

就
中
歴
史
的
研
究
は
尤
も
進
歩
せ
り
。
従
て
独
乙
法
制
の
歴
史
的

研
究
の
如
き
も
諸
学
者
の
唱
ふ
る
処
に
従
へ
ば
大
に
発
達
せ
り
と
。

故
に
法
制
史
に
関
し
て
は
有
名
な
る
学
者
も
頗
る
輩
出
せ
し
な
り
。

然
れ
ド
モ
独
乙
法
制
の
歴
史
は
左
程
に
古
か
ら
ず
。
他
の
法
律
学

科
に
比
す
れ
ば
後
れ
て
発
達
せ
し
も
の
な
り
。B

erlin

大
学
の

教
授H

einrich B
runner

［1840-191５

］
氏
の
説
に
従
へ
ば
、

独
乙
古
代
の
法
制
に
心
を
注
ぎ
し
は
十
六
世
紀
の
中
頃
に
初
れ
り

と
。
之
等
に
関
し
て
はK
arlow

a

［, O
tto, 1836-1904

］
氏
の

R
öm

ische

［R
echts

］geschichte I-1 （１
）, p.14

［
→11sqq.
］
を

参
考
す
べ
し
。
而
し
て
十
六
世
紀
に
て
は
已
に
研
究
の
材
料
を
構

成
し
且
つ
出
版
せ
り
。
元
来
十
二
三
世
紀
頃
に
は
イ
タ
リ
ー
に
於

て
盛
に
ロ
ー
マ
法
を
研
究
しB

ologna

大
学
に
於
て
は
盛
に
ロ
ー

マ
法
を
講
述
せ
り
。
此
時
に
於
け
る
学
風
は
只
に
ロ
ー
マ
法
律
を

崇
拝
し
之
を
尊
重
し
他
の
法
律
に
は
深
く
注
目
せ
ず
。
此
の
影
響

（
八
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

九

て
世
人
に
尊
敬
せ
ら
れ1808-1823 A

.D
.

に
於
て
有
名
な
る

D
eutsche S

taats- und R
echtsgeschichte

を
四
巻
［
三
丁
表
］

著
せ
り
（
７
）
。
此
の
書
は
恐
ら
く
独
乙
第
一
等
の
良
書
な
る
べ
し
。
而

し
て
此
の
著
書
の
為
に
独
乙
の
法
制
史
学
大
に
進
歩
せ
り
。
其
後

諸
学
者
出
て
独
乙
法
制
の
沿
革
を
研
究
し
種
々
の
書
出
て
り
。
併

しE
ichhorn

氏
の
著
書
は
今
日
尚
赫
々
た
り
。
此
著
書
は
公
私

共
に
論
ぜ
り
。
其
論
ず
る
処
は
法
制
の
沿
革
な
れ
ド
モ
常
に
現
在

を
忘
れ
ず
、
故
に
現
在
に
影
響
を
及
す
小
な
る
も
の
を
省
き
影
響

の
大
な
る
も
の
を
論
ぜ
り
。

E
ichhorn

の
著
書
は
実
地
に
注
目
し
て
書
せ
し
も
の
な
り
。

則
ち
現
在
に
関
係
あ
る
も
の
を
主
と
し
て
論
ぜ
り
。
此
事
に
付
て

は
近
来
学
者
中
大
に
異
な
る
考
を
有
す
る
人
あ
り
。
或
学
者
は
法

制
史
は
現
行
法
の
み
を
明
に
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
古
来
よ
り
今

日
迄
の
法
律
の
変
遷
を
論
ず
る
は
必
要
な
り
と
云
ふ
人
あ
り
。
氏

の
著
書
は
法
制
の
沿
革
の
み
な
ら
ず
政
治
史
を
論
ぜ
り
。
故
に
論

ぜ
し
範
囲
広
し
。
此
く
範
囲
広
き
且
つ
良
書
な
る
を
以
て
氏
の
博

識
知
る
に
足
る
。
併
し
法
制
史
と
政
治
史
を
弁
論
す
る
は
不
可
な

り
。
之
を
別
に
し
て
論
ず
る
方
善
し
と
云
ふ
人
あ
り
。Z

oepfl （８
）［, 

H
einrich, 180７-18７７

］
氏
の
頃
よ
り
分
離
す
。
而
し
て
近
頃

漸
々
分
離
す
る
の
傾
あ
り
。D

eutsche R
echtsgeschichte

と

凡
て
卓
識
の
学
者
は
学
問
の
好
模
範
を
示
す
に
も
係
ら
ず
、
順

当
に
其
歩
を
進
め
ざ
る
コ
ト
あ
り
得
る
も
の
な
り
。
因
て

H
erm

ann C
onring

氏
の
著
書
は
独
乙
法
学
の
好
模
範
な
り
し
と

雖
ド
モ
、
独
乙
社
会
一
般
に
法
律
の
必
要
を
［
二
丁
裏
］
感
ず
る

コ
ト
少
し
。
且
つ
此
書
を
著
せ
し
頃
に
はN

aturrecht

の
学
説

流
行
す
る
の
傾
あ
り
。
此
の
学
説
に
重
に
哲
学
者
は
力
を
尽
せ
し

も
法
学
者
中
之
に
力
を
尽
せ
し
も
の
少
か
ら
ず
。
而
シ
テ
此
学
説

に
力
を
尽
せ
し
も
の
は
法
律
歴
史
的
に
力
を
尽
す
コ
ト
を
好
ま
ず

し
て
十
八
世
紀
の
中
頃
迄
は
十
分
発
達
せ
ざ
り
し
。
抑
も
独
逸
に

法
制
史
学
の
長
足
の
進
歩
を
な
せ
し
は
十
八
世
紀
の
終
り
、
就
中

十
九
世
紀
の
頃
に
し
て
、
此
頃
は
独
乙
に
於
て
古
今
に
擢
ぬ
き
ん

で
し

学
者
も
頗
る
輩
出
せ
り
。
則
ちG
ustav H

ugo
（1７64-1844

）, 
F

riedrich C
arl von S

avigny

（1７７9-1861 （５
）
）
等
あ
り
。
而
し

て
法
律
も
亦
其
沿
革
の
研
究
の
必
要
を
感
じ
之
に
好
模
範
を
示
せ

り
。
又
独
法
に
付
てS
avigny

と
肩
を
比
ぶ
る
学
者
則
ちK

arl 
F

riedrich von E
ichhorn

（1７81-18５4 （６
）
）
氏
あ
り
て
、S

avigny

氏
と
共
に
法
制
史
研
究
に
力
を
尽
せ
り
。
氏
は
曽
てB

erlin, 
G

öttingen

大
学
に
講
述
せ
し
コ
ト
あ
り
。
此
の
両
氏
の
説
は
多

少
異
な
れ
ド
モ
法
律
を
歴
史
的
に
研
究
す
る
考
に
於
て
は
同
一
な

り
し
。
而
し
て
種
々
の
書
を
著
し
法
律
歴
史
に
関
し
て
原
祖
と
し

（
九
）
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［
四
丁
表
］

E
ichhorn: D

eutsche S
taats- und R

echtsgeschichte

は

有
名
な
る
書
に
し
て
四
巻
あ
り
。
之
を
著
せ
し
時
代
よ
り
今
日
は

大
に
法
制
の
研
究
進
め
り
。
故
に
或
部
分
［
に
］
於
て
は
古
く
な

る
コ
ト
多
し
。
併
し
此
著
書
は
法
制
史
学
に
大
影
響
を
与
へ
し
も

の
な
る
を
以
て
一
読
す
る
の
価
あ
り
。

Z
oepfl: D

eutsche R
echtsgeschichte

は
氏
の
著
書
中
有
名

な
る
も
の
に
し
て
、
此
他
に
種
々
の
著
書
あ
り
。
而
し
て
学
者
中

批
難
す
る
人
も
あ
り
。
併
し
事
柄
に
よ
り
て
は
明
瞭
に
し
て
解
し

易
き
コ
ト
あ
り
。

F
erdinand W

alter: D
eutsche R

echtsgeschichte

（1

出
版

8５７

）

は
簡
単
に
し
て
且
つ
明
瞭
な
る
書
な
り
。
之
はB

runner

の
著

書
前
は
世
人
の
愛
読
せ
し
書
な
り
。

S
chulte: L

ehrbuch der D
eutschen R

eichs- und 
R

echtsgeschichte

尤
も
世
上
に
流
行
す
る
書
な
り
。
此
書
は
見

る
に
善
か
ら
ず
。

S
iegel: D

eutsche R
echtsgeschichte

は
近
来
の
著
書
中
有

名
な
れ
ド
モ
簡
単
に
過
ぎ
る
な
り
。

S
chröder: D

eutsche R
echtsgeschichte （12

）
は
良
書
な
れ
ド
モ
、

（
11
）

D
eutsche S

taats- und R
echtsgeschichte

と
其
名
目
を
異
に

す
る
が
如
し
。
例
［
へ
］
ばB

runner, S
chröder

［, R
ichard, 

1838-191７
］, S

iegel

氏
等
の

D
eutsche R

echtsgeschichte

［
三
丁
裏
］
等
の
如
し
。
之
等
は
今
日
の
法
制
史
中
尤
も
新
し
き

も
の
な
り
。

S
chulte, K

arl F
riedrich E

ichhorn, S
ein L

eben und 
W

irken （９
）
な
る
書
はE

ichhorn
氏
の
伝
を
見
る
に
尤
も
良
し
。
又

B
runner, S

iegel, D
eutsche R

echtsgeschichte

を
見
る
べ
し
。

法
律
家
に
あ
ら
ず
し
て
法
律
上
に
影
響
を
及
せ
し
はJakob 

G
rim

m

氏
な
り
。1828

［
年
］
にD

eutsche R
echtsalterthüm

er （10
）

な
る
書
を
著
せ
り
。
此
書
はE

ichhorn
氏
の
如
く
独
法
制
の
古

今
の
沿
革
を
論
ぜ
ず
し
て
、
独
乙
古
代
の
法
律
の
有
様
を
論
ぜ
り
。

説
明
の
材
料
と
し
て
独
乙
以
外
の
事
を
採
用
せ
り
。
故
に
独
乙
の

古
代
法
制
を
見
る
に
必
要
な
る
書
な
り
。
此
書
は
古
代
の
格
言
方

言
等
を
援
用
せ
り
。
故
に
読
む
に
困
難
な
る
書
な
り
。B

runner

氏
は
此
書
を
大
に
賞
讃
せ
り
。
則
ち
法
制
史
に
て
は
尤
も
有
益
な

る
書
な
り
と
。
右
の
如
き
有
様
な
る
を
以
て
独
乙
法
制
研
究
大
に

広
れ
り
。
併
し
独
法
制
史
に
付
て
特
に
名
高
き
はB

runner, 
G

ierke

［, O
tto von, 1841-1921

］
等
な
り
。
之
等
の
有
名
な
る

諸
士
を
氏
の
独
法
制
史
中
に
列
記
せ
り
。

（
一
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

一
一

西
［
は
］A

rdennen W
ald

［
ア
ル
デ
ネ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ト
］［
五

丁
表
］
及R

hein

［
ラ
イ
ン
］
等
に
接
せ
り
。
此
のG

erm
an

人

種
は
久
し
き
間
容
易
に
一
定
の
住
所
を
占
む
る
を
得
ず
、
時
に
其

住
所
を
変
ず
。
種
々
の
小
団
体
あ
り
て
之
は
時
々
互
に
同
盟
せ
し

コ
ト
あ
り
し
も
大
抵
孤
立
せ
り
。
之
等
の
小
団
体
の
名
称
は

H
ildebrand （1５

）
の
法
制
史
に
詳
し
。
一
例
を
示
せ
ばR

hein

河
以
東

及
びH

essen

以
北
［
に
］
於
て
はC

hatli, T
encteri, U

sipii

［U
sipetes

］, B
ructeri

等
の
人
種
住
し
、R

hein

よ
りE

lbe

河

に
至
る
沿
海
の
地
に
はF

riesia, C
hauci

等
の
人
種
あ
り
。

H
arz

近
傍
に
は
勇
壮
を
以
て
有
名
な
るC

herusci

人
種
あ
り
。

O
stsee

とD
anube

と
の
間
に
はS

uebi

人
種
あ
り
。
其
他

G
erm

an

人
種
中G

oths

（G
athones

）, V
andali

等
あ
り
て
諸

方
に
散
在
せ
り
。
古
よ
りG

erm
an

人
種
の
大
別
し
た
る
名
称
と

し
てIngaevones, Istvaenoes, H

erm
inones （16

）
と
云
ふ
。
此
中
に

含
ま
る
団
体
に
付
て
はH

ildebrand

の
著
書
中
に
詳
し
。
併
し

此
に
付
て
は
諸
説
紛
々
定
ま
ら
ず
。
或
はG

erm
an

人
種
は
三
大

団
体
に
分
れ
て
、
之
れ
は
一
致
し
て
一
の
政
治
的
の
団
結
を
な
せ

し
に
あ
ら
ず
。
法
制
史
中
に
於
て
此
の
三
区
別
は
有
益
な
ら
ざ
る

も
の
な
り
。
但
しIngaevones

はN
ordsee

沿
岸
に
住
し

R
hein

近
辺
に
住
せ
ん
人
種
を

Istvaenoes

と
云
ふ
。

教
科
書
と
し
て
［
四
丁
裏
］
余
計
の
事
が
混
合
せ
り
。

B
runner: D

eutsche R
echtsgeschichte （13

）
は
近
世
の
大
著
述

に
し
て
近
世
中
第
一
等
の
書
な
る
べ
し
。
此
書
に
大
小
（
14
）
の
両
部
あ

り
、
小
部
と
雖
ド
モ
一
時
世
人
に
愛
読
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
詳

し
き
は
大
部
の
書
に
及
ば
ざ
る
な
り
。

　本
論

第
一
章

　

G
erm

anische Zeit
の
法
制
沿
革

第
一
節

　

Germ
an

［
人
種
］
の
由
来
并
に
住
処

G
erm

an

人
種
の
由
来
に
付
て
諸
説
紛
々
確
な
ら
ざ
れ
ド
モ
、

元
来A

rian

人
種
の
一
に
し
て
太
古
はA

ria
地
方
のB

actriana

の
近
辺
に
あ
り
（B

alkh

［
バ
ル
フ
］）。
此
地
方
に
はH

indu 
K

ush

［
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ク
シ
］
山
、
一
方
に
はO

xus
河
あ
り
、

一
部
はA

ria

地
方
に
入
り
一
部
は
欧
洲
に
入
り
、
之
よ
り
又
支

分
し
て
其
境
遇
の
異
な
る
よ
り
風
俗
習
慣
を
異
に
し
てG

reece

と
な
り
或
は
イ
タ
リ
ー
と
な
り
或
はG

erm
an

と
な
り
し
が
如
し
。

而
し
てG

erm
an

人
種
はT

acitus

の
頃
則
ち100 A

.D
.

頃
に
は

北
は

N
ord, O

sten

…
…
…
…
に
接
し
、
南
は

D
onau

（D
anube

）、
東
はW

eichsel

（V
istula

）
河
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ヴ
ィ
ス
ト
ゥ
ワ
河
］
及
びC

arpates

［
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
］、

（
一
一
）
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［
六
丁
表
］
多
く
集
り
、
一
のcivitas

を
作
れ
り
。civitas

は
一

の
独
立
の
政
治
団
体
な
り
。
国
と
訳
し
て
可
な
り
。
併
し
甚
だ
小

な
る
も
の
な
り
。

第
三
節

　

rex, dux, princeps
G

erm
an

の
語
に
て
題
目
を
掲
ぐ
る
よ
り
は
羅
甸［
語
］
良
し
。

之
れG

erm
an

に
て
は
各
異
な
れ
ば
な
り
。civitas

中
に
はrex, 

dux, princeps

な
る
役
員
あ
り
。rex

は
王
と
訳
しG

erm
an

の

古
語
に
はK

uning

［<künne 

氏
族; künic, küniges

］
と
云
ふ
。

各civitas

中
に
は
必
ずrex

あ
り
し
に
あ
ら
ず
。
併
し
時
を
経

る
に
従
ひG

erm
an

に
て
何
れ
のcivitas

に
もrex

を
置
く
コ

ト
と
な
れ
り
。
今
述
ぶ
る
時
代
に
て
はrex

の
発
達
せ
し
時
な
り
。

例
［
へ
］
ばG

erm
an

の
西
部
に
あ
るG

erm
an

人
種
に
て
は

civitas

に
於
てrex

な
し
。
此
の
職
務
は
元
帥
の
如
き
も
の
に

し
て
、
他
人
種
と
干
戈
を
交
ゆ
る
に
至
り
、
必
要
上rex

を
戴
く

に
至
れ
り
。
蓋
しG

erm
an

の
古
代
にrex

は
其
権
力
の
如
き
意

外
に
薄
弱
な
り
し
。rex

は
端
か
らrex

と
な
る
に
あ
ら
ず
。
人

民
の
選
挙
に
よ
り
て
な
る
な
り
。
羅
甸［
語
］
のconcilium

（
独

語 V
ölkerschaftsthing

）
に
し
てcivitas

の
集
会
な
り
。G

erm
an

の
古
代
の
重
要
な
る
集
会
は
、
１
はV

ölkerschaftsthing

、
２

はH
undertschaftsthing

あ
り
。rex

は
第
一
の
も
の
に
よ
り

H
erm

inones

は
［
五
丁
裏
］
中
央
に
住
せ
し
人
種
を
包
括
す
。

此
等
の
別
は
法
制
史
に
関
係
な
き
コ
ト
な
り
。

第
二
節

　
vicus, pagus, civitas

独
乙
人
種
中
箇
々
の
団
体
則
ち
部
族
あ
り
。
之
れ
則
ち

civitas

に
し
て
小
天
地
を
な
せ
り
。
此
は
古
は
無
数
あ
り
し
な
り
。

此
の
内
部
に
付
て
見
れ
ばvicus, pagus

あ
り
。vicus

は
村
落

と
訳
す
べ
き
も
の
に
シ
テ
、
之
は
羅
甸［
語
］
に
し
て
、G

erm
an

の
古
語
に
てT

hrupes

と
云
ふ
。
蓋
し
古
へG

erm
an

に
て
は

多
く
は
数
十
箇
相
集
り
て
村
落
を
な
し
其
村
落
に
集
る
も
の
は
軍

隊
を
組
織
す
。
固
よ
りG

erm
an

と
雖
ド
モ
古
く
は
家
々
離
れ
て

住
居
せ
し
も
あ
り
。
併
し
多
く
は
団
体
を
作
り
て
住
せ
り
。
此
上

にpagus

な
る
大
団
体
あ
り
。
之
れ
は
羅
甸［
語
］
に
し
て

H
undert

［
百
人
組
］
と
云
ふ
。
之
れ
は
若
干
の
村
落
の
集
合
体

な
り
し
。
之
も
亦
軍
隊
を
組
織
しvicus

の
軍
隊
よ
り
大
な
り
。

之
よ
り
見
る
もG

erm
an

人
は
軍
隊
を
重
ぜ
し
コ
ト
を
知
る
に
足

る
。
而
シ
テpagus

は
軍
隊
を
組
織
す
る
と
共
に
又
一
種
の
集
会

を
な
せ
り
。
此
の
集
会
はG

erm
an

の
古
代
に
大
切
な
る
も
の
な

り
。
殊
に
裁
判
上
大
切
な
り
。
則
ち
一
ヶ
のH

undert

は
裁
判

上
の
区
画
を
な
せ
り
。
此
上
尚
大
な
る
集
会
あ
り
て
裁
判
を
司
り

し
コ
ト
あ
る
も
、
普
通
尤
も
大
切
な
る
も
の
な
り
。H

undert

は

（
一
二
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

一
三

之
を
置
く
必
要
はrex

の
な
き
処
に
て
は
軍
隊
を
帥
ふ
る
も
の
な

か
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
臨
時
にdux

を
置
き
し
な
り
。dux

と

rex

と
は
軍
隊
を
将ひ

き

ゆ
る
に
於
て
は
類
似
す
る
も
、
平
時
に
有
無

の
差
あ
り
。dux

は

civitas

に
於
て
選
挙
す
。
而
し
て

princeps

中
よ
り
選
び
し
な
ら
ん
。
其
の
職
は
軍
隊
を
将ひ

き

ゆ
る
に

あ
り
。
故
に
軍
事
上
名
望
あ
る
も
の
を
選
び
し
な
り
。
而
し
て
時

代
に
よ
り
同
名
な
る
其
職
異
な
る
コ
ト
あ
り
。princeps

は

pagus

の
長
な
り
。civitas

に
あ
り
て
は
、rex

の
あ
る
あ
り
、

な
き
あ
り
、
臨
時
にdux

を
置
く
処
あ
り
。princeps

は
平
時
何

のH
undert

に
も
あ
り
し
。
之
はG

erm
an

のF
ürsten

に
し
て

princeps

は
重
要
な
る
役
人
に
し
て
終
身
官
な
り
。
選
挙
せ
し
処

はconcilium

な
り
。
而
し
て
門
閥
家
よ
り
選
ぶ
。
其
職
は

H
undert

内
の
事
務
な
り
し
が
、
尚civitas

全
体
に
関
す
る
コ

ト
を
も
司
ど
れ
り
。
則
ち
一
のcivitas

中
に
多
く
のprinceps

あ
り
て
、
之
が
亦
一
の
集
会
則
ちF

ürsthenrath

あ
り
て

civitas

全
体
に
関
す
る
コ
ト
を
取
調
べ
り
。
併
しprinceps

の

通
常
司
る
処
はH

undert

内
の
コ
ト
に
し
て
又
戦
争
の
時
は

H
undert

内
の
兵
士
を
将ひ

き

へ
り
。pagus

の
総
大
将
はprinceps

［
七
丁
裏
］
な
り
。
其
他
の
場
合
に
て
はH

undert

内
の
裁
判
又

農
政
に
関
す
る
コ
ト
を
司
れ
り
。
人
民
よ
り
時
々
進
物
を
な
せ
り
。

選
ば
る
る
な
り
。rex

を
選
ぶ
に
は
系
統
［
六
丁
裏
］
に
よ
る
な

り
。
故
に
衆
人
中
よ
り
選
［
ぶ
］
に
あ
ら
ず
。
其
選
挙
の
方
式
の

如
き
は
尚
武
の
風
を
反
射
す
。
則
ちrex

を
選
挙
せ
ば
其
王
を
盾

の
上
に
載
せ
て
諸
方
を
廻
り
衆
人
に
知
ら
し
む
。
又
人
民
よ
り

rex

に
矛
を
授
け
た
り
。
此
式
に
よ
り
て
見
れ
ばrex

は
主
と
し

て
部
族
の
元
帥
た
る
コ
ト
な
り
。G

erm
an

古
代
の
王
は
主
権
者

に
あ
ら
ず
、
主
権
は
集
会
則
ちconcilium

に
あ
り
し
な
り
。
故

に
国
家
の
重
大
な
る
事
件
、
開
戦
、
媾
和
、
官
吏
の
任
免
等
の
如

き
はconcilium

に
於
て
司
れ
り
。
王
は
集
会
に
於
て
議
案
の
提

出
を
司
れ
り
。
某
集
会
も
兵
士
の
集
会
に
し
て
主
と
し
て
元
帥
た

る
王
も
之
に
臨
む
コ
ト
必
要
な
り
。
加
之civitas

の
領
有
せ
し

土
地
あ
り
て
、
之
れ
はcivitas

に
属
す
る
と
し
、rex

に
属
す

る
と
せ
ず
。
故
に
当
時
に
て
は
王
様
の
下
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
と

云
ふ
観
念
、
人
心
に
な
し
。
分
捕
品
の
如
き
はrex
は
之
を
恣
に

す
る
能
は
ず
、
集
会
の
議
決
を
要
せ
り
。rex

は
門
閥
家
よ
り
出

て
、
他
人
民
よ
り
異
な
り
て
優
待
せ
ら
る
。
又concilium

の
会

期
毎
に
人
民
よ
り
王
に
献
上
物
を
収
め
又rex

は
許あ

ま

多た

の
土
地
を

供
せ
ら
る
。
此
土
地
は
他
の
土
地
と
異
な
れ
る
取
扱
を
な
せ
り
。

dux

と
はG

erm
an

のH
erzog

と
云
ふ
。H

er

は
軍
隊
に
し
て
、

Z
og

は
［
七
丁
表
］
帥ひ

き

ふ
る
と
云
ふ
に
し
て
、dux

は
将
帥
な
り
。

（
一
三
）
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V
assal

は
卑
し
き
も
の
な
り
。

第
五
節

　

sacerdotes

神
官
と
訳
し
祭
祀
に
関
す
る
コ
ト
を
司
る
。G

erm
an

の
古
代

に
は
、
或
るcivitas

に
はsacerdotes

あ
り
て
、concilium

の

秩
序
、
軍
隊
の
コ
ト
を
司
る
。
或
るcivitas

に
て
は
之
な
き
あ

り
。
南
部
のG

erm
an

人
種
に
於
て
はH

undert

の
集
会
に
於
て

其
集
会
に
関
す
る
神
の
コ
ト
を
従
前
の
如
く
司
る
。civitas

の

集
会concilium

に
於
て
は
一
種
のsacerdotes

あ
り
て
軍
神
の

下
に
あ
る
と
の
観
念
を
有
す
。
故
に
戦
争
あ
る
ト
キ
は

sacerdotes

は
命
令
を
下
し
集
会
を
静
寂
に
す
る
な
り
。
一
度
命

令
下
る
やZ

iu

な
る
神
（
1７
）
の
下
に
保
護
を
受
く
と
し
、
若
し
不
敬

の
コ
ト
を
な
せ
ば
之
を
罰
す
。
又rex

は
神
事
を
司
る
処
も
あ
る

な
り
。
且
つ
行
軍
の
際
に
も
其
軍
隊
はZ

iu

の
保
護
に
あ
り
と
し
、

若
し
兵
士
に
し
て
不
穏
当
の
挙
動
あ
れ
ば
不
敬
な
り
と
し
之
を
罰

す
。sacerdotes

の
任
命
は
今
日
判
然
せ
ざ
れ
ド
モ
［
八
丁
裏
］

concilium

に
て
選
挙
し
終
身
な
り
し
な
ら
ん
。

第
六
節

　集
会

集
会
は
当
時
二
種
あ
りconcilium

とH
undertschaftsthing

と
な
り
。concilium

に
は
通
常
会
と
臨
時
会
の
二
種
あ
り
。
通

常
会
をechtes thing

（or unechtes thing

）
と
云
ひ
、
臨
時

第
四
節

　

com
es

com
es

と
は
時
の
武
家
時
代
の
家
来
と
能
く
類
似
せ
り
。

com
es

はrex, dux, princeps

等
の
如
き
政
治
上
枢
要
な
る
地

位
に
あ
る
人
が
従
者
と
せ
し
も
の
な
り
。
併
し
当
時
のcom

es

は
世
人
の
卑
め
し
も
の
に
あ
ら
ず
、
却
て
当
時
に
あ
り
て
は
重

お
も
ん

ぜ
し
も
の
な
り
。
故
に
通
常
の
貴
族
の
如
き
は
□
□
［
脱
字
あ

り
］
を
有
せ
ず
又
通
常
の
貴
族
のcom

es

た
る
を
好
ま
ず
。
而

シ
テcom

es

の
主
人
に
随
従
し
平
生
は
左
右
を
離
れ
ず
、
戦
時

に
は
主
人
に
従
行
し
て
主
人
を
警
衛
せ
り
。com
es

と
な
り
し
人

間
の
種
類
は
貴
族
の
子
弟
と
雖
ド
モcom
es

た
る
を
耻
ぢ
ず
、

一
般
人
民
はcom

es

た
る
コ
ト
難
し
。
殊
に
武
術
に
長
ぜ
ざ
れ
ば
、

一
般
人
民
はcom

es

た
る
能
は
ず
。com

es
と
主
人
と
関
係
は
相

方
の
合
意
約
束
に
よ
り
て
定
れ
り
。
其
関
係
の
如
き
は
容
易
に
解

く
能
は
ず
自
然
永
久
の
性
質
を
有
す
。
約
束
を
な
す
に
は
丁
寧
な

る
儀
式
あ
り
て
、
主
人
はcom

es

に
武
器
を
与
へcom

es
た
る

も
の
は
忠
実
な
る
コ
ト
を
誓
ひ
握
手
の
礼
を
行
へ
り
。［
八
丁
表
］

com
es

は
其
誓
約
す
る
如
く
十
分
忠
実
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
武

器
を
捨
て
独
り
戦
場
よ
り
帰
る
能
は
ず
。
若
し
此
の
如
き
コ
ト
あ

れ
ば
厳
罰
あ
り
。
而
し
てcom

es

に
は
主
人
が
兵
器
馬
等
凡
て

供
給
せ
し
な
り
。
後
にV

assal

あ
り
、
之
はcom

es

類
似
せ
り
。

（
一
四
）
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一
五

隷
の
如
き
は
会
員
た
る
能
は
ず
。
当
時
会
員
が
会
場
に
臨
む
時
は

戦
場
に
出
る
時
と
同
装
足
を
な
す
。
加
之
会
員
の
席
に
就
く
は
兵

士
の
席
順
に
就
く
と
同
一
な
り
。
而
シ
テ
故
に
戦
争
を
議
決
す
る

時
は
直
に
戦
場
に
赴
き
得
し
な
り
。
而
し
てconcilium

に
て
司

り
し
コ
ト
は
尤
も
重
な
る
も
の
はrex, dux, princeps

の
選
挙

及
びsacerdotes

の
選
挙
を
司
り
し
如
く
見
ゆ
。
開
戦
媾
和
、

人
を
兵
籍
に
入
る
る
コ
ト
又
裁
判
の
事
柄
は
訴
訟
事
件
の
管
轄
は

定
ま
ら
ず
、
大
抵
の
事
はconcilium

に
て
議
決
し
た
り
、
裁
判

し
た
り
。

concilium

の
如
き
はG

erm
an

の
古
に
は
能
く
行
は
れ
し
も

其
のcivitas

の
人
口
及
び
範
囲
広
る
時
に
はconcilium

を
開
く

の
不
便
を
感
じ
一
時
衰
微
す
る
コ
ト
と
な
れ
り
。［
九
丁
裏
］

H
underschaftsthing

と
は
各pagus

に
あ
り
て
之
も
通
常
会

と
臨
時
会
と
に
分
る
。
之
は
会
は
小
な
る
丈
け
夫
れ
丈
け
之
を
開

く
に
不
便
な
し
。
故
に
毎
月
一
回
之
を
開
き
し
如
く
見
ゆ
。
其
の

召
集
の
手
続
はconcilium

と
相
似
た
り
。
併
し
其
集
会
の
屢
な

る
よ
り
其
の
会
場
は
略
々
定
れ
り
。
而
シ
テprinceps

は
会
頭

の
住
地
を
占
め
会
員
の
静
寂
を
命
ぜ
り
。
而
し
て
集
会
に
赴
く
が

如
き
はconcilium

と
同
じ
く
軍
装
足
を
な
し
集
め
り
議
決
し
又

concilium
と
同
じ
く
し
て
同
不
同
意
を
示
す
の
み
、
其
職
の
主

会
を
ばunechtes thing

（gebotes thing

）
と
云
ふ
。
臨
時
会

は
会
期
定
ら
ず
、
緊
要
の
事
件
あ
る
時
に
之
を
開
く
。
通
常
会
は

一
年
中
に
一
回
之
を
開
き
し
如
く
見
ゆ
。
而
し
て
集
会
を
開
く
に

は
当
時G

erm
an

の
尚
武
の
風
俗
と
密
着
の
関
係
を
有
し
新
月
満

月
の
時
を
期
し
て
開
け
り
。
当
時
新
月
満
月
の
時
は
戦
ふ
に
利
あ

る
時
と
せ
し
を
以
て
な
り
。
当
時
の
集
会
は
固
よ
り
重
要
の
事
を

も
議
す
る
も
兵
士
の
集
会
に
し
て
場
合
に
よ
り
て
は
開
戦
の
コ
ト

を
議
決
す
る
と
同
時
に
隊
を
組
み
戦
場
に
赴
く
な
り
。
故
に
若
し

会
員
延
着
す
れ
ば
罰
あ
り
。
召
集
の
如
き
も
尚
武
の
風
俗
と
密
着

の
関
係
を
有
し
矢
を
回
し
又
は
烽
火
を
挙
げ
て
召
集
を
催
す
。
会

員
は
丘
陵
森
林
等
の
如
き
神
を
祀
る
処
を
選
び
、
会
を
開
き
、

rex sacerdotes

は
命
令
を
下
し
静
寂
な
ら
ん
コ
ト
を
催
せ
り
。

議
案
はrex sacerdotes

提
出
せ
り
。［
九
丁
表
］
議
決
に
至
り

て
は
当
時
は
殆
ん
ど
議
す
る
コ
ト
な
し
。
蓋
しconcilium
に
提

出
せ
し
議
案
はprinceps

の
会
に
て
予

あ
ら
か

じ
め
議
し
、concilium

に
て
は
討
論
な
く
し
て
採
決
す
と
云
ふ
も
可
な
り
。
只
議
案
に
対

し
て
同
意
な
る
か
将は
た

不
同
意
な
る
か
を
表
す
に
止
る
。
之
れ

R
om

ans

の
古
に
類
似
せ
り
。
而
シ
テ
会
員
原
案
を
可
と
す
る
ト

キ
は
兵
士
は
議
場
に
て
躍
り
等
し
て
同
意
を
表
す
。
不
同
意
の
時

は
兵
器
を
地
に
擲
つ
等
す
る
な
り
。
会
員
は
兵
士
な
る
を
以
て
奴

（
一
五
）
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時
尚
武
の
風
よ
り
人
を
新
に
兵
籍
に
編
入
す
る
に
は
厳
式
あ
り
て
、

凡
てconcilium

の
許
可
を
得
べ
き
な
り
。
其
許
可
を
得
る
に
は

本
人
は
武
術
に
達
す
る
や
否
や
を
試
験
せ
し
な
り
。
此
場
合
に
は

本
人
にconcilium

よ
り
武
器
を
授
け
兵
士
た
ら
し
む
。
而
し
て

一
旦
事
あ
り
て
兵
士
を
召
集
す
る
に
は
集
会
の
召
集
と
相
類
し
矢

を
回
送
し
又
旗
を
立
て
事
の
急
な
る
を
示
せ
り
。
併
し
若
し
非
常

の
危
急
の
事
あ
り
て
兵
士
を
召
集
す
る
場
合
に
は
先
づ
其
危
急
の

事
件
を
知
り
し
も
の
は
叫
び
て
人
民
に
知
ら
し
む
。
然
る
ト
キ
に

［
十
丁
裏
］
兵
士
は
直
に
或
場
所
に
集
会
す
。
此
の
如
き
場
合
に

はw
apen jo, feindio, al arm

a （18
）
な
る
言
を
以
て
急
急
を
知
ら
し

む
る
な
り
。
而
し
て
兵
士
集
り
て
よ
り
行
軍
す
。
其
先
に
互
に
誓

を
な
せ
し
な
り
。
又
兵
士
が
隊
伍
を
組
む
に
は
同vicus

の
も
の

は
同
じ
隊
を
な
し
同H

undert

の
も
の
は
同
隊
を
組
む
。
親
族

は
又
一
所
に
住
す
る
を
以
て
親
族
は
又
一
の
隊
伍
を
な
し

princeps

が
之
を
将ひ

き

ひcivitas

と
し
て
軍
隊
はrex

若
し
く
は

dux

が
之
を
帥ひ

き

ゆ
。
併
し
兵
を
懲
罰
す
る
に
付
て
はrex, dux

な

さ
ざ
る
処
な
り
し
。
之
等
は
自
ら
武
勇
を
表
し
兵
士
の
手
本
と
な

り
又
部
族
に
於
て
はrex, dux

は
懲
罰
す
る
の
権
を
有
せ
り
。

則
ち
軍
隊
は
神
の
保
護
の
下
に
あ
り
。
故
に
之
を
懲
罰
す
る
は
神

事
を
司
る
も
の
に
あ
り
。
因
てdux, rex

が
神
事
を
司
る
処
に

と
し
て
司
る
処
は
裁
判
事
件
に
し
てG

erm
an

古
代
の
通
常
の
裁

判
所
と
な
す
可
な
り
。princeps

を
古
に
はjudex

と
称
せ
し
コ

ト
も
あ
り
。
固
よ
り
判
決
文
の
如
き
はprinceps

は
原
案
を
作

り
会
員
に
示
し
同
意
す
れ
ば
初
め
て
判
決
の
効
力
を
有
す
。
故
に

princeps

の
意
見
直
に
判
決
の
効
力
あ
り
し
に
あ
ら
ず
。

第
七
節

　兵
制

G
erm

an

の
古
代
に
は
兵
を
大
に
尚
へ
り
。
故
に
人
民
も
兵
士

た
る
を
以
て
名
誉
と
せ
り
。
因
て
子
供
女
子
を
除
き
てingenuus

（
平
民
）
の
身
分
よ
り
以
上
の
も
の
は
兵
士
た
り
。
又
兵
士
た
る

の
義
務
を
有
せ
り
。G

erm
an

の
古
代
に
は
［
十
丁
表
］com

es

あ
り
て
通
常
の
兵
士
と
多
少
異
な
れ
り
。
併
し
主
人
戦
場
に
赴
け

はcom
es

之
に
従
ふ
。
故
にcom
es

た
る
も
の
は
普
通
の
兵
役

に
服
せ
ざ
る
も
宜
し
。com

es

と
兵
士
と
異
な
る
コ
ト
に
付
て
云

へ
ばcom

es

は
一
定
の
主
人
あ
り
。
加
之
主
人
に
養
は
れ
兵
器

等
供
給
せ
ら
る
。
普
通
の
兵
士
は
武
器
等
は
自
ら
弁
ず
べ
き
あ
り
。

之
れ
ロ
ー
マ
の
兵
士
と
類
す
る
処
な
り
。
此
く
兵
士
は
武
器
を
作

る
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
貧
富
の
度
に
よ
り
兵
士
の
種
類
異
な
れ

り
。
例
［
へ
］
ば
馬
の
如
き
も
富
者
は
之
を
養
ふ
コ
ト
困
難
な
ら

ざ
る
も
貧
者
は
之
を
な
す
能
は
ず
、
故
に
歩
兵
と
な
り
、
富
者
は

騎
兵
と
な
れ
り
。
兵
士
は
自
ら
集
会
の
会
員
な
り
し
。
而
し
て
当

（
一
六
）
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一
七

隷
と
な
る
場
合
に
種
々
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
生い

け

擒ど
り

の
為
め
或
は
負

債
を
弁
済
し
能
は
ざ
る
為
め
或
は
人
に
売
ら
れ
或
は
自
ら
奴
隷
と

な
る
場
合
あ
り
。
其
他
奴
隷
と
結
婚
せ
ば
其
者
は
奴
隷
と
成
り
下

り
又
奴
隷
の
子
は
親
の
身
分
に
従
ひ
奴
隷
と
な
れ
り
。
奴
隷
解
放

の
方
法
は
人
を
兵
籍
に
入
る
時
と
同
一
の
式
を
な
しconcilium

［
十
一
丁
裏
］
の
許
可
を
得
べ
き
な
り
。
但
し
奴
隷
は
意
外
に
少

か
り
し
。
而
し
てrex, princeps

等
の
身
分
の
高
き
人
々
之
を

有
せ
り
。
之
も
当
時
の
田
制
と
密
着
の
関
係
を
有
せ
り
。
古
代
は

一
ヶ
人
が
土
地
を
所
有
す
る
の
考
弱
く
班
田
の
制
行
は
れ
一
戸
に

付
き
若
干
と
分
配
せ
ら
る
。
故
に
人
民
の
貴
賤
の
差
な
し
。
故
に

奴
隷
を
有
す
る
も
其
奴
隷
に
耕
さ
し
む
地
な
し
。
故
に
奴
隷
を
養

ふ
の
必
要
な
き
よ
り
少
か
り
し
な
り
。

liti

はservi

よ
り
階
級
稍
高
し
。G

erm
an

人
種
一
般
に
あ
り

し
に
あ
ら
ず
。
西
部G

erm
an

人
種
に
あ
り
し
其
由
来
に
付
て
は

判
然
せ
ず
。
併
し
戦
争
の
時
敵
の
降
参
せ
し
も
の
な
ら
ん
。liti

は
一
ヶ
人
に
隷
属
す
る
に
あ
ら
ず
、
之
れservi

［
と
］
大
に
異

な
る
処
な
り
。
併
しliti

は
奴
隷
の
如
く
物
と
見
做
さ
ず
、
但
し

ingenuus

［
平
民
］
よ
り
段
階
卑
し
。
故
にliti

を
殺
傷
せ
し
時

は
加
害
者
の
出
す
べ
き
賠
償
は
平
民
を
殺
傷
せ
し
時
の
半
額
な
り
。

又
兵
士
及
び
会
員
た
る
能
は
ず
。
但
し
訴
訟
の
能
力
を
有
す
。
又

て
は
兵
士
を
懲
罰
す
る
の
権
あ
り
。
若
しrex, dux

に
其
権
な

き
ト
キ
に
はsacerdotes

之
を
懲
罰
す
。
其
の
懲
罰
の
方
法
は

重
き
は
死
刑
を
加
し
、
軽
き
に
は
他
の
軽
き
刑
を
加
ゆ
。
又
戦
争

に
当
り
脱
隊
せ
し
も
の
は
生
な
が
ら
埋
め
ら
る
。

第
八
節

　貴
賤
の
階
級

G
erm

an

の
古
代
に
は
人
民
中
貴
族
の
如
き
あ
り
、
平
民
の
如

き
あ
り
。
又
下
り
［
十
一
丁
表
］liti

［L
iten

（laeti, lassi

）］

或
はservi

等
あ
り
、
種
々
な
り
。
其
最
下
等
のservi

と
は
奴

隷
と
訳
す
可
く
し
て
、
或
点
に
於
て
は
ロ
ー
マ
の
奴
隷
と
類
す
る

処
あ
り
。
又
或
点
に
於
て
は
異
な
り
。servi

と
は
法
律
上
物
と

見
て
権
利
の
目
的
物
と
な
る
も
主
体
た
る
能
は
ず
。
故
に
奴
隷
を

他
人
が
之
を
殺
す
コ
ト
あ
る
も
法
律
上
物
を
毀
損
せ
し
と
同
様
に

扱
へ
り
。
併
し
ロ
ー
マ
のservi

と
事
実
上
大
に
異
に
せ
り
。
則

ちG
erm

an

に
て
は
主
人
た
る
も
の
は
其
奴
隷
に
多
少
の
土
地
を

貸
与
し
生
計
を
営
ま
し
む
。
併
し
主
人
は
其
貸
与
せ
し
土
地
を
取

上
げ
し
コ
ト
甚
だ
稀
に
し
て
頗
る
厚
遇
せ
り
。
故
に
其servi
は

大
宝
令
の
頃
の
奴
婢
に
大
に
類
す
る
な
り
。
或
点
に
て
は
奴
婢
を

財
物
と
同
様
に
し
売
買
す
る
コ
ト
あ
り
、
畜
類
と
同
一
視
せ
ら
る
。

而
し
て
班
田
の
制
の
時
班
田
を
授
け
ら
る
。
而
し
てservi

は
兵

士
又
は
集
会
の
会
員
た
る
を
得
ず
。G

erm
an

の
古
代
に
人
が
奴

（
一
七
）
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重
ず
る
コ
ト
薄
し
。
因
てG

erm
an

に
於
て
は
久
し
き
間
一
ヶ
人

土
地
を
所
有
す
る
考
発
達
せ
ず
。C

aesar

の
時
に
も
［
十
二
丁

裏
］G

erm
an

人
が
ヶ
人
が
土
地
も
有
す
る
コ
ト
を
知
ら
ざ
り
し

と
云
［
ふ
］、
土
地
分
配
の
方
法
行
は
れ
班
田
の
制
と
な
り
。
此

時
にpagus

の
役
人
は
其
管
内
の
土
地
を
当
時
の
氏
々
に
分
配
し

而
し
て
之
を
利
用
せ
し
む
。
且
つ
其
の
耕
作
地
の
如
き
も
永
久
に

定
る
に
あ
ら
ず
、
年
々
之
を
変
更
す
る
の
有
様
な
り
。
之
れ
耕
作

の
方
法
進
歩
せ
ず
、
故
に
年
々
一
定
の
土
地
を
耕
せ
ば
収
穫
悪
け

れ
ば
な
り
。
故
に
班
田
の
制
と
共
に
易
田
の
制
度
行
は
る
。
併
し

耕
作
地
を
変
更
す
れ
ば
耕
作
地
と
住
所
と
距
る
コ
ト
あ
り
。
故
に

人
民
も
亦
其
家
屋
（
住
所
）
を
移
転
せ
り
。G

erm
an

に
て
古
は

家
屋
に
付
て
も
不
動
産
の
考
な
く
動
産
と
見
做
せ
り
。T

acitus

の
時
代
に
は
ヶ
人
が
土
地
を
所
有
す
る
の
観
念
尚
十
分
発
達
せ
ず

班
田
の
方
法
行
は
る
。
併
し
従
前
に
比
す
れ
ば
多
少
変
更
し
ヶ
人

に
所
有
す
る
有
様
に
近
け
り
。
則
ち
氏
々
の
親
族
の
も
の
に
土
地

を
分
配
し
、
氏
々
が
之
を
利
用
す
る
に
あ
ら
ず
、
各
ヶ
則
ち
家
々

に
分
配
せ
し
め
て
利
用
せ
し
め
り
。
尚
分
配
の
際
は
各pagus

に

於
て
其
管
内
の
土
地
を
耕
作
す
べ
き
土
地
と
耕
作
に
供
せ
ざ
る
土

地
と
に
分
干
其
耕
作
地
中
に
於
て
現
在
耕
す
地
と
一
時
休
め
る
休

耕
地
と
に
分
ち
た
り
。
例
［
へ
］
ばpagus

中
に
於
て
耕
作
に
適

liti
は
班
田
に
加
は
れ
り
。
而
し
てingenuus

と
異
な
り
、
其
住

居
を
自
由
に
変
ず
る
を
得
ざ
り
し
。
且
つ
平
民
と
結
婚
す
る
を
得

ず
。
若
し
平
民
とliti

と
相
通
じ
て
子
生
れ
ばliti

の
身
分
に
従

ふ
な
り
。liti
は
其
階
級
よ
り
云
は
［
十
二
丁
表
］
大
宝
令
の
頃

に
奴
婢
の
上
に
あ
り
し
家
人
に
類
す
。
併
し
家
人
は
一
ヶ
人
に
属

す
る
も
の
な
り
。

ingenuus

は
平
民
と
云
ふ
べ
き
も
の
に
し
て
普
通
の
身
分
の

人
を
云
ふ
。
之
等
は
兵
士
又
は
会
員
た
る
を
得
、
且
つ
班
田
の
場

合
に
は
土
地
の
分
配
を
得
た
り
。

nobiles

（
貴
族
）、
其
数
は
部
落
に
よ
り
異
な
り
。princeps, 

rex, dux,

の
類
はnobiles

の
中
よ
り
選
ぶ
。nobiles

と
雖
ド
モ

特
権
な
し
。
併
し
社
会
に
て
自
ら
門
閥
を
尊
び
法
律
の
過
を
異
に

せ
り
。nobiles

を
殺
せ
し
時
出
す
償
金
（W

ergeld
）
は
自
ら

ingenuus

の
時
よ
り
多
し
。
則
ちingenuus

を
殺
せ
し
時
の
二

倍
な
り
。
土
地
の
分
配
の
時
もingenuus

の
二
倍
を
受
く
。
且

つnobiles

に
もrex

を
常
に
出
す
門
閥
あ
り
。
其
門
閥
は
他
の

nobiles

よ
り
も
一
層
貴
ば
れ
た
り
。

第
九
節

　土
地
制

G
erm

an

人
種
は
其
初
諸
々
に
漂
泊
し
一
定
の
住
所
な
し
。
其

生
業
は
主
と
し
て
牧
畜
に
し
て
耕
作
に
熟
達
せ
ず
。
故
に
土
地
を

（
一
八
）
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一
九

と
共
に
一
定
す
る
に
至
れ
り
。（
班
田
に
付
て
は
日
本
の
大
宝
令

の
頃
の
方
法
を
参
考
す
べ
し
。
併
し
各
家
に
分
つ
と
各
人
に
分
配

す
る
と
の
別
あ
り
。）
実
地
に
付
て
は
所
有
権
発
達
せ
り
。
其
土

地
の
外
に
尚
各
地
方
の
も
の
が
共
に
利
用
せ
し
土
地
則
ち

alm
ende

あ
り
。
例
［
へ
］
ば
森
、
林
、
石
切
場
等
の
如
し
。
俗

にM
ark

と
も
云
［
ふ
］。

右
の
次
第
な
る
故
に
、G

erm
an

の
古
代
に
て
は
貧
富
の
度
殆

同
一
に
し
て
財
産
均
分
の
制
行
は
る
と
云
ふ
も
可
な
り
。
貴
族
は

servi

を
有
せ
し
も
、
一
般
人
はservi

を
有
す
る
の
必
要
な
し
。

故
にservi

の
数
少
し
且
つ
虐
待
せ
ら
れ
ず
。G

erm
an

の
此
時

代
は
土
地
所
有
の
発
達
に
付
て
は
大
に
参
考
た
る
べ
き
な
り
。

第
十
節

　民
法

此
時
代
の
民
法
の
コ
ト
に
関
し
て
は
歴
史
の
材
料
不
足
に
し
て

不
分
明
な
る
コ
ト
あ
り
。
先
づ
物
権
よ
り
述
べ
ば
、T

acitus

時

代
よ
り
後
に
至
り
て
は
土
地
中
に
て
も
宅
地
の
如
き
は
私
有
地
の

観
念
生
ぜ
り
。
而
し
て
他
の
土
地
に
付
て
も
私
有
の
観
念
発
達
せ

り
。
而
し
て
土
地
を
譲
渡
す
に
は
厳
式
を
要
す
。
ロ
ー
マ
と

［
十
四
丁
表
］
同
じ
く
未
開
の
時
は
儀
式
重
お
も
ん

ぜ
ら
る
。G

erm
an

に
て
も
今
日
よ
り
見
れ
ば
奇
な
る
儀
式
あ
り
。
則
ち
土
地
譲
渡
す

時
に
は
其
相
方
が
其
土
地
に
赴
き
譲
渡
人
は
譲
受
人
に
一
庁
の
地

す
る
地
を
先
づ
選
定
す
。
併
し
耕
作
の
方
法
［
十
三
丁
表
］
発
達

せ
ず
。
故
に
年
々
同
地
を
耕
す
は
収
穫
少
し
。
故
に
同
じ
く
易
田

の
制
行
は
る
。
而
し
て
休
耕
地
を
置
き
年
々
耕
地
を
変
ず
る
な
り
。

併
しpagus
中
に
て
耕
地
と
定
め
し
地
な
る
も
其
場
所
に
よ
り
地

味
一
定
な
ら
ず
。
故
に
分
配
如
何
に
よ
り
て
不
公
平
を
生
ず
る
の

恐
あ
り
。
故
に
同
地
味
の
も
の
は
各
家
々
に
分
ち
不
公
平
な
き
コ

ト
を
勤
め
り
。
其
分
配
の
方
法
は
先
づ
上
中
下
の
地
味
の
相
異
あ

り
と
す
。
而
し
てpagus

中
にA

, B
, C

の
三
人
あ
り
と
す
。
然

る
ト
キ
は
其
上
中
下
の
土
地
を
各
三
ヶ
に
分
ちA
, B

, C

に
各
其

一
を
取
ら
し
め
不
公
平
な
き
様
に
せ
り
。
又
此
時
代
に
は
耕
作
に

供
す
る
土
地
と
供
せ
ざ
る
土
地
と
は
殆
ん
ど
一
定
せ
り
、C

aesar

の
時
未
だ
其
区
別
一
定
せ
ざ
り
し
。T

acitus
時
に
は
其
区
別
一

定
せ
り
。
尤
も
一
旦
耕
作
地
と
定
め
し
処
は
容
易
に
変
ぜ
ざ
る
も

永
久
に
耕
せ
ば
収
穫
不
良
な
り
。
故
に
数
年
の
後
に
は
時
と
し
て

変
ず
る
コ
ト
あ
る
も
従
前
の
如
く
年
々
耕
作
地
を
変
ぜ
ざ
り
し
。

其
の
耕
作
す
る
に
も
其
地
方
の
も
の
は
協
議
し
て
以
て
耕
作
の
方

法
を
定
む
。
尤
も
各
家
に
分
配
す
る
土
地
は
定
れ
り
。
併
し

nobiles

の
如
き
は
一
般
人
よ
り
其
分
配
高
多
し
。
故
に
身
分
に

よ
り
て
其
分
配
高
異
な
り
。
身
分
同
一
な
れ
ば
其
分
配
高
同
じ
。

且
つ
実
地
に
至
り
て
は
耕
作
地
の
変
更
を
［
十
三
丁
裏
］
減
ず
る

（
一
九
）
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〇

律
上
の
効
力
を
生
ず
る
に
は
合
意
に
基
き
て
履
行
す
べ
き
な
り
。

例
［
へ
］
ば
売
買
の
時
に
甲
が
乙
に
物
品
を
渡
す
と
共
に
乙
が
其

代
価
を
渡
し
て
後
其
合
意
法
律
上
の
効
力
を
生
ず
る
な
り
。
尤
も

売
買
等
の
場
合
に
は
一
方
よ
り
与
ふ
る
価
格
は
全
体
を
与
へ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
已
に
少
額
た
り
ト
モ
握
手
し
て
之
を
与

ふ
れ
ば
効
力
を
生
ず
る
な
り
。
但
し
合
意
あ
ら
ず
し
て
不
法
の
所

為
よ
り
債
権
債
務
の
関
係
生
ず
る
コ
ト
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
子
又

は
奴
隷
等
に
於
て
他
人
に
損
害
を
加
ふ
れ
ば
其
父
主
人
は
被
害
者

に
損
害
賠
償
の
責
を
負
ふ
な
り
。

親
族
法

─
日
耳
曼
の
古
代
に
親
族
をS

ippe

と
云
［
ふ
］。

其
親
族
中
家
族
をS

choss

［S
choß

］
と
云
ふ
。
但
しS

choss

中
に
含
む
る
は
親
子
兄
弟
の
間
柄
を
云
ふ
。
自
他
の
親
族
は
或
程

度
迄
て
をS

ippe

中
に
入
る
。
一
家
に
て
は
家
長
は
至
大
の
権
を

有
し
時
と
し
て
は
子
を
殺
す
コ
ト
を
得
た
り
。
又
は
負
債
主
を
奴

隷
と
し
て
売
り
又
は
質
に
入
る
る
コ
ト
を
得
。
質
と
は
当
時
能
く

行
は
れ
た
り
。
又
家
長
が
女
子
を
有
せ
ば
其
女
子
を
他
人
に
嫁
す

る
ト
キ
は
其
女
子
の
承
諾
を
得
ず
し
て
嫁
せ
し
む
る
を
得
。
其
家

長
権
は
ロ
ー
マ
の
家
長
権
に
類
す
る
も
或
点
に
て
は
大
に
異

［
十
五
丁
表
］
な
れ
り
。
例
［
へ
］
ば
家
長
の
配
下
に
あ
る
人
が

兵
士
と
な
り
又
他
家
を
有
す
る
に
至
る
ト
キ
は
家
長
の
配
下
を
脱

庁
を
渡
し
而
し
て
又
手
袋
を
渡
す
等
の
式
あ
り
。
又
其
の
式
終
れ

ば
相
方
の
も
の
が
其
土
地
の
境
界
を
定
め
基
地
を
譲
受
人
に
明
渡

せ
り
。

G
erm

an
古
代
に
て
は
手
袋
は
種
々
の
場
合
に
用
ゆ
。
則
ち
権

力
の
記
と
し
て
用
ゆ
。
故
に
譲
渡
の
時
も
之
を
用
ひ
し
な
り
。
蓋

しG
erm

an

に
て
は
有
形
物
又
は
他
の
挙
動
等
を
以
て
権
力
の
コ

ト
等
を
表
す
。
之
等
の
コ
ト
に
関
し
てJacob （19
） 

［G
rim

m

］
氏
の

G
erm

an

法
通
史
［D

eutsche R
echtsalterthüm

er, 1828, 
S

.13７ff.

］
に
見
ゆ
。
日
本
に
て
も
古
は
兵
器
を
以
て
権
力
を
示

せ
し
コ
ト
あ
り
。
又
は
神
功
皇
后
は
韓
土
の
城
砦
に
矛
を
立
て
ら

れ
し
コ
ト
あ
り
（
20
）
。
之
れ
権
力
を
示
せ
し
も
の
な
り
。
殊
に

G
erm

an

に
於
て
此
類
の
コ
ト
多
し
。

債
権

─
契
約
な
る
も
の
は
債
権
債
務
の
関
係
を
生
ず
。

G
erm

an

の
古
代
に
て
は
合
意
よ
り
債
権
債
務
を
生
ず
る
コ
ト
な

く
故
に
契
約
の
主
意
あ
り
し
も
十
分
発
達
せ
ず
。S

chröder （21
）
の

説
に
て
はG

erm
an

の
古
代
に
て
は
無
証
の
合
意
は
十
分
の
効
力

を
生
ず
る
能
は
ざ
り
し
と
又
即
時
履
行
の
合
意
な
ら
ざ
れ
ば
効
力

な
し
と
。
蓋
し
未
開
の
時
に
は
目
前
の
コ
ト
に
注
意
し
永
遠
の
コ

ト
に
［
十
四
丁
裏
］
関
す
る
観
念
同
じ
。
故
に
合
意
の
み
に
て
は

債
権
債
務
の
関
係
を
法
律
上
生
ぜ
ず
。
斯
る
場
合
に
其
合
意
が
法

（
二
〇
）
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二
一

故
に
結
婚
は
同
階
級
中
に
て
な
す
べ
き
な
り
。
当
時
一
夫
一
婦
の

制
又
は
一
夫
多
妻
の
制
行
は
る
。
上
流
社
会
に
は
一
夫
多
妻
行
は

れ
普
通
人
は
一
夫
一
婦
の
制
行
は
る
。
之
れ
上
流
社
会
は
金
を
多

く
有
す
れ
ば
な
り
。
但
し
日
耳
曼
の
古
に
て
は
結
婚
に
付
て
早
婚

を
好
ま
ざ
り
し
。

S
ippe

に
於
て
は
互
に
相
扶
助
す
る
の
義
務
あ
り
。
例
［
へ
］

ばS
ippe

中
の
或
者
が
他
人
に
殺
さ
る
る
時
はS

ippe

中
の
人
々

は
被
害
者
の
為
に
復
仇
す
る
コ
ト
あ
り
。
復
仇
な
る
コ
ト
は
当
時

甚
だ
行
は
れ
法
律
之
を
禁
ぜ
ざ
る
な
り
。
又S

ippe

中
の
も
の
が

他
人
を
殺
傷
し
た
る
時
は
其
加
害
者
の
為
め
に
償
金
を
出
す
コ
ト

あ
り
。
又
宣
誓
を
な
す
場
合
に
は
同S

ippe

中
の
も
の
は
宣
誓
者

の
為
に
助
成
す
る
コ
ト
あ
り
。
当
時
立
証
の
コ
ト
と
し
て
宣
誓
行

は
る
。
宣
誓
に
は
一
人
に
て
宜
し
き
コ
ト
あ
り
。
又
多
人
を
要
す

る
コ
ト
あ
る
な
り
。

第
十
一
節

　刑
法

犯
罪
に
二
種
あ
り
公
犯
私
犯
な
り
。
公
犯
の
時
は
国
家
自
ら
進

ん
て
加
害
者
を
罰
し
通
常
死
刑
を
加
す
。
私
犯
の
時
は
被
害
者
親

族
の
も
の
が
法
廷
に
訴
へ
刑
を
［
十
六
丁
表
］
科
す
る
コ
ト
を
請

求
せ
る
あ
り
。
又
加
害
者
に
対
し
て
復
仇
す
る
コ
ト
も
あ
り
。
又

加
害
者
と
私
談
に
て
な
す
コ
ト
あ
り
。
犯
罪
の
種
類
に
は
神
社
を

す
。
之
れ
ロ
ー
マ
と
異
な
り
。
又
男
子
に
し
て
養
子
と
な
り
又
女

子
に
し
て
他
人
に
嫁
せ
ば
家
長
の
配
下
を
脱
す
。
而
し
て
男
子
か

兵
籍
に
入
る
に
付
て
は
年
齢
に
限
な
し
。
則
ち
男
子
は
兵
籍
に
堪

へ
得
べ
き
に
発
達
す
れ
ば
其
父
は
手
続
を
踏
み
て
兵
籍
に
入
れ
し

む
る
の
義
務
を
有
す
。
尤
も
兵
士
に
入
り
又
他
家
を
立
つ
る
ト
キ

は
家
長
権
を
脱
す
。

養
子
を
な
す
ト
キ
は
養
父
た
る
も
の
は
通
常
養
子
の
な
き
コ
ト

を
要
す
。
実
子
あ
る
も
の
に
し
て
養
子
を
な
さ
ん
と
せ
ば
実
子
全

体
の
承
諾
を
得
べ
き
な
り
。
又
女
子
が
他
家
に
嫁
す
る
ト
キ
は
郷

の
家
長
権
を
脱
す
る
も
夫
の
権
内
に
服
従
す
る
な
り
。

婚
姻

─
当
時
は
売
買
結
婚
ト
モ
云
ふ
べ
き
も
の
普
通
に
行
は

る
。
則
ち
結
婚
せ
ん
と
す
る
ト
キ
は
其
女
子
の
父
よ
り
売
却
す
る

な
り
。
此
場
合
に
も
合
意
は
即
時
履
行
す
る
を
要
す
る
の
原
則
行

は
れ
父
が
女
子
を
男
子
に
渡
す
と
同
時
に
其
代
金
を
父
に
渡
す
な

り
。
結
婚
の
式
も
親
族
立
会
の
処
に
て
同
時
に
行
ふ
。
尤
も
当
時

女
子
を
か
ど
わ
か
す
コ
ト
徃
々
行
は
る
。
此
の
場
合
に
は
男
子
と

女
子
と
の
家
族
私
談
し
て
姞
婚
の
効
力
を
生
ず
る
コ
ト
あ
り
。
又

女
子
は
夫
の
存
命
中
其
配
下
に
属
す
る
も
夫
死
す
れ
ば
［
十
五
丁

裏
］
夫
の
男
系
の
親
族
中
に
て
最
近
縁
者
之
を
後
見
す
。
而
し
て

当
時
身
分
の
異
な
る
も
の
は
互
に
結
婚
す
る
コ
ト
を
大
に
嫌
へ
り
。

（
二
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

二
二

第
十
二
節

　訴
訟
法

此
時
代
に
於
て
法
律
上
十
分
分
科
［
分
化
］
せ
ら
れ
ざ
る
よ
り

し
て
、
訴
訟
法
に
付
て
も
刑
事
民
事
の
区
別
明
な
ら
ず
。
但
し
当

時
の
訴
訟
法
は
刑
事
に
近
し
。
今
日
民
事
と
し
て
法
廷
に
訴
ふ
べ

き
コ
ト
も
日
耳
曼
古
代
に
は
直
に
訴
ふ
る
能
は
ず
。
原
告
人
は
被

告
人
に
対
し
て
催
促
を
な
し
、
若
之
に
関
せ
ざ
れ
ば
抗
命
の
犯
罪

成
立
す
。
而
し
て
後
に
法
廷
に
訴
へ
抗
命
の
罰
金
を
科
す
る
と
同

時
に
原
告
は
請
求
の
目
的
を
達
す
。
且
つ
訴
訟
の
進
行
中
裁
判
官

干
渉
す
る
コ
ト
少
く
放
任
主
義
な
り
し
。
故
に
例
［
へ
］
ば
召
喚

手
続
の
如
き
。
又
抗
弁
を
命
ず
る
如
き
。
凡
て
原
告
自
ら
之
を
な

す
。
加
之
訴
訟
手
続
は
厳
な
り
し
。
此
点
に
於
て
は
ロ
ー
マ
の
古

の
訴
訟
手
続
と
甚
だ
類
似
せ
り
。
当
時
の
訴
訟
の
儀
式
に
付
て
一

例
を
示
せ
ば
犯
罪
を
訴
ふ
る
ト
キ
は
原
告
は
若
干
の
証
拠
人
を
携

へ
被
告
人
の
家
に
至
り
罪
状
及
び
出
廷
す
べ
き
事
実
を
述
ぶ
（
現

行
犯
は
異
な
り
）。
若
し
出
廷
せ
ざ
れ
ば
罰
金
を
科
す
。
而
し
て

原
被
出
廷
す
れ
ば
原
告
は
棒
を
握
り
誓
を
立
て
被
告
に
対
し
批
難

す
。
其
時
に
被
告
は
答
弁
す
る
を
誓
ひ
同
時
に
棒
を
握
り
罪
に
服

し
或
は
拒
議
す
。
而
シ
テ
答
弁
の
後
に
は
裁
判
官
は
判
決
を
下
す
。

［
十
七
丁
表
］
其
判
決
は
裁
判
官
た
る
も
の
先
づ
原
案
を
作
り
集

会
の
会
員
に
示
し
其
同
意
を
得
て
真
の
判
決
と
な
る
な
り
。
但
し

犯
す
の
罪
。
集
会
の
平
和
若
く
は
軍
隊
の
平
和
を
害
す
る
罪
。
又

は
私
談
の
誓
約
を
破
り
魔
術
、
兵
士
逃
亡
、
放
火
、
暗
殺
等
の
罪

あ
り
。
之
等
の
場
合
に
刑
罰
の
方
法
種
々
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
溺

死
［
せ
］
し
む
る
罪
又
背
を
断
ち
割
る
罪
、
絞
刑
、
火
刑
等
種
々

あ
り
。
又
私
犯
の
時
は
必
ず
法
廷
に
訴
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。

又
は
私
話
す
る
コ
ト
を
得
。
其
時
は
被
害
者
が
加
害
者
に
償
金
を

求
む
る
コ
ト
多
く
行
は
る
。
殺
害
の
場
合
は
親
族
の
も
の
償
金
を

求
め
得
る
。
私
話
整
へ
ば
相
互
に
将
来
平
和
を
保
つ
コ
ト
を
約
す
。

若
し
当
事
者
の
一
人
が
其
の
約
束
を
破
れ
ば
公
犯
と
な
り
死
刑
に

処
せ
ら
る
。
私
話
の
場
合
は
国
家
は
関
係
せ
ず
。
私
犯
の
場
合
に

て
其
犯
罪
大
な
る
ト
キ
は
被
害
者
又
は
親
族
が
復
仇
を
な
す
コ
ト

を
得
。
復
仇
を
法
律
上
禁
ぜ
ず
。
併
し
過
激
な
る
手
段
を
用
ゆ
る

を
禁
ず
。
而
し
て
其
復
仇
を
加
害
者
が
拒
む
能
は
ざ
る
な
り
。
而

シ
テ
公
犯
と
な
る
べ
き
の
手
段
を
以
て
復
仇
す
る
コ
ト
を
得
ざ
る

な
り
。
私
犯
の
場
合
に
は
又
被
害
者
又
は
親
族
が
法
廷
に
訴
ふ
る

コ
ト
を
得
。
其
時
は
相
当
の
罰
あ
り
し
な
り
。
則
ち
此
の
如
き
場

合
に
は
加
害
者
がF

riedlos

と
な
る
な
り
。
則
ち
生
命
身
体
財

産
共
に
法
律
の
保
護
を
失
ふ
。
而
し
て
［
十
六
丁
裏
］
何
人
に
て

も
之
を
殺
し
得
る
。
併
し
暗
殺
の
如
き
方
法
を
用
ゆ
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

（
二
二
）



宮
崎
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三
郎
博
士
講
述
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比
較
法
制
史
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第
二
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　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

二
三

り
け
る
。
独
立
し
団
結
せ
ず
。
併
し
左
右
に
外
敵
を
有
せ
り
。
西

南
に
は
ロ
ー
マ
と
衝
突
し
東
に
はS

lavonic

に
衝
突
す
。
故
に

G
erm

an

人
の
為
に
分
裂
す
る
コ
ト
不
得
策
な
り
。
此
に
於
て
時

を
経
る
に
従
て
対
外
の
政
略
上
互
に
同
盟
を
結
ふ
等
の
手
段
に
よ

り
て
漸
々
糾
合
し
て
大
団
体
を
作
る
の
傾
き
あ
り
。3７５ A

.D
.

頃

にH
uns

は
欧
洲
に
攻
入
る
ト
キ
に
当
り
、G

erm
an

人
も
益
々

統
合
す
る
に
至
り
又
ゼ
ル
マ
ン
人
種
は
郷
土
を
去
り
他
国
に
移
住

す
る
に
至
れ
り
。
右
の
結
果
と
し
て
生
ぜ
し
団
体
種
々
あ
り
。
例

［
へ
］
ばG

othen

（W
est, E

ast

）, L
angobarden, B

abarian

（B
ayern

）, T
hüringer, B

urgunder, A
lam

m
anni, S

axon, 
F

riesian, V
andalen

等
数
多
あ
り
。
之
等
の
大
団
体
は
従
前
の

civitas

を
襲
用
す
る
も
の
あ
り
。
或
は
新
に
名
称
の
生
ぜ
し
も

の
も
あ
る
な
り
。
而
し
てA

nglo-S
axon

［A
ngeln, S

achsen

］, 
B

ritannia

に
移
住
せ
し
も
第
六
世
紀
に
し
て
同
時
代
な
り
し
。

而
し
てG

erm
an

人
の
統
合
移
住
の
事
実
と
相
并
び
表
は
し
た
る

コ
ト
はG

erm
an

人
中
大
抵
王
を
有
す
る
に
至
り
集
会
の
勢
力
衰

へ
り
。
蓋
し
ゼ
ル
マ
ン
人
種
の
統
合
又
は
移
住
せ
し
コ
ト
は
外
敵

の
衝
突
に
あ
り
、
已
に
衝
突
［
十
八
丁
表
］
す
る
以
上
は
兵
士
を

将ひ
き

ゆ
る
も
の
を
要
す
。
故
に
ゼ
ル
マ
ン
人
中rex

な
き
処
あ
り
し

も
外
国
と
干
戈
を
交
ゆ
る
に
至
り
漸
々
□
□
□
［rex

］
を
置
く

当
時
の
判
決
に
は
何
人
が
如
何
な
る
手
段
に
よ
り
て
立
証
す
べ
き

も
の
な
る
か
を
示
す
と
同
時
に
、
其
立
証
如
何
に
よ
り
て
刑
罰
如

何
を
示
す
。
当
時
の
証
拠
法
に
付
て
述
ぶ
れ
ば
当
時
普
通
に
用
ひ

し
立
証
の
手
段
は
宣
誓
な
り
し
。
而
し
て
立
証
の
責
任
は
被
告
之

を
有
す
。
被
告
に
於
て
罪
に
服
す
れ
ば
宜
し
。
若
し
服
せ
ざ
れ
ば

其
無
罪
な
る
コ
ト
を
答
弁
ず
べ
き
な
り
。
而
し
て
宣
誓
は
一
人
に

よ
り
て
な
す
あ
り
。
又
被
告
人
の
外
に
数
多
の
人
々
の
宣
誓
を
要

す
る
コ
ト
あ
り
。
例
［
へ
］
ばS

ippe

の
人
々
宣
誓
を
な
す
あ
り
。

而
し
て
宣
誓
を
助
け
る
に
は
被
告
は
無
罪
な
る
を
誓
ひ
し
な
り
。

宣
誓
に
は
場
合
に
七
八
十
人
を
要
す
る
コ
ト
あ
り
。
而
し
て
被
告

の
宣
誓
に
信
用
を
置
か
ざ
る
ト
キ
は
原
告
は
決
闘
を
申
込
む
コ
ト

あ
り
。
而
し
て
被
告
に
於
て
は
決
闘
又
は
其
他
の
立
証
手
段
に
よ

る
コ
ト
を
得
。
宣
誓
、
立
証
の
他
にO

rdal

（
神
断
（
22
）
）
な
る
あ
り
。

O
rdal

中
に
は
種
々
の
も
の
あ
り
。
抽
籤
、
火
試
、
水
試
、
決
闘

等
あ
り
。

第
二
章

　

Fränkische Zeit

第
一
節

　

Germ
an

部
族
の
盛
衰
の
略
史

 

［
十
七
丁
裏
］

耶
蘇
紀
元
少
し
後
に
は
同
お
な
じ
く

日
耳
曼
中
に
無
数
のcivitas

あ

（
二
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

二
四

り
。
他
の
一
部
はM

ittelrhein

に
住
し
之
は
独
乙
語
に
て

R
epuarien

（R
epuarii

又
はR

epari

）
と
云
ふ
。
此
人
種
は
同

じ
く
初
は
ロ
ー
マ
に
服
せ
ら
れ
し
も
第
五
世
紀
頃
に
は
勢
を
得
て

国
境
はM

aas, M
osel

河
辺
に
達
せ
り
。
右
の
二F

ranken

中

に
於
て
法
制
上
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
はS

alier

な
り
。
之

に
付
て
少
し
く
述
べ
ん
。

S
alier

は486 A
.D

.

頃
に
名
高
きC

hlodw
ig

（C
hlodevich, 

C
hlodevech

）
な
る
人
あ
り
。
氏
はS

oisson

に
て
ロ
ー
マ
人
を

打
破
り
国
境
をS

eine

河
辺
に
広
め
り
。
之
よ
り
し
て
同
氏
は

496 A
.D

.

頃
に
於
てA

lam
m

annen

を
征
服
せ
り
。
此
時
も
版

図
を
大
に
広
め
其
後５0７ A

.D
.

にV
isigoth

（W
estgothen

）

と
干
戈
を
交
へG

allia

南
部
に
有
せ
し
領
地
を
奪
略
せ
り
。
加

之C
hlodw

ig

氏
の
時
他
のF

ranken

則
ちR

epuarien

等
を
も

征
服
合
併
し
統
一
せ
り
。
其
頃
にF

ränkisches R
eich

創
設

［
十
九
丁
表
］
せ
ら
る
。
然
る
に
同
氏
は５11 A

.D
.

に
死
せ
り
。

此
時
に
領
地
を
其
子
に
分
割
し
て
治
め
し
む
。
氏
にT

heodrich 
I

（†
５34

）, C
hildebert I

（†
５５8

）, C
hlodem

er

（†
５24

）, 
C

hlotar I

（†
５61

）
の
四
人
の
子
あ
り
し
。
之
等
に

F
rankreich

を
分
与
せ
し
な
り
。
此
後
分
与
を
治
む
る
コ
ト

屢
々
あ
り
。
之
等
の
四
人
中C

hlodem
er

氏
は５24 A

.D
.

に
他

に
至
り
其
勢
力
増
せ
り
。
之
と
同
時
に
集
会
の
権
力
自
ら
衰
へ
り
。

加
之
個
々
の
小
団
体
あ
り
し
も
此
時
代
に
は
統
合
し
て
団
体
大
な

る
に
従
ひconcilium

を
開
く
不
便
と
な
れ
り
。
因
て
集
会
は
其

勢
力
を
失
へ
り
。
此
時
代
に
大
団
体
を
生
ぜ
し
が
其
中
に
勢
の
大

な
る
あ
り
小
な
る
あ
り
。
之
等
の
団
体
に
於
て
欧
洲
就
中
ゼ
ル
マ

ン
の
法
制
史
上
勢
力
を
占
め
し
はF

ranken

な
り
し
。
之
は
本

微
々
た
り
し
も
時
と
共
に
勢
力
を
得
、
其
他
の
ゼ
ル
マ
ン
人
を
征

し
、
仏
、
独
の
国
の
本
はF

ranken

人
な
り
。
故
に
之
よ
り
進

み
てF

ranken

人
種
に
付
て
述
べ
ん
と
す
。

第
二
節

　

Franken

の
国
勢

政
治
史
に
類
す
る
コ
ト
を
述
ぶ
。

F
ranken

は
古
くF

ranci

と
称
す
。
此
名
称
は
第
三
世
紀
頃

に
表
る
。
此
のF

ranken

中
に
大
別
す
れ
ば
二
族
あ
り
。
其
一

部
はM

ittelrhein

（m
iddle R

hein

）
他
の
一
部
はN

iederrhein

に
住
せ
り
。
而
し
て
此
等
のF

ranken

は
其
名
を
異
に
し
て

N
iederrhein

に
住
せ
し
も
の
は
独
乙
に
てS

alier

（S
alii

）

［
十
八
丁
裏
］
と
云
ふ
。S

alier

の
如
き
は
一
時
は
微
々
と
し
て

ロ
ー
マ
に
服
せ
し
も
第
五
世
紀
頃
に
は
ロ
ー
マ
の
覇
絆
を
脱
し
領

分
を
広
め
四
四
五
年
頃
に
は
国
境
はS

om
m

e

河
に
達
せ
り
。
而

し
てF

ränkisches R
eich

の
名
高
き
国
を
開
き
し
はS

alier

な

（
二
四
）



宮
崎
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三
郎
博
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史
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二
五

り
就
中H
ausm

eier

は
尤
も
勢
力
を
得
た
り
。
之
は
宮
中
の
事

務
を
監
督
せ
し
官
吏
に
し
て
其
地
位
よ
り
云
ふ
も
王
の
信
用
を
受

く
る
人
な
り
。
故
に
世
人
に
尊
敬
せ
ら
れ
権
の
恣
に
し
易
し
。
尤

もH
ausm

eier

は
一
人
に
限
ら
ず
、
部
分
々
々
の
王
宮
に
は
夫
々

あ
り
し
な
り
。
然
る
にN

eustria

のH
ausm

eier

中
にP

ippin 
von H

eristal

氏
あ
り
し
。
而
し
て
他
の
部
分
の
国
々
を
も
支
配

しdux et princeps F
rancom

ne

と
云
ふ
。
当
時
王
あ
れ
と
も

な
き
か
如
き
有
様
な
り
し
。P

ipin von H
eristall

氏
にK

arl 
M

artell

な
る
子
あ
り
。
父
の
死
後
益
権
力
を
恣
に
せ
り７41 

A
.D

.

にK
arl M

artell

死
せ
り
。
此
時
にM

erow
inger

の
例

に
倣
ひF

ränkisches R
eich

をK
arlm

an, P
ippin der K

urze

［Jüngere

］
の
二
子
に
分
与
し
て
治
め
し
む
後K

arlm
an

僧
と

な
り
［
二
十
丁
表
］P

ippin der K
urze

王
はM

erow
inger

の

王C
hilderich III

を
廃
し
王
統
一
変
しK

arolinger

家
の
も
の

王
と
な
れ
り
。P

ippin der K
urze

は７68 A
.D

.

に
死
し
其
子

K
arl K

arlm
ann

の
二
人
に
てF

ränkisches R
eich

を
分
ち
治

め
り
。７７1 A

.D
.

にK
arlm

ann

死
しK

arl

は
一
人
に
て
全
国

を
支
配
せ
り
。K

arl

は
有
名
な
るK

arl der G
roße

に
し
て
版

図
を
大
に
広
め
り
。
例
へ
ば７７2 A

.D
.-804 A

.D
.

の
間
に
屢
々

S
axen

人
と
戦
ひ
之
を
服
し
又７７4 A

.D
.

に
はL

angobarden

兄
弟
よ
り
早
死
せ
り
。
此
後
は
三
人
の
王
と
な
り
し
。
尤
も

F
ranken

はC
hlodevig

の
後
益
盛
と
な
り５34 A

.D
.

に
兄
弟

共
々
にB

rugunder

を
征
略
せ
し
コ
ト
あ
り
。
又５3５ A

.D
.

に

兄
弟
の
王
共
にO

stgothen

がG
allia

に
有
せ
し
地
則
ち

P
rovence

を
征
し５31 A

.D
.

にT
heoderich

王
はT

hunriger

を
略お

か

せ
り
。T

heoderich

の
子
にT

heudebert

は
益
々
戦
ひ
勝

利
を
占
め
り
。
而
シ
テ５５8 A

.D
.

に
一
旦F

ränkisches R
eich

を
一
統
しC

hlotar

之
を
治
む
。
此
王
は
五
六
一［
年
］に
死
せ
り
。

此
時
又F

ränkisches R
eich

四
分
し
て
四
子
に
分
与
せ
り
。
尤

も５6７ A
.D

.

に
は
右
の
四
人
中
の
一
人
死
せ
し
を
以
て

S
igebert

（†
５７５

）, G
untram

（†
５93
）, C

hilperich

（†
５84

）
の
三
人
に
て
分
割
し
て
治
め
り
。
其
後
は
小
く
分
た
れ
又

は
合
せ
ら
れ
一
様
な
ら
ず
。
併
しF

ranken R
eich

に
は
三
大
部

分
あ
り
し
。
則
ち1. A

ustrasia,

［
十
九
丁
裏
］2. N

eustria, 3. 
B

urgund

な
り
。613-622 A

.D
.

頃
はC

hlotar II

全
国
を
一
人

に
て
支
配
せ
り
。
然
る
に
其
後
に
三
大
部
分
に
各
王
あ
り
し
コ
ト

あ
り
。
此
のN
eustria

の
王
にC

hlotar II

あ
り
、613 A

.D
.

に

F
ränkisches R

eich

全
体
を
治
め
り
。
併
し
其
子
の
王
の
時
代

に
はF

ränkisches R
eich

王
の
勢
衰
へ
り
。C

hlotar II

の
子

はD
agobert

な
り
。
而
し
て
臣
下
に
政
権
を
恣
に
す
る
も
の
あ

（
二
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

二
六

第
三
節

　

rex

（
王
）

F
ranken

人
中S

alier 

─
は
勢
力
を
得
。
他
人
種
を
征
服
し

F
ränkisches R

eich

を
立
て
、
詳
し
く
言
へ
ばS

alier

も
初
は

小
団
体
に
分
れ
其
各
に
首
長
あ
り
。M

erow
inger

家
の
如
き
も

其
の
首
長
な
り
し
な
り
。
併
し
戦
争
の
続
き
し
よ
り
将
帥
勢
力
を

得
てM

erow
inger

家
も
勢
を
得
遂
に
其
他
のS

alier

を
征
服
し

M
erow

inger

はF
ränkisches R

eich

王
と
な
り
し
な
り
。

F
ränkisches R

eich

に
て
は
王
の
勢
力
は
盛
に
し
て
独
乙
と
同

一
の
論
に
あ
ら
ず
此
に
於
て
諸
学
者
中
論
あ
り
。
或
人
は

F
ränkisches R

eich

の
王
は
ロ
ー
マ
の
制
度
を
移
せ
し
な
り
と
。

又
或
人
は
然
ら
ず
、
独
乙
よ
り
移
り
し
な
り
と
。
後
説
正
し
か
ら

ん
。
此
コ
ト
は
［
二
十
一
丁
表
］F

riedrich

も
論
ぜ
り
。

F
ränkisches R

eich

王
の
記
号
はG

erm
an

時
代
の
用
ひ
し
も

の
な
り
。
例
［
へ
］
ば
鎗
の
棒
を
以
て
王
の
記
号
と
す
る
が
如
し
。

則
ち
即
位
式
或
は
他
の
場
合
に
も
用
へ
り
。
尤
もF

ränkische

国
王
の
即
位
式
の
時
冠
を
用
ひ
し
コ
ト
あ
り
。
ロ
ー
マ
の
制
度
を

移
せ
し
に
似
た
り
。
併
し
之
れ
は
後
の
コ
ト
に
し
てK

arolinger
の
時
な
り
し
。
而
し
て
丁
度
王
の
記
号
と
し
て
棒
鎗
を
用
ひ
し
は

集
会
の
行
軍
等
に
も
用
ひ
し
コ
ト
あ
り
。（
即
位
の
み
な
ら
ず
）

G
erm

an
の
古
に
は
集
会
行
軍
はZ

iu

な
る
神
下
に
あ
り
と
し
て

を
征
服
せ
り
。７91 A

.D
.-７96 A

.D
.

に
於
てA

varen

［A
w

aren
と
も
］
を
征
服
せ
り
。
当
時
にF

ränkisches R
eich

の
国
境
広

れ
り
。
其
有
様
は
一
方
にO

stsee

よ
りS

bro

に
、
一
方
に
は

N
ordsee

よ
りC

entral Italy

に
広
り
、
一
方
に
はA

tlantic 
S

ea, S
ave

［S
ava

］, T
heiß, V

istula

に
広
れ
り
。
尤
も
当
時

F
ränkisches R

eich
の
境
土
に
付
て
は
歴
史
に
明
な
り
。
而
シ

テK
arl

は
其
子
を
し
て
分
与
す
る
積
り
な
り
し
も
其
子
中
二
人

は
甲
死
しL

udw
ig der F

rom
m

e

は
全
国
を814 A
.D

.

に
統
治

せ
り
。
此
王
の
時
に
は
格
断
な
る
コ
ト
な
し
。
其
子L

othar, 
P

ippin, L
udw

ig, K
arl

の
人
々
が
国
を
分
ち
治
め
り
。
而
し
て

840 A
.D

.

にL
udw

ig der F
rom

m
e
死
しL

othar

王
と
な
り

法
制
上
必
要
な
る
事
件
起
れ
り
。
則
ち
［
二
十
丁
裏
］843 A

.
D

.

にV
ertrag von V

erdun

生
じ
、
其
条
件
に
よ
り
兄
弟
は
各

治
む
る
国
境
定
れ
り
。
但P

ippin

は
已
に83７ A

.D
.

死
せ
り
。

而
シ
テ

L
othar

は

M
ittelfranken

を
得
、L

udw
ig der 

D
eutsche

はO
stfranken

、K
arl der K

ahle

はW
estfranken

を
得
た
り
。
此
法
制
上
に
必
要
な
る
は

O
stfranken

と

W
estfranken

は
其
頃
人
情
言
語
風
俗
互
に
異
に
し
て
分
離
す
べ

き
徴
候
あ
り
、
後
遂
に
独
仏
と
分
離
せ
し
な
り
。

（
二
六
）
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二
七

軍
隊
集
会
は
神
の
下
に
あ
り
神
の
記
と
し
て
旗
を
用
ゆ
。
而
し
て

sacerdotes

の
如
き
はB

annerrecht

を
有
す
。

第
四
節

　

H
ofbeam

ter

（m
inisteriales

）

之
は
王
の
待
臣
に
し
て
此
語
はL

atin

に
し
て
英
仏
独
の

m
inister

と
源
を
同

お
な
じ

ふ
す
。
本
ロ
ー
マ
に
て
は
卑
し
き
意
味
な

り
し
下
等
の
官
吏
に
用
ひ
し
な
り
。
然
る
にG

erm
an

人
種
は

ロ
ー
マ
のprovince

に
侵
入
す
る
に
至
り
、
ロ
ー
マ
に
も
之
を

用
ゆ
る
に
至
れ
り
。
本
は
賤
民
にm

inisteriales

を
用
ひ
し
な
り
。

固
よ
りm

inisteriales

は
王
に
限
ら
ず
、
僧
徒
俗
人
も
有
せ
し

な
り
。
然
る
にF

ranken

の
［
二
十
二
丁
表
］
王
は
勢
を
得
る

に
従
て
其
臣
た
るm

inisteriales

も
勢
を
得
て
、
当
時
の

m
inisteriales

は
勢
力
あ
り
し
も
の
な
り
。
此
のm

inisteriales

中
に
種
々
の
も
の
あ
り
し
。
則
ち1. senescalcus 

（siniscalcus, 
S

eneschall, S
enesschalk

）　2. M
arschall

（m
arschalcus, 

S
talgraf

）　3. S
chenk 

（princerna, buticularius, 
gillonarius

）　4. K
äm

m
erer

（cam
m

erarius, thesararius

）

etc.

あ
り
。
此
中senescalcus

は
尤
も
大
切
な
る
も
の
に
し
て
、

古
はm

ajor dom
us

と
称
し
、
初
は
同
一
物
に
し
て
王
室
の
家
政

を
司
る
。
併
し
後
に
はm

ajor dom
us

はsenescalcus

と
は
異

な
る
も
の
と
な
れ
り
。
後
にP

ippin

王
はM

erow
inger

家
よ

旗
を
用
ひ
し
コ
ト
あ
り
。
然
る
にF

ränkische Z
eit

は
集
会
行

軍
は
王
の
下
に
あ
り
と
考
へ
、
王
が
集
会
軍
隊
に
臨
む
と
の
記
と

し
て
、
棒
、
鎗
を
用
ひ
し
コ
ト
な
り
。
故
にF

ränkisches 
R

eich

の
王
は
ロ
ー
マ
の
制
度
を
移
せ
し
に
あ
ら
ずG

erm
an

時

代
の
も
の
漸
々
発
達
し
て
斯
の
勢
力
を
得
し
な
ら
ん
。
而
し
て
王

位
の
継
承
に
て
はF

ränkisches R
eich

に
て
は
世
襲
な
り
し
。

但
し
王
位
継
承
の
順
序
は
一
定
せ
ず
。
但
し
父
子
相
続
か
、
尤
も

王
に
数
人
の
子
あ
れ
ば
分
ち
治
め
し
め
し
コ
ト
あ
り
。
併
し
永
久

に
分
割
せ
し
精
神
に
あ
ら
ず
後
に
は
又
合
す
る
コ
ト
あ
り
。
王
の

選
挙
は
此
時
代
に
衰
へ
りM

erow
inger

の
家
の
時
は
却
て
な
く

し
てK

arolinger

家
の
時
に
選
挙
の
コ
ト
［
二
十
一
丁
裏
］
起

れ
り
。
併
し
有
力
者
の
同
意
を
求
む
る
に
過
ぎ
す
当
時
王
の
勢
力

の
盛
り
し
コ
ト
は
当
時
王
は
外
国
に
対
し
一
国
を
代
表
し
外
国
と

条
約
を
な
す
如
き
は
独
り
王
の
名
義
に
て
な
す
。
加
之
軍
事
上
に

勢
力
あ
り
、
兵
数
の
召
集
の
軍
隊
の
編
成
の
如
き
は
自
ら
之
を
な

す
。
又
王
は
裁
判
権
を
有
せ
り
。
其
他
王
が
此
時
代
に
特
段
な
る

人
又
団
体
に
特
に
保
護
を
与
ふ
る
権
を
有
す
。
王
は

B
annerrecht

を
有
せ
り
。
罰
金
を
以
て
強
行
し
得
る
命
令
を
出

す
権
な
り
。
尤
も
之
は
王
に
限
ら
ず
、
他
人
も
有
す
る
コ
ト
あ
り
。

此
文
字
は
旗
の
権
と
云
ふ
コ
ト
に
し
て
（B

anner

は
旗
な
り
）

（
二
七
）
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二
八

第
五
節

　集
会

集
会
は
当
時
勢
を
失
ひ
し
コ
ト
明
な
り
。
特
にM

erow
inger

時
代
は
尤
も
衰
へK

arolinger

の
時
少
し
く
勢
を
増
せ
り
。
尤

もM
erow

inger

時
代
と
雖
も
王
は
余
り
専
断
な
れ
ば
人
民
の
感

情
を
害
す
る
コ
ト
あ
り
。
故
に
僧
徒
及
び
俗
人
の
有
力
者
を
集
め

集
会
を
開
け
り
。
其
他M

ärzfeld

［
三
月
軍
会
］
あ
り
て

［
二
十
三
丁
表
］
毎
年
三
月
に
兵
士
を
検
閲
す
る
為
め
集
会
を
な

す
。
併
しM

erow
inger

時
代
に
て
は
国
境
を
広
る
に
際
し

F
ränkisches R

eich

の
分
割
様
々
な
り
。
故
に
兵
士
の
如
き
も

集
会
す
る
コ
ト
困
難
な
り

M
ärzfeld

衰
へ
り
。
併
し

K
arolinger

時
代
は
稍
集
会
は
整
頓
せ
り
。
併
し
兵
士
の
検
閲
を

毎
年
六
月
と
しM

ärzfeld

変
じM

aifeld

［
五
月
軍
会
］
と
な

れ
り
。K

arolinger

時
代
に
は
大
小
二
集
会
あ
り
し
。
尤
も
議
す

べ
き
事
柄
と
然
ら
ざ
る
事
柄
と
の
区
別
判
然
せ
ず
。

第
六
節

　

Gau

（
土
地
の
区
画
）、Graf

（
役
人
の
名
）

F
ränkisches R

eich

を
多
数
の
区
画
に
分
ちG

au

よ
り
成
立

て
り
、G

au

を
分
ち
し
基
礎
はS

chröder

の
説
に
てcivitas

の

占
め
し
土
地
を
基
と
し
て
分
ち
し
な
り
。
故
にG

au

の
名
称
を

見
る
にcivitas

の
名
称
其そ

の

侭ま
ま

用
ひ
し
も
の
多
し
。
而
し
てG

au

に
はG

raf
な
る
役
人
あ
り
。
或
はcom

es

ト
モ
云
ひ
、
或
は

り
更
に
登
る
に
至
り
、m

ajor dom
us

を
止
む
。
尤
も

senescalcus

の
語
の
本
来
の
意
味
は
老
奴
と
云
ふ
義
に
し
て
賤

し
き
物も
の

の
名
な
り
し
。
併
し
王
勢
を
得
る
に
従
ひsiniscalcus

も
尊
き
も
の
と
な
れ
り
。M

arschall

は
馬
牧
又
は
馬
丁
を
如
き

も
の
に
し
て
王
室
と
共
に
勢
を
増
せ
り
。
本
は
厩
長
な
り
。
而
し

て
時
と
し
て
は
将
師
に
任
ぜ
ら
る
。S

chenk

は
王
室
の
膳
部

T
hesaurerius

は
王
室
の
財
宝
等
を
司
る
。
但
し
当
時
に
は
王

室
の
事
務
と
国
家
の
政
務
と
の
区
別
充
分
［
二
十
二
丁
裏
］
な
ら

ず
し
て
政
治
上
重
大
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の
はm

ajor dom
us, 

referendarius

（cancellarius

）, P
falzgraf

（com
es palatii

）, 
referendarius

は
秘
密
会
の
長
又
王
室
の
印
璽
を
司
る
な
り
。

P
falzgraf

はH
ofgerecht

の
事
務
を
司
る
。
之
等
は
時
と
し
て

名
称
の
変
る
コ
ト
あ
り
。
之
等
は
凡
て
一
定
の
職
務
あ
り
し
な
り
。

尚G
erm

anische Z
eit, com

es

の
相
似
た
る
も
の
王
室
に
も
あ

り
。
則
ち

K
önigliche G

efolge

（A
ntrustionen, convivae 

regis

）
あ
り
し
。
矢
張com

es

よ
り
沿
革
せ
し
も
の
な
り
。
而

し
て
王
に
陪
従
す
る
も
の
な
り
。
之
に
属
す
る
人
々
は
当
時
名
誉

と
せ
り
。W

ergeld

の
如
き
は
常
人
の
三
倍
の
賠
償
を
払
ふ
な
り
。

亦
以
て
優
待
せ
ら
れ
し
明
な
り
。

（
二
八
）
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二
九

centena

あ
る
な
り
。
之
はgerm

anische Z
eit

のH
undert

と

同
じ
く
裁
判
上
重
要
な
り
。
故
に
各centena

は
裁
判
所

（m
arberg

［?

］）［
二
十
四
丁
表
］
あ
り
審
判
官
（R

achinburgen

）

あ
り
。
其
の
裁
判
長
はcentenarius

な
れ
ド
モ
、
時
と
し
て
は

G
raf

之
を
な
す
コ
ト
あ
る
な
り
。centenarius

の
職
は
主
と
し

て
裁
判
事
務
な
れ
ド
モ
、
其
他
警
察
又
は
其
区
域
の
兵
を
帥
る
コ

ト
を
司
れ
り
。

第
八
節

　ducatus

（H
erzogthum

）, H
erzog

（dux

）,  
M

arkgraf

（dux lim
itis

）

右
の
如
くF

ränkisches R
eich

は
地
方
にG

raf

を
置
き
地

方
政
治
を
司
ら
し
む
。
併
し
版
図
広
る
に
従
ひ
取
締
行
届
か
ず
。

故
に
王
室
とG

raf

と
の
間
に
他
の
官
を
設
く
る
必
要
生
じ

H
erzog

を
置
け
り
。
之
はM

elovingen

時
代
よ
り
あ
り
し
な
り
。

之
を
一
名dux

と
称
し
其
の
管
轄
地
をducatus

と
云
ふ
。

D
ucatus

は
全
国
一
般
に
置
く
に
あ
ら
ず
、
処
に
よ
り
て
は
な
き

処
あ
り
。
其
広
狭
一
様
な
ら
ず
故
に
或ducatus

は
三
四
ヶ
の

G
au

之
に
属
す
る
あ
り
。
十
ヶ
以
上
のG

au

之
れ
に
属
す
る
コ

ト
あ
る
べ
し
。
之
を
置
き
し
コ
ト
に
な
り
し
は
軍
制
上
の
必
要
よ

り
置
き
し
な
り
。
併
しG

erm
anische Z

eit

のdux

と
は
同
名

な
れ
ド
モ
異
な
れ
り
。G

erm
anische Z

eit

［
二
十
四
丁
裏
］
の

judex

（judex fiscalis

）
と
も
云
へ
り
。G

raf

の
管
轄
区
を

G
rafschaft

と
云
ふ
。G

au

と
範
囲
を
同
ふ
せ
ざ
る
コ
ト
あ
り
、

時
と
し
て
は
一G

au

中
に
多
く
のG

rafschaft

］
あ
り
し
コ
ト

あ
り
。
当
時G

raf

の
司
り
し
事
柄
は
主
と
し
て
裁
判
［
二
十
三

丁
裏
］
事
務
な
り
。
其
他
財
務
、
軍
制
、
行
政
に
関
す
る
コ
ト
を

司
れ
り
。
尤
も
裁
判
事
務
に
付
て
はG

raf

に
よ
り
多
少
の
沿
革

あ
り
。
初
は
執
行
を
司
り
し
も
後
に
は
判
決
を
司
り
財
政
に
て
は

租
税
罰
金
を
徴
収
す
る
コ
ト
を
司
る
。
軍
制
に
於
て
は
兵
士
の
召

集
を
司
る
。
尤
も
管
轄
内
の
警
察
の
コ
ト
を
も
司
る
。G

raf

は

王
の
任
命
に
よ
る
地
方
官
な
る
を
以
て
地
方
に
明
な
る
を
必
要
と

す
。
故
に
其
地
方
よ
り
任
命
ぜ
り
。
之
れG

raf

の
勢
を
得
る
原

因
に
し
て
地
方
に
跋
扈
す
る
に
至
れ
り
。

G
raf

は
俸
給
を
得
ず
し
て
下
役
人
則
ちnotar
の
如
き
も
の

を
有
す
。
尤
もG

raf

の
不
在
の
時
はG

au

よ
り
小
な
る

centena

な
る
区
域
あ
り
。
之
れ
に
もcentenarius

官
あ
り
て

其
事
務
を
代
理
せ
し
む
。

第
七
節

　

centena

（situs, pagellus, m
archa

）

centenarius

（centurio, tunginus, S
chultheiß

）

G
au

の
下
にcentena

な
る
小
区
画
あ
り
。centena

は

H
undertschaft

と
も
云
ふ
。
一
のG

au

の
下
に
は
数
ヶ
の

（
二
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

三
〇

の
をS

tam
m

enherzog

と
区
別
し
て
称
す
る
も
の
あ
り
。
此
の

如
く
地
方
の
政
務
を
司
ら
し
む
る
為
に
置
き
しdux

は
王
室
に

対
し
危
険
な
り
。
因
て
之
を
撲
滅
せ
ん
と
しK

arl der G
roße, 

K
arl M

artell

等
は
撲
滅
せ
ん
と
し
、K

arl der G
roße

の
後
は

H
erzog

跡
を
絶
て
り
。
併
し
地
方
に
於
て
はdux lim

itis

を
置

け
り
。
之
は
第
七
世
紀
前
のH

erzog

の
如
き
も
の
に
し
て
国
境

の
外
敵
の
襲
来
に
適
当
な
る
処
に
於
け
り
。
之
をM

arkgraf

［
辺

境
伯
］
と
云
ひ
し
な
り
。

第
九
節

　

m
issaticum

, m
issus, dom

inicus 

（nuntius, 
legatus

）

m
issaticum

は
地
方
の
区
画
の
名
な
り
。m

issus dom
inicus

は
役
人
の
名
な
り
。nuntius

は
使
者
と
云
ふ
意
味
な
り
。
此
の

m
issus dom

inicus

の
由
来
と
日
本
の
由
来
と
似
た
る
処
あ
り
。

則
ち
遠
江
国
司
と
書
し
遠
江
の
御み

言こ
と

持も
ち

と
使
が
命
を
奉
じ
て
行
く

コ
ト
を
云
ふ
な
り
。
尚
任
那
宰
［
任
那
之
倭
宰
、
み
ま
な
や
ま
と

の
み
こ
と
も
ち
］
と
云
ふ
コ
ト
あ
り
。
宰
を
も
御
言
持
と
読
む
な

り
。
日
本
に
て
は
御
言
持
は
臨
時
に
君
命
を
受
け
地
方
に
行
き
政

務
を
取
り
し
も
の
な
り
。
朝
鮮
の
御
言
持
は
臨
時
な
り
し
な
ら
ん
。

併
し
漸
々
地
方
官
と
［
二
十
五
丁
裏
］
な
り
し
な
ら
ん
。
孝
徳
天

皇
時
代
に
も
御
言
持
あ
り
し
な
ら
ん
。
聖
徳
太
子
の
憲
法
中
に
は

時
は
他
国
と
我
干
戈
を
交
ゆ
る
時
臨
時
に
設
け
し
な
り
。
併
し
此

dux
は
王
の
任
命
に
し
て
平
生
も
尚
あ
る
な
り
。
但
しdux

は
兵

事
を
司
る
と
同
時
に
管
内
の
裁
判
事
務
収
税
事
務
を
も
司
れ
り
。

裁
判
上
に
関
し
てdux

とG
raf

と
は
如
何
に
な
り
し
や
明
な
ら

ず
。B

runner
の
説
に
よ
れ
ば
、G

raf

の
力
の
及
ば
ざ
る
処
を

dux

が
司
り
し
な
ら
ん
と
云
ふ
。
加
之ducatus

中
に
は
多
く
の

G
au

あ
り
を
時
と
し
てG

raf
な
き
処
あ
り
。
此
の
如
き
処
に
は

dux

はG
raf

の
代
理
を
な
す
。
而
し
てdux

時
と
し
て
沿
革
あ

り
て
第
七
世
紀
前
に
は
王
室
に
於
て
之
を
置
き
し
目
的
通
り
政
治

上
大
に
従
順
な
り
し
。
併
し
七
世
［
紀
］
後
に
は
一
旦
従
順
な
る

も
、
次
第
に
跋
扈
し
て
初
の
主
意
に
反
す
る
に
至
れ
り
。
其
故
は

F
rance

人
は
種
々
の
人
種
を
合
併
す
。
併
し
其
人
種
も
機
を
俟

て
独
立
せ
ん
と
せ
り
。
第
七
世
紀
後
に
は
漸
次
独
立
を
企
つ
る
有

様
と
な
れ
り
此
機
に
乗
しdux

は
地
方
に
勢
力
を
得
其
の
管
轄

内
に
て
君
主
の
如
く
な
り
て
遂
に

B
ayern, T

hüringen, 
A

lam
anen

等
は
勢
を
振
ひ
王
室
も
其
地
方
の
政
務
に
は
干
渉
を

容
易
に
入
る
能
は
ず
。
故
にH

erzog

は
其
地
方
の
官
吏
を
任
命

し
其
地
方
の
裁
判
を
司
り
甚
し
き
は
開
戦
媾
和
の
コ
ト
を
も
司
れ

り
。
故
にdux

は
七
世
紀
の
前
後
有
様
を
異
に
せ
り
。
故
に

［
二
十
五
丁
表
］
七
世
紀
前
のH

erzog

をA
m

t

と
し
、
後
の
も

（
三
〇
）
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三
一

し
過
失
あ
れ
ばm

issus d

［om
inici

］
は
之
を
免
じ
得
る
の
権
あ

り
し
。
加
之
時
と
し
て
は
裁
判
に
干
渉
せ
し
コ
ト
あ
り
。
則
ち
王

の
裁
判
所
（K

önigsgericht

）
の
派
出
所
と
し
て
地
方
に
法
廷

を
開
き
事
務
を
司
れ
り
。
併
し
其
管
轄
に
は
普
通
裁
判
の
受
理
を

拒
こ
ば
み

せ
し
時
其
他
君
よ
り
直
接
に
命
ず
る
コ
ト
あ
り
。
之
よ
り
主

と
し
て
司
る
は
地
方
の
政
施
を
督
し
地
方
の
政
務
を
挙
ぐ
る
に
あ

り
。
之
は
王
室
の
為
に
利
な
る
も
の
に
し
て
此
の
為
に
中
央
集
権

の
政
策
を
施
す
を
得
た
り
。

第
十
節

　

Lehnsw
esen

の
由
来

feudal system

と
同
一
に
し
て
、L

ehnsw
esen

は
欧
洲
に
て

歴
史
上
重
大
な
る
影
響
を
及
せ
り
。
其
由
来
に
付
て
学
者
中
議
論

粉
々
た
り
。
之
を
要
す
る
に
二
制
度
結
合
し
て
生
ぜ
し
如
く
具
そ
な
わ

り
、
此
の
尤
も
盛
な
り
し
は
中
世
紀
に
し
て
、
併
し
端
緒
は
此
時

代
に
起
れ
り
。

L
ehensw

esen

は
二
制
度
結
合
せ
し
も
の
に
し
て 

1. B
enefizialw

esen

（beneficium

）［
恩
給
制
］　2. V

assalität

な
り
。（R

oth

氏
又
はS

chröder

のR
echtsgeschichte

を
参

考
）。
尤
もM

erow
inger

の
頃
に
往
々
王
室
よ
り
土
地
を
俗
人

等
に
［
二
十
六
丁
裏
］
与
へ
し
コ
ト
あ
り
。
併
し
其
の
与
ふ
る
や

通
常
其
土
地
の
所
有
権
を
賜
ふ
な
り
。
尤
も
制
限
あ
る
場
合
と
制

国
造
と
国
司
と
并
び
称
す
る
な
り
。
国
造
も
地
方
官
な
り
。

F
ränkisches R

eich

に
於
て
もm

issus

は
後
に
は
地
方
官
と
な

り
し
も
其
初
は
王
に
於
て
は
普
通
の
官
吏
を
し
て
取
扱
は
し
む
る

能
は
ざ
る
時
王
特
に
人
に
命
し
て
取
扱
は
し
む
。
之
は
本
は
臨
時

に
し
て
王
の
君
命
を
受
け
地
方
に
於
て
政
務
を
行
へ
り
。

M
erow

inger

の
時
のm

issus d

［om
inici

］［
国
王
巡
察
使
］
は
臨

時
な
り
し
。K

arolinger
の
時
に
は
一
変
し
てS

tam
m

esherzog

を
撲
滅
す
る
に
至
り
、
王
室
とG

raf

と
の
間
に
一
種
の
官
吏
を

設
け
地
方
政
を
監
督
せ
し
む
る
の
必
要
生
ず
為
に
一
変
し
之
は

K
arl M

artell

に
端
緒
を
開
きK

arl der G
roße

に
至
り
て
大

成
す
。
則
ち
多
く
のm

issaticum

に
分
ち
、
之
れ
にm

issus  
d

［om
inici

］［
国
王
巡
察
使
］
を
置
け
り
。
此
時
は
永
久
と
な
り

臨
時
の
も
の
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
大
抵
は
二
人
あ
り
し
僧
徒
を
以

て
任
ず
る
コ
ト
あ
り
俗
人
を
以
て
任
ず
る
コ
ト
あ
り
。
任
期
は
通

常
一
ヶ
年
と
す
。
再
選
せ
ら
れ
得
る
。
併
し
同m

issaticum
に

は
同
人
を
任
ぜ
ず
。
之
れ
勢
を
得
てH

erzog

の
如
く
な
ら
ん
コ

ト
を
恐
お
そ
る

れ
ば
な
り
。

m
issus

は
君
命
を
受
け
、
地
方
の
事
務
を
司
る
。
故
に
職
業

は
訓
令
に
よ
り
て
［
二
十
六
丁
表
］
異
な
り
一
定
せ
ず
。
併
し
王

室
に
信
用
あ
る
人
に
し
て
其
権
盛
な
り
。G

raf

の
施
政
を
調
査

（
三
一
）
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三
二

に
至
り
て
王
室
に
於
てprecarium

の
制
度
を
利
用
し
豪
族
等
に

土
地
を
得
せ
し
む
。
則
ちK

arl M
artell

の
時
に
は
欧
洲
の
戦

争
の
仕
方
異
な
れ
り
。
故
にF

ränkisches R
eich

に
て
は
多
く

は
歩
兵
を
用
ひ
し
も
其
頃
に
は
騎
兵
を
用
へ
り
其
の
費
用
異
な
り
。

此
に
於
て
豪
族
等
に
多
く
の
兵
を
出
さ
し
む
る
為
に
多
く
の
費
用

要
す
。
故
に
王
室
よ
り
土
地
を
与
ふ
べ
き
コ
ト
と
な
れ
り
。
然
る

に
豪
族
多
く
成
り
王
室
よ
り
土
地
を
出
す
能
は
ず
。
因
てK

arl 
M

artell

を
初
め
と
し
て
寺
院
に
迫
り
其
有
す
る
土
地
を
豪
族
に

与
へ
し
め
た
り
。
而
シ
テ
土
地
を
供
用
す
る
に
当
り
て
は
寺
院
に

行
は
れ
しbeneficium

の
制
度
に
て
豪
族
等
に
供
用
せ
し
む
。

而
し
て
其
地
をprecarium

に
て
受
け
し
も
の
は
若
干
の
租
税
を

寺
院
に
治
む
。
但
し
本
人
死
せ
ば
寺
院
に
復
帰
す
る
コ
ト
と
な
れ

其
復
帰
の
土
地
に
付
て
は
王
は
再
びprecarium

の
名
義
に
て
他

人
に
供
用
せ
し
む
。
故
に
王
室
に
取
り
て
は
大
に
便
益
を
与
へ
し

も
の
な
り
。
右
の
次
第
に
て
寺
院
の
土
地
をprecarium

の
名
義

に
て
土
地
を
豪
族
に
与
へ
る
よ
り
王
よ
り
他
人
に
土
地
を
供
用
す

る
に
も
之
に
倣
へ
り
。
王
以
外
の
人
も
他
人
に
土
地
を
与
へ
ん
と

［
二
十
七
丁
裏
］
す
る
ト
キ
は
之
に
倣
へ
り
。
尤
も
非
常
に
此
の

制
度
流
行
す
る
に
至
り
土
地
に
限
ら
ず
、
其
他
の
物
件
に
も
用
ひ

本
来
はbeneficium

は
借
用
者
一
人
の
一
身
に
止
り
し
も
時
を

限
な
き
場
合
あ
り
。
制
限
に
て
与
へ
し
ト
キ
は
其
人
は
自
由
に
処

分
し
得
る
。
他
人
に
譲
渡
耕
作
せ
し
む
る
は
自
由
な
り
。
ロ
ー
マ

よ
り
来
り
し
も
の
な
り
。
制
限
し
て
与
ふ
る
ト
キ
は
自
由
に
其
土

地
を
処
分
す
る
能
は
ず
し
て
他
人
に
譲
渡
せ
ん
と
す
る
ト
キ
は
王

の
許
可
を
得
べ
き
な
り
。
又
子
孫
な
く
し
て
死
せ
ば
他
人
を
し
て

相
続
せ
し
む
る
能
は
ず
。
又
土
地
を
受
け
た
る
も
の
は
王
室
に
勤

務
を
な
す
の
義
務
を
負
ふ
。
此
制
度
は
ゼ
ル
マ
ン
固
有
の
制
度
な

り
し
な
り
。
然
る
に
当
時
寺
院
に
於
て
一
種
の
制
度
行
は
れ
、
寺

院
に
多
く
の
土
地
あ
り
。
併
しC

atholic

の
制
度
に
よ
れ
ば
、

土
地
を
他
人
に
譲
渡
す
［
る
］
能
は
ず
。
若
し
寺
院
に
不
用
の
土

地
あ
れ
ば
徃
々
之
を
他
人
に
貸
し
与
へ
り
。
勿
論
寺
院
は
其
場
合

に
は
依
然
所
有
権
を
有
す
。
其
被
貸
与
者
よ
り
報
酬
を
取
る
あ
り
、

取
ら
ざ
る
あ
り
。
且
つ
年
限
一
定
せ
ず
。
右
の
貸
与
の
地
に
対
し

て
借
用
者
は
所
有
権
を
有
せ
ざ
る
も
一
種
の
物
権
（jus in
［re

］
aliena

）
を
有
す
と
す
。
其
権
利
を

precarium
又
は

beneficium

と
称
せ
り
。
右
の
方
法
に
よ
り
て
貸
借
す
る
コ
ト
柄

を
もbeneficium

と
称
せ
り
。
右
の
如
き
制
度
が
寺
院
に
行
は

る
此
時
代
に
て
は
寺
院
の
尊
敬
厚
く
庶
人
よ
り
寺
院
に
土
地
を

［
二
十
七
丁
表
］
寄
附
す
る
コ
ト
あ
り
。
此
場
合
に
は
所
有
権
を

寺
院
に
与
へ
自
らbeneficium

を
特
有
す
る
な
り
。
然
る
に
後

（
三
二
）
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三
三

vassus

と
主
人
と
の
関
係
は
先
づ

S
chutzverhältnis

（patrocinium

）
に
於
て
は
、
主
人
が
其
従
者
た
るvassus

を
保

護
す
る
の
義
務
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
従
者
が
害
を
受
く
れ
ば
復
仇

の
償
金
又
は
訴
を
起
さ
し
む
な
り
。
又
従
者
が
第
三
者
に
害
を
加

ふ
れ
ば
第
三
者
に
対
し
主
人
が
責
任
を
負
ふ
べ
き
な
り
。
次
に

D
ienstvenältnis

（servi

）
に
は
種
々
あ
り
、
一
様
な
ら
ず
。
蓋

し
従
者
は
主
人
の
宅
地
に
住
す
る
に
あ
り
、
然
ら
ざ
る
あ
り
。
従

て
勤
務
の
異
な
る
あ
り
。
併
し
勤
務
中
大
切
に
し
て
歴
史
上
大
関

係
を
有
す
る
は
軍
務
上
の
勤
務
に
し
て
主
人
が
戦
場
に
赴
く
ト
キ

に
之
に
従
ふ
な
り
。
此
関
係
はL

ehnsw
esen

に
密
着
せ
る
も
の

な
り
。
蓋
しM

erow
inger

の
衰
へ
し
時
に
国
内
の
有
力
者
が
勢

力
を
振
ふ
た
め
に
多
く
のvassus

を
雇
ふ
に
至
れ
り
。
七
世
紀

下
半
紀
頃
に
大
地
主
は
多
く
のvassus

を
有
し
自
己
はsenior

と
な
り
。K

arolinger

時
代
に
も
之
を
改
め
ざ
る
の
み
な
ら
ず
却

て
王
室
に
於
てsenior

とvassus

と
の
関
係
を
認
めsenior

を

し
てvassus

を
帥
ひ
戦
場
に
赴
か
し
む
。
此
に
於
て
［
二
十
八

丁
裏
］
形
勢
一
変
せ
り
。
元
来G

au

の
兵
士
はG

raf

に
従
ふ
て

戦
場
に
赴
き
又vassus

はsenior

に
従
ひ
戦
場
に
赴
く
に
至
り

二
様
の
組
織
起
る
に
至
れ
り
。
第
三
にT

reuverhältnis

（fidelitas
）
に
て
は
当
時
の
有
力
者
は
多
く
のvassus

を
有
す

経
る
に
従
ひ
相
続
人
之
に
関
係
し
得
し
な
り
。

V
assalität

［
家
士
制
］
と
は
凡
そ
三
原
素
よ
り
成
れ
り
。 

1. S
chutzverhältnis

（
保
護
的
関
係
）　2. D

ienstverhältnis

（
勤
務
的
関
係
）　3. T

reuverhältnis

（
忠
実
的
の
関
係
）
な
り
。

V
assalität, vassus

よ
り
生
ず
。vassus

はG
erm

an

時
代
の

com
es

と
相
類
似
し
他
人
の
従
者
な
り
。
併
し
同
一
物
に
あ
ら
ず

其
由
来
異
な
れ
り
。com

es
は
普
通
の
人
が
之
を
置
く
コ
ト
能
は

ず
。
加
之
当
時
のcom

es
は
世
界
に
名
誉
あ
る
人
と
し
て
尊
ば

る
自
由
人
な
り
。
而
し
て
門
閥
家
よ
り
生
じ
普
通
の
人
はcom

es

と
な
る
に
は
武
術
を
要
せ
し
な
り
。

vassus

は
其
初
は
賤
民
に
し
て
蓋
しG

allia

よ
り
起
り
し
な

ら
ん
と
伝
ふ
。
則
ちG

allia

の
地
方
に
は
古
く
人
民
中
に
有
力

者
則
ち
大
地
主
た
る
も
の
に
身
を
委
ね
保
護
を
受
け
し
も
の
あ
り

し
。
則
ちpotente

［s

］（potentiores

）
な
る
階
級
に
従
ひ
し
も

の
はclientes

に
し
て
二
階
級
あ
り
し
。
此
従
者
を
時
代
に
よ
り

て
はam

ici, suscepti, gassindi （23
）, vassi, vassalli

と
称
せ
り
。

而
し
て
［
二
十
八
丁
表
］
此
等
の
語
は
本
来G

allia

語
な
り
。

vassus

は
奴
隷
に
し
て
他
人
の
従
者
た
る
も
の
を
云
ふ
。
併
し

L
ehnsw

esen

の
行
は
る
る
に
至
り
、vassus

の
地
位
高
く
他
人

の
従
者
た
る
も
の
をvassus

と
云
ふ
。
其
主
人
をsenior

と
云
ふ
。

（
三
三
）
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三
四

奴
隷
と
な
り
自
由
を
失
ふ
に
あ
ら
ざ
る
を
示
す
。
蓋
し
兵
器
を
受

授
す
る
は
奴
隷
解
放
の
式
と
同
一
な
り
。
又
他
の
一
方
に
兵
器
を

授
く
る
はvassus

の
な
せ
し
事
柄
に
対
す
る
返
報
的
の
履
行
な

り
。
則
ち
合
意
は
即
時
履
行
に
し
て
有
償
的
な
る
を
要
す
る
の
主

義
表
は
る
る
な
り
。

L
ehnsw

esen

はbeneficium

とV
assalität

と
の
結
付
き
し

も
の
な
り
。
此
の
成
立
は
王
室
に
て
屢
々
兵
を
将
ひ
て
戦
端
に
赴

か
し
む
。
然
る
に
騎
兵
を
用
ふ
る
に
至
り
費
用
多
く
な
り
有
力
者

が
兵
を
出
す
に
困
難
と
な
れ
り
。
因
て
有
力
者
に
報
ゆ
る
に
王
室

よ
り
土
地
を
与
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
王
室
よ
り
其
土
地
を

悉
く
出
す
困
難
な
り
。
因
て
寺
院
の
土
地
を
有
力
者
に
与
へ
戦
費

を
便
せ
し
む
。
而
し
て
王
室
のvassus

はbeneficium

を
受
く

後
漸
々
流
行
し
て
有
力
者
が
土
地
をbeneficium

と
し
て
与
へ

義
務
を
行
は
し
む
。
此
に
於
てV

assalität

とbeneficium

と
は

相
并
び
て
行
は
る
に
至
りL

ehnsw
esen

成
立
［
二
十
九
丁
裏
］

せ
り
。

第
十
一
節

　兵
制

G
erm

anische 

［Z
eit

］
に
て
は
国
民
一
般
に
兵
役
に
服
す
べ

き
義
務
あ
り
。
因
て
自
由
の
人
民
は
女
子
に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
或

年
齢
に
達
す
れ
ば
兵
と
な
る
べ
き
な
り
。
併
しF

ränkische 

る
も
大
地
主
は
王
室
に
対
し
臣
下
な
り
。
王
室
に
もvassus

の

制
度
を
利
用
しvassus

を
帥
ひ
て
戦
場
に
赴
か
し
む
。
王
室
の

方
に
於
て
も
有
力
者
其
関
係
を
密
に
す
る
為
に
従
来
用
ひ
来
り
し

臣
民
の
盟
約
の
外
に
尚autrustiones

と
同
様
にT

reueid

（prom
issio fidelitatis

）
を
な
さ
し
め
た
り
。
蓋
し
大
地
主
が

王
室
に
対
す
る
関
係
は
多
少autrustiones

に
似
た
る
処
あ
る
も

亦
異
る
処
あ
り
。autrustiones

は
王
に
陪
従
し
て
衣
服
迄
も
王

室
に
仰
げ
り
。
大
地
主
は
其
土
地
に
住
居
し
独
立
の
世
話
を
な
せ

り
。
因
て
大
地
主
を
し
てautrustiones

と
同
じ
く
扱
ふ
為
め
に

T
reueid

を
な
さ
し
む
る
な
り
。
此
に
於
てvassus

の
制
度
と

autrustiones

の
制
度
と
は
結
付
き
し
な
り
。
右
の
次
第
に
て
見

れ
ば
其
の
有
力
者
な
る
大
地
主
に
対
し
て
は
王
がsenior

な
り
。

大
地
主
は
其
支
配
下
に
対
し
て
は
又senior

な
り
。
故
に
種
々

のsenior

あ
り
て
王
は
最
上
のsenior

な
り
。
忠
実
的
盟
約
を

な
す
コ
ト
を

H
uldigung

と
称
す
。
之
と
同
時
に

K
om

m
endation

［com
m

endatio

］［
二
十
九
丁
表
］
な
る
式
を

も
行
ふ
な
り
。
之
はvassus

は
主
人
の
保
護
を
受
く
る
為
に
其

身
を
主
人
に
委
ね
る
式
な
り
。
此
式
はvassus

は
手
を
合
し
主

人
の
手
の
中
に
入
る
。
同
時
に
主
人
は
兵
器
を
授
け
り
。
此
式
は

種
々
の
意
味
を
有
せ
り
。
主
人
が
兵
器
を
授
く
る
はvassus

は

（
三
四
）
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三
五

senior

中
に
も
大
小
あ
り
て
大
な
るsenior

は
独
立
し
て
其
の

配
下
のvassus

を
将
ひ
し
も
小
な
るsenior

に
至
り
て
は
独
立

し
てvassus

を
将
ひ
ず
し
てG

raf

に
属
し
て
出
陣
せ
し
如
く
考

へ
ら
る
。
尤
も
此
時
代
僧
徒
の
如
き
は
兵
士
た
る
の
義
務
を
免
る

る
な
り
。
其
他
王
室
よ
り
特
に
兵
役
を
免
除
せ
し
も
の
も
あ
る
な

り
。
尤
も
外
敵
の
侵
入
の
如
き
場
合
に
は
僧
徒
と
雖
ド
モ
兵
士
た

ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

第
十
二
節

　財
政

F
ränkisches R

eich

に
於
て
財
政
に
関
す
る
制
度
は
ロ
ー
マ

を
模
範
と
せ
り
。
例
［
へ
］
ば
貨
幣
制
度
の
如
き
も
ロ
ー
マ
の
制

度
を
手
本
と
しsolidus, denarius

な
る
貨
幣
を
鋳
造
し
使
用
せ

り
。
鋳
造
権
は
王
室
に
属
せ
り
。
但
しM

erow
inger

時
代
に
は

貨
幣
鋳
造
の
場
処
一
定
せ
ずK

arolinger

の
時
に
は
一
定
せ
り
。

之
を
［
三
十
丁
裏
］
鋳
造
す
る
に
はm

onetarius

な
る
鋳
造
人

あ
りG

raf

の
管
督
の
下
に
あ
る
な
り
。
其
の
貨
幣
は
人
民
よ
り

の
願
に
応
じ
鋳
造
せ
し
む
る
コ
ト
あ
り
。
而
し
て
相
当
の
手
数
料

を
払
は
し
む
。
其
の
手
数
料
は
国
家
の
財
宝
の
一
を
な
せ
り
。

税
法
中
にZ

olle

な
る
あ
り
て
、
或
場
所
を
通
過
す
る
際
に
取

る
税
な
り
。
例
［
へ
］
ば
河
、
橋
、
道
路
等
を
通
す
る
も
の
に
其

税
を
課
す
。
而
し
て
商
品
に
限
り
科
す
る
な
り
。
其
の
取
立
方
は

Z
eit

に
至
り
て
も
其
主
義
に
て
異
な
ら
ず
、F

ränkisches 
R

eich
に
属
す
る
も
の
は
女
子
を
除
き
て
其
他
は
兵
役
に
服
す
べ

き
コ
ト
［
と
］
な
れ
り
。
併
しF

ränkisches R
eich

に
至
り
て

は
実
際
に
於
て
兵
制
異
な
り
。
則
其
の
版
図
広
く
戦
争
も
大
と
な

り
大
戦
の
遠
征
等
引
続
き
兵
士
も
従
軍
せ
ん
と
せ
ば
費
用
多
く
を

要
し
困
難
な
り
。
之
れ
兵
士
は
従
軍
の
費
用
自
弁
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
れ
ば
な
り
。
其
上K

arolinger

時
代
に
て
は
騎
兵
を
用
ゆ
る

故
に
従
軍
す
る
コ
ト
尚
困
難
と
な
れ
り
。
此
に
於
て
人
民
は
私
に

通
常
若
干
名
宛
組
合
を
作
り
兵
士
た
る
に
適
当
な
る
人
を
選
び
て

従
軍
せ
し
む
。
其
代
り
に
同
組
合
の
も
の
は
金
を
出
し
従
軍
者
を

助
く
。
其
組
合
は
私
な
り
し
も
後
に
はG

raf
に
於
て
も
同
方
法

に
従
ひ
兵
士
に
適
当
な
る
人
を
選
び
従
軍
せ
し
め
他
の
人
民
よ
り

金
を
取
り
戦
を
な
さ
し
め
た
る
な
り
。
兵
士
を
召
集
す
る
に
は
王

に
其
権
あ
り
。
王
の
命
を
伝
ふ
る
か
、
王
は
或
は
臨
時
に

m
issus

を
派
出
す
る
［
三
十
丁
表
］
コ
ト
あ
り
。
又
は
［
常
］

置
のm

issus

を
派
出
す
る
コ
ト
あ
り
。m

issus

はG
raf

等
の

役
員
に
伝
へ
て
召
集
せ
し
な
り
。K

arolinger

時
代
に
はsenior

よ
りvassus

が
王
家
を
受
け
召
集
せ
ら
る
。
而
シ
テ
軍
隊
編
成

の
方
法
に
付
て
はG

au

の
兵
はG

raf

之
を
将
ゆ
。centena

の

兵
はcentenarius

は
之
を
将
ひvassus

はsenior

之
を
将
ゆ
。

（
三
五
）
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三
六

と
同
時
に
用
益
権
と
共
にim

m
unitas

を
得
又
俗
人
の
み
な
ら
ず

寺
院
に
於
て
も
特
にim

m
unitas

を
与
へ
し
コ
ト
あ
り
。

王
室
の
領
地
に
付
て
は
其
領
地
に
住
居
す
る
耕
夫
小
作
人
は
裁

判
上
一
種
の
取
扱
を
受
く
。
則
ち
其
小
作
人
又
は
耕
夫
が
罪
を
犯

せ
ば
其
領
地
内
の
役
人
が
処
分
す
。
若
し
重
大
な
れ
ば
地
方
官
に

引
渡
す
。
而
し
て
此
場
合
に
領
地
内
の
役
人
が
弁
護
す
る
コ
ト
あ

り
て
許
さ
る
。
若
し
又
領
地
内
の
人
民
の
争
な
れ
ば
領
地
内
の
役

人
之
を
処
分
す
。
若
し
領
地
外
に
関
す
る
な
ら
は
地
方
廰
が
之
を

裁
判
す
。
而
シ
テ
単
に
租
税
を
免
除
す
る
の
み
な
ら
ず
其
他
の
事

に
も
関
係
を
有
す
。F

ränkisches R
eich

に
て
もim

m
unitas

あ
り
て
其
有
様
はim

m
unitas

を
有
す
る
は
其
初
め
王
室
の
領
地

な
り
し
。
併
し
王
室
よ
り
特
典
と
し
て
人
民
にim

m
unitas

を
与

へ
し
コ
ト
あ
り
就
中
寺
院
の
如
き
は
此
の
［
三
十
一
丁
裏
］
特
典

を
与
ふ
る
コ
ト
多
し
。R

undrich I

の
時
代
に
は
寺
院
の
過
半

im
m

unitas

を
有
せ
り
。
漸
々
俗
人
迄
もim

m
unitas

を
与
へ
ら

る
る
に
至
る
。
右
の
如
く
王
室
の
土
地
はim

m
unitas

を
有
す
る
。

故
に
土
地
を
臣
下
に
給
与
せ
ら
る
と
き
は
、
時
と
し
て
其
土
地
に

im
m

unitas

の
伴
ふ
場
合
あ
り
し
。
其
場
合
は
王
室
よ
り
所
有
権

を
臣
下
に
給
は
る
時
に
は
必
ず
し
も
同
時
にim

m
unitas

を
給
は

る
に
あ
ら
ず
。
併
し
土
地
をbeneficium

と
し
て
与
へ
ら
る
る

金
を
収
む
る
を
要
せ
ず
し
て
商
品
の
一
部
を
収
め
し
む
。
其
他

S
teuer

（tax

）
な
る
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
人
頭
税
地
租
の
如
し
。

此
の
制
度
は
元
と

G
allia

地
方
に
行
は
れ
し
な
り
。

F
ränkisches R

eich

な
り
て
も
或
地
方
に
て
は
其
税
法
を
収
用

せ
り
。
但
し
此
時
代
も
尚
其
地
方
に
よ
り
てG

erm
an

古
代
の
慣

習
存
し
王
に
献
納
す
る
コ
ト
あ
り
。
其
他
国
の
財
源
た
る
も
の
は

罰
金
、
没
収
、
無
主
物
等
あ
り
。
加
之
軍
用
公
用
あ
る
ト
キ
は
人

民
よ
り
馬
車
等
を
出
す
コ
ト
あ
り
。
又
官
吏
の
巡
回
の
ト
キ
は
人

民
は
賄
を
な
せ
り
。
又
王
室
に
は
其
の
領
地
あ
り
て
其
収
入
少
か

ら
ず
。

第
十
三
節

　

im
m

unitas

（em
unitas, Im

m
unität

免
除
）

日
本
に
て
も
或
時
に
は
租
税
を
免
除
す
る
コ
ト
あ
り
。
此
時
に

は
除
地
免
田
と
云
ふ
。im

m
unitas

の
［
三
十
一
丁
裏
］
始
源
に

付
て
はF

ränkisches R
eich

に
て
は
其
源
を
王
室
に
発
す
。
併

し
必
ず
し
もF

ränkisches R
eich

に
至
り
て
起
り
し
に
あ
ら
ず

ロ
ー
マ
に
も
あ
り
し
な
り
。
ロ
ー
マ
に
て
は
賦
役
を
免
除
す
る
コ

ト
を
云
ふ
。
則
ち
ロ
ー
マ
の
末
世
に
て
帝
室
の
領
地
は
賦
役
を
免

せ
ら
る
。
蓋
し
ロ
ー
マ
にim

m
unitas

の
制
度
あ
る
以
上
は
皇
帝

よ
り
特
にim

m
unitas

を
与
へ
し
コ
ト
あ
り
。
則
ち
臣
下
の
有
す

る
田
地
に
租
税
を
免
ず
。
加
之
臣
下
が
土
地
を
王
室
に
献
納
す
る

（
三
六
）
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三
七

べ
き
も
の
あ
れ
ば
之
を
催
促
し
兵
役
に
就
か
し
む
。
又
他
方
に
は

支
配
地
の
裁
判
警
察
及
び
経
済
に
関
す
る
コ
ト
を
掌
る
。
而
し
て

裁
判
の
事
に
干
渉
す
る
あ
り
故
にjudices

と
云
ふ
。
而
し
て

V
ögte

は
便
利
の
為
に
置
き
し
も
の
な
る
を
以
て
其
初
に
は
免
除

地
の
主
人
がV

ögte

を
置
か
ざ
る
コ
ト
あ
り
。
但
しK

arolinger

以
後
に
は
寺
院
に
於
てV

ögte

を
置
く
コ
ト
と
な
り
、C

harles 
the G

reat

［K
arl der G

roße

］
以
後
は
寺
院
のV

ögte

は
王

室
よ
り
命
ず
る
コ
ト
と
な
れ
り
。
但
し
此
時
代
と
雖
ド
モ
王
室
よ

り
自
選
を
寺
院
に
許
せ
し
コ
ト
あ
り
し
。

第
十
五
節

　土
地
の
制
度

germ
anische Z

eit

に
て
は
農
業
発
達
せ
ず
。
従
て
人
民
土
地

を
有
せ
ず
、
宅
地
［
三
十
二
丁
裏
］
の
観
念
は
稍
早
く
発
達
せ
し

も
土
地
私
有
の
観
念
後
れ
た
り
。
此
時
代
と
雖
ド
モ
耕
作
地
あ
り
、

班
田
分
田
の
制
度
あ
り
し
。
併
し
耕
作
の
方
法
盛
な
ら
ざ
る
為
め

に
耕
作
地
を
変
ぜ
り
。
然
る
にG

erm
an

人
と
ロ
ー
マ
人
と
相
接

す
る
に
至
りG

erm
an

人
は
ロ
ー
マ
人
よ
り
耕
作
の
方
法
を
習
ひ

農
業
盛
ん
と
な
り
人
民
土
地
に
固
着
し
土
地
に
重
を
置
け
り
。
此

に
於
て
土
地
を
兼
併
す
る
も
の
生
し
貧
富
の
差
生
ぜ
り
。
而
し
て

農
業
の
方
法
に
三
圃
耕
法
（D

reifeldersystem

）
行
は
る
。
其

方
法
は
耕
作
に
供
す
る
地
と
然
ら
ざ
る
地
あ
り
。
而
し
て
耕
作
地

な
ら
ばim

m
unitas

之
に
伴
ふ
な
り
。
其
故
はbeneficium

と
し

て
給
ふ
時
は
其
土
地
は
王
室
尚
所
有
す
る
な
り
。
故
に
其
土
地
は

im
m

unitas
を
有
す
。
其
結
果
と
し
て
又
臣
下
に
与
ふ
る
も
其
王

室
にim

m
unitas

を
有
す
。
免
除
地
は
普
通
一
般
の
租
税
と
異
な

り
、
地
方
官
等
猥
り
に
其
の
境
外
の
事
柄
に
関
係
す
る
を
得
ざ
る

な
り
。
其
有
様
は
日
本
に
あ
る
国
司
不
入
の
地
と
相
似
た
り
。
因

て
地
方
官
は
免
除
地
に
て
法
廷
を
開
く
コ
ト
を
得
ず
。
但
し
免
除

地
と
雖
ド
モ

─
橋
及
び
道
の
修
繕
に
て
は
免
除
せ
ら
る
る
を
得

ず
。
又
其
免
除
地
の
住
民
は
兵
役
に
服
す
べ
き
な
り
。
尤
も

Im
m

unitätsherr

、
其
土
地
に
付
て
租
税
を
課
し
時
と
し
て
其
住

民
の
訴
訟
を
裁
判
し
得
た
り
。 

［
三
十
二
丁
表
］

第
十
四
節

　

V
ögte

V
ögte

は
免
除
地
の
管
理
者
な
り
。
日
本
の
古
代
庄
官
、
庄
司
、

下
司
に
類
す
。

F
ränkisches R

eich

に
て
は
多
く
の
土
地
を
有
す
。
就
中
其

土
地
に
付
てim

m
unitas

を
有
せ
し
も
の
あ
り
し
、［
免
］
除
地

に
於
て
はV
ögte

を
置
く
。V

ögte

を
或
はA

dvocate 

或
は

judices

と
云
ふim

m
unitas

の
土
地
を
支
配
す
る
も
の
な
り
。

之
等
の
職
掌
は
一
方
に
其
支
配
地
に
罪
人
あ
る
ト
キ
は
之
を
相
当

の
公
の
官
吏
に
引
渡
し
其
他
支
配
内
の
住
民
に
し
て
兵
役
に
服
す

（
三
七
）
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三
八

に
て
も
使
用
し
得
る
な
り
。
之
と
同
様
な
る
コ
ト
大
宝
令
中
に
あ

り
て
山
川
薮
沢
之
利
公
私
共
之
と
。
但
し
此
時
代
に
は
場
合
に
よ

りM
ark

を
私
有
地
に
す
る
コ
ト
あ
り
。
之
土
地
私
有
の
念
盛
な

り
し
為
め
、
私
有
を
許
せ
し
コ
ト
あ
り
し
な
り
。M

ark

は
人
民

の
私
有
地
に
あ
ら
ず
し
て
土
地
に
比
し
て
人
口
少
し
。
故
に
若
し

其
地
方
の
人
民
等
が
許
諾
す
る
ト
キ
は
之
を
開
墾
し
て
私
有
地
と

せ
り
。
此
く
し
て
得
た
る
耕
作
地
をbifanc

［
新
開
墾
地
］
と
称

す
。
但
しM

ark

は
何
れ
に
属
す
る
か
と
云
ふ
に
此
時
代
に
王
の

勢
力
の
増
進
と
同
時
にM

ark

を
以
て
王
室
に
属
す
と
す
。
因
て

M
ark

に
付
て
は
王
がO

bereigenthum

［
三
十
三
丁
裏
］
を
有

す
る
と
の
考
あ
り
し
。
故
に
又
王
室
に
於
て
も
或
人
にM

ark

を

開
墾
せ
し
め
又
或
人
を
し
てM

ark

中
に
住
居
せ
し
む
る
コ
ト
を

も
な
し
得
た
り
。
併
しM

ark

は
其
地
方
の
人
民
が
直
接
利
害
関

係
を
有
す
。
故
に
一
同
の
許
諾
を
得
ば
王
の
許
諾
を
得
ざ
る
も
開

墾
せ
し
め
得
る
。
其
他
耕
作
地
、
宅
地
又
はM

ark

に
も
あ
ら
ざ

る
棄
て
地
あ
り
。
之
の
上
に
も
王
がO

bereigenthum

を
有
す

と
し
、
王
が
他
人
に
開
墾
又
は
住
居
を
な
さ
し
め
得
た
り
。

此
時
代
に
盛
に
行
れ
し
一
種
の
制
度
の
地
あ
り
。
則
ち
自
然
地

（B
riefland

）
あ
り
。
之
は
王
が
特
別
の
勅
使
に
て
人
民
に
賜
ひ

し
も
の
に
し
て
又
特
別
の
制
度
行
は
る
。
此
等
の
地
を
給
は
り
し

を
三
大
部
に
分
ち
、
其
一
部
分
の
土
地
を
夏
作
の
地
と
し
其
の
一

部
を
冬
作
の
地
と
し
、
其
他
の
部
分
を
休
耕
地
と
な
す
。
而
し
て

其
三
部
分
を
年
々
順
番
に
耕
作
す
る
な
り
。
故
に
易
田
の
法
行
は

る
。
併
し
同
地
を
利
用
す
る
コ
ト
頻
繁
と
な
り
し
な
り
。
尤
も
同

耕
作
地
中
に
於
て
其
地
味
に
従
ひ
等
級
を
分
ち
、
部
落
の
人
民
が

毎
戸
各
等
級
の
地
に
付
て
夫
々
分
配
を
有
し
。
而
し
て
各
戸
に
分

配
せ
ら
る
る
地
は
永
久
一
定
な
り
。
因
て
前
時
代
は
易
田
の
制
あ

り
毎
戸
に
分
配
せ
ら
る
る
コ
ト
あ
り
し
が
、
同
時
代
は
毎
戸
分
配

は
永
久
と
な
れ
り
。
而
し
て
毎
戸
に
属
す
る
耕
作
地
は
一
戸
の
家

計
に
必
要
な
る
程
の
地
な
り
。
其
の
毎
戸
の
耕
作
地
をH

ufe

と

云
ふ
。（H

ufe

な
る
語
に
他
の
意
［
三
十
三
丁
表
］
味
あ
り
て
上

述
の
意
味
は
狭
き
な
り
。
併
し
時
と
し
て
は
他
の
も
の
を
含
む
コ

ト
あ
り
。
則
ち
一
方
に
於
て
は
一
戸
に
属
す
る
耕
作
地
の
部
分
と

休
地
（M

ark

）
の
使
用
権
を
含
む
コ
ト
あ
り
。

三
圃
制
耕
法
はG
erm
an

人
が
ロ
ー
マ
人
と
交
通
す
る
に
至
り
、

其
結
果
と
し
て
ロ
ー
マ
人
よ
り
耕
作
の
方
法
を
学
び
行
は
る
る
に

至
［
れ
］
り
。
而
し
て
夏
作
の
他
に
冬
作
の
コ
ト
生
ぜ
し
を
以
て

起
り
し
も
の
な
り
。
尚
耕
作
地
の
他
にM

ark

な
る
あ
り
。
前
時

代
に
も
存
せ
り
一
名A

llm
ende

と
称
す
。
例
［
へ
］
ば
森
林
、

牧
場
河
の
如
く
に
し
て
各
戸
に
分
配
せ
ず
。
其
地
方
の
も
の
が
誰

（
三
八
）
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三
九

方
に
凡
俗
界
の
裁
判
所
他
方
に
寺
院
界
則
宗
教
界
の
裁
判
所
あ
り
。

而
し
て
凡
俗
界
の
裁
判
所
中
に
種
々
あ
り
。
則
ち
公
設
私
設
あ
り
。

又
公
設
の
裁
判
所
中
に
も
尋
常
の
裁
判
所
中
あ
り
。
又
王
室
の
裁

判
所
あ
り
。
先
づ
初
め
に
凡
俗
界
の
公
設
の
裁
判
所
の
中
尋
常
の

も
の
の
職
務
は
時
代
に
付
て
沿
革
あ
る
な
り
、
次
の
如
し
。

1. lex S
alica

頃
則
ち
第
五
世
［
紀
］
の
末
頃
に
於
け
る
有
様

に
て
はG

erm
an

時
代
と
相
近
し
裁
判
所
の
組
織
はG

erm
an

時

代
に
基
く
。
則
ち
当
時
の
尋
常
の
裁
判
所
は
［
三
十
四
丁
裏
］

H
undertschaft

の
裁
判
所
に
し
てH

undertschaftsthing

と
云

ふ
。
而
し
て
裁
判
所
に
定
期
の
も
の
と
臨
時
の
も
の
あ
り
定
期
は

年
に
八
回
之
を
開
く
。
而
し
て
定
期
臨
時
の
裁
判
所
共
に
開
廷
の

時H
undertschaft

の
自
由
の
人
民
皆
参
列
す
べ
き
な
り
。
而
し

て
裁
判
官
に
は

centenarius

あ
り
。
其
他
に
評
議
員

（R
achinburgen

）
あ
り
。
之
を
司
る
処
は
判
決
案
る
に
あ
り
。

而
し
てR

achinburgen

は
開
廷
の
時
裁
判
官
が
其
法
廷
に
参
列

す
べ
き
人
民
中
よ
り
臨
時
に
選
び
し
な
り
。
而
し
て
裁
判
例
の
手

続
はR

achinburgen

は
先
づ
判
決
案
を
作
りU

m
stand

（
人
民

の
参
列
す
る
も
の
を
云
ふ
）［
立
会
人
］
の
同
意
を
得
た
る
ト
キ

は
其
の
判
決
案
を
以
て
判
決
す
。
此
時
代
に
て
執
行
の
コ
ト
は
却

てG
raf

之
を
司
る
。

人
々
は
多
分
は
当
時
の
有
力
者
な
り
。
故
に
只
さ
へ
土
地
私
有
の

念
盛
に
し
て
人
民
中
多
く
の
地
を
有
せ
し
に
加
之
王
室
よ
り

B
riefland

を
給
へ
し
を
以
て
人
民
中
多
く
の
土
地
を
有
せ
し
も

の
あ
り
し
。
次
第
に
大
地
主
た
る
も
の
の
領
地
が
一
種
特
別
の
一

廓
を
な
す
に
至
れ
り
。
則
ち
此
等
の
人
の
領
地
に
は
其
領
主
た
る

も
の
の
宅
地
又
はservi, liti

の
宅
地
あ
り
。
其
宅
地
に
附
属
す

る
土
地
あ
り
て
其
土
地
を
耕
作
し
て
生
活
せ
り
。
其
他
多
く
の
自

由
人
民
も
寄
留
せ
り
。
故
に
領
主
の
地
は
一
種
の
集
落
を
な
せ
り
。

B
riefland

［
三
十
四
丁
表
］
に
関
す
る
権
利
は
場
合
に
よ
り
多

少
異
な
り
一
様
な
ら
ず
。
併
し
寺
院
の
受
け
しB

riefland

は
王

尚
之
を
所
有
す
。
俗
人
に
給
ひ
し
場
合
は
人
民
其
所
有
権
を
得
。

併
し
其
所
有
権
大
に
制
限
せ
ら
る
。
例
［
へ
］
ば
配
領
地
は
終
身

間
所
有
し
若
し
死
す
る
に
当
り
て
子
孫
を
し
て
相
続
せ
し
め
ん
と

せ
ば
王
に
請
願
し
て
許
を
得
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
又
他
人
に
譲
渡
す

ト
キ
に
も
王
の
許
諾
を
得
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
普
通
の

地
な
れ
ば
耕
作
の
方
法
と
雖
ド
モ
、
其
地
方
の
規
約
に
従
ひ
耕
す

べ
き
な
り
。
併
しB

riefland

に
て
は
地
方
の
組
合
の
束
縛
を
受

け
ざ
る
な
り
。

第
十
六
節

　裁
判
所
の
組
織

此
時
代
に
裁
判
所
に
種
々
の
も
の
あ
り
。
之
を
大
別
す
れ
ば
一

（
三
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

四
〇

右
の
沿
革
の
精
神
は
裁
判
の
コ
ト
に
熟
達
せ
る
人
を
用
ひ
裁
判

の
際
の
誤
謬
な
か
ら
し
む
る
為
め
な
り
。R

achinburgen

は
臨

時
に
之
を
選
び
し
を
以
て
、
其
主
義
よ
り
云
へ
ば

R
achinburgen

変
ず
る
も
よ
し
、
屢
々
変
ず
れ
ば
裁
判
に
拙
な

る
も
の
を
も
之
に
任
す
る
コ
ト
あ
り
。
之
に
反
しscabini

は
終

身
な
る
を
以
て
自
然
熟
達
し
誤
謬
［
三
十
五
丁
裏
］
少
き
に
至
る

を
以
て
な
り
。
又
或
場
合
に
は
人
民
が
裁
判
所
に
参
列
せ
ざ
る
も

宜
し
き
コ
ト
と
な
れ
り
。
則
ち
臨
時
の
裁
判
所
に
て
は
当
事
者

scabini

及
び
保
証
人
は
必
ず
参
列
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
其

他
は
参
列
せ
ざ
る
も
宜
し
。
之
れ
人
民
の
業
務
の
繁
な
る
に
及
び

開
廷
毎
に
参
列
す
る
コ
ト
人
民
に
大
に
不
便
と
な
れ
る
を
以
て
な

り
。
併
し
定
期
の
裁
判
所
に
は
参
列
す
べ
き
な
り
。
又
裁
判
所
の

管
轄
に
付
て
其
の
限
界
を
明
に
し
て
定
期
の
裁
判
所
な
れ
ば
、
一

般
の
人
民
之
に
参
列
す
。
故
に
自
ら
重
大
な
る
事
件
を
司
る
に
至

れ
り
。
例
［
へ
］
ば
死
罪
、
自
由
又
は
不
動
産
に
関
す
る
事
件
等

を
管
轄
し
臨
時
の
裁
判
所
に
て
は
軽
少
な
る
事
件
則
ち
負
債
又
は

動
産
に
関
す
る
事
件
を
司
る
。
右
述
ぶ
る
裁
判
所
を

V
olksgericht

と
称
す
。
此
他
皇
室
の
裁
判
所
則
ち

K
önigsgericht

あ
り
。
此
由
来
古
く
し
てM

erow
inger

時
代

に
も
存
し
、
之
をM

allus regis

と
せ
り
。
尤
も
裁
判
所
に
於
て

2. lex S
alica 

─ K
arl der G

roße

の
裁
判
所
の
有
様
に
は

此
時
代
に
裁
判
所
に
付
て
の
重
大
な
る
変
革
は
一
方

centenarius
の
司
る
コ
ト
変
じ
他
方
に
はG

raf

が
巡
回
裁
判
を

開
く
コ
ト
に
な
り
し
コ
ト
。
併
し
此
時
代
に
は
判
決
に
関
す
る
コ

ト
はG

raf

之
を
司
り
執
行
の
事
務
はcentenarius

之
を
司
る

G
raf

が
巡
回
裁
判
を
開
く
コ
ト
に
な
り
し
有
様
はG

raf

が
判
決

の
コ
ト
に
関
す
る
。
故
にG

raf

は
［
三
十
五
丁
表
］
其
管
轄
内

を
巡
回
し
て
裁
判
所
を
開
く
。
其
の
裁
判
所
のH

undertschaft

に
て
又
開
く
。
当
時
一
のG

au
中
に
は
四
ヶ
余
のcente

［na

］

-ria

あ
り
し
。
因
て
各H

under

［t

］schaft

に
於
て
年
に
二
回
の

裁
判
所
を
開
く
に
至
れ
り
。

3. K
arl der G

roße

の
時
の
裁
判
所
の
有
様
、　
此
時
に
は
重

大
な
る
改
革
あ
り
し
。
一
はR
achinburgen

を
廃
しscabini

を

置
く
。scabini

とR
achinburgen

と
は
其
司
る
処
同
じ
く
大
差

な
し
。
併
し
其
異
点
はR

achinburugen

は
臨
時
の
役
な
る
も
、

scabini

は
終
身
其
職
に
あ
り
。
之
を
選
ぶ
に
はG

raf

は
法
廷
に

参
列
す
る
人
民
と
共
に
其
地
方
に
て
名
望
あ
る
大
地
主
等
中
よ
り

選
び
し
も
の
な
り
。
尤
もscabini

は
各H

undertschaft

毎
に

之
を
置
く
コ
ト
を
要
せ
ず
、
同G

raf

の
管
轄
内
な
れ
ば
兼
務
す

る
コ
ト
を
得
其
の
人
数
は
七
人
あ
り
し
な
り
。

（
四
〇
）
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四
一

所
に
て
之
を
管
轄
す
。

凡
俗
界
中
私
設
の
裁
判
所

─
私
設
の
裁
判
所
を

grundherrliche G
erichte

則
ちIm

m
unitätsgericht

あ
り
。

蓋
し
此
時
代
に
土
地
私
有
の
念
、
盛
に
し
て
人
に
よ
り
て
は
多
く

の
土
地
を
有
す
。
之
等
の
領
地
に
於
て
多
く
［
三
十
六
丁
裏
］
の

賤
民
あ
り
。
賤
民
に
付
て
は
領
主
が
裁
判
す
る
コ
ト
あ
り
。
又
領

主
中
に
はim

m
unitas

を
得
た
る
地
あ
り
。
之
等
の
免
除
地
に
は

一
種
の
裁
判
所
あ
り
。

其
領
主
の
所
領
地
に
賤
民
あ
り
。
之
等
に
付
て
は
領
主
が
懲
罰

の
権
を
有
す
。
加
之
賤
民
相
互
の
争
は
領
主
之
を
裁
判
す
。
此
の

裁
判
は
領
主
ら
之
を
な
し
得
る
も
領
地
の
広
き
人
に
あ
り
て
は
自

ら
裁
判
す
る
コ
ト
困
難
な
り
。
因
て
裁
判
す
る
官
吏
を
置
き
し
も

の
あ
り
。
又Im

m
unität

の
地
に
は
自
由
の
人
民
附
着
す
る
コ
ト

あ
り
。
此
等
の
場
合
に
訴
訟
事
件
が
軽
少
に
し
て
且
つ
免
除
地
以

外
の
事
に
関
せ
ざ
れ
ば
免
除
地
内
に
於
て
裁
判
す
。

宗
教
界
の
裁
判
所

─
抑
も
寺
院
に
て
裁
判
す
る
コ
ト
古
く
よ

り
存
す
。
已
に
ロ
ー
マ
に
て
寺
院
に
関
す
る
事
な
れ
ば
寺
院
自
ら

之
を
裁
判
す
。F

ränkisches R
eich

に
て
も
寺
院
に
関
す
る
コ

ト
は
寺
院
自
ら
裁
判
す
。
蓋
し
寺
院
が
益
々
勢
力
を
得
ん
と
し
裁

判
に
付
て
其
管
轄
を
広
め
り
。
例
［
へ
］
ば
斯
々
の
事
柄
は
神
に

は
本
来
王
が
列
席
す
べ
き
な
る
も
、M

erow
inger

時
代
に

m
ajor dom

us

が
勢
力
を
得
し
ト
キ
、
之
が
出
席
せ
り
。
之
等
の

他
に
裁
判
所
に
参
列
せ
し
も
の
はP

falzgraf

に
し
て
、
之
は

M
erow

inger
時
代
に
も
裁
判
所
に
列
席
し
、
其
職
は
裁
判
所
に

起
り
し
出
来
事
を
報
告
証
明
せ
し
も
の
な
り
。
併
しK

arolinger

時
代
に
は
漸
々
［
三
十
六
丁
表
］
裁
判
所
に
て
勢
力
を
得
王
に
代

り
て
其
事
務
を
司
る
。
其
他
陪
席
者
あ
り
て
、
王
が
其
官
吏
中
よ

り
選
定
す
。
而
し
て
其
王
室
の
裁
判
所
の
場
処
は
定
ら
ず
、
王
の

所
在
地
に
て
開
く
。
王
の
旅
行
中
な
れ
ば
其
旅
行
地
に
て
之
を
開

く
。
併
し
大
抵
は
宮
廷
に
て
開
く
。
開
廷
時
日
も
一
定
せ
ず
。
併

し
此
時
代
に
王
室
の
勢
力
を
得
る
と
共
に
、
王
室
に
司
る
事
件
増

し
、
其
の
開
廷
の
度
数
増
し
、M
erow

inger
時
代
に
は
毎
月
一

回
な
り
し
。K

arolinger

時
代
に
は
毎
週
一
回
と
な
れ
り
。
而
し

て
此
に
於
て
裁
判
す
る
に
は
王
が
其
の
正
と
信
ず
る
処
に
よ
り
て

裁
判
す
。
因
て
王
室
の
裁
判
所
は
一
種
の
公
平
の
裁
判
所
の
如
し
。

若
し
法
律
が
酷
と
認
れ
ば
、
王
が
寛
大
な
る
裁
判
を
な
し
得
た
り
。

而
し
て
此
裁
判
所
の
管
轄
に
至
り
て
は
其
限
界
明
な
ら
ず
し
て
、

尋
常
の
裁
判
所
に
て
管
轄
す
る
コ
ト
も
王
室
の
裁
判
所
が
管
轄
し

得
る
。
又
訴
訟
事
件
に
付
て
は
王
室
の
裁
判
所
の
み
管
轄
す
。
例

［
へ
］
ば
身
分
の
高
き
人
の
死
罪
に
関
す
る
コ
ト
は
王
室
の
裁
判

（
四
一
）
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四
二

く
の
土
地
を
有
す
。
従
て
賤
民
を
有
し
又
場
合
に
はim

m
unitas

を
有
し
又
従
て
社
会
の
尊
敬
盛
な
り
。
之
等
の
人
は
一
種
の
階
級

の
人
の
如
く
見
做
さ
れM

agnaten

［
三
十
七
丁
裏
］
中
に
数
へ

ら
る
る
の
有
様
な
り
し
。
尤
もG

eschlechtsadel

も
或
地
方
に

は
存
せ
し
処
あ
る
も
漸
々
跡
を
絶
て
り
。
例
［
へ
］
ばS

axon, 
B

ayern

の
如
き
は
少
し
く
永
く
存
せ
り
。

die M
ittelfreien

（m
ediocres

）, die M
inderfreien

（m
inores

）［
不
完
全
自
由
人
］

─
之
等
は
賤
民
に
あ
ら
ず
、

自
由
の
人
民
に
し
て
其
地
位
はA

del

の
下liti

の
上
に
あ
る
も

の
な
り
。
平
民
の
如
し
此
種
類
の
人
民
中
に
は
尚
独
立
し
て
土
地

を
有
す
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
其
独
立
し
て
土
地
を
有

せ
し
も
の
は
別
にM

agnaten

の
保
護
を
受
け
ず
。
但
し
其
領
地

の
如
き
は
多
く
を
有
せ
ず
、
故
にM

agnaten

の
中
に
入
る
コ
ト

を
得
ず
し
てm

ediocres

の
中
に
入
る
。
又
自
由
の
人
民
中
に
土

地
を
有
せ
ず
他
人
の
保
護
を
受
け
す
他
人
に
住
す
る
も
の
を

m
inores

と
云
ふ
。
而
し
て
之
等
の
人
民
は
多
く
の
土
地
を
有
す

る
人
増
す
に
従
ひm

inores

増
し
此
時
代
に
甚
だ
多
し
。
従
て
賤

民
と
良
民
と
の
境
界
明
瞭
な
ら
ざ
る
に
至
る
。

liti servi

─liti

［L
iten, laeti

］
は
此
時
代
に
存
せ
し
も

其
有
様
大
に
異
な
れ
ば
前
時
代
に
は
一
ヶ
人
に
僚
属
せ
ざ
る
も
此

対
し
罪
な
り
と
云
ひ
凡
俗
界
の
事
柄
も
寺
院
之
を
管
轄
す
る
に
至

る
。
尤
も
死
罪
に
関
す
る
コ
ト
柄
は
僧
徒
も
凡
俗
界
の
裁
判
を
受

け
ざ
る
べ
か
ら
［
ず
］。

但
し
僧
徒
中
身
分
高
け
れ
ば
其
待
遇
異
な
り
。
身
分
高
き
も
の

重
き
罪
を
犯
せ
し
［
三
十
七
丁
表
］
と
疑
を
抱
き
し
コ
ト
あ
る
ト

キ
は
先
づ
寺
院
に
て
裁
判
し
後
ち
罪
あ
る
と
す
れ
ば
凡
俗
界
中
に

渡
す
。
併
し
通
常
は
凡
俗
界
の
裁
判
に
於
て
多
少
軽
減
す
る
の
傾

あ
り
。
軽
少
の
事
は
寺
院
の
裁
判
所
に
て
裁
判
し
又
俗
人
に
て
も

軽
少
の
コ
ト
は
寺
院
に
て
裁
判
す
る
コ
ト
あ
り
。

第
十
七
節

　貴
賤
の
等
級

die H
ochfrein

（M
agnaten

）
─G
erm

anische Z
eit

に
て

は
血
統
を
重
じ
、
其
の
血
統
の
善
き
も
の
は
貴
族
と
見
做
さ
れ
大

に
名
望
あ
り
し
。
此
時
代
に
て
は
貴
族
跡
を
絶
ち
た
り
。
此
原
因

の
一
は
戦
争
の
結
果
な
ら
ん
。
併
しF

ränkische Z
eit

に
至
て

は
王
室
の
勢
力
を
得
た
る
に
至
り
て
は
、
王
室
に
使
は
れ
地
位
を

得
し
人
は
一
般
の
人
民
よ
り
尊
敬
を
受
け
階
級
の
異
な
る
人
の
如

く
見
做
さ
る
。G

eschlechtsadel

［
門
閥
貴
族
］
は
跡
を
絶
ち

し
もD

ienstadel

［
勤
務
貴
族
］
は
生
ず
る
に
至
れ
り
、
枢
要
の

地
位
に
あ
る
よ
り
高
等
の
人
民
と
見
做
さ
る
［
る
］
人
民
の
階
級

な
り
。
加
之
此
時
代
に
は
土
地
兼
併
の
風
の
盛
な
る
よ
り
し
て
多

（
四
二
）
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四
三

は
［
三
十
八
丁
裏
］vassi

に
し
て
、
之
は
賤
民
を
意
味
せ
し
も
、

K
arolinger

の
時
に
は
已
に
自
由
の
人
民
の
一
種
の
階
級
を
指
す
。

次
にm

inisteriales

は
其
初
は
奴
隷
を
意
味
す
る
も
王
室
の

m
inisteriales

は
王
の
勢
力
と
共
に
増
し
世
界
に
尊
敬
せ
ら
る
。

其
他
のm

inisteriales

は
賤
民
を
意
味
す
。
尤
もm

inisteriales

はliti

と
相
似
た
る
も
の
と
世
人
に
見
做
さ
れ
、W

ergeld

の
如

き
はliti

と
同
じ
。
而
し
て
当
時
多
く
の
土
地
を
有
す
る
豪
族
は

m
inisteriales

を
有
す
。
此
等
のm

inisteriales

は
各
司
る
処

あ
り
。
或
はS

chenk

或
はM

arschall

或
はK

äm
m

erer

又

senescalcus

［S
eneschalk

］
に
な
り
し
も
の
あ
り
。
右
の

m
inisteriales

の
外
に
尚
奴
隷
中
に
てservi casati

な
る
も
の

あ
り
て
、
主
人
の
領
地
に
住
居
し
、
主
人
よ
り
若
干
の
土
地
を
受

け
自
ら
生
計
を
営
む
。
之
等
は
主
人
に
対
し
或
税
を
納
め
又
は
或

労
役
を
な
す
な
り
。
又
之
等
は
其
土
地
に
附
着
し
土
地
と
共
に
売

買
せ
ら
る
。
尚
一
等
下
り
た
るm

ancipia

あ
り
て
、
主
人
よ
り

別
に
土
地
を
供
用
せ
ら
る
る
コ
ト
な
く
、
主
人
の
為
に
動
産
の
如

く
取
扱
は
る
。

第
十
八
節

　属
人
法
主
義
の
流
行
并
に
法
律
書
の
編
纂

F
ränkisches R

eich

は
大
国
に
し
て
之
に
は
種
々
の
人
種
あ

り
てA

lam
annen,

［
三
十
九
丁
表
］W

estgothen, B
urgunder, 

時
代
に
は
一
ヶ
人
に
属
す
。
而
し
てliti

は
一
箇
人
に
［
三
十
八

丁
表
］
属
す
る
。
故
に
結
婚
を
な
す
に
付
て
も
主
人
の
許
可
を
得

べ
き
な
り
。
又
主
人
に
対
し
て
或
奉
行
を
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

但
しliti
は
主
人
よ
り
若
干
の
地
を
給
与
せ
ら
れ
生
計
を
営
む
。

加
之liti

は
物
を
所
有
す
る
権
な
き
に
あ
ら
ず
時
と
し
てliti

自

ら
若
干
のservi

を
有
す
る
あ
り
。liti

は
自
由
に
移
転
す
る
能

は
ず
一
定
の
土
地
に
附
着
す
る
も
の
と
見
做
さ
る
。
此
身
分
は
出

産
に
よ
り
て
定
り
。
又
奴
隷
が
解
放
せ
ら
れ
てliti

と
な
る
コ
ト

あ
り
。
又
自
由
の
人
がliti

と
結
婚
す
れ
ばliti

と
な
る
な
り
。

此
時
代
に
自
由
人
が
進
てliti

と
な
る
も
の
あ
り
。
一
方
に
土
地

兼
併
の
風
盛
ん
と
な
り
貴
賤
の
度
甚
し
く
困
難
を
感
じliti

と
な

る
コ
ト
あ
り
。
又
迷
信
よ
り
し
て
冥
福
を
得
し
為
め
進
てliti

と

な
る
も
の
あ
り
。liti

の
身
分
の
消
滅
は
主
人
が
解
放
す
る
に
あ

り
、m

anum
issio per denarium

の
式
等
を
用
ひ
て
解
放
す
る

も
の
あ
り
。

servi

も
此
時
代
に
あ
り
し
コ
ト
あ
る
も
、
併
し
従
前
に
比
す

れ
ばservi

を
厚
遇
す
る
の
傾
あ
り
。
就
中servi

主
人
の
位
置

に
よ
り
て
は
他
のservi

よ
り
一
層
世
界
に
厚
遇
せ
ら
る
。
例

［
へ
］
ば
王
室
の
領
地
に
於
てK

arolinger

の
時
はliti

とservi

と
は
分
明
な
ら
ず
。
尤
もservi

中
に
階
級
あ
り
て
最
高
き
も
の

（
四
三
）
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四
四

も
次
第
に
統
一
す
る
に
至
る
。
之
れ
人
種
相
接
し
互
に
意
思
交
換

す
る
に
至
り
法
律
も
一
方
よ
り
他
方
に
移
る
に
至
れ
ば
な
り
。
之

等
に
よ
り
法
律
の
出
来
し
事
を
見
る
も
明
な
り
。

第
五
世
紀
の
半
よ
り
第
九
世
紀
の
半
頃
迄
に
は
ゼ
ル
マ
ン
人
種

ロ
ー
マ
人
種
間
に
法
律
を
集
録
せ
し
も
の
生
ぜ
り
。
則
ちleges 

B
arbarorum

（
一
名V

olksrechte

）
の
如
し
。
之
は
ゼ
ル
マ
ン

人
種
の
法
律
を
云
ふ
。
併
し
其
律
を
録
載
せ
し
書
物
を
も
云
ふ
。

而
し
て
此
等
の
法
律
書
は
元
よ
り
今
日
出
来
る
如
く
法
律
全
体
を

網
羅
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
只
当
時
特
に
録
載
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
を
録
載
せ
し
に
過
ぎ
ず
。
之
等
は
訴
訟
法
刑
法
に
関
す

る
コ
ト
多
し
。
此
中
にlex S

alica

を
含
む
。
之
は
第
五
世
紀
の

終
頃
に
生
じ
、
其
後
種
々
の
改
定
増
補
を
経
た
り
。
今
日
伝
は
る

も
の
凡
そ
四
種
余
あ
り
と
云
ふ
。
而
し
て
此
の
法
律
書
の
如
き
既

に
他
の
法
律
書
を
手
本
と
し
て
作
り
し
跡
あ
り
て
、B

runner

氏

曰
く
、lex S

alica

はlex V
isigothorum

よ
り
変
じ
て
成
り
し

も
の
な
り
と
。
而
し
て
後
者
はE

urich

王
の
時
に
成
れ
り
。
而

し
てlex S

alica

に
付
て
非
常
に
議
論
あ
り
し
コ
ト
あ
り
。
之
れ

M
albergische G

lossen （24
）

に
付
て
議
論
あ
り
し
な
り
。
之
は

［
四
十
丁
表
］lex S

alica

は
元
来latin

に
て
書
せ
し
も
の
あ
り
。

而
し
て
後
世
に
伝
は
る
第
一
第
二
第
三
種
は
処
々
古
代
の
ゼ
ル
マ

S
achsen, L

angobalder

又R
om

e

人
の
如
き
等
を
含
め
り
。
四

大
別
す
れ
ば
、
一
方
に
はG

erm
an

人
種
、
一
方
に
は
ロ
ー
マ
人

種
あ
り
し
。
然
ら
ば
法
律
は
当
時
如
何
な
る
有
様
な
り
し
か
。

F
ränkisches R

eich

の
人
は
同
一
の
法
律
を
奉
ぜ
し
か
と
云
ふ

に
、
然
ら
ず
し
て
同F

ränkisches R
eich

に
属
す
る
も
の
に
し

てG
erm

an

人
種
は
其
特
有
の
法
律
を
奉
じ
又
同G

erm
an

人
種

中
に
も
又
別
々
の
法
律
を
奉
ず
。
ロ
ー
マ
人
の
如
き
も
其
特
有
の

法
律
を
奉
ず
。
因
て
法
律
は
十
分
統
一
せ
ず
。
尤
も
民
法
刑
法
に

関
す
る
コ
ト
な
り
。
故
に
ゼ
ル
マ
ン
人
と
ロ
ー
マ
人
と
は
其
法
律

を
異
に
す
る
は
勿
論
、
同
人
種
中
に
も
亦
種
々
異
な
る
も
の
あ
り

て
各
法
律
を
異
に
す
。
例
［
へ
］
ば
同F

rieden

中
に
て
も
其
中

に
は
異
な
る
あ
り
。
則
ち

O
stfriesland, W

estfriesland, 
M

ittelfriesland

に
於
て
は
多
少
異
な
れ
り
。
加
之
当
時
異
族
の

民
は
雑
居
し
、
其
民
は
其
人
種
の
異
な
る
に
従
ひ
法
律
を
異
に
し

て
、
境
界
に
よ
り
て
法
律
を
異
に
す
る
に
あ
ら
ず
、
人
種
に
よ
り

て
異
な
れ
り
。
故
に
法
律
に
付
てterritorial principles

行
は

れ
ず
し
てpersonal principles

行
は
る
。
故
に
一
事
件
に
付
て

異
人
種
関
係
あ
れ
ば
困
難
な
る
問
題
生
ず
。
因
てF

ränkisches 
R

eich

に
於
て
一
種
の
国
際
私
法
公
法
の
如
き
も
の
［
三
十
九
丁

裏
］
起
れ
り
と
云
ふ
。
尤
も
此
時
代
と
雖
ド
モ
一
旦
統
一
を
失
ふ

（
四
四
）
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四
五

に
住
せ
し
仏
人
の
法
書
な
り
。
此
のH

am
aland

に
住
せ
し
仏
人

はR
ipuaria

［R
ibuaria

］
に
属
し
此
人
種
に
は
別
に
法
書
出
来

た
り
。
之
れ802 A

.D
.

の
頃
な
り
し
。

A
lam

annen

人
種
に
も
法
書
あ
り
てpactus A

lam
annorum

, 
lex A

lam
annorum

の
二
種
あ
り
て
前
者
は
少
し
く
古
く
而
し
て

第
七
世
紀
頃
に
編
纂
せ
ら
れ
其
手
本
と
せ
し
も
の
はlex S

alica

な
り
し
。
後
者
はC

hlotar II

頃
に
編
纂
せ
ら
れ
後
改
正
増
補
せ

ら
る
。

lex B
aiuvariorum

─
学
者
間
に
諸
説
あ
り
て
由
来
明
な
ら
ず
。

S
chröder （2５

）
曰
く
、lex B

aiuvariorum

は
、
七
四
八
─
七
五
二

［
年
］
頃
の
間
に
成
就
せ
し
な
ら
ん
。
之
も
他
の
法
律
書
を
手
本

と
す
。
例
［
へ
］
ばlex A

lam
annorum

, lex V
isigothorum

を
手
本
と
せ
し
如
し
。
其
他lex F

risionum

あ
り
て
、
之
は
二

部
分
よ
り
成
り
、
一
部
は
本
編
に
し
て
二
二
章
よ
り
成
り
他
の
部

は
追
加
（addi

）
に
し
て
之
れ
の
編
纂
の
時
代
は
明
な
ら
ず
。

B
runner

氏
は
一
ヶ
人
の
著
書
に
し
て
［
四
十
丁
ａ
］
種
々
の
書

物
を
参
考
に
せ
り
。
其
時
代
はF

ränkische Z
eit

の
頃
な
ら
ん
。

lex S
axonum

─
之
は
編
纂
と
な
り
し
は
八
世
紀
の
終
若
く
は

九
世
紀
の
初
な
り
。
之
は
六
十
六
章
余
あ
り
て
、
基
く
処
は
主
と

し
てlex R

ipuaria

な
り
し
。lex A

ngliorum
 et W

erinorum

、

ン
文
を
加
へ
し
処
あ
り
。
之
其
処
をM

albergische G
lossen

と
云
ふ
。M

albergische G
lossen

は
本
来
裁
判
所
と
云
ふ
意
味

な
り
と
云
ふ
。
而
し
て
何
故
に
古
代
の
ゼ
ル
マ
ン
語
を
加
へ
し
か
。

之
れ
は
一
旦
法
廷
に
於
て
大
に
儀
式
を
重
ん
ず
。
故
に
丁
度
ロ
ー

マ
の
古
代
の
如
く
ゼ
ル
マ
ン
に
於
て
も
古
代
は
一
定
の
式
語
を
用

ひ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
必
要
よ
り
し
て
当
時
式
語
と
し
て
用
ひ
し

も
の
をlex S

alica

に
加
へ
し
な
り
。
併
し
第
九
世
紀
頃
に
は
式

を
用
ひ
ざ
る
に
至
りlex S

alica
に
も
加
へ
ざ
る
に
至
る
。
此
事

た
る
羅
馬
法
と
比
較
す
る
に
古
代
は
ゼ
ル
マ
ン
も
式
を
重
ぜ
し
も

漸
々
後
世
に
廃
れ
た
る
と
の
参
考
と
な
る
も
の
な
り
。
次
にlex 

R
ipuaria

は

R
ipuaria

の
法
律
書
な
り
。
之
は
凡
そ

M
erow

inger

時
代
に
編
纂
せ
し
如
く
考
へ
ら
る
。W

alter

氏
は

T
heoderich

の
頃
よ
り
生
ぜ
し
も
の
な
ら
ん
と
此
の
法
律
も

屢
々
改
定
増
補
せ
り
。
而
し
て
之
は
他
の
法
律
書
を
手
本
と
し
て

作
り
し
も
の
に
し
てB

runner

氏
の
如
き
は
過
半lex S

alica

を
手
本
と
せ
し
も
の
な
り
。
此
く
当
時
行
は
る
る
法
律
を
手
本
と

せ
し
な
り
。

lex F
rancorum

 C
ham

avorum
, lex S

alica, lex R
ipuaria

［
四
十
丁
裏
］
は
仏
人
の
法
律
書
に
し
てlex F

rancorum
 

C
ham

avorum

も
同
じ
く
仏
人
の
法
書
に
し
て
但
しH

am
aland

（
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

四
六

せ
ん
と
し
、
五
一
二
─
五
一
三
［
年
］
頃
に
一
の
法
律
書
を
作
ら

し
む
。
則
ちE

dictum
 T

heodorici

な
り
。
之
れ
は
当
時
流
行

せ
しR

om
an law

に
基
き
て
作
り
し
も
の
な
り
。
故
にlex 

R
om

anae

中
に
入
る
其
手
本
に
せ
し
はJustinian C

ode

の
作

り
し
ト
キ
手
本
と
せ
し
法
律
書
と
略
相
類
す
。
例
［
へ
］
ば

C
odex G

regorianus, C
odex H

erm
ogenianus, C

odex 
T

heodorianus, P
aulus, U

lpianus

等
の
著
書
に
基
く
。

E
dictum

 T
heodorici

はJustinian

がO
stgothen

を
征
せ
し

迄
行
は
る
。

lex R
om

ana V
isigothorum

［
西
ゴ
ー
ト
の
ロ
ー
マ
人
法
］、

W
estgothen

も
同
じ
く
法
律
に
付
て
属
人
主
義
行
は
る
。
而
し

て
之
に
属
す
る
ロ
ー
マ
人
は
ロ
ー
マ
法
を
奉
ず
。
因
て
ロ
ー
マ
法

はW
estgothen

に
大
に
用
ひ
ら
る
。
併
し
ロ
ー
マ
法
に
は
種
々

の
も
の
あ
り
、
却
て
参
考
に
不
便
［
四
十
一
丁
表
］
な
り
。
故
に

A
larich II

の
頃
ロ
ー
マ
法
に
基
き
更
に
簡
便
な
る
法
を
作
る
コ

ト
を
感
じ
、
五
〇
六
［
年
］
頃
に
ロ
ー
マ
法
よ
り
抜
萃
し
て
一
章

を
作
れ
り
。
之
を
後
世B

reviarum
 A

laricarum

と
称
す
。
而

し
て
此
く
法
律
書
もE

dictum
 T

heodrici

と
相
類
しC

ode

［x

］ 
G

regorianum
, C

odex H
erm

ogenianus, C
odex T

heodrianus

其
他G

aius, P
aulus, P

apinianus

等
の
著
書
に
依
る
。
併
し
此

之
はA

ngeln

人
とW

arnen

人
種
の
法
律
書
に
し
て
編
纂
はlex 

S
axonum

と
同
時
に
し
てlex R

ipuaria

及
びlex S

axonum

を
本
と
せ
し
如
く
見
ゆ
。F

ränkische Z
eit

の
も
の
は
殆
ん
ど

上
述
の
如
し
。
其
他
独
乙
の
法
律
書
あ
り
。
其
重
な
る
も
の
は
次

の
如
し
。

lex V
isigothorum

はW
estgothen

の
王E

urich

（†
７82 

A
.D

.

）
頃
にW

estgothen
の
法
律
を
録
載
し
て
作
り
し
も
の
成

り
に
し
て
、
後
改
正
せ
ら
る
。
之
はW

estgothen

の
為
に
作
り

し
も
の
な
り
。
乍
併
後
ち
にW

estgothen

に
於
て
属
人
法
の
主

義
衰
へ
て
一
般
に
行
ふ
に
至
れ
り
。

lex B
urgundionum

、
之
は
初
めG
undebald

な
る
王
の
頃

編
纂
せ
ら
れ
後
数
度
の
修
正
を
経
た
り
。

lex L
angobardorum

、
之
は
初
めR

othari
の
頃
に
作
ら
れ
、

後
修
［
四
十
丁
ａ
裏
］
正
せ
ら
る
。
以
上
は
当
時
の
法
律
書
中
に

し
てleges B

arbarorum

な
り
。
之
に
対
し
てleges R

om
anae

な
る
あ
り
。
之
に
も
亦
種
々
の
も
の
あ
り
。

E
dictum

 T
heodrici

─O
stgothenreich

に
て
も
一
旦
は

属
人
法
主
義
行
は
れ
、O

stgothen

に
は
ゼ
ル
マ
ン
人
、
ロ
ー
マ

人
之
に
属
す
。
併
し
各
其
法
律
を
作
り
之
を
奉
ぜ
り
。
然
る
に

T
heodrich der große

は
日
常
の
コ
ト
に
関
す
る
法
律
を
統
一

（
四
六
）
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四
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に
改
定
増
補
す
る
も
の
に
し
てcapitula legibus addita

［
部

族
法
典
付
加
勅
令
］（capitula legibus addenda, capitula 

prolege tenenda

）
と
云
ふ
。
第
二
種
は
広
く
国
内
一
般
に
行
ふ

為
に
出
す
も
の
に
し
てcapitula perse scribenda

と
云
ふ
。

特
別
な
る
人
種
の
協
賛
を
得
る
コ
ト
を
要
せ
ず
。
此
他
尚

capitula

の
名
あ
る
も
の
あ
れ
ド
モ
、
事
柄
の
異
な
る
も
の
に
し

て
、m

issus dom
inicus

［
巡
察
使
］
の
時
王
よ
り
人
民
に
与
へ

る
訓
令
をcapitula m

issorum

［
巡
察
使
勅
令
］
と
称
す
。
之

等
のcapitula

は
経
時
と
共
に
増
し
之
等
を
参
考
す
る
の
便
を
計

り
集
録
す
る
書
物
生
ず
る
に
至
り
、
之
に
は
種
々
あ
り
。
其
例
を

挙
れ
ばA

nsegisus

［ca.７７0 - 833 or 834 （2７
）
］
氏
の
著
せ
し
も
の
、

其
他

B
enedict

氏
の
著
せ
し
も
の
等
次
第
に
生
ぜ
り
（
28
）
。 

 

［
四
十
二
丁
表
］

第
十
九
節

　

U
rkunde, Form

ulae

此
二
種
は
密
着
の
関
係
あ
り
てU

rkunde

は
文
章
と
云
ふ
字

に
当
る
。
此
に
述
ぶ
る
は
法
書
に
関
す
る
文
章
に
し
て
裁
判
所
の

書
類
又
は
取
引
上
の
書
類
な
り
。
ロ
ー
マ
に
て
は
法
律
家
は
組
織

に
力
を
尽
し
、
ゼ
ル
マ
ン
人
も
法
律
上
文
章
を
作
る
コ
ト
を
学
び

得
た
り
。
而
し
て
法
律
関
係
の
文
書
を
作
る
コ
ト
に
力
を
用
ひ
之

を
作
る
に
も
只
主
意
さ
へ
明
な
れ
ば
よ
し
と
せ
ず
、
潤
飾
を
加
へ

時
代
に
は
法
学
盛
な
ら
ず
。
因
て
一
方
にG

aius, P
aulus

の
著

書
行
は
れ
、P

apinianus

は
行
は
れ
ず
、
只
僅
に
抜
萃
せ
ら
る
。

此
法
律
は
能
く
作
ら
れ
後
世
に
意
外
に
永
く
伝
は
れ
り
。

lex R
om

ana B
urgundionum

も
同
じ
く

G
undobadus

［G
undobad

］
王
の
時
に
（
五
〇
六
─
五
三
二
）
作
ら
る
。
此
主

意
は
主
と
し
て
ロ
ー
マ
人
の
為
に
作
ら
れ
其
手
本
と
す
る
処
は
前

二
章
と
相
類
しC

odex G
regorianus, C

odex, H
erm

ogenianus, 
C

odex T
heodorianus, G

aius, P
aulus

の
著
書
。
其
他lex 

B
urgundionum

を
手
本
と
せ
り
。
而
し
てlex R

om
ana

に
付

て
はS

ohm

のInst

［itionen （26
）
］
に
詳
し
。
又
法
律
編
纂
に
付
て

は
必
要
な
る
はcapitula

に
し
てF

ränkisches R
eich

に
て
は

種
々
の
人
種
属
し
属
人
主
義
行
は
れ
、
而
し
てlex S

alica

を

［
四
十
一
丁
裏
］
初
め
種
々
の
人
種
に
法
律
作
ら
る
。

F
ränkisches R

eich

に
て
も
帝
室
の
命
令
あ
る
コ
ト
あ
り
。
又

特
段
の
人
種
の
法
律
を
廃
す
る
為
め
命
令
を
発
す
る
コ
ト
あ
り
。

又
一
般
に
行
ふ
べ
き
命
令
を
出
す
コ
ト
あ
り
。
漸
々
其
数
増
し
た

り
。
併
し

K
arolinger

の
時
に
は
種
々
の
名
を
用
ゆ
。

M
erow

inger

の
時
に
は

decretio, decretum
, constitutio, 

pactum

と
云
ふ
。K

arolinger

時
に
はcapitula, capitularia

と
称
す
。capitula

に
二
種
あ
り
。
一
は
特
別
な
る
人
種
の
法
律

（
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

四
八

を
研
究
せ
ん
と
せ
ば
令
、
律
の
み
な
ら
ず
書
式
を
集
め
し
も
の
を

見
て
益
す
る
処
あ
る
べ
し
。
日
本
に
て
法
律
の
書
式
の
み
集
め
し

も
の
少
し
他
の
書
式
中
に
法
律
書
式
を
散
見
す
。
夫
等
に
て
も
益

す
る
コ
ト
少
か
ら
ず
。
例
［
へ
］
ば
輸［
翰
］墨
集
要
［
マ
マ
］、

草
露
伝
の
如
し
。
則
ち
貸
借
文
書
中
に
は
徳
政
を
載
す
る
コ
ト
あ

り
。
徳
政
な
る
語
は
仁
政
を
意
味
す
る
コ
ト
に
し
て
鎌
倉
の
初
の

頃
迄
て
は
善
事
に
用
へ
り
。
後
世
に
大
に
意
味
を
異
に
し
悪
事
に

用
ひ
、
虚
政
の
如
き
コ
ト
甚
し
き
は
暴
動
の
コ
ト
に
用
ふ
る
に
至

る
。
例
［
へ
］
ば
借
主
が
借
り
し
も
の
を
弁
済
せ
ず
し
て
債
務
の

関
係
を
無
理
に
消
滅
せ
し
む
る
コ
ト
に
用
ゆ
。
塵
塚
物
語
中
に
あ

り
。
之
に
或
人
が
宿
屋
に
宿
り
し
に
近
日
に
徳
政
の
御
布
令
発
す

と
云
々
…
…
…
と
あ
り
。
徳
政
は
足
利
時
代
の
法
文
に
あ
れ
ド
モ
、

書
式
中
に
て
見
て
も
徳
政
の
あ
り
し
コ
ト
を
知
る
に
足
る
。 

 

［
四
十
三
丁
表
］

第
廿
節

　民
法

物
権
法

─
動
産
に
関
し
て
は
奇
な
る
現
象
は
此
時
代
に
尚
家

屋
を
動
産
と
せ
り
。
蓋
し
ロ
ー
マ
法
に
て
は
家
屋
を
土
地
の
二
部

分
と
し
土
地
の
所
有
権
中
に
含
ま
る
。
然
る
に
ゼ
ル
マ
ン
に
て
は

当
時
家
屋
を
動
産
と
し
別
に
所
有
権
の
成
立
を
認
む
。
家
屋
は
木

造
に
し
て
土
地
と
の
関
係
十
分
な
ら
ず
、
故
に
右
の
如
き
思
想
行

て
書
せ
り
。
時
と
し
てB

ible

等
の
コ
ト
を
援
用
せ
り
。
而
し
て

此
の
如
き
文
章
生
ず
る
と
共
に
慣
習
法
自
然
文
書
上
に
表
は
れ
又

は
其
文
書
は
後
の
手
本
と
な
り
、
法
律
の
手
本
と
な
り
。
又
後
世

当
時
の
法
律
研
究
に
好
材
料
を
与
へ
り
。
因
て
法
律
史
家
は

U
rkunde

を
以
て
大
切
と
せ
り
。
之
等
の
中
尤
大
切
な
る
は
寺
院

に
関
す
る
文
書
な
り
。
此
く
流
行
す
る
に
付
て
自
然
の
勢
と
し
て

書
式
を
研
究
す
る
に
至
る
。
之
等
の
書
式
を
集
め
て
種
々
の
書
物

生
ぜ
り
。
当
時
書
式
に
力
を
用
ひ
し
は
僧
徒
に
し
てL

atin

を
以

て
書
せ
り
。
尤
も
当
時
学
問
に
長
ぜ
は
僧
な
り
。
而
し
て
寺
院
の

記
録
又
は
王
室
の
記
録
に
は
僧
徒
之
に
関
係
す
。
而
し
て
書
式
は

一
方
に
当
時
の
法
律
の
発
達
を
助
け
又
他
方
に
は
法
制
史
の
好
材

料
を
与
へ
り
。
或
学
者
曰
ふ
。
当
時
の
書
式
は
種
々
の
書
に
あ
る

書
式
と
相
類
す
と
。
乙
が
書
式
を
顕
す
に
当
り
て
［
四
十
二
丁

裏
］
甲
の
書
式
を
手
本
と
す
る
よ
り
同
書
式
に
傾
く
。
又
各
地
方

の
書
式
統
一
す
る
の
傾
あ
り
て
、
当
時
書
式
を
登
録
せ
し
も
の
甚

だ
多
し
。
其
一
二
を
挙
れ
ばF

orm
ulae A

ndegavenses

［
ア
ン

ジ
ェ
ー
ル
地
方
法
律
文
例
集
］、F

orm
ulae A

rvenenses

（
共

に
第
六
世
の
末
に
出
で
し
も
の
な
り
）F

orm
ulae M

arculfi

［
マ

ル
ク
ル
フ
の
法
律
文
例
集
］、F

orm
ulae T

uronenses

［
ト
ゥ
ー

ル
地
方
法
律
文
例
集
］
等
種
々
あ
り
。
日
本
に
於
て
も
昔
の
法
律

（
四
八
）
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四
九

し
て
同
時
に
成
立
す
。

債
権
法
に
付
て
は
前
時
代
の
も
の
と
異
な
ら
ず
、
此
時
代
に
も

契
約
は
合
意
の
み
に
て
生
ぜ
ず
。
此
時
代
の
契
約
に
二
種
あ
り
。

一
は
要
物
契
約
（real contract

）
に
し
て
合
意
の
外
に
尚
一
方

に
於
て
履
行
あ
る
コ
ト
を
要
す
。
而
し
て
之
は
概
ね
売
買
の
如
く

双
務
の
場
合
に
用
ひ
し
な
り
。
一
は
要
式
契
約
（form

al 
contract

）
は
合
意
の
他
に
或
法
廷
の
儀
式
を
要
す
。
其
儀
式
に

は
当
時
概
ね
或
物
を
質
入
に
す
る
を
以
て
儀
式
と
す
。

親
族
法

─
婚
姻
に
付
て
は
此
時
代
に
考

か
ん
が
へ

大
に
変
ず
。
ゼ
ル

マ
ン
の
古
代
に
は
結
婚
の
方
法
は
売
買
の
結
婚
に
し
て
男
子
の
払

ふ
代
価
は
女
子
の
父
が
女
子
に
付
て
有
す
る
権
を
買
ふ
為
め
な
り
。

其
代
価
は
父
が
己
が
為
に
得
た
る
な
り
。
此
時
代
に
代
価
に
関
す

る
考
変
じ
、
男
子
が
払
ふ
代
価
は
父
の
為
に
売
る
に
あ
ら
ず
し
て

女
子
の
為
に
売
る
な
り
と
の
考
か
ん
が
へ

生
ぜ
り
。
且
つ
此
時
代
に
結
婚

の
約
束
と
結
婚
式
と
分
離
す
。［
四
十
四
丁
表
］
此
時
に
予
め
約

束
を
な
す
コ
ト
必
要
に
し
て
約
束
な
く
し
て
男
女
相
対
す
る
コ
ト

は
真
の
結
婚
に
あ
ら
ず
。
併
し
其
式
と
約
束
と
は
同
時
な
ら
ざ
る

も
宜
し
。

離
婚
に
付
て
は
之
を
禁
ぜ
ず
、
男
女
共
に
相
当
の
理
由
あ
れ
ば

離
婚
し
得
た
り
。
然
ら
ば
夫
婦
の
財
産
の
関
係
は
元
よ
り
妻
の
財

は
る
。
且
つ
此
時
代
に
動
産
に
関
し
て
奇
な
る
コ
ト
は
当
時
動
産

に
付
て
所
有
権
の
思
想
あ
り
し
コ
ト
論
を
俟
た
ず
。
併
し
法
律
上

夫
を
防
衛
す
る
コ
ト
十
分
発
達
せ
ず
因
て
他
人
が
直
接
に
其
動
産

を
所
有
者
よ
り
奪
取
し
た
る
ト
キ
又
他
人
が
不
法
に
動
産
物
を
隠

し
て
出
さ
さ
る
ト
キ
は
法
律
上
訴
を
起
す
能
は
ず
。
故
に
甲
が
其

動
産
物
を
乙
に
寄
託
し
丙
が
其
物
を
奪
取
す
、
此
時
に
甲
が
丙
を

訴
ふ
る
能
は
ず
。

不
動
産
に
関
し
て
奇
な
る
現
象
は
所
有
権
移
転
の
方
式
な
り
。

抑
も
之
を
移
転
す
る
に
其
方
式
凡
そ
二
種
あ
り
。
一
はG

erm
an

固
有
の
も
の
。
一
は
ロ
ー
マ
伝
来
の
も
の
な
り
。
前
者
は
例

［
へ
］
ば
売
買
の
場
合
に
売
主
買
主
が
共
に
其
地
所
の
あ
る
処
に

至
り
、
立
会
人
の
面
前
に
て
買
主
が
代
価
を
払
ひ
、
売
主
は
同
時

に
権
利
の
記
と
し
て
手
袋
を
与
へ
又
土
地
の
記
と
し
て
地
庁
を
与

へ
又
は
地
所
明
渡
の
儀
式
を
も
行
へ
り
。
然
る
に
後
者
は
手
続
簡

単
に
し
て
単
に
譲
渡
書
［
証
］
文
を
以
て
足
れ
り
と
す
。
乍
併
此

［
四
十
三
丁
裏
］
時
代
に
旧
来
の
慣
習
勢
あ
り
、
之
を
破
る
能
は

ず
し
て
、
ロ
ー
マ
伝
来
の
も
の
単
な
る
に
拘
は
ら
ず
広
く
行
は
れ

ず
。
而
し
て
其
二
者
の
折
衷
し
た
る
も
の
行
は
る
。
之
に
よ
れ
ば

譲
渡
書
［
証
］
文
を
授
受
す
る
と
共
に
地
片
を
与
ふ
る
コ
ト
を
な

せ
り
。
当
時
に
所
有
権
譲
渡
の
契
約
と
物
権
引
渡
と
は
分
立
せ
ず

（
四
九
）
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五
〇

目
す
る
よ
り
行
為
の
結
果
に
注
目
す
。
若
し
其
結
果
に
し
て
害
な

け
れ
ば
犯
意
な
き
と
断
じ
、
行
為
の
結
果
の
害
あ
れ
ば
犯
意
あ
り

し
と
す
。
因
て
未
遂
犯
罪
の
如
き
は
或
る
場
合
の
外
無
罪
と
せ
り
。

又
刑
罰
は
結
果
の
大
小
に
よ
り
定
め
、
同
窃
盗
に
付
て
も
其
盗
品

の
大
小
又
殺
人
の
時
は
其
被
害
者
の
品
位
に
よ
り
て
其
刑
罰
を
定

む
。
刑
罰
も
此
時
代
は
多
く
は
犯
罪
の
有
様
を
反
射
す
る
も
の
を

用
ふ
。
例
［
へ
］
ば
詐
い
つ
は

り
て
誓
を
な
せ
し
ト
キ
は
其
の
宣
誓
せ

し
手
を
切
り
又
は
讒
言
せ
し
も
の
は
其
舌
を
切
る
。
則
ち
反
坐
の

遺
習
尚
存
せ
り
。
尚
時
代
の
刑
罰
はspiegende S

trafe

［
反
映

刑
、
同
害
報
復
も
そ
の
一
種
］
と
云
ふ
。
而
し
て
刑
罰
の
方
法
に

至
り
て
は
残
酷
な
り
し
。
則
ち
死
刑
に
も
種
々
の
方
法
あ
り
て
、

例
［
へ
］
ば
絞
首
斬
首
は
元
よ
り
火
刑
、
溺
刑
、
馬
裂
き
の
刑
、

石
に
て
打
殺
し
又
は
車
輪
に
て
引
き
殺
せ
し
刑
あ
り
。
其
他
体
刑

あ
り
て
手
足
を
切
断
し
又
は
鼻
耳
を
切
り
或
は
眼
目
を
掘
出
せ
し

時
の
コ
ト
行
は
る
。 

［
四
十
五
丁
表
］

第
廿
二
節

　訴
訟
手
続

訴
訟
手
続
に
付
て
は
詳
く
言
へ
ば
煩
雑
に
渡
る
。
大
要
を
述
べ

ん
。⒈

第
一
尋
常
の
手
続
は
当
時
代
に
は
大
に
変
せ
し
コ
ト
あ
り
て

放
任
主
義
衰
へ
干
渉
主
義
行
は
る
。
例
［
へ
］
ば
召
喚
手
続
は
古

産
は
夫
に
於
て
之
を
管
理
す
る
も
夫
の
財
産
と
な
る
に
あ
ら
ず
。

若
し
離
婚
と
な
れ
ば
夫
を
返
却
す
べ
き
な
り
。
且
つ
妻
の
財
産
は

相
当
の
理
由
な
く
又
妻
の
許
諾
な
く
し
て
は
之
を
他
人
に
譲
渡
し

得
ず
。

家
長
権
は
当
時
と
雖
ド
モ
法
律
上
盛
な
り
。
法
律
上
に
て
は
止

む
を
得
ざ
る
場
合
に
は
其
子
を
殺
し
又
売
却
し
得
る
。
併
し
実
際

少
し
。

相
続
に
付
て
は
此
時
代
に
於
て
は
明
白
な
ら
ず
学
者
の
説
紛
々

な
り
。
因
て
帰
着
す
る
処
を
知
ら
す
。S

chröder

の
説
に
よ
れ

ば
、
当
時
代
に
は
法
律
上
の
相
続
と
合
意
上
の
相
続
と
あ
り
。
前

者
の
場
合
に
は
相
続
者
の
順
位
は
左
の
如
し
。
例
［
へ
］
ば
死
者

に
子
孫
あ
れ
ば
子
孫
が
相
続
す
。
若
し
子
孫
な
け
れ
ば
其
父
母
相

続
す
。
若
し
父
母
な
き
ト
キ
は
其
兄
弟
相
続
す
。
其
兄
弟
な
け
れ

ば
其
兄
弟
の
子
孫
相
続
す
。
兄
弟
の
子
孫
な
け
れ
ば
祖
父
母
を
相

続
す
る
な
り
。
其
他
時
と
し
て
は
当
時
代
に
相
当
の
相
続
者
な
け

れ
ば
他
人
を
養
子
と
せ
し
コ
ト
あ
り
。 

［
四
十
四
丁
裏
］

第
廿
一
節

　刑
法

此
時
代
に
は
法
律
上
大
に
重
き
を
形
式
に
置
く
。
例
［
へ
］
ば

訴
訟
手
続
の
上
に
も
儀
式
を
重
ん
じ
法
律
上
用
ふ
る
語
も
一
定
の

式
を
用
ふ
べ
き
な
り
。
同
様
に
て
刑
法
上
に
て
も
人
の
意
思
に
注

（
五
〇
）
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五
一

判
決
に
定
け
る
処
な
り
。

立
証
の
手
段
に
は
種
々
あ
り
先
づ
当
事
者
の
宣
誓
を
な
す
な
り
。

而
し
て
時
と
し
て
は
当
事
者
一
人
に
て
な
す
コ
ト
あ
り
。
時
と
し

て
は
宣
誓
を
助
成
（E

idhelfer

［
宣
誓
助
成
者
］）
す
る
も
の
を

要
す
る
コ
ト
あ
り
。
而
し
て
此
のE

ideshelfer

を
用
ふ
る
ト
キ

に
は
事
件
に
よ
り
て
其
数
一
様
な
ら
ず
。
事
件
大
な
れ
ば

E
ideshelfer

の
多
く
を
用
ゆ
。
又
時
と
し
て
は
証
拠
人
の
宣
誓

を
用
ふ
る
コ
ト
あ
り
。
而
し
て
証
拠
人
に
付
て
は
窮
屈
な
る
規
則

あ
り
。
例
［
へ
］
ばU

rkundezeugen G
em

eindezeugen

等
あ

り
。
又
立
証
の
手
段
と
し
てG

ottesurteil

な
る
も
の
を
用
ふ

（
神
断
）。
ゼ
ル
マ
ン
の
古
代
に
も
あ
り
し
。
此
時
代
に
は
寺
院
の

影
響
を
受
け
盛
と
な
れ
り
。
之
に
は
種
々
の
も
の
あ
れ
ト
モ
大
別

す
れ
ばeinseitiges G

ottesurteil, zw
eiseitiges G

ottesurteil

あ
り
。
前
者
は
立
証
者
一
人
に
て
な
す
神
断
、
後
者
は
相
方
共
に

な
す
神
断
な
り
。
而
し
て
後
者
は
例
［
へ
］
ばZ

w
eikam

pf

あ

り
（U

rteil durch K
am

pf, pugna duorum
, duellum

）、
決
闘

に
し
て
人
種
に
よ
り
異
な
り
馬
上
に
な
す
な
り
。
又
徒
歩
に
て
な

す
あ
り
。
又
武
器
も
刀
剣
又
は
鎗
を
用
ひ
し
む
。
而
し
て
其
勝
敗

は
必
ず
し
も
命
を
落
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
。
一
方

が
疵
を
被
こ
う
む
り

［
四
十
六
丁
表
］
其
血
が
地
上
に
滴
る
か
又
は
一
方

代
は
原
告
自
ら
之
を
な
す
。
当
時
代
に
は
原
告
の
出
願
を
俟
て
判

官
自
ら
之
を
な
す
。
右
の
召
喚
手
続
終
り
原
被
出
廷
せ
ば
弁
論
を

行
ふ
。
而
し
て
其
弁
論
に
付
て
は
当
時
尚
儀
式
を
重
じ
、
原
被

［
告
］
共
に
論
弁
の
際
其
儀
式
の
語
を
誤
る
べ
か
ら
ず
。
当
時
の

諺
に
もE

in M
ann, ein W

ort

［「
男
子
の
一
言
、
金
鉄
の
如
し
」］

と
云
ひ
、
同
語
を
繰
返
す
能
は
ず
。
又
以
前
答
弁
は
原
告
自
ら
被

告
に
命
ぜ
し
も
当
時
代
に
は
判
官
自
ら
之
を
被
告
に
命
ず
。
而
し

て
相
手
の
弁
論
終
り
て
裁
判
官
判
決
を
下
す
。
而
し
て
右
の
判
決

下
れ
ば
相
方
其
判
決
を
践
行
す
る
コ
ト
に
付
て
誓
約
を
な
す
。
尤

も
判
決
の
下
ら
ざ
る
前
にR

achinburgen
［
ラ
ヒ
ン
ブ
ル
ゲ
ン
、

判
決
発
見
人
］
は
判
決
案
を
作
り
其
案
中
に
当
事
者
が
不
満
を
抱

く
も
の
あ
れ
ば
批
難
す
る
コ
ト
を
得
た
り
。
之
をU

rteilsschelte

［
判
決
非
難
］
と
云
ふ
。
其
批
難
に
は
主
と
し
て
立
案
か
法
律
を

曲
け
し
コ
ト
を
批
難
す
る
な
り
。
時
と
し
て
は
批
難
者
と
被
批
難

者
と
の
間
に
決
闘
等
の
手
段
に
よ
り
是
非
を
決
せ
し
コ
ト
あ
り
。

又
判
決
に
よ
り
て
は
時
と
し
て
当
事
者
に
立
証
を
命
ず
る
コ
ト
あ

り
。
通
常
判
決
に
於
て
何
人
が
立
証
の
責
任
を
負
ふ
か
又
は
立
証

の
手
段
期
日
場
処
、
事
実
等
を
掲
ぐ
。
立
証
の
責
任
は
被
告
之
を

［
四
十
五
丁
裏
］
負
ふ
な
り
。
則
ちS

iegel, B
runner

氏
は
此
説

を
称
ふ
。
併
し
時
と
し
て
は
原
告
之
を
負
ふ
コ
ト
あ
り
。
之
れ
皆

（
五
一
）
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五
二

丁
裏
］
故
に
浮
べ
ば
罪
あ
り
、
沈
め
ば
罪
な
し
。
其
他
種
々
の
も

の
あ
り
。
例
［
へ
］
ばiudicium

 offae

［
小
麦
粉
団
子
、
麺
麭

判
断
］
あ
り
て
、
パ
ン
　
バ
ッ
タ
ー
の
或
分
量
を
神
に
供
へ
之
を

呑
ま
し
む
。
以
て
試
す
な
り
。
其
他ius feretri

［
棺
桶
権
］

（B
ahrrecht, B

ahrprobe

）
あ
り
。
多
く
は
人
の
殺
害
さ
れ
し

時
に
立
証
の
手
段
と
し
て
用
ふ
。
此
時
に
死
体
を
棺
に
入
れ
、
其

人
を
殺
せ
る
と
嫌
疑
を
受
け
し
人
を
厳
格
に
其
死
体
に
手
を
触
れ

し
む
。
就
中
臍
の
辺
に
触
れ
し
む
。
当
時
の
考
に
て
は
犯
罪
あ
れ

ば
死
体
の
手
を
触
れ
た
る
処
よ
り
出
血
し
面
相
変
ず
る
と
。
其
他

L
osurteil

［
籤
判
断
］
な
る
あ
り
。
余
り
行
は
れ
ざ
り
し
。
其

他
証
拠
の
手
段
と
し
て
書
類
を
用
ゆ
。
此
時
代
に
書
類
に
よ
り
て

証
拠
力
を
有
せ
ざ
る
あ
り
。
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
証
拠
力
あ
る
は
王

室
の
文
書
な
り
。
之
に
対
し
批
難
せ
ば
重
罰
に
処
せ
ら
る
。
而
し

て
当
時
奇
な
る
コ
ト
は
判
決
内
に
立
証
の
手
続
掲
げ
其
手
続
を
踏

む
な
り
。

執
行
に
付
て
は
、
当
事
者
間
に
約
束
履
行
の
催
促
を
な
し
、

屡
々
す
る
も
被
告
に
て
は
更
に
其
約
束
を
履
行
せ
ざ
れ
ば
、
執
行

し
被
告
の
財
産
を
差
押
へ
原
告
を
し
て
債
権
を
有
せ
し
む
。
若
し

其
財
産
不
足
な
れ
ば
、
被
告
を
し
て
原
告
の
債
奴
と
す
る
な
り
。

２
．
現
行
犯
に
関
す
る
手
続

─
若
し
現
行
犯
人
あ
り
し
ト
キ

は
疲
れ
て
戦
ふ
能
は
ざ
る
に
至
る
か
、
若
く
は
武
器
を
地
上
に
落

し
戦
ふ
能
は
ざ
る
に
至
る
か
、
而
し
て
少
年
、
婦
人
、
老
人
、
不

具
者
、
身
分
の
重
き
も
の
は
決
闘
に
加
は
ら
ず
、
此
く
人
に
よ
り

て
制
限
あ
り
。
又K

reuzurteil

（iudicium
 crutis

十
字
架
試
）

あ
り
。
此
場
合
に
は
原
被［
告
］が
或
十
字
架
の
側
に
立
ち
手
を
挙

げ
、
若
し
一
方
か
疲
れ
て
動
く
か
又
は
手
を
下
れ
ば
敗
と
な
る
な

り
。einseitiges G

ottesurteil

に
はF

euerprobe

（judicium
 

ignis, probatio per ignem
火
試
）
あ
り
。
之
れ
に
も
種
々
の

も
の
あ
り
。
或
時
間
火
中
に
手
を
入
れ
し
む
る
あ
り
、
又
焼
柴
の

中
を
歩
行
せ
し
む
る
あ
り
、
或
は
焼
金
を
握
り
或
距
離
を
歩
行
せ

し
む
る
方
法
、
或
は
焼
金
の
上
を
歩
行
せ
し
む
る
の
方
法
あ
り
。

又W
asserprobe

（judicium
 aquae

水
試
）
あ
り
。
此
中
に
も

熱
湯
に
て
試
す
も
の
と
冷
水
に
て
試
す
も
の
と
あ
り
。
熱
湯
に
て

試
す
も
の
は
日
本
の
盟
神
探
湯
に
類
す
。
則
ち
釜
中
に
指
環
又
は

石
を
入
れ
湯
を
沸
騰
し
之
等
を
探
ら
し
む
る
の
方
法
な
り
。
之
を

K
ettlefang, K

esselfang

［
盟
神
探
湯
］, judicium

 aquae 
ferventis

と
云
ふ
。
冷
水
に
て
試
す
方
法
をjudicium

 aquae 
frigidae

と
称
し
、
此
方
法
は
奇
な
る
も
の
に
し
て
先
づ
人
を
裸

に
し
て
之
を
縛
り
水
中
に
投
込
む
。
然
る
ト
キ
に
其
人
の
浮
沈
に

よ
り
て
定
む
。
此
時
代
の
考
に
て
水
は
浮
上
を
嫌
ふ
。［
四
十
六

（
五
二
）
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五
三

第
三
章

　中
世
紀

第
一
節

　独
乙
国
の
分
裂
并
に
其
国
勢
の
略
史

已
に
前
時
代
の
講
義
に
述
べ
し
如
く
八
四
三A

.D
.

に
有
名
な

るV
ertrag von V

erdun

［
四
十
七
丁
裏
］
な
る
条
約
生
じ
之

に
よ
れ
ば

L
othar

に

L
udw

ig der D
eutsche, K

arl der 
K

ahle

の
三
人
がF

ränkisches R
eich

を
三
分
し
各
一
部
分
を

得
た
り
。L

othar

は

M
ittelfranken

を
享
有
し

L
. der 

D
eutsche

は

O
stfranken

を
得

K
arl der K

ahle

は

W
estfranken

を
得
た
り
。
之
よ
り
主
と
し
て
述
ぶ
る
は

O
stfranken

の
コ
ト
多
し
。L

udw
ig der D

eutsche

の
支
配
せ

し

O
stfranken

又

K
arl

の
支
配
せ
し

W
estfranken

は

V
ertrag

の
出
来
し
頃
分
裂
す
る
の
徴
候
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
言

語
習
俗
異
な
る
を
以
て
な
り
。
併
し
多
少
両
国
の
も
の
は
兄
弟
の

如
き
思
を
な
し
。
併
しL

othar I

の
二
子
が
死
亡
せ
し
後
は

L
udw

ig der D
eutsche

并
にK

arl der K
ahle

の
二
人
に
て

L
othar I

の
支
配
せ
しM

ittelfranken

を
分
配
す
る
に
至
る
。

此
に
於
て

O
stfranken

の
範
囲
大
な
り
。L

udw
ig der 

D
eutsche

の
死
後
は
其
子
のK

arl der K
ahle

は
即
位
し
一
時

はO
stfranken

王
位
を
も
兼
ね
り
。
併
し
此
王
の
廃
せ
ら
る
る

に
当
り
て
、L

udw
ig der D

eutsche

の
孫
に
当
るA

rnolf von 

は
犯
罪
者
を
追
放
す
る
も
の
に
［
四
十
七
丁
表
］
於
て
直
に
其
者

を
呼
は
る
。
然
る
ト
キ
に
何
人
に
て
も
呼
声
を
聞
き
た
る
も
の
が

現
処
に
表
は
る
べ
き
な
り
。
而
し
て
犯
人
を
当
時
は
自
由
に
殺
す

コ
ト
を
得
た
り
。
併
し
此
時
代
に
は
通
常
裁
判
官
の
も
と
に
引
出

す
。
固
よ
り
召
喚
手
続
を
要
せ
ず
又
立
証
手
続
は
犯
人
を
補
べ
し

も
の
と
共
に
宣
誓
し
て
之
を
な
す
。
尤
も
犯
人
を
補
へ
た
る
と
き

裁
判
官
立
会
と
な
り
し
ト
キ
は
立
証
を
要
せ
ず
。
右
の
場
合
に
は

通
常
死
刑
を
科
す
。

３
．
王
室
の
裁
判
処
の
訴
訟
手
続

─
当
時
代
に
は

V
olksgericht

の
外
にK

önigsgericht
な
る
あ
り
。
此
処
に
は

訴
訟
手
続
は
尋
常
の
訴
訟
と
相
似
た
り
。
併
し
多
少
異
な
る
処
あ

り
。
一
二
例
を
示
せ
ば
証
拠
人
の
如
き
はV

olksgericht

に
て

は
当
事
者
自
身
に
之
を
差
出
す
。K

önigsgericht
に
て
は
証
拠

人
は
判
官
自
ら
之
を
選
ぶ
な
り
。
且
つ
証
拠
人
の
申
立
に
対
し
当

事
者
が
批
難
す
る
能
は
ず
。
又V

olksgericht

に
て
は
法
廷
に

出
廷
す
る
に
は
当
事
者
自
身
な
り
。K

önigsgericht

に
て
は
代

人
を
出
廷
せ
し
む
る
を
得
た
り
。

（
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

五
四

も
の
あ
り
、
勢
力
を
振
へ
り
。
故
に
王
位
に
即
く
に
も
諸
人
種

［
四
十
八
丁
裏
］
よ
り
出
る
に
至
る
。
丁
度L

udw
ig das K

ing

の
死
す
る
に
当
り
て
、
一
時F

ranken

のH
erzog

な
る

K
onrad I

は
王
と
な
り
、
此
後
又S

axen

のH
erzog

な
る

H
einrich I

が919 A
.D

.

に
於
て
独
乙
国
王
と
な
れ
り
。
然
る
に

其
子
にO

tto I

あ
り
て
此
頃
に
は
独
乙
法
制
の
歴
史
上
に
多
少

重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
原
則
二
条
定
れ
り
。
さ
れ
ばO

tto I

が
独
王
と
な
る
時
にK

arolinger

家
を
相
続
す
る
名
義
に
て
王

と
な
れ
り
。
又9５1 A

.D
.

に
てItaly

王
位
を
も
兼
ね
就
中962 

A
.D

.

に
は
独
乙
皇
帝
の
称
号
を
も
兼
帯
せ
り
。
故
に
一
方
に
て

誰
に
て
も
独
国
王
の
位
に
即
く
。
人
は
名
義
上F

ranken

人
と

な
る
と
云
ふ
。
原
則
他
方
に
て
は
更
に
重
大
な
る
原
則
則
ち
独
国

王
と
な
る
人
は
兼
ね
ロ
ー
マ
皇
帝
の
称
号
を
も
帯
ぶ
コ
ト
［
と
］

な
り
、
之
れ
尤
も
独
法
制
史
上
に
大
関
係
あ
り
。
之
よ
り
前

K
arl der G

roße

の
如
き
ロ
ー
マ
皇
帝
の
称
号
を
帯
べ
り
。
因

て
独
国
人
は
独
国
王
が
已
に
ロ
ー
マ
皇
帝
の
称
号
を
帯
ぶ
。
故
に

独
国
は
ロ
ー
マ
国
の
後
を
継
ぎ
し
と
の
考
を
有
し
、
又
独
羅
両
国

が
種
々
の
点
に
て
異
な
る
に
拘
ら
ず
、
ロ
ー
マ
法
は
独
法
な
り
と

の
考
を
抱
き
、
後
漸
に
ロ
ー
マ
法
、
独
国
に
入
り
、O

tto I

頃
よ

りD
as H

eilige R
öm

ische R
eich deutscher N

ation

な
る
も

K
ärnten

を
以
て
王
と
せ
り
。
然
る
にA

rnolf

の
子
にL

udw
ig 

［das
］ K

ind

［
四
十
八
丁
表
］
な
る
人
あ
り
。
此
人
の
死
す
る
に

当
り
てO

stfranken

に
て
はK

arolinger

の
王
家
断
絶
す
る
に

至
る
。
此
に
於
て
独
乙
国
も
分
裂
す
る
。
勢
益
確
定
す
る
に
至
る
。

之
れ
もV

ertrag
の
時
已
にO

stfranken

とW
estfranken

と

は
両
立
す
る
能
は
ざ
る
徴
候
あ
り
し
な
り
。
併
し
其
両
方
共
に

K
arolinger

王
家
の
王
を
戴
く
。
故
に
両
国
は
兄
弟
の
恩
を
な
せ

し
もL

udw
ig der K

ind
の
死
後K

arolinger

の
王
家
絶
へ
し

を
以
て
兄
弟
の
意
思
薄
ら
げ
り
。

独
乙
国
内
に
於
て
も
十
分
の
統
一
殆
ん
ど
な
し
。
独
乙
国
内
に

属
す
る
種
々
の
人
種
が
多
少
独
立
を
計
る
傾
あ
り
。
又
其
人
種
に

は
各
有
力
者
あ
り
て
勢
を
得
ん
と
計
れ
り
。
故
に
独
乙
国
内
は
英

雄
割
居
の
有
様
を
な
す
。
例
［
へ
］
ばS

axen, F
ranken, 

B
ayern, S

chw
aben

等
大
に
勢
力
を
有
せ
り
。
尤
も

F
ränkisches R

eich

の
王
も
国
内
の
統
一
に
力
を
用
へ
り
。
特

にK
arl der G

roße

は
大
に
力
を
尽
し
為
にF

ränkisches 
R

eich

も
統
一
に
傾
け
り
。
併
しF

ränkisches R
eich

に
属
す

る
人
種
は
機
会
あ
れ
ば
独
立
せ
ん
と
せ
り
。
因
て
王
室
の
衰
ふ
る

と
共
に
此
等
の
人
種
は
分
裂
の
状
況
と
な
り
、L

udw
ig das 

K
ind

の
頃
にS

axen

にS
tam

m
esherzog

［
部
族
大
公
］
な
る

（
五
四
）
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五
五

von M
ainz, E

rzbischof von K
öln, P

falzgraf von R
hein, 

H
erzog von B

ayern

等
な
り
し
。
又
他
の
一
派
の
豪
族
は
之
に

反
しS

taufen

家
のP

hillip

王
の
孫
に
当
るA

lfons von  
C

［K

］astilien

［
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
世
］
を
挙

げ
て
独
国
王
と
せ
り
。
之
等
の
豪
族
中
有
名
な
る
はE

rzbischof 
von T

rier, H
erzog von Sachsen

及

び

M
arkgraf von 

B
randenburg

等
の
人
々
な
り
し
如
、
此
独
国
内
に
一
時
二
王
あ

り
し
。
併
し
此
等
の
国
王
は
独
乙
の
政
治
に
付
て
冷
淡
な
り
し
。

彼
のR

ichard

の
如
き
は
狭
き
十
五
年
間
に
独
乙
に
来
り
し
コ
ト

殆
ん
ど
四
回
余
な
り
し
。A

lfons

の
如
は
一
回
も
な
し
。

Interregnum

［
大
空
位
］
時
代
に
国
民
の
心
服
せ
し
王
な
り
。

又
豪
族
は
恣
に
跋
扈
せ
り
。

12７3 A
.D

.

頃
に
又
種
々
の
家
系
の
人
々
は
代
り
て
国
王
と
な

れ
り
。
例
［
へ
］
ばR

udorf I

（G
raf von H

absburg und 
K

yburg

）
が12７3-1291

国
王
と
な
れ
り
。A

dolf von N
assau

はE
rzbischof von M

ainz

の
縁
者
に
し
て1292-1298

、
又

A
lbrecht I von Ö

sterreich

はR
udorf I

の
子
に
し
て1298-

1308
、
其
他

H
einrich V

II von G
raf von L

uxenburg

は

1308-1318

迄
独
国
王
な
り
し
。
結
局
此
時
代
に
は
種
々
の
家
系

の
人
々
を
選
び
［
五
十
丁
表
］
王
と
せ
り
。
之
は
当
時
の
豪
族
等

の
［
四
十
九
丁
表
］
成
立
つ
に
至
れ
り
。O

tto I

後
は
其
子
孫
た

るO
tto 

第
二
世
第
三
世
等S

axen

人
に
し
て
独
国
王
た
る
も
の

多
し
。
併
し
独
国
は
微
々
と
し
て
振
は
ず
。1024 A

.D
.

に
至
り

てF
ranken

人
のK

onrad II

は
独
乙
の
国
の
国
王
と
な
り
、

112５ A
.D

.

迄
は
凡
てF

ranken

人
は
独
乙
国
王
と
な
れ
り
。

112５ A
.D

.

に
は
一
時S

axen

人
のL

othar III

が
立
て
独
国

の
国
王
と
な
れ
り
。
又113５ A

.D
.

に
はS

chw
aben

人K
onrad 

III

が
独
国
王
と
な
れ
り
。
処
でK

onrad III

の
家
系
は

H
ofenstaufen

家
に
し
て
家
系
の
人
々
が
相
続
き
一
二
五
四

［
年
］
頃
迄
独
国
王
と
な
れ
り
。
此
系
に
はK

onrad III

の
後

F
riedrich I, H

einrich V
I, P

hillip von S
chw

aben, 
F

riedrich II

等
の
独
国
王
あ
り
。
併
し
其
間
独
乙
の
王
室
は
振

は
ず
し
て
、
皇
族
僧
徒
俗
人
間
の
豪
族
が
大
に
勢
を
恣
に
せ
り
。

12５4-12７3

は
独
乙
の
王
室
は
殆
ど
有
し
と
も
無
き
が
如
く
国
王

も
当
時
の
豪
族
等
が
党
を
結
び
、
各
欲
す
る
人
を
王
と
せ
り
。
所

謂Interregnum

［
大
空
位
］
の
世
と
な
れ
り
。
則
ち
二
王
あ
る

有
様
と
な
れ
り
。
詳
言
せ
ば
、
一
派
の
貴
族
はF

riedrich II

の

縁
者
な
る 

（E
rzbischof

［?

］） R
ichard von C

ornw
allis

に
し

て
英
国
のH

enry III

の
兄
弟
に
当
る
人
な
り
。
之
を
王
と
せ
り
。

此
派
の
豪
族
中
有
名
な
る
は
［
四
十
九
丁
裏
］、E

rzbischof 

（
五
五
）
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九
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五
六

右
のK
arl IV

の
後
に
は
其
子W

enzel

が
続
て
国
王
と
な
れ

り
。
併
し
此
時
に

K
urfürsten

は

W
enzel

を
廃
し
て

R
uprecht von der P

falz

を
以
て
独
国
王
と
せ
し
が
［
五
十
丁

裏
］、R

uprecht

の
後
はS

igism
und

即
ち
其
後
はA

lbrecht 
II von Ö

sterreich

が
国
王
と
な
れ
り
。
其
後
はH

absburg

家

の
人
々
は
相
続
き
て
国
王
と
な
り
、M

axim
ilian

の
時
に
至
り

て
制
度
の
上
に
種
々
変
革
を
加
へ
し
コ
ト
あ
り
。
其
中
尤
も
有
名

な
る
はK

am
m

ergericht

設
定
せ
ら
る
。
之
は
ロ
ー
マ
法
継
受

の
上
に
多
少
関
係
あ
り
。

第
二
節

　国
王

独
乙
国
の
版
図
の
上
よ
り
見
は
大
に
拡
張
せ
ら
れB

öhm
en, 

Italy, B
urgund

等
は
兼
併
せ
ら
れ
、
国
は
大
に
弘
大
と
な
れ
り
。

併
し
王
室
の
勢
力
は
此
時
代
に
却
て
衰
へ
り
。
而
し
て

F
ränkisches R

eich

と
此
時
代
と
は
大
に
王
位
に
即
く
人
の
上

に
於
て
異
な
り
。F

ränkisches R
eich

に
て
は
王
族
定
り
、
其

家
系
の
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
王
と
な
ら
ず
。
之
よ
り
人
民
が
選
挙
せ

し
コ
ト
あ
り
。
併
し
何
れ
の
家
系
の
人
に
て
も
宜
し
と
云
ふ
に
あ

ら
ず
、
或
特
定
の
家
系
の
人
を
選
ぶ
な
り
。
故
に
世
襲
の
有
様
な

り
。
此
時
代
に
は
王
位
世
襲
の
有
様
衰
へ
甚
し
き
は
王
の
廃
立
は

少
数
の
豪
族
の
恣
に
な
れ
り
。
其
初
は
此
時
代
に
も
帝
王
を
人
民

は
王
室
の
勢
力
を
剥
く
計
画
な
り
し
。
則
ち
王
が
世
襲
の
有
様
と

な
れ
ば
豪
族
等
の
不
利
な
る
故
に
之
を
打
破
る
有
様
な
り
し
。
而

し
てH

enry 
［H

einrich

］ V
II

の
後
に
はS

ieben K
urfürsten

（S
even E

lectors

）［
七
選
帝
侯
］
の
間
に
種
々
独
乙
国
王
の
選

定
に
付
て
異
論
あ
り
。
再
び
一
国
中
に
二
王
あ
る
コ
ト
と
な
り
。

一
派
の
人
々
はL

uxenburg

派
の
人
々
はL

udw
ig von B

ayern

［
→L

udw
ig IV

］
を
王
と
し
て
、
又H

absburg

派
の
人
々
は

F
riedrich von Ö

sterreich
を
王
と
せ
り
。
然
る
に134７ A

.
D

.

に
はK

arl IV

がL
uxenburg

家
よ
り
出
て
独
国
王
と
な
れ

り
。
然
る
に
国
王
の
時
に
一
法
律
表
は
る
（
一
三
五
六
［
年
］
に

制
定
せ
ら
る
）。
之
に
よ
る
時
は
国
王
の
選
挙
を
司
る
人
が
定
れ

り
。
国
王
の
選
挙
は７ E

lectors

に
て
司
る
に
至
る
。
此７ 

E
lectors

中
に
は
僧
徒
及
び
俗
人
を
含
め
り
。E

rzbischof von 
M

ainz

［
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
］、E

rzbischof von T
rier

［
ト
リ

ア
大
司
教
］、E

rsbischof von K
öln

［
ケ
ル
ン
大
司
教
］
僧
徒

に
し
てK

önig von B
oehm

en

［
ボ
ヘ
ミ
ア
国
王
］、P

falzgraf 
von R

hein

［
ラ
イ
ン
宮
中
伯
］、H

erzog von S
achsen-

W
ittenberg

［
ザ
ク
セ
ン
─

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
］、 M

arkgraf 
von B

randenburg

［
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
］
は
俗
人
界

の
人
々
な
り
。

（
五
六
）
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五
七

て
己
を
ロ
ー
マ
帝
の
位
に
即
か
し
む
る
コ
ト
あ
る
と
同
時
に
他
の

一
方
に
宗
教
の
コ
ト
に
関
係
を
有
す
。
例
［
へ
］
ば
ロ
ー
マ
法
王

の
選
挙
の
コ
ト
、
邪
教
撲
滅
の
コ
ト
又
は
耶
蘇
教
徒
［
五
十
一
丁

裏
］
集
合
の
コ
ト
等
に
関
係
す
。

第
三
節

　官
職
制
度

当
時
代
に
官
職
中
尤
も
高
貴
な
る
はE

rzkanzler

に
し
て

E
rzbischof von M

ainz

の
如
き
は
其
職
を
兼
ね
し
コ
ト
あ
り
。

E
rzkanzler

の
起
は
古
くM

erow
inger

時
代
にreferendarius

（cancellarius

）
な
る
あ
り
、
之
よ
り
起
り
し
な
り
。
之
は
王
室

の
秘
密
会
の
長
に
し
て
王
室
の
印
璽
文
書
を
保
管
し
勢
力
あ
り
し
。

K
arl der G

roße

後
は
通
常K

anzeler

（notar

）［
書
記
］
と

称
し
、R

udorf 

［
→

L
udw

ig

］ der F
rom

m
e

の
時
に
は

E
rznotar

［
書
記
官
長
］（pronotarius, sum

m
us notarius

）

sum
m

us cancellarius

と
称
し
、
此
職
に
は
僧
徒
任
ぜ
ら
る
。

其
後E

rzkanzler

［
式
部
長
官
］
と
称
す
る
に
至
れ
り
。
併
し

此
職
も
尊
称
の
如
く
用
ひ
ら
れ
実
際
に
て
は
事
務
を
司
ら
ず
。
事

務
は
却
てV

icekanzler

司
れ
り
。
其
他P

falzgraf

は
此
時
代

に
も
あ
り
。
併
し
其
名
は
あ
り
し
も
其
実
異
な
り
一
種
の
地
方
官

の
如
し
。
其
中
に
は
大
勢
力
を
有
す
る
あ
り
。
例
［
へ
］
ば

P
falzgraf von R

hein

の
如
し
。
其
他
前
時
代
に
あ
り
し

か
選
挙
せ
し
コ
ト
あ
り
。
併
し
実
際
は
先
づ
豪
族
等
が
其
欲
す
る

人
を
王
と
定
め
一
般
人
民
之
に
雷
同
す
る
に
過
ぎ
ず
。
併
し
時
を

経
る
に
従
ひ
豪
族
中
［
五
十
一
丁
表
］
に
て
も
王
を
選
挙
す
る
人

定
め
、７ E

lectors

起
れ
り
。
而
し
て
此
のF

ürsten

は
歩
を
進

め
遂
に
は
国
王
を
廃
立
す
る
権
を
得
し
と
し
遂
に
は
国
王
の
廃
者

に
付
て
もF

ürsten
の
恣
と
な
れ
り
。
此
時
代
に
世
襲
衰
へ
し
も

国
王
た
る
べ
き
人
が
自
ら
身
体
健
全
又
は
其
人
は
自
由
を
有
す
る

人
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
他
其
父
母
の
婚
姻
正
く
或
は
刑
罰
を

受
け
し
人
に
て
は
不
可
な
り
。
又
独
国
王
に
な
る
人
は
独
国
王
な

る
と
同
時
に
ロ
ー
マ
帝
の
称
号
を
兼
帯
す
。
故
に
一
方
に
て

A
achen

に
て
独
国
王
の
即
位
式
を
行
ひ
又
ロ
ー
マ
に
於
て
ロ
ー

マ
皇
帝
の
即
位
式
を
行
ひ
し
コ
ト
あ
り
。
従
て
独
乙
王
に
し
て

ロ
ー
マ
皇
帝
の
称
号
を
兼
ね
し
人
はR

om
anorum

 Im
perator 

S
em

per A
ugustus

な
る
称
号
を
用
ゆ
る
に
至
れ
り
。
当
時
の
国

王
は
名
義
上
特
権
あ
り
し
も
、
其
実
際
に
勢
力
微
々
た
り
。
併
し

当
時
人
民
の
一
般
に
有
せ
し
思
想
に
奇
な
る
も
の
あ
り
。
則
ち
独

国
王
は
元
よ
り
凡
俗
界
の
長
な
る
も
、
一
方
に
は
耶
蘇
教
徒
を
司

る
も
の
な
り
と
。
蓋
し
当
時
人
民
に
は
ロ
ー
マ
法
王
は
宗
教
界
の

長
と
し
て
宗
教
界
を
監
督
す
。
併
独
国
王
は
ロ
ー
マ
を
相
続
す
。

故
に
宗
教
界
を
も
保
護
す
と
。
因
て
独
国
王
は
ロ
ー
マ
法
王
を
し

（
五
七
）
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五
八

な
れ
り
。
古
き
は
［
五
十
二
丁
裏
］princeps

を
含
め
し
も
、
此

時
代
に
はF

ürst

［en

］
の
帝
王
に
直
隷
せ
し
も
の
に
し
て
且
つ

G
raf

以
上
に
し
て
土
地
を
支
配
す
る
職
を
帯
ぶ
処
の
も
の
を
云

ふ
。
詳
言
せ
ばH

erzog, B
ischof 

［
司
教
］、Ä

bte 

［
大
修
道
院

長
］、P

falzgraf 

［
宮
中
伯
］、M

arkgraf 

［
辺
境
伯
］
其
他
帝
王

に
直
隷
せ
しG

raf

を
云
ふ
。

第
六
節

　

com
itatus

（Grafschaft

）

G
rafschaft

に
付
て
は
前
時
代
の
時
に
述
べ
た
り
。
此
事
柄
が

此
時
代
に
大
に
変
ぜ
り
。
則
ち
此
時
代
に
はG

rafschaft

は
行

政
区
画
と
し
て
意
味
な
き
も
の
と
な
れ
り
。
而
し
て
右
の
如
き

com
itatus

の
制
度
の
乱
れ
た
る
原
因
中
尤
も
重
な
る
端
緒
は
寺

院
の
影
響
な
り
し
。
曽
て
述
べ
し
如
く
、
寺
院
に
て
は
此
時
代
に

多
く
の
領
地
を
有
しim

m
unitas

（
免
除
）
の
制
の
行
は
る
に
至

り
て
寺
院
に
て
も
其
領
地
に
付
てim

m
unitas

を
得
る
に
至
り
寺

院
は
其
領
地
内
の
寄
住
人
等
に
関
し
て
裁
判
上
種
々
の
事
柄
を
管

轄
す
る
に
至
れ
り
。
寺
院
の
方
に
て
も
其
勢
を
得
し
為
め
本
来
凡

俗
界
の
裁
判
所
に
帰
す
る
事
柄
も
寺
院
は
之
を
管
轄
せ
ん
と
勤
め

り
。
俗
人
も
寺
院
の
裁
判
所
に
訴
へ
出
る
の
傾
あ
り
。
之
れ
此
時

代
に
は
寺
院
の
勢
力
と
共
に
寺
院
の
制
度
整
ひ
し
有
様
と
な
れ
り
。

因
て
王
も
時
と
し
て
は
寺
領
外
に
あ
る
人
民
［
五
十
三
丁
表
］
と

M
arschall

［
式
部
長
］, S

chenk

［
献
酌
侍
従
］, K

äm
m

erer

［
侍

従
長
］
あ
り
し
。
此
時
代
に
は
変
遷
あ
り
て
多
く
は
世
襲
の
も
の

と
な
れ
り
。
例
［
へ
］
ば

M
arschall

は

H
erzog von 

S
achsen-

［
五
十
二
丁
表
］W

ittenburg, S
chenk

はK
önig 

von B
öhm

en
、K

äm
m

erer

［
侍
従
長
］
は

M
arkgraf von 

B
randenburg

の
如
し
。
其
代
官
も
次
第
に
世
襲
と
な
り
且
又
職

務
を
執
ら
ず
、
王
は
他
に
人
を
命
じ
て
事
を
取
扱
は
し
め
、

M
arschall, S

chenk, K
äm

m
erer

は
或
儀
式
上
事
を
採
る
に
過

ぎ
ず
。

第
四
節

　

Lehnsw
esen

L
ehnsw

esen

は
実
は
大
に
流
行
せ
し
は
此
時
代
な
り
し
。
併

し
甚
だ
錯
雑
せ
り
且
つ
由
来
に
付
て
は
前
時
代
に
述
べ
り
。
只
此

時
代
に
大
に
流
行
せ
し
に
付
て
人
々
の
間
に
広
くbeneficium

の
関
係
を
生
ず
る
に
至
る
。
従
前
の
帝
王
と
臣
民
と
の
関
係
を
失

ふ
に
至
る
。
同
時
にS
enior V

assal

と
し
て
与
え
し
も
の
は
土

地
に
限
ら
ず
、
種
々
の
も
の
を
与
ふ
る
コ
ト
流
行
せ
り
。
例

［
へ
］
ば
官
職
の
如
き
は
世
襲
と
な
り
之
をbeneficium

と
し
て

与
へ
し
コ
ト
流
行
せ
り
。

第
五
節

　

Fürsten
F

ürst

は
同
名
な
る
も
時
代
に
よ
り
其
中
に
含
ま
る
る
も
の
異

（
五
八
）
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五
九

［
五
十
三
丁
裏
］
譲
る
コ
ト
起
り
得
べ
き
コ
ト
な
り
、
為
め
に
一

人
に
て
多
く
のG

raf

を
有
す
。
然
る
ト
キ
は
自
然com

itatus

は
乱
れ
ざ
る
を
得
ず
。
因
てcom

itatus

は
此
時
代
に
用
を
な
さ

ざ
る
に
至
れ
り
。

第
七
節

　

R
eichstag, H

oftag

之
は
集
会
の
名
に
し
てR

eichstag

は
大
な
る
も
の
に
し
て

H
oftag

は
小
な
る
も
の
な
り
。R

eichstag

は
又generalia 

placita

と
も
云
ふ
。
此
時
代
にR

eichstag

に
関
し
て
其
制
度
充

分
整
ひ
し
に
あ
ら
ず
。
併
し
会
員
の
如
き
はF

ürsten, G
raf

（F
ürsten

の
部
類
中
に
入
ら
ざ
るG

raf

）
政
府
に
直
隷
す
る

S
tadt

よ
り
出
る
議
員
よ
り
な
れ
り
。
則
ち
其
時
代
の
有
力
者
よ

り
成
り
国
民
一
般
会
員
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
会
員
を
召
集
す
る
コ

ト
及
び
其
場
処
時
日
等
と
し
て
選
定
す
る
コ
ト
が
国
王
の
自
由
な

り
し
。
而
し
て
此
の
集
会
は
王
の
参
考
に
供
す
る
為
に
事
を
議
せ

し
に
過
ぎ
ず
、
此
の
集
会
に
て
は
重
大
な
る
事
柄
を
議
し
其
事
柄

の
如
き
も
一
定
せ
ず
。
併
し
開
戦
媾
和
立
法
等
の
事
柄
を

R
eichstag

の
議
に
掛
く
。
併
し
後
に
は
王
室
の
勢
力
衰
へ

F
ürsten

の
勢
増
す
と
共
に
、
帝
国
の
大
事
件
はR

eichstag

を

開
き
、
必
ず
議
せ
し
む
べ
き
コ
ト
と
な
れ
り
。
故
に
王
は
従
前
よ

り
大
に
束
縛
せ
ら
る
る
の
形
［
五
十
四
丁
表
］
な
り
。

雖
ド
モ
寺
領
の
近
傍
に
住
す
る
人
民
に
付
て
は
寺
院
に
裁
判
上
の

管
轄
を
許
せ
し
コ
ト
少
か
ら
ず
。
故
に
当
時G

raf

あ
り
て
、
其

管
轄
内
所
謂G

raf, com
itatus

に
属
す
る
人
民
も
裁
判
上
寺
院

の
管
轄
を
受
る
に
至
り
し
を
以
てcom

itatus

は
本
来
の
意
味
を

失
ふ
に
至
れ
り
。
同
時
に
此
時
代
に
はG

raf

が
漸
々
職
を
以
て

一
種
の
財
産
と
見
做
し
他
人
に
譲
渡
す
コ
ト
あ
り
。
結
果
と
し
て

時
と
し
て
は
一
人
に
て
多
く
のcom

itatus

に
属
す
る
土
地
を
有

す
る
形
と
な
れ
り
。
蓋
し
此
時
代
に
て
官
職
に
は
世
襲
の
も
の
多

く
な
れ
り
。
同
時
にG

raf

の
職
も
次
第
に
世
襲
と
な
れ
り
。
之

れ
一
度
一
人
を
或
官
職
に
任
ず
れ
ば
人
情
と
し
て
其
職
を
子
孫
に

伝
へ
ん
と
し
又G

raf

の
如
き
は
多
く
は
其
土
地
の
人
を
以
て
任

ぜ
り
。
則
ち
其
土
地
に
名
望
あ
る
人
な
り
。
故
に
其
土
地
の
人
民

と
多
少
親
密
な
る
関
係
あ
り
。
且
つG

raf

と
な
り
し
以
上
は
其

土
地
の
人
民
とG

raf

と
な
り
、
人
と
尚
更
密
着
な
る
関
係
を
生

じ
、
土
地
の
人
民
も
其
土
地
に
明
な
る
人
をG

raf

に
す
る
を
望

む
。
故
に
次
第
に
世
襲
と
な
れ
り
。
然
る
にL

ehensw
esen

の

流
行
と
共
に
官
職
を
以
て
財
産
と
し
て
人
に
与
へ
し
コ
ト
あ
り
。

又G
raf

を
もbeneficium

と
し
て
人
に
与
へ
る
コ
ト
と
な
れ
り
。

此
く
の
如
く
な
れ
る
を
以
てG

raf

は
従
来
の
有
様
を
改
め
一
種

の
財
産
と
認
め
り
。
此
く
な
り
し
以
上
はG

raf

の
職
を
他
人
に

（
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

六
〇

し
国
王
よ
り
他
人
に
譲
与
せ
し
コ
ト
少
か
ら
ず
。

Judenschutzrecht

（
猶
太
人
保
護
権
）
は
今
日
に
て
も
処
に

よ
り
て
はJudea

に
対
し
て
は
失
礼
の
事
柄
を
な
す
コ
ト
あ
り
。

之
は
古
く
よ
り
あ
り
し
と
見
ゆ
。
此
時
代
に
もJudea

を
残
酷
に

取
扱
へ
り
。
此
時
代
に
も
似
、
仏
よ
り
独
に
移
住
す
る
も
の
多
し
。

併
しJudea

人
を
悪
む
よ
り
財
産
身
命
危
し
為
に
帝
国
の
歳
入
を

減
す
。
因
て
相
当
の
金
銭
を
取
りJudea

を
保
護
し
た
り
。

其
他G

eleitsrecht

（
商
人
を
護
送
す
る
権
）
は
帝
国
の
行
政

の
コ
ト
か
挙
ら
す
警
察
の
コ
ト
等
も
不
完
全
な
り
し
如
し
。
商
工

の
旅
行
の
場
合
に
は
商
品
を
携
ふ
。
故
に
盗
難
に
懸
る
コ
ト
多
し
。

故
に
王
室
も
財
政
困
難
な
る
時
な
る
。
故
に
之
を
護
送
し
相
当
の

金
銭
を
払
は
し
め
帝
国
の
財
源
の
重
な
る
も
の
を
な
せ
り
。

其
他
罪
人
の
没
収
物
又
は
相
続
者
な
き
も
の
帝
国
の
も
の
と
な

り
財
源
の
幾
分
を
な
す
。

第
九
節

　帝
国
の
兵
制

兵
制
は
此
時
代
に
異
な
れ
り
。F

ränkische Z
eit

に
て
は

M
erow

inger

時
代
の
人
民
は
兵
役
の
義
務
を
有
す
。

K
arolinger

時
代
に
て
も
自
由
の
人
民
は
［
五
十
五
丁
表
］

G
raf

又
はsenior

に
従
ひ
戦
場
に
出
で
り
。
然
る
に
此
時
代
に

至
り
て
はG

raf

は
其
職
漸
々
世
襲
と
な
り
地
方
の
人
民
に
対
し

H
oftag:

─ 

当
時
独
国
王
はR

eichstag

よ
り
小
き
集
会
を

催
す
。
則
ちH

oftag

な
り
。
之
に
て
はR

eichstag

の
下
調
べ

其
他
小
事
件
を
議
せ
し
な
り
。

第
八
節

　帝
国
の
財
政

先
づ
第
一
に
帝
国
に
別
に
所
領
地
あ
り
て
其
中
よ
り
得
る
収
入

の
如
き
は
帝
国
の
財
源
の
一
を
な
す
。
併
し
此
収
入
も
時
と
共
に

減
少
せ
り
。
則
ち
国
王
よ
り
帝
国
の
所
領
を
他
人
に
譲
与
へ
し
コ

ト
あ
り
故
に
減
し
た
り
。
次
に
は
租
税
。
則
ち
道
路
橋
を
通
る
時

の
税
な
り
。
其
収
入
の
如
き
又
当
時
財
源
の
一
を
な
す
。
併
し
此

税
よ
り
得
る
利
益
の
如
き
は
時
と
共
に
大
に
減
少
す
。
則
ち
此
の

如
き
税
を
課
す
る
権
利
を
国
王
よ
り
徃
々
他
人
に
譲
り
典
べ
し
コ

ト
あ
り
。
結
局
帝
国
の
財
源
は
日
を
追
ふ
て
減
少
す
。

貨
幣
鋳
造
の
事
柄
は
大
に
利
益
あ
り
し
。
併
し
此
権
の
如
き
も

徃
々
他
人
に
譲
与
せ
し
コ
ト
少
か
ら
ず
此
点
に
付
て
も
帝
国
の
収

入
減
せ
り
。
但
し
此
権
を
他
人
に
与
ら
る
る
に
付
て
は
此
の
時
代

にF
ürsten

等
自
ら
貨
幣
を
鋳
造
す
る
も
の
少
か
ら
ず
其
結
果
諸

方
に
種
々
の
貨
幣
用
ひ
ら
れ
大
に
混
雑
せ
り
。
因
て
貨
幣
に
関
し

種
々
の
法
律
定
め
ら
る
。

採
鉱
（B

ergregal

）［
鑛
業
権
］
の
権
は
本
来
は
国
王
の
特
権

な
り
し
。
因
て
採
鉱
は
財
源
の
［
五
十
四
丁
裏
］
一
な
り
し
。
併

（
六
〇
）
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六
一

領
主
に
於
て
多
く
の
所
領
地
あ
り
。
其
土
地
の
上
に
は

beneficium

と
し
て
独
乙
の
国
王
よ
り
受
け
し
も
の
あ
り
。
日
本

語
に
て
は
恩
賞
の
地
と
訳
し
て
可
な
ら
ん
。
其
他
種
々
の
手
続
を

以
て
得
た
る
地
あ
り
。
之
等
の
地
は
種
々
の
用
に
供
せ
り
。
例

［
へ
］
ば
其
土
地
の
一
部
を
自
分
の
用
に
供
し
領
主
の
居
城
園
庭

等
と
し
其
他
の
部
分
を
ば
其
役
人
従
者
の
様
な
る
も
の
に
与
へ
し

地
も
あ
り
し
。
又
或
部
分
は
種
々
の
賦
役
に
対
し
寄
住
人
に
貸
与

せ
し
コ
ト
あ
り
し
。

第
十
一
節

　領
主
の
家
政
及
び
其
役
人

領
主
は
夫
々
其
下
に
役
員
あ
り
。
其
役
員
は
王
室
に
用
ひ
し
と

同
一
な
る
名
称
を
称
ふ
る
も
の
多
し
。
例
［
へ
］
ばM

arschall, 
K

äm
m

erer, T
ruchseß, S

chenk

あ
り
し
は
、
之
等
は
王
室
の

役
人
と
相
似
て
大
抵
世
襲
と
な
り
、
何
れ
もL

andesherr

よ
り

附
置
［
扶
持
］
せ
ら
る
。
而
し
て
其
司
る
処
はK

äm
m

erer

領

主
の
財
政
を
主
と
し
て
司
れ
り
。
従
て
領
主
の
領
地
よ
り
の
収
入

若
く
は
貨
幣
鋳
造
人
、
市
場
并
に
商
人
に
関
係
す
る
コ
ト
を
も
司

れ
り
。 

［
五
十
六
丁
表
］

M
arschall

は
廐
長
に
し
て
領
主
の
廐
の
コ
ト
を
司
る
。
併
し

領
主
の
軍
倫
警
察
の
コ
ト
を
も
兼
ね
司
れ
り
。S

chenk, 
T

ruchseß
は
小
事
を
司
る
。S

chenk

は
庖
厨
の
コ
ト
、T

ruchseß

恰
もsenior

と
同
位
地
に
立
つ
に
至
れ
り
。
此
に
於
て
帝
国
の

兵
力
はF

ürsten

、G
raf

等
が
出
す
処
の
兵
士
よ
り
成
り
其
出

兵
の
人
数
は
或
は
先
例
或
は
条
約
等
に
よ
り
定
り
全
国
通
じ
て
一

様
な
ら
ず
。
加
之
漸
々
戦
争
の
仕
方
の
変
遷
よ
り
し
て
多
く
の
騎

兵
を
用
ふ
る
に
至
る
。
故
に
兵
士
は
通
常
資
産
あ
る
も
の
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
則
ち
兵
士
は
多
少
土
地
を
有
す
る
も
の
な
り
。
此

の
如
く
騎
兵
の
流
行
よ
り
し
てR

itter

な
る
階
級
生
ず
る
に
至

れ
り
（K

night

）。
蓋
し
騎
兵
た
る
も
の
は
漸
次
互
に
相
結
托
し

て
一
種
の
組
合
を
組
織
し
次
第
に
騎
兵
の
制
度
起
れ
り
。R

itter

た
る
も
の
も
其
家
系
定
る
に
至
れ
り
。
且
つ
従
前
の
兵
制
の
破
れ

た
る
と
共
に
雇
兵
を
用
ひ
し
コ
ト
徃
々
あ
り
し
。

第
十
節

　

Landesherr, territorium
 （

領
主
、
其
所
領
地
）

此
時
代
に
は
多
く
の
土
地
を
有
す
る
も
の
増
し
就
中
一
旦
地
方

の
役
人
た
る
人
々
も
其
職
を
次
第
に
世
襲
と
し
地
方
に
於
て
大
に

勢
力
あ
り
し
。
而
し
て
其
地
方
の
人
民
に
對
し
自
ら
裁
判
権
を
得

る
。
加
之
之
等
の
人
と
地
方
の
人
民
と
の
間
に
はsenior
と

vassal

［
五
十
五
丁
裏
］
と
の
関
係
を
生
し
其
人
民
を
率
ゆ
。
且

つ
国
王
よ
りG

eleitsrecht, M
ünzrecht

（
貨
幣
鋳
造
権
）, 

B
ergregal

等
を
譲
受
け
其
地
方
に
於
て
一
種
の
国
王
た
る
の
状

況
と
な
れ
り
。
此
に
於
てL

andesherr

生
ず
。
而
し
て
之
等
の

（
六
一
）
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六
二

S
tadt

と
な
り
し
な
り
と
。
而
し
てM

arkt

に
十
字
架
を
立
て
し

は
意
味
あ
り
し
。
宗
教
に
関
せ
し
に
あ
ら
ず
。
蓋
しM

arkt

に

十
字
架
を
立
て
し
はW

eichbild

と
し
て
立
て
し
な
り
。
而
し
て

W
eichbild

と
はB

urgbild

と
云
ふ
コ
ト
に
し
てB

urg

は

castle

（
城
）
に
し
てB

ild

は
目
標
な
り
。
故
に
城
の
目
標
と
し

て
立
て
し
な
り
。
然
ら
ば
城
と
は
何
れ
の
城
な
る
か
と
云
ふ
に
王

城
を
云
ふ
な
り
。
而
し
てM

arkt

に
十
字
架
を
立
て
し
は
其
の

M
arkt

に
王
が
臨
む
コ
ト
を
意
味
せ
し
な
り
。
則
ちM

arkt

を

王
城
に
準
じ
た
る
な
り
。
其
十
字
架
の
本
と
は
何
な
る
か
と
云
ふ

に
旗
な
り
し
。
然
る
に
旗
竿
の
み
残
り
し
も
の
な
り
。
而
し
て

M
arkt

をB
urg

に
准
じ
た
る
コ
ト
は
法
律
上
重
大
な
る
コ
ト
な

り
。
王
の
居
城
は
通
常
の
場
処
と
異
に
し
て
厚
く
安
寧
を
保
護
す
。

例
［
へ
］
ば
居
城
に
て
犯
罪
人
あ
れ
ば
更
に
重
く
罰
せ
し
な
り
。

因
てM

arkt

をB
urg

に
准
ず
れ
ばB

urg

の
如
くM

arkt

を
法

律
上
厚
く
保
護
す
。
故
にS

tadt

に
於
て
は
又
自
ら
裁
判
所
を
別

に
設
けS

tadt

に
関
係
あ
る
事
件
を
此
裁
判
所
［
五
十
七
丁
表
］

に
て
取
扱
ふ
。
而
し
てS

tadt

は
外
人
の
干
渉
す
る
能
は
ず
一
種

の
制
度
行
は
る
に
至
れ
り
。

は
領
主
の
酒
造
の
コ
ト
を
司
る
。
此
等
の
役
人
の
分
掌
せ
し
コ
ト

は
今
日
明
な
ら
ず
右
の
如
く
種
々
役
人
あ
り
し
も
其
家
財
の
コ
ト

に
関
し
重
大
な
る
コ
ト
は
諸
役
人
相
会
し
一
の
評
議
会
の
如
き
も

の
を
な
し
議
決
し
加
之
極
め
て
重
大
な
る
コ
ト
は
領
地
内
の
住
民

を
会
し
其
議
に
掛
け
し
コ
ト
あ
り
。

第
十
二
節

　

Stadt
（
市
府
）

此
時
代
に
は
又
一
種
の
制
度
行
は
る
。S

tadt

の
由
来
に
付
て

は
歴
史
上
難
問
に
し
て
学
者
の
研
究
に
苦
み
種
々
研
究
せ
し
も
の

少
か
ら
ず
。S

ohm

が
小
冊
子
を
書
しS

tadt

の
沿
革
を
論
ぜ
り
。

之
は
有
力
の
説
に
し
て
且
つ
自
己
の
意
見
を
書
せ
り
。S

tadt

の

基
はM

arkt

（m
arket

）
と
密
着
の
関
係
あ
り
、
之
よ
り
変
遷
し

てS
tadt

な
り
し
な
ら
ん
と
。M
arkt

は
其
基
は
古
く
し
て

F
ränkische Z

eit

に
も
あ
り
し
。M

arkt

の
目
標
と
し
てcross

（
十
字
架
）
を
立
て
し
コ
ト
あ
り
。
此
事
柄
が
、S

tadt

が
M

arkt

よ
り
変
ぜ
し
と
の
事
柄
に
好
材
料
を
与
へ
り
。

F
ränkische Z

eit

に
て
はM

arkt

は
あ
り
し
も
臨
時
に
開
き
し

な
り
。
永
久
［
五
十
六
丁
裏
］
な
ら
ず
。
故
に
其
目
標
の
如
き
も

開
期
毎
に
之
を
立
て
永
久
に
立
て
し
に
あ
ら
ず
。
然
る
に
第
九
世

紀
頃
に
は
其
事
柄
が
変
じ
て
永
久
にM

arkt

を
開
く
コ
ト
な
り
。

目
標
を
永
久
に
立
つ
る
に
至
る
。
此
に
於
てM

arkt

変
じ
て

（
六
二
）
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六
三

D
ecretum

 G
ratiani

と
称
す
る
な
り
。B

ible

、
教
徒
集
会
の
議

決
、
ロ
ー
マ
法
王
の
判
決
等
種
々
の
中
よ
り
抜
萃
し
て
登
録
せ
り
。

極
め
て
寺
院
の
法
令
を
研
究
す
る
に
便
な
り
。
然
る
に

G
ratianus

の
此
書
を
著
は
せ
し
原
因
は
、
氏
はItaly

に
て
ロ
ー

マ
法
の
再
興
時
代
に
生
れ
し
人
に
し
て
、B

ologna

の
学
校
の
有

様
を
見
れ
ば
、
講
義
にJustinian

の
法
典
完
全
し
且
つ
便
な
り

し
も
、
寺
院
の
制
度
盛
に
し
て
且
つ
研
究
す
る
必
要
あ
り
。
然
る

にJustinian

の
法
令
の
如
く
完
全
な
る
も
の
な
し
。
因
て
寺
院

に
付
て
も
此
の
如
き
便
宜
の
書
を
著
は
さ
ん
と
し
遂
に
此
書
を
著

は
せ
り
。
而
し
て
世
間
に
行
は
れ
世
人
に
賞
賛
せ
ら
れ
学
校
に
て

も
此
書
を
用
ふ
る
に
至
れ
り
。
或
人
の
説
に
て
はG

ratianus

は

此
書
を
著
は
せ
し
時Justinian

の
法
典
、
就
中D

igesta

に
准

じ
て
作
り
し
も
の
な
り
と
の
説
を
な
す
。
或
は
然
ら
に
此
後
寺
院

の
法
令
を
集
め
し
も
の
多
し
。
皆
なJustinian

法
典
に
准
ず
る

コ
ト
多
し
。 

［
五
十
八
丁
表
］

päpstliche D
ecretalensam

m
ulungen

に
は
種
々
の
も
の
あ

り
。
例
へ
ば
、1

） Decretalium
 G

regorii papae IX
 com

pilatio
あ
り
。
此
書
は
或
学
者
の
説
に
て
はJustinian

法
典
中
の

C
odex

に
准
じ
て
作
り
し
も
の
な
り
と
。
此
書
はG

regor IX

がR
aym

undus de P
ennaforte

氏
に
命
じ
て
作
り
し
な
り
。
而

第
十
三
節

　法
源

第
一
款
　
第
十
二
世
紀 

─ 

第
十
三
世
紀
頃
の
有
様

第
一
項
　
独
乙
国
の
有
様
　
─
　
此
時
代
に
社
会
の
有
様
変
じ

法
律
も
亦
変
せ
ざ
る
を
得
ず
。
先
づ
法
律
の
有
様
を
知
ら
ん
と
せ

ば
当
時
の
裁
判
所
の
有
様
を
研
究
す
る
必
要
な
り
。
而
し
て
当
時

裁
判
所
に
二
あ
り
。
一
は
寺
院
の
裁
判
所
。
二
は
風
俗
界
の
裁
判

所
な
り
。
宗
教
界
の
裁
判
所
に
於
て
寺
院
に
関
す
る
コ
ト
は
勿
論

其
他
凡
俗
界
に
関
す
る
事
柄
を
も
管
轄
せ
し
コ
ト
少
か
ら
ず
。
例

［
へ
］
ば
婚
姻
遺
言
・
誓
約
を
管
轄
せ
り
。
然
ら
ば
寺
院
に
て
如

何
な
る
法
令
を
適
用
せ
し
か
と
云
ふ
に
当
時
主
と
し
て
適
用
せ
し

はC
om

m
onisches R

echt

（C
om

m
on law
）, R

öm
isches R

echt

等
な
り
し
。
然
る
に
第
［
十
］
二
世
紀
頃
よ
り
種
々
寺
院
の
法
令

を
集
め
し
著
書
生
ぜ
り
。
例
［
へ
］
ばD

ecretum
 G

ratiani

又

総
称
名
な
るP

äpstische D
ecretalensam

m
ulungen

と
云
ふ

も
の
を
標
準
し
て
裁
判
せ
り
。
之
等
の
書
は
寺
院
の
法
律
書
と
し

て
大
切
な
る
も
の
に
し
て
ロ
ー
マ
に
於
け
る
［
五
十
七
丁
裏
］

C
orpus Juris C

ivilis D
ecretum

 G
ratiani 

の
如
く
主
と
し
て

研
究
せ
り
。
先
づD

ecretum
 G

ratiani

はItaly

人G
ratianus

な
る
僧
徒
の
著
せ
し
も
の
な
り
し
。
此
書
をC

oncordia 
D

iscordantium
 C

anonum

と
称
せ
り
。
今
日
に
て
は
普
通
に

（
六
三
）
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六
四

も
属
人
法
律
主
義
存
し
人
種
に
よ
り
法
律
を
異
に
せ
り
。
併
し
戦

争
の
結
果
人
民
は
一
般
に
無
学
な
り
。
而
し
てV

olksrecht

は

L
atin

語
な
り
。
故
に
無
学
な
る
人
民
之
を
研
究
す
る
力
な
し
。

故
にV

olksrecht

あ
る
も
成
文
法
と
し
て
人
民
知
る
も
の
な
く

不
成
文
法
と
し
て
人
民
の
脳
裡
に
入
る
。
併
し
寺
院
に
て
は
少
し

く
異
な
り
。
又
制
度
異
な
り
。
僧
徒
中
に
学
者
あ
り
。
又
学
材
あ

り
。
僧
徒
は
勿
論
家
系
の
よ
き
人
は
此
に
学
び
た
り
。
故
に
僧
徒

中
に
は
成
文
法
を
理
解
す
る
も
の
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
一
般
人

民
は
無
学
な
り
し
。
特
種
の
裁
判
所
は
多
く
の
土
地
を
豪
族
中
に

有
す
る
人
あ
り
。
其
人
々
は
其
に
住
す
る
人
民
の
事
件
に
付
て
は

其
領
地
の
裁
判
所
に
て
裁
判
す
。
之
等
に
於
て
又
一
種
の
法
律
成

長
す
る
に
至
れ
り
。
其
法
律
をH

ofrecht

と
云
ふ
。

第
二
項
　Italy

O
tto I

頃
よ
りL

angobardi

は
独
乙
に
属
す
。
而
し
て
此
の

地
方
の
裁
判
所
に
て
応
用
せ
し
［
五
十
九
丁
表
］
法
律
は
二
種
あ

り
。1. R

öm
isches R

echt

　2. L
angobardisches R

echt

な
り
。

前
者
は
十
二
世
紀
頃
に
有
名
な
るB

ologna

の
学
校
に
て
ロ
ー
マ

法
を
研
究
せ
し
コ
ト
あ
り
。
其
頃
よ
り
ロ
ー
マ
法
の
学
問
は

Italy
を
初
め
欧
洲
に
広
れ
り
。
又
後
者
に
関
し
て
はR

othari

王
が
第
七
世
紀
にL

angobarden

の
法
令
を
明
文
に
登
載
せ
し

し
てG

regor IX

并
に
先
代
の
命
令
を
集
録
せ
し
も
の
に
し
て

1234 A
.D

.

に
発
刊
す
。
之
等
の
も
の
は
第
十
三
世
紀
迄
に
出
来

し
も
の
な
り
。
又
、2

） L
iber sextus decretalium

 B
onifacii 

papae V
III

あ
り
。
法
王B

onifacius

が1298

［A
.D

.

］
に
発

布
せ
し
め
た
る
寺
院
の
法
令
集
な
り
。
而
し
て
前
書G

regor IX

のdecretalium

の
修
遺
［
拾
遺
］
す
る
精
神
に
て
作
り
し
も
の

な
り
。
之
等
は
十
三
世
紀
頃
迄
に
生
ぜ
し
も
の
な
り
。
其
他
に

C
lem

entis papae V
 constitutiones

（C
lem

entinae

と
略
称

す
）
あ
り
。C

lem
ens V

が1313
［A

.D
.

］
に
作
ら
し
め
し
寺
院

法
令
集
な
り
。
之
はJustinian

法
典
中N
ovellae

に
准
じ
て
作

り
し
な
り
。
寺
院
の
法
令
に
付
て
もJustinian

の
法
典
に
比
較

す
る
も
の
生
ず
る
に
至
る
。
之
が
後
に

C
orpus Juris 

C
anonici

の
基
を
な
す
も
の
な
り
。
之
等
の
法
令
集
主
と
し
て

寺
院
に
用
ひ
し
も
漸
々
凡
俗
界
［
五
十
八
丁
裏
］
の
裁
判
に
も
影

響
を
及
ぼ
せ
し
な
り
。

凡
俗
界
の
裁
判
所
は
、（
１
）
普
通
裁
判
所
、（
２
）
特
種
の
裁

判
所
に
分
る
。
前
者
は
所
謂G

ericht

に
し
て
日
本
の
古
の
武
家

の
起
り
し
時
に
国
王
の
治
む
る
処
の
国
衙
に
似
た
る
も
の
に
し
て

帝
国
領
の
地
方
地
方
に
あ
る
裁
判
所
又S

tadt

の
裁
判
所
等
な
り
。

之
等
に
用
ひ
し
法
律
はV

olksrecht

な
り
。
蓋
し
此
時
代
に
て

（
六
四
）
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六
五

C
orpus Juris C

ivilis

中
に
合
載
せ
ら
る
る
な
り
。C

orpus 
Juris C

ivilis

中
に
は
種
々
あ
り
其
大
抵
の
中
に

liber 
F

eudorum

を
合
載
せ
し
も
後
に
はC

orpus Juris C
ivilis

中

に
はJustinian

時
の
法
典
の
み
掲
ぐ
る
に
至
れ
り
。
以
前
の
如

くliber F
eudorum

を
記
さ
ず
。
独
乙
にR

öm
isches R

echt

の
継
受
せ
ら
る
る
時
はJusti

［nian

］
法
典
と
共
にliber F

eud

［orum

］
を
も
継
受
せ
り
。
併
し
其
後
法
律
の
歴
史
の
研
究
盛
ん

と
な
り
始
源
に
遡
り
何
れ
の
法
律
に
て
も
純
粋
な
る
も
の
を
研
究

す
る
の
傾
あ
り
。
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
人
よ
り
見
れ
ば

Justinian

の
法
典
の
み
は
良
け
れ
ド
モ
他
の
者
の
混
ず
る
は
玉

に
疵
あ
る
が
如
し
と
云
ひliber F

eudorum

を
除
く
に
至
れ
り
。

liber F
eudorum

は
誰
の
作
な
る
か
判
然
せ
ず

Z
oepfl

［, 
H

einrich

］
の
説
に
て
は
一
人
に
て
成
り
し
に
あ
ら
ず
多
年
数
人

の
手
を
経
て
作
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
と
。
此
書
はlatin

を
用
ひ

又
ロ
ー
マ
法
の
成
文
を
援
用
せ
り
。
故
に
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受

く
。
恐
く
は
一
〇
九
五
［
年
］
後
に
出
来
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
。

［
六
十
丁
表
］
之
に
も
註
釈
を
書
せ
し
も
の
少
か
ら
ず
其
中
有
名

な
る
人
多
し
。liber F

eudorum

［
を
］ H

ugolinus de 
P

resbiteris

（†
1233

）
氏
は
初
め
てC

orpus Juris C
ivilis

中
に
合
載
せ
し
コ
ト
あ
り
。
之
を
例
と
し
てliber F

eudorum

よ
り
続
き
て

G
rim

oald, L
iutprand, R

atchis, A
istuph

［A
istulf

］
諸
王
の
時
補
正
を
加
へ
し
も
の
生
ず
。
而
し
て
右
等

の
法
律
を
合
載
せ
し
も
の
あ
り
。
之
に
二
種
あ
り
。
１
．
編
年
体

に
法
令
を
集
録
し
た
る
も
の 

２
．
秩
序
を
立
て
学
術
的
に
集
録

せ
し
も
の
、
則
第
一
種
は

C
hronologisch geordnete 

sam
m

lung

、
第
二
種
はS

ystim
atische S

am
m

ulung

な
り
と
す
。

右
二
の
法
令
集
録
中
前
者
は
古
し
。
併
し
古
き
も
の
も
第
九
世

紀
に
出
来
た
り
。
彼L

om
barda

の
書
（liber L

angobardae

）

の
如
き
は
第
十
一
世
紀
頃
に
出
来
せ
り
。
此
の
法
令
集
は
独
り

B
ologna

の
学
校
に
使
用
せ
ら
れ
し
の
み
な
ら
ず
十
二
世
紀
─ 

十
六
世
紀
註
釈
せ
し
も
の
続
々
出
て
り
。
因
て
十
六
世
紀
頃
迄

L
angobarden

の
裁
判
所
に
応
用
せ
ら
れ
し
コ
ト
推
測
せ
ら
る
。

□
註
釈
家
中
有
名
な
る
はA
riprand

氏
の
著
書
（
29
）
な
り
。
氏
は

B
ologna

学
校
の
大
家
た
るIrnerius

氏
と
同
時
代
な
ら
ん
。
而

し
て
［
五
十
九
丁
裏
］
氏
のL

angobardische

［s

］ R
echt

の
如

き
は
多
少
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受
け
し
痕
跡
あ
り
と
。
此
後

feudal law

（L
ehnsrecht

）
に
関
し
て
法
令
集
あ
り
。L

ibri 
F

eudorum

（libri F
eudorum

, usus F
eudorum

, 
constitudines F

eudorum
, lex F

eudi

）
書
はJustinian

時
の

諸
法
典
を
集
め
し
。

（
六
五
）
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六
六

マ
法
の
流
行
に
付
て
慨
嘆
す
る
も
の
あ
る
は
勿
論
な
り
。
而
し
て

第
十
三
世
紀
頃
に
独
乙
に
於
てE

ike von R
epgow

氏
あ
り
て

遂
にS

achsen

法
律
を
研
究
し
之
を
書
物
に
書
き
著
せ
り
。
而

し
て
氏
は
或
学
者
の
説
に
て
は
国
粋
保
存
家
に
し
て
ロ
ー
マ
法
の

独
乙
に
流
行
せ
ん
と
す
る
の
徴
候
あ
り
て
独
乙
法
の
蹂
躙
せ
ら
れ

ん
と
す
る
を
嘆
し
右
の
書
を
著
せ
し
な
ら
ん
。
而
し
て

S
achsenspiegel

の
如
き
は
尤
も
純
粋
な
る
独
乙
の
固
有
法
を
録

載
し
其
ヶ
条
に
は
本
来
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受
け
ず
。
故
に
今
日

に
て
も
独
乙
の
古
代
法
律
を
研
究
す
る
に
好
材
料
な
り
。
右
の

S
achsenspiegel

と
同
時
代
に
又S

achsen

の
法
律
に
関
し
一
法

律
書
生
ず
。
則
ちL

ehnrecht

な
り
。
此
書
物
の
如
き
は
古
く
は

A
uctor vetus de beneficiis

と
称
す
。
其
著
者
は
今
日
詳
な
ら

ず
多
分E

ike von R
epgow

な
ら
ん
。
而
し
て
以
上
の
二
者
は

latin

語
に
て
書
せ
し
如
し
、
直
に
独
乙
語
に
訳
せ
ら
れ
一
書
物

と
な
れ
り
。
右
の
書
物
は
共
にS

achsen

の
裁
判
所
に
て
之
を

参
考
と
し
て
用
へ
り
。
併
し
此
の
如
き
書
物
は
自
然
世
人
の
愛
読

す
る
処
と
な
り
広
く
流
行
す
。
就
中
独
乙
の
北
部
に
大
に
流
行
せ

り
。［
六
十
一
丁
表
］
但
し
独
乙
の
固
有
法
律
の
集
録
書
生
じ
大

に
流
行
す
。
故
に
幾
分
か
ロ
ー
マ
法
の
流
行
を
妨
げ
し
如
く
見
ゆ

れ
ド
モ
実
際
然
ら
ず
、
則
ち
ロ
ー
マ
法
の
流
行
日
々
に
盛
な
り
之

を
も
合
載
す
る
に
至
れ
り
。
之
を
以
て
見
れ
ば
此
書
の
如
き
大
に

主
張
せ
ら
れ
、Justinian

法
典
と
比
肩
せ
ら
る
。
因
て
ロ
ー
マ

法
の
独
乙
に
流
行
す
る
と
共
にliber F

eudorum

を
研
究
し
、

ロ
ー
マ
法
と
共
に
受
継
せ
ら
る
。

第
二
款
　S

achs
［en

］
の
法
律
（S

achsenspiegel

）

此
時
代
に
法
律
は
概
ね
不
成
文
法
の
形
に
て
存
す
。
又
地
方
に

て
は
ロ
ー
マ
法
流
行
す
る
の
傾
あ
り
。
之
よ
り
し
て

S
achsenspiegel

生
ず
。
併
し
法
律
が
不
文
の
形
に
て
存
す
れ
ば

法
律
あ
る
も
如
何
な
る
箇
条
あ
る
か
、
其
範
囲
の
如
き
は
漠
然
と

し
て
判
明
な
ら
ず
。
故
に
法
律
に
よ
り
て
事
を
実
際
処
す
る
に
於

て
大
に
述
ぶ
コ
ト
あ
り
不
便
な
り
。
其
不
便
は
社
会
の
未
開
に
し

て
其
の
現
象
の
単
純
な
る
時
に
は
之
を
感
ぜ
ざ
る
も
漸
々
社
会
進

み
訴
訟
事
件
増
す
に
従
ひ
之
を
感
ず
る
コ
ト
多
し
。
故
に
此
時
代

に
も
人
民
に
於
て
次
第
に
法
律
の
集
録
書
を
望
む
は
勿
論
な
り
。

因
て
学
者
中S

achsenspiegel

を
作
ら
ん
と
す
る
も
の
生
ず
る
。

恃
む
に
足
ら
ず
又
ロ
ー
マ
法
流
行
す
る
［
六
十
丁
裏
］
に
至
り
。

B
ologna

学
校
は
大
に
尊
び
古
今
唯
一
と
考
へ
り
。
併
し
ロ
ー
マ

法
は
独
乙
よ
り
見
れ
ば
異
国
に
成
長
し
又
時
代
を
異
に
し
て
生
ず
。

故
に
或
部
分
の
人
は
ロ
ー
マ
法
を
尊
ぶ
に
係
ら
ず
人
民
中
に
ロ
ー

マ
を
好
ま
ず
又
属
人
法
主
義
断
へ
ず
。
故
に
当
時
の
学
者
中
ロ
ー

（
六
六
）
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六
七

Z
oepfl

氏
のD

eutsche R
echtsgeschichte I

に
書
せ
り
。
詳
し

き
はS
tobbe

の
も
の
な
り
。

第
四
款
　L

andrecht, S
tadtrecht

S
achsenspiegel

の
出
来
し
理
由
は
不
文
法
の
不
便
又
は
其
等

の
書
の
例
に
見
倣
ひ
し
為
め
第
十
三
世
紀
以
後
独
乙
の
各
地
方
に

於
て
其
地
方
の
法
律
則
ちL

andrecht

及
び
市
府
に
於
て
は
其
市

府
の
法
律
（S

tadtrecht

）
を
生
じ
法
律
が
次
第
に
明
文
に
表
は

る
る
に
至
れ
り
。
例
へ
ば1246 A

.D
.

頃
にD

as Ö
sterreichische 

L
andrecht

又1321 

［A
.D

.

］
にD

as L
andrecht der G

rafschaft 
S

aarbrücken

等
出
来
せ
り
。1346 

［A
.D

.

］
に
編
纂
せ
ら
れ
し

D
as B

ayerische L
andrecht

は
既
にS

chw
abenspiegel

を
採

用
せ
り
、
漸
々
地
方
の
法
律
にS

chw
abenspiegel

及
び

S
achsenspiegel

が
影
響
せ
り
。
尚13５6 A

.D
.

に
成
れ
るD

as 
S

chlesische L
andrecht

はS
chw

abenspiegel

に
よ
れ
り
。

其
種
々
の
書
あ
り
。
此
の
如
く
十
三
世
紀
以
後
種
々
の
法
律
出
来

る
に
付
て
之
等
の
書
を
材
料
と
し
法
律
学
者
上
参
考
の
為
に
種
々

の
書
出
て
り
。
例
へ
ば
、L

iber D
istinctionum

（
十
七
世
紀
）、

D
as K

aiserrecht

（
十
七
世
紀
）［
六
十
二
丁
表
］
尚
且
つ
実
際

家
の
参
考
と
し
て
書
式
を
集
め
し
も
の
生
ず
。

を
支
ふ
る
克
は
ざ
り
し
。
此
に
於
てE

ike von R
epgow

氏
の

S
achsenspiegel

の
出
来
後
百
年
頃
にJohann von B

uch

［ca. 
1290-ca. 13５6

］
氏
は
之
を
註
釈
す
る
に
当
り
、
ロ
ー
マ
法
の
寺

院
の
如
き
も
外
国
法
に
生
長
せ
し
法
律
を
近
引
し
て
解
釈
を
下
せ

り
。第

三
款
　S

chw
abenspiegel

S
achsenspiegel

生
じS

achsen

人
の
法
律
を
掲
載
せ
り
。
之

か
生
ず
る
や
否
や
世
人
に
愛
読
せ
ら
れ
一
ヶ
の
法
律
の
如
し
。
故

に
当
時
の
学
者
間
に
於
て
独
乙
全
国
に
通
用
す
べ
き
法
律
を
掲
載

せ
ん
と
す
る
の
考
を
生
じ
、
遂
に
主
と
し
てS

achsenspiegel

に
よ
り
其
中
よ
り
独
乙
全
国
に
通
用
せ
ら
る
べ
き
箇
条
を
抜
萃
し

又
他
の
物
よ
り
も
其
通
用
せ
ら
れ
得
べ
き
法
律
を
探
し
之
を
附
加

し
て
一
書
を
作
れ
り
。
之
れ
所
謂S

chw
abenspiegel

な
り
。
其

本
はD

as L
andrechtsbuch und L

ehnrechtsbuch
と
称
せ
り
。

此
の
書
の
如
き
も
其
後
種
々
之
に
増
補
を
加
へ
り
。
其
本
書
并
に

増
補
は12７6 A

.D
.

─1281 A
.D

.

に
出
来
し
も
の
な
ら
ん
と
云

ふ
な
り
。
但
し
其
著
書
并
に
著
述
の
場
所
の
如
き
判
然
せ
ず
。
併

し
多
分
独
乙
の
南
部
に
て
生
ぜ
し
な
ら
ん
。
此
の

S
achsenspiegel

又
［
六
十
一
丁
裏
］S

chw
abenspiegel

中
大

に
類
す
る
処
あ
り
。
其
異
同
あ
る
理
由
又
其
異
同
の
あ
る
処
を

（
六
七
）
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六
八

Justinian

が
帝
位
に
昇
り
し
時Italy

はO
stgothen

の
占
領
す

る
処
と
な
り
西
部
ロ
ー
マ
国
衰
へ
し
も
、Justinian

を
恢
復
し

其
法
典
を
用
ひ
し
め
り
。
其
後
ロ
ー
マ
の
西
部
は
又
衰
へ
し
も

Justinian

の
法
典
は
全
く
滅
せ
し
に
あ
ら
ず
、Italy

人
の
記
憶

に
存
す
。
併
しJustinian

皇
帝
忘
れ
ら
れ
し
に
あ
ら
ず
。
而
し

て
十
二
世
紀
頃
よ
りB

ologna

学
校
に
於
て
有
名
な
る
学
者
輩
出

し
ロ
ー
マ
法
を
講
述
し
、Italy

は
ロ
ー
マ
法
の
中
心
と
な
れ
り
。

併
し
当
時
其
学
風
二
派
に
分
れ
、
一
はglossatores

、
一
は

postglossatores

と
成
れ
り
。
前
者
は
凡
そ
十
二
世
紀
の
初
よ
り

十
三
世
紀
の
半
頃
勢
力
を
有
し
後
者
は
十
三
世
紀
の
半
以
後
十
五

世
紀
の
終
迄
勢
力
を
有
す
。
前
者
中Irneius

氏
は
其
原
祖
と
見

做
さ
る
。
尤
も
法
学
者
のItaly

に
遊
学
せ
し
はA

zo

氏
の
頃
な

り
し
。
又A

ccursius

氏
もG

lossatores

の
中
に
し
て
氏
は
其

学
者
の
あ
と
を
な
す
。
其
人
に
至
り
学
風
一
変
せ
り
。
註
釈
の
事

業
に
於
て
は
大
に
卓
越
な
り
、
為
に
学
風
一
変
じG

lossatores

を
注
釈
す
。
之
れ
等
の
学
者
は
ロ
ー
マ
法
典
に
力
を
尽
し
ロ
ー
マ

法
をsystem

atisch

に
論
ぜ
ず
ロ
ー
マ
法
典
一
字
一
句
に
力
を

尽
し
註
釈
に
力
を
用
へ
り
。
故
に
此
名
あ
り
当
時
の
学
者
の
事
業

は
進
歩
せ
ざ
る
如
く
見
ゆ
れ
ド
モ
、
実
際
は
然
ら
ず
し
て

Justinian
の
時
に
比
し
て
時
代
を
距
て
且
つ
法
律
は
永
く
振
は

第
五
款
　
ロ
ー
マ
法
の
伝
播

ロ
ー
マ
法
の
独
乙
に
輸
入
せ
し
コ
ト
に
付
て
種
々
の
有
名
な
る

学
者
は
熱
心
に
研
究
す
る
も
大
難
問
に
し
て
其
継
受
の
コ
ト
に
多

少
其
意
見
を
異
に
す
る
な
り
。
ロ
ー
マ
法
の
継
受
に
付
て
簡
単
に

述
べ
し
はM

odderm
an

氏
のD

ie R
eception des R

öm
ischen 

R
echts

（Ü
bersetungen m

it Z
usätzen von K

. S
chulz 

18７５ （30
）
）
な
り
。
但
し
ロ
ー
マ
法
の
独
乙
に
継
受
に
付
て
今
日
も
尚

authority

と
し
て
援
用
せ
ら
る
る
も
の
あ
り
。
乃
ちS

avigny

氏
のG

eschichte des R
öm

ischen R
echts im

 M
ittelater

な

り
。
又

S
chm

idt

氏
の

D
ie R

eception des R
öm

ischen 
R

echts in D
eutschland （31

）
あ
り
。
十
二
、
十
三
世
紀
以
後Italy

に
法
学
者
出
て
盛
に
ロ
ー
マ
法
を
研
究
し
欧
洲
よ
りItaly

に
研

究
に
赴
く
も
の
少
か
ら
ず
。
抑
も
独
乙
に
於
て
はO

tto I

以
後

歴
代
の
国
王
が
概
ね
ロ
ー
マ
皇
帝
の
尊
号
を
兼
ぬ
為
め
に
独
国
王

は
ロ
ー
マ
国
王
を
以
て
其
先
代
と
せ
り
。
而
し
て
書
物
中
に
此
コ

ト
見
ゆ
る
な
り
。
加
之
独
乙
人
民
も
次
第
に
ロ
ー
マ
帝
国
を
相
続

す
と
考
へ
、
ロ
ー
マ
法
のG

em
eines R

echt

と
な
る
想
像
を
抱

く
。
併
し
ロ
ー
マ
法
を
し
て
独
乙
に
流
行
せ
し
は
右
の
も
の
な
ら

ず
種
々
あ
り
。
則
ち
第
一
にB

ologna

の
法
学
校
の
影
響

［
六
十
二
丁
裏
］
な
り
。
其
学
校
の
由
来
は
ロ
ー
マ
帝
王

（
六
八
）
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六
九

R
om

an C
ode

其
物
よ
りG

lossatores

の
註
釈
を
研
究
し
註
釈

に
註
釈
を
加
へ
り
。
故
に
此
名
あ
り
。
此
学
派
は
一
方
に

G
lossatores

よ
り
学
問
上
歩
を
進
め
し
も
、
他
方
に
は
退
歩

［
六
十
三
丁
裏
］
せ
り
。
其
進
み
れ
ば
ロ
ー
マ
法
の
実
地
応
用
に

着
目
せ
し
に
あ
り
。
併
し
ロ
ー
マ
法
典
其
物
を
棄
て
註
釈
に
究
々

た
り
し
は
本
を
棄
て
末
に
走
れ
り
。
故
に
退
歩
せ
り
。
故
に

P
ostglossatores

は
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
を
研
究
す
る
暇
な
く
歴

史
的
研
究
に
乏
し
。
此
派
に
属
す
る
も
の
の
中
有
名
な
る
は

O
dofredus, D

urantis, B
artolus de S

assoferato, B
aldus 

de U
baldis etc

な
り
。

Italy

の
法
学
流
の
力
に
よ
り
ロ
ー
マ
法
の
再
興
せ
し
は
右
の

如
し
。
故
に
漸
次
欧
洲
諸
国
に
波
及
し
独
仏
に
入
れ
り
。
英
国
の

如
き
は
今
日
に
て
も
種
々
説
あ
り
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受
く
る
少

し
と
。
併
し
英
国
に
十
二
世
紀
頃
にItaly

人
が
赴
き
て
ロ
ー
マ

法
を
講
述
せ
し
コ
ト
あ
り
し
。
仏
国
の
如
き
其
南
部
に
て
は
ロ
ー

マ
法
は
入
り
し
な
り
。
十
二century

頃
に
はItaly

の
ロ
ー
マ

法
学
盛
ん
に
な
る
に
及
び
有
名
な
るP

lacentinus

氏
（†

1192 
A

.D
.

）
はItalian

のB
ologna

よ
り
仏
国
のM

ontpellier

に
至

り
、
同
所
に
て
有
名
な
る
法
律
学
校
を
設
立
し
ロ
ー
マ
法
を
教
授

せ
り
。
同
氏
は
大
学
者
に
し
て
著
述
少
か
ら
ず
仏
国
に
大
影
響
を

ず
。
故
に
初
よ
り
ロ
ー
マ
法
を
研
究
せ
ん
と
す
る
コ
ト
難
し
。
故

に
其
字
句
を
［
六
十
三
丁
表
］
解
す
る
も
の
な
し
。
故
に
当
時
其

註
釈
に
力
を
用
ひ
し
な
り
。
其
註
釈
の
如
き
今
日
に
は
取
る
に
足

る
も
の
少
し
。
併
し
当
時
は
字
句
の
意
味
を
註
釈
す
る
に
諸
法
律

に
関
係
あ
る
条
文
を
詳
く
調
べ
、
書
物
に
書
き
入
れ
し
な
り
。
今

日
のC

orpus Juris C
ivilis

中
に
残
る
も
の
多
し
。
右
の
如
く

当
時
学
者
は
字
句
の
解
釈
に
究
め
、
故
にsystem

atical

に
論
ず

る
暇
な
し
。
故
にJustinian
の
法
典
に
付
て
も
其
沿
革
を
研
究

す
る
暇
な
し
。
従
て
歴
史
的
研
究
に
鈍
し
。
従
て
ロ
ー
マ
法
典
の

如
き
も
真
理
を
得
た
る
も
の
と
し
何
れ
の
国
に
て
も
用
ふ
る
妨
さ
ま
た
げ

な
し
と
信
じ
、
其
他
国
の
法
律
を
軽
蔑
せ
り
。
従
て
法
学
者
も
自

国
の
法
律
を
軽
蔑
す
る
に
至
れ
り
。
之
れ
ロ
ー
マ
法
の
諸
国
に
流

入
す
る
コ
ト
を
助
け
り
。

G
lossatores

はA
ccursius

を
以
て
終
り
氏
の
後
は
学
風
一

変
じ
新
学
派P

ostglossatores

起
れ
り
。
氏
は
一
二
二
〇
以
降

諸
先
輩
の
註
釈
を
抜
萃
し
自
己
の
註
釈
を
加
へ
ロ
ー
マ
法
典
の
大

註
釈
を
著
せ
り
。
此
書
を
世
人
が
尊
び
、
而
し
てG

lossatores

の
如
くR
om

an C
ode

其
物
の
註
釈
に
従
事
す
る
コ
ト
を
断
念
し

ロ
ー
マ
法
の
実
地
応
用
に
眼
を
注
げ
り
。
乍
併
此
学
派
も
註
釈
を

止
め
し
に
あ
ら
ず
却
てG

lossatores

の
註
釈
を
主
と
し
て

（
六
九
）
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七
〇

りS
tephen

王
は
ロ
ー
マ
法
并
に
寺
院
法
の
却
て
ロ
ー
マ
法
王

の
勢
力
を
助
く
る
具
と
な
り
、
英
国
王
の
為
に
は
不
利
な
ら
ん
と

考
へ
、
一
旦V

acarius

が
英
国
に
ロ
ー
マ
法
を
講
述
す
る
コ
ト

を
禁
ぜ
し
も
功
な
く
、
依
然
と
し
て
ロ
ー
マ
法
を
教
授
せ
り
。
其

後
英
国
王
も
ロ
ー
マ
法
学
を
奨
励
す
る
の
傾
あ
りH

enry V
III

［
六
十
四
丁
裏
］
前
に
は
ロ
ー
マ
法
の
教
師
は
概
ね
学
生
の
謝
礼

金
を
以
て
其
俸
給
に
当
て
り
。
然
る
にH

enry V
III

の
時
に
特

に
其
俸
給
を
定
む
る
に
至
れ
り
。
英
国
に
て
は
却
て
ロ
ー
マ
法
を

盛
に
研
究
し
一
時
ロ
ー
マ
法
の
衰
へ
し
は16 century

以
降
な
り
。

故
に
英
国
の
如
き
と
雖
ド
モ
、
早
くItaly

法
学
者
の
影
響
を
受

け
ロ
ー
マ
法
輸
入
せ
り
。
其
他
欧
洲
の
諸
国
に
て
ロ
ー
マ
法
学
を

研
究
せ
し
処
少
か
ら
ず
。
例
［
へ
］
ばE

spania

の
如
き
は

S
alam

anca

又P
ortgal, C

oim
bra,

等
に
於
て14 century

頃

に
既
に
ロ
ー
マ
法
学
を
授
業
す
る
学
校
あ
り
し
。
故
に
独
国
の
如

き
は
古
く
則
ちO

tto I

頃
よ
り
ロ
ー
マ
帝
国
と
特
に
密
接
な
る

関
係
を
有
す
。
故
に
独
乙
に
て
は
ロ
ー
マ
法
学
の
更
に
盛
に
流
入

す
べ
き
理
由
あ
り
て14 century

以
降
諸
々
に
大
学
校
設
立
せ
ら

れ
、
ロ
ー
マ
法
を
授
業
せ
り
。
例
［
へ
］
ばP

rag, W
ien, 

H
eidelberg

等
は
尤
も
古
く
し
て
ロ
ー
マ
法
を
授
業
せ
り
。
之

よ
り
漸
次
ロ
ー
マ
法
を
研
究
し
大
学
を
卒
業
す
る
も
の
多
く
出
て
、

与
へ
り
。
又
仏
国
の
南
部
に
於
て
其
後T

oulouse

及
びL

yon
に
於
て
大
学
校
設
立
せ
ら
れ
共
に
ロ
ー
マ
法
を
教
授
せ
り
。
加
之

P
aris

の
大
学
の
如
き
は
其
設
立
尤
も
早
し
。
最
初
はItaly

法

学
校
の
影
響
を
受
け
し
に
あ
ら
ざ
る
も
次
第
に
ロ
ー
マ
法
を
講
述

し
流
行
す
る
に
至
り
。
十
三century

［
六
十
四
丁
表
］
に
於
て

はP
eter des F

ontanes

等
の
人
々
あ
り
ロ
ー
マ
法
を
適
用
せ

ん
と
主
張
せ
し
コ
ト
あ
り
。
其
他
同
時
代
に
は
往
々Justinian

法
典
の
主
な
る
も
の
抜
萃
し
仏
語
に
訳
せ
し
も
の
生
じ
加
之
十
三

世
紀
以
降
仏
国
に
固
有
の
法
律
を
集
録
せ
し
も
の
生
ぜ
り
。
一
例

を
示
せ
ばC

ontum
es des B

eauvaisis
の
如
し
。
此
等
の
中
に

て
も
多
少
ロ
ー
マ
法
律
を
援
用
せ
し
処
あ
り
た
り
。

英
国
の
如
き
は
又
十
二
世
紀
頃
にO

xford
に
て
ロ
ー
マ
法
を

授
業
せ
し
コ
ト
あ
り
。V

acarius

氏
な
るItaly
人
が
当
時
の

A
rchishop of C

antabery

な
る
人
よ
り
招
聘
せ
ら
れ
英
国
に
来

り
一
一
四
九
［
年
］
頃
にO

xford

に
て
ロ
ー
マ
法
を
講
述
せ
り
。

其
上
参
考
書
と
せ
し
をJustinian C

ode

よ
り
重お

も

な
る
も
の
を
抜

萃
し
著
せ
り
。
則
ち

L
iber ex universo enucleato jure 

exceptus, et pauperibus praesertim
 destinatus

と
云
ふ
。

此
書
名
を
見
る
も
当
時
の
人
々
は
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
考
か
ん
が
へ

明
な

る
べ
し
。
則
ち
此
書
は
貧
究
生
の
為
に
書
せ
し
も
の
な
り
。
元
よ

（
七
〇
）
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七
一

ロ
ー
マ
法
の
輸
入
を
助
け
れ
ば
当
時
独
乙
は
私
法
に
於
て
法
律
は

不
文
法
の
形
な
り
。
之
れ
又
ロ
ー
マ
法
の
輸
入
を
助
け
り
。
則
ち

人
事
錯
雑
と
な
れ
ば
訴
訟
事
件
増
し
、
然
る
に
成
文
な
け
れ
ば
不

便
を
感
じ
た
り
。
然
る
に
ロ
ー
マ
法
は
法
典
と
な
り
之
を
参
考
す

る
に
大
に
便
な
り
。
故
に
其
輸
入
を
助
け
り
。
又
ロ
ー
マ
西
部
帝

国
の
盛
に
て
大
に
勢
力
を
有
し
之
れ
独
乙
人
の
脳
裡
に
沁
み
込
め

り
。
之
も
又
其
輸
入
を
助
け
り
。
然
る
に
独
乙
は
特
に
独
乙
帝
国

は
ロ
ー
マ
の
相
続
な
り
と
の
考
あ
り
。
故
に
ロ
ー
マ
西
部
帝
国
を

羨
み
之
を
慕
ふ
。
故
に
自
然
又
其
法
律
を
も
羨
望
す
る
に
至
れ
り
。

其
他
寺
院
も
又
大
に
其
輸
入
を
助
け
り
。
寺
院
は
特
に
法
律
規
定

な
け
れ
ば
ロ
ー
マ
法
を
応
用
し
諺
に
も
耶
蘇
教
徒
は
［
六
十
五
丁

裏
］
ロ
ー
マ
法
の
上
に
生
活
す
と
。

─
─
独
乙
に
於
て
も
大
学

の
生
ぜ
し
頃
寺
院
の
勢
力
あ
り
し
よ
り
、
法
律
研
究
す
る
に
は
寺

院
を
第
一
と
し
同
時
に
ロ
ー
マ
法
を
研
究
せ
り
。
故
に
寺
院
と

ロ
ー
マ
と
大
関
係
あ
り
。
然
る
に
寺
院
は
次
第
に
勢
力
を
占
め
凡

俗
界
の
裁
判
を
も
管
轄
す
る
コ
ト
を
勤
め
り
。
例
［
へ
］
ば
何
罪

は
神
に
対
し
罪
あ
り
と
又
は
神
に
関
係
あ
り
と
口
実
を
設
け
裁
判

せ
り
。
又
俗
人
も
凡
俗
の
裁
判
所
に
赴
か
ず
寺
院
の
裁
判
所
に
赴

き
し
コ
ト
あ
り
。
王
室
も
其
寺
院
の
近
傍
の
裁
判
を
許
せ
し
コ
ト

あ
り
。
而
し
て
寺
院
は
ロ
ー
マ
法
を
応
用
せ
り
。
故
に
寺
院
の
手

其
他
民
間
に
も
ロ
ー
マ
法
を
研
究
し
ロ
ー
マ
法
の
智
識
を
有
す
。

之
等
の
人
々
は
世
間
の
人
と
相
接
す
る
コ
ト
屢
々
に
し
て
ロ
ー
マ

法
を
伝
播
せ
り
。
又
其
ロ
ー
マ
法
の
輸
入
を
助
け
し
も
の
は

doctor juris
及
びH

albgelehrte

に
し
て
、
前
者
は
非
常
に
世

人
に
尊
ば
る
貴
族
の
如
く
遇
せ
ら
れ
高
等
の
位
置
に
就
き
、
中
等

以
下
の
人
民
と
接
せ
ず
。
之
等
の
人
民
に
接
す
る
は

H
albgelehrte

な
り
し
。
独
乙
国
のS

tädte

を
生
じ
ロ
ー
マ
法

の
輸
入
を
助
け
り
。S

tädte
［
六
十
五
丁
表
］
に
て
は
商
業
漸
々

歩
を
進
め
り
。
而
し
て
独
乙
に
て
は
古
く
は
ロ
ー
マ
と
似
た
り
。

商
業
は
甚
だ
微
々
た
る
も
の
に
し
て
、
古
代
の
法
律
に
よ
れ
ば
物

権
に
関
す
る
法
律
は
意
外
に
進
め
り
。
併
し
債
権
に
関
す
る
法
律

は
幼
稚
な
り
し
。
則
ち
今
日
独
乙
のP

rivatrecht

な
る
も
の

色
々
生
ず
。
之
はP

andektenrecht

に
対
し
独
乙
の
商
法
中
に

て
ロ
ー
マ
に
関
せ
ず
、
主
と
し
て
独
乙
に
発
生
せ
し
も
の
を
含
む
。

而
し
て
債
権
編
を
見
れ
ば
、
独
乙
の
規
定
疎
に
し
て
幼
稚
な
り
。

併
し
な
が
ら
ロ
ー
マ
法
に
て
は
法
典
と
な
り
之
を
参
考
す
る
に
便

な
り
。
故
に
輸
入
す
る
の
必
要
あ
り
。
十
三
世
紀
よ
りS

tädte

に
て
は
書
記
等
中
に
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
も
の
あ
り
。
十
四
世

紀
の
末
に
はS

tädte

に
法
律
顧
問
を
置
き
し
コ
ト
あ
り
。
其
顧

問
た
る
も
の
は
自
ら
ロ
ー
マ
法
を
研
究
せ
し
も
の
な
り
。
又
当
時

（
七
一
）
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稍
や
所
有
権
にabstract

の
語
を
用
ゆ
る
傾
あ
り
。

beneficium
, 

（L
ehen, feudum

,

）
則
ちsenior

よ
りV

assal

に

L
ehensw

esen

の
関
係
上
貸
与
せ
し
場
合
に
は
時
と
し
てdom

inium
 

directum

并
にdom

inium
 utile

、
時
と
し
てO

bereigenthum

并

にN
utzbares E

igenthum

（N
utzeigenthum

）
と
称
せ
り
。
此

場
合
にdom

inium
, E

igenthum

を
用
へ
り
。
則
ちsenior

が

其
物
に
関
し
て
有
す
る
権
を
云
ふ
。V

assal

が
有
す
る
権
を
云
ふ
。

併
し
所
有
権
二
者
あ
る
に
あ
ら
ず
、
真
の
所
有
者
はsenior

に

し
て
、V

assal

は
一
種
のjura in re aliena

を
有
す
る
に
過
ぎ

ず
、
所
有
権
に
あ
ら
ず
。

占
有
に
付
て
も
当
時
既
に
其
思
想
あ
り
。
独
語
に
て
は

G
ew

ere, E
igensgew

ere

と
云
ふ
。
但
し
地
所
の
場
合
に
は

B
esitz

な
る
語
を
用
ゆ
。
而
し
て
占
有
は
所
有
者
と
し
て
有
す

る
［
六
十
六
丁
裏
］
あ
り
。
又
所
有
者
よ
り
譲
受
け
て
有
す
る
あ

り
。
而
し
て
占
有
を
暴
力
に
て
犯
す
も
の
な
れ
ば
、
如
何
な
る
手

段
に
て
も
之
を
防
ぐ
コ
ト
を
得
る
。
占
有
を
犯
す
も
の
は
所
有
者

な
る
ト
モ
之
を
殺
す
コ
ト
を
得
た
り
。

占
有
権
、
所
有
権
の
取
得
　
不
動
産
の
場
合
に
は
所
有
者
は
其

意
思
を
以
て
所
有
権
を
他
人
に
譲
渡
さ
ん
と
す
る
ト
キ
に
法
廷
に

て
式
を
な
す
な
り
。
而
し
て
譲
受
人
譲
渡
人
が
出
廷
す
。
而
し
て

を
経
て
輸
入
す
る
に
至
る
。
当
時
ロ
ー
マ
法
の
独
乙
に
入
り
し
に

付
て
各
地
同
一
な
る
や
否
や
、
之
に
付
てS

tobbe

氏
曰
く
、

ロ
ー
マ
の
流
入
は
各
地
方
同
一
な
ら
ず
多
少
新
鮮
あ
り
し
。
ロ
ー

マ
法
の
尤
も
早
く
流
入
せ
し
は
南
部
地
方
に
し
て
北
部
に
て
は

ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受
く
る
少
し
。
其
理
由
は
独
乙
の
南
部
に
て

は
ロ
ー
マ
の
領
内
に
あ
り
し
コ
ト
あ
り
。
加
之
ロ
ー
マ
人
と
接
せ

し
コ
ト
頻
繁
な
り
し
為
な
り
。
又
地
位
よ
り
云
へ
ばItaly

の

B
ologna

に
近
き
故
な
り
。
併
し
日
を
経
る
に
従
ひ
同
様
に
行
は

る
る
に
至
れ
り
。

第
十
五
節

　民
法

権
利
主
体

─
此
時
代
に
法
人
の
考
あ
り
し
や
否
や
当
時
法
人

の
考
発
達
せ
ず
。
因
て
或
る
人
あ
り
其
財
産
を
寺
院
等
に
寄
附
せ

ん
と
せ
ば
法
人
を
設
け
ず
。
寺
院
の
役
員
を
以
て
其
財
産
の

［
六
十
六
丁
表
］
主
と
せ
り
。
故
に
危
険
な
る
も
の
な
り
。

物
権
法

─
此
時
代
に
て
も
其
人
種
に
於
て
は
家
屋
は
勿
論
樹

木
則
ち
既
に
根
を
土
地
に
張
る
も
の
を
も
動
産
と
せ
り
。
独
乙
に

て
は
樹
木
を
動
産
と
せ
し
コ
ト
後
に
至
る
迄
の
観
念
な
り
。

所
有
権

─
此
頃
所
有
権
の
考
を
言
表
す
語
あ
り
。
或
は

L
atin

［
語
］
或
は
独
乙
語
に
て
表
せ
り
。
則
ちproprietas, 

［dom
inium

］, E
igenschaft

─E
igen

等
な
る
語
を
用
へ
り
。

（
七
二
）
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七
三

訴
を
受
け
ず
占
有
せ
ば
同
人
は
所
有
権
を
取
得
す
る
コ
ト
を
得
た

り
。
但
し
時
効
の
制
は13 century

頃
よ
り
ロ
ー
マ
法
流
行
す
る

に
至
り
て
其
ロ
ー
マ
法
の
流
行
と
共
に
右
の
時
効
の
制
は
自
ら
一

変
せ
り
。
其
他
所
有
権
、
占
有
権
を
相
続
に
よ
り
て
取
得
す
る
コ

ト
あ
り
。
併
し
法
廷
に
て
式
を
な
す
コ
ト
を
要
せ
ず
。

動
産
に
付
て
所
有
権
を
取
得
す
る
手
段
種
々
あ
り
一
々
述
ぶ
る

能
は
ず
。
例
［
へ
］
ば
樹
木
の
果
実
の
如
き
は
自
ら
樹
木
の
所
有

者
が
之
を
採
取
す
る
に
よ
り
て
所
有
権
を
得
。
又
家
畜ち
く

の
子
は
其

子
が
母
体
を
離
れ
ば
家
畜ち
く

の
所
有
者
の
有
に
帰
す
。
其
他
無
主
の

禽
獣
に
は
捕
獲
に
よ
り
て
所
有
権
を
取
得
ず
。
但
し
多
少
其
場
合

に
よ
り
て
特
段
な
る
規
則
の
あ
る
コ
ト
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
果
実

の
場
合
に
て
も
若
し
樹
木
が
枝
を
隣
地
に
垂
る
る
ト
キ
は
隣
地
の

所
有
者
は
其
地
に
落
つ
る
果
実
を
収
得
す
る
コ
ト
を
得
た
り
。
又

処
に
よ
れ
ば
隣
地
の
所
有
者
が
枝
上
に
あ
る
果
実
を
取
る
コ
ト
を

許
さ
ざ
る
あ
り
。
又
所
有
者
が
動
産
を
質
入
寄
託
に
よ
り
他
人
に

渡
せ
し
時
に
其
受
取
り
し
者
が
故
意
に
違
約
し
た
る
と
否
と
を
問

は
ず
、
譲
受
人
が
其
代
価
を
受
け
ず
、
其
動
産
を
第
三
者
に

［
六
十
七
丁
裏
］
引
渡
せ
ば
第
三
者
が
善
意
な
れ
ば
直
に
取
得
す

る
コ
ト
を
得
。
之
れ
当
時
の
法
律
の
精
神
は
他
人
に
其
物
を
渡
す

ト
キ
は
先
方
が
正
直
な
る
人
に
渡
す
べ
き
な
り
。
又
先
方
に
不
正

譲
渡
人
は
相
手
方
に
手
袋
を
渡
す
。
若
し
共
有
者
等
あ
り
て
譲
渡

に
付
て
同
意
を
要
す
る
必
要
あ
る
時
に
は
共
有
者
共
に
法
廷
に
出

席
し
其
同
意
を
表
す
る
式
と
し
て
共
有
者
が
譲
渡
人
本
人
と
握
手

の
式
を
な
す
な
り
。
乍
併
之
等
の
譲
渡
に
付
て
は
早
く
よ
り
証
書

を
作
る
コ
ト
を
行
は
る
。
且
つ
十
三
世
紀
頃
よ
り
譲
渡
の
事
柄
を

法
廷
の
帳
簿
に
記
入
す
る
コ
ト
あ
り
。
而
し
て
其
手
続
を
行
ふ
に

当
り
て
故
障
を
申
立
て
ん
と
せ
ば
其
期
限
内
に
申
立
つ
べ
き
な
り
。

就
中
当
事
者
共
に
出
廷
せ
し
時
に
は
即
時
に
故
障
を
申
立
つ
べ
き

な
り
。
若
し
故
障
な
け
れ
ば
同
意
せ
る
も
の
と
す
。
同
時
に
又
其

譲
渡
と
共
に
占
有
権
取
得
の
式
を
な
す
。
其
式
は
立
会
人
を
作
り

其
面
前
に
て
譲
受
人
が
其
椅
子
を
譲
受
け
た
る
地
所
の
上
に
置
き

三
回
座
る
な
り
。
故
にB

esitz

は
座
を
占
む
る
コ
ト
な
り
。
故

に
此
名
あ
る
な
ら
ん
。
右
の
式
を
行
ふ
に
は
三
日
後
に
初
め
て
占

有
取
得
の
効
果
を
生
ず
。
而
し
て
若
し
故
障
を
申
立
て
し
と
せ
ば

三
日
以
内
に
申
立
つ
べ
き
な
り
。
而
し
て
占
有
取
得
を
［
六
十
七

丁
表
］
行
ひ
し
処
の
利
益
は
反
対
の
裁
判
あ
る
迄
は
正
当
の
占
有

者
と
見
做
さ
れ
、
若
し
害
を
加
へ
し
も
の
あ
れ
ば
其
財
産
を
差
押

へ
又
殺
す
コ
ト
を
得
。
而
し
て
其
他
時
効
の
制
あ
り
て
占
有
取
得

ず
る
コ
ト
あ
り
。
例
へ
ば
一
人
あ
り
て
真
の
占
有
者
な
る
を
信
ず
。

所
有
権
占
有
権
取
得
の
式
を
上
け
一
ヶ
年
と
一
日
の
間
に
反
対
の

（
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

七
四

り
て
見
る
に
［
六
十
八
丁
表
］
多
分W

at

［w
ât

］, w
ade, 

gew
edde

な
る
語
と
同
一
な
り
し
如
く
見
ゆ
（
32
）
。
而
し
て
本
来
の
意

味
は
衣
服
を
示
す
。
故
に
独
乙
の
古
代
に
て
質
物
と
せ
し
は
衣
服

な
り
し
な
ら
ん
と
の
説
あ
り
。
而
し
て
動
産
質
は
合
意
に
よ
り
て

生
ず
る
コ
ト
あ
り
。
或
は
差
押
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
あ
り
。
而

合
意
に
よ
り
て
質
権
を
設
定
す
る
に
は
質
物
を
相
手
方
に
渡
し
て

初
め
効
力
を
生
し
若
し
家
畜
類
則
ち
食
物
を
要
す
る
も
の
を
質
物

と
す
る
ト
キ
は
其
物
を
自
分
の
用
に
供
し
得
る
。
例
［
へ
］
ば
牛

馬
を
質
物
と
せ
ば
質
取
主
は
使
用
し
得
た
り
。
尤
も
質
取
主
は
自

分
の
用
に
供
す
る
も
報
酬
を
要
せ
ず
。
又
他
人
の
も
の
を
差
押
へ

て
質
物
と
せ
し
時
は
他
人
が
猥
り
に
地
所
を
侵
せ
し
時
に
用
ゆ
。

例
［
へ
］
ば
一
人
あ
り
別
に
権
利
な
く
し
て
自
ら
他
人
の
地
に
入

る
か
又
は
畜
類
を
他
人
の
土
地
に
放
ち
入
る
る
ト
キ
は
被
害
者
が

法
廷
を
経
由
せ
ず
し
て
自
ら
其
損
害
を
償
ふ
に
相
当
な
る
（
加
害

者
の
）
動
産
を
差
押
へ
得
た
り
。
尤
も
自
分
の
地
に
於
て
他
人
の

家
畜
を
差
押
へ
た
る
ト
キ
は
家
畜
の
所
有
者
に
告
知
す
べ
き
な
り
。

此
時
に
所
有
者
を
し
て
損
害
を
償
し
む
。
而
し
て
其
差
押
せ
ら
れ

た
る
も
の
を
早
く
取
戻
さ
し
む
る
為
に
其
家
畜
に
食
物
を
与
へ
ざ

る
も
よ
し
。
若
し
此
場
合
に
所
有
者
が
差
押
の
不
当
又
は
賠
償
額

に
不
平
あ
る
ト
キ
は
法
廷
に
訴
へ
出
る
な
り
。
之
等
の
場
合
に
所

の
コ
ト
あ
る
も
容
易
に
償
を
得
べ
き
人
に
渡
す
べ
き
等
な
り
。
故

に
寧
ろ
善
意
な
る
第
三
者
に
迷
惑
を
被
ら
し
む
る
よ
り
所
有
者
に

損
害
賠
償
せ
し
む
る
方
可
な
り
と
の
コ
ト
な
り
。
併
し
ロ
ー
マ
法

の
流
行
と
共
に
一
変
せ
り
。

盗
難
等
の
方
法
に
よ
り
所
有
者
が
其
動
産
を
紛
失
せ
し
ト
キ
は

第
三
者
が
善
意
を
以
て
一
年
一
日
間
継
続
し
て
占
有
せ
ば
所
有
権

を
取
得
す
る
コ
ト
あ
る
な
り
。
又
遺
失
等
の
方
法
に
よ
り
所
有
者

が
其
動
産
を
失
ひ
し
時
は
発
見
者
が
其
旨
を
公
に
告
知
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
而
し
て
三
ヶ
月
中
に
所
有
者
又
は
占
有
権
を
有
す
る
を

得
た
り
。
又
埋
蔵
物
の
場
合
に
は
第
十
三
世
紀
以
前
は
別
に
之
に

関
し
て
法
律
規
則
な
し
。
十
三
世
紀
期
以
後
は
通
常
発
見
者
が
其

所
有
権
を
取
得
し
た
る
コ
ト
あ
り
。
併
しS

achsenspiegel

に

よ
れ
ば
一
鋤
よ
り
深
く
土
地
に
埋
る
も
の
は
王
に
属
す
。
併
し
実

際
行
は
れ
ず
。

質
権

─
独
乙
に
於
て
は
初
め
動
産
に
限
り
質
入
れ
す
る
コ
ト

を
得
た
り
。
併
し
時
を
経
る
に
従
ひ
不
動
産
を
も
質
入
れ
す
る
コ

ト
を
得
た
り
。
質
入
の
コ
ト
をlatin

に
てpignus, fiducia

等

又
独
乙
語
に
て
はP

fand, P
and

［P
hant?

］, S
atzung

［
契
約

質
権
］
等
と
称
す
。
但
しS

achsenspiegel

は
之
に
関
し
て

W
edde

な
る
語
を
用
ゆ
。
乍
併W

edde

な
る
語
は
其
根
元
に
遡

（
七
四
）
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七
五

キ
は
其
売
買
をW

einkauf

と
云
ふ
。
又
其
酒
をZ

eugenw
ein, 

Z
eugnißw

ein

（
証
明
酒
）
と
云
ふ
。
其
他
契
約
に
よ
り
て
は
時

と
し
て
之
を
法
廷
に
行
ひ
時
と
し
て
立
会
人
の
面
前
に
て
な
す
コ

ト
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
地
所
譲
渡
の
時
は
法
廷
に
て
な
す
。
又
家

畜
等
の
譲
渡
は
立
会
人
の
前
に
な
す
な
り
。
且
つ
当
時
約
束
を
堅

固
な
ら
し
む
る
為
め
時
と
し
て
予
め
違
約
の
際
に
払
ふ
罰
金
を
定

む
る
コ
ト
あ
り
。（S

trafgeld, C
oventionalstrafe

）［
六
十
九

丁
表
］
或
はH

aftgeld, A
rrha, A

ngeld,

等
と
称
す
る
。
契
約

の
際
に
甲
よ
り
乙
に
或
物
（
通
常
僅
少
の
金
）
を
渡
す
。
初
め
其

物
は
或
期
限
内
に
甲
が
解
約
す
る
ト
キ
は
甲
之
を
失
ひ
、
乙
が
解

約
す
れ
ば
乙
が
之
を
失
ふ
。
日
本
の
手
附
の
如
き
も
の
な
り
。
此

手
附
に
付
て
は
独
学
者
中
に
奇
説
を
な
す
あ
り
。
例
［
へ
］
ば

S
ohm

の
如
し
。
又
手
附
は
独
乙
の
法
制
上
至
大
の
関
係
あ
り
と

す
。
則
ちS

ohm

氏
に
し
てD

as R
echt der E

heschliessung （33
）

の
著
書
中
に
手
附
の
事
を
論
ぜ
り
。
其
の
意
味
は
独
乙
の
法
律
の

沿
革
上
よ
り
云
へ
ば
古
に
はconsensual contract

な
し
。
然

る
に
手
附
生
じ
て
よ
り
諾
成
契
約
の
端
緒
を
な
す
も
の
に
し
て
手

附
は
一
制
度
を
な
せ
し
も
の
な
り
。
故
に
沿
革
に
大
影
響
を
及
せ

り
。
詳
言
せ
ば
独
乙
の
古
に
て
は
只
合
意
の
表
示
の
み
に
て
は
契

約
成
立
せ
ず
。
故
に
契
約
の
成
立
す
る
に
は
ロ
ー
マ
の
古
代
の
法

有
者
が
其
質
物
を
取
戻
ざ
る
時
は
質
取
主
が
競
売
し
得
る
。

不
動
産
を
契
約
に
よ
り
質
入
れ
と
す
る
は
十
三
世
紀
よ
り
盛
に

行
は
る
。
而
し
て
此
時
も
所
有
権
譲
渡
［
六
十
八
丁
裏
］
と
同
じ

く
法
廷
に
て
厳
式
を
行
ふ
コ
ト
を
要
せ
り
。
則
ち
当
事
者
が
法
廷

に
出
て
其
質
入
す
る
地
所
の
コ
ト
并
に
其
質
入
に
関
す
る
契
約
条

項
等
を
述
べ
当
事
者
が
公
然
と
占
有
取
得
の
式
を
行
は
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
且
つ
十
四
世
紀
頃
よ
り
地
所
の
質
入
に
関
し
て
も
法
廷
の

帳
簿
に
登
録
す
る
コ
ト
起
れ
り
。
而
し
て
地
所
を
質
主
入
と
す
る

ト
キ
は
権
利
者
は
耕
作
す
る
コ
ト
を
得
。
又
義
務
者
が
期
限
に
受

戻
さ
さ
る
ト
キ
は
法
廷
を
経
由
し
て
競
売
す
る
コ
ト
を
得
た
り
。

尤
も
借
金
の
代
り
と
し
て
権
利
者
が
其
質
物
を
保
有
す
る
コ
ト
を

得
た
る
例
少
か
ら
ず
。
又
債
務
の
弁
済
を
催
す
為
に
時
と
し
て
質

物
と
し
て
地
所
を
差
押
へ
し
コ
ト
あ
り
。
時
と
し
て
は
質
的
の
代

り
に
売
戻
の
特
約
を
用
ひ
、
売
買
の
式
を
用
ひ
し
コ
ト
あ
り
。

債
権
法

─
此
時
代
も
契
約
の
時
は
通
常
は
合
意
の
み
を
以
て

足
れ
り
と
せ
ず
場
合
々
々
に
応
じ
て
種
々
の
式
を
要
す
。
例

［
へ
］
ば
地
所
の
譲
渡
に
は
手
袋
の
地
片
芝
艸
を
授
受
す
る
の
式

を
な
す
。
時
と
し
て
は
重
大
な
る
契
約
に
於
て
は
当
事
者
が
契
約

の
記
と
し
て
互
に
酒
を
呑
む
の
式
を
な
せ
し
コ
ト
あ
り
。
結
婚
約

束
に
も
右
の
式
を
行
へ
り
。
而
し
て
飲
酒
の
式
に
て
売
買
す
る
ト

（
七
五
）
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ず
。
詳
言
せ
ば
独
乙
の
手
附
は
假
に
履
行
あ
る
コ
ト
を
装
ふ
為
に

用
ふ
る
も
の
な
り
。
則
ち
假
装
履
行
に
過
ぎ
す
。
故
に
表
面
上

real contract

を
装
ふ
為
に
用
ゆ
。
故
に
其
手
附
は
其
価
に
於
て

割
合
に
少
し
。
併
し
表
面
上
要
物
契
約
な
り
。
併
し
実
際
は
真
の

履
行
に
あ
ら
ず
。
故
に
手
附
金
を
用
ゆ
る
に
至
り
し
コ
ト
は
諾
成

契
約
の
端
緒
を
開
き
し
と
同
様
な
り
。
故
に
独
乙
の
古
代
に
要
物

契
約
な
り
し
も
手
附
は
諾
成
契
約
を
導
き
し
も
の
な
り
と
。
又

S
ohm

を
債
権
債
務
の
関
係
の
み
な
ら
ず
婚
姻
に
付
て
も
論
ぜ
り
。

則
ち
独
乙
の
古
代
に
は
婚
姻
の
約
束
は
只
践
式
契
約
要
物
契
約
あ

り
し
の
み
な
り
。
要
物
契
約
の
場
合
に
は
女
子
に
付
て
の
夫
の
権

則
ちm

undium

［
ム
ン
トm

und

］
を
買
得
せ
ん
が
為
に
男
子
の

方
よ
り
女
子
の
父
に
一
定
の
代
価
則
ちpuellae pretium

を
先

払
ひ
し
な
り
。
其
の
契
約
は
売
買
契
約
と
同
じ
く
し
て
要
物
契
約

な
り
し
な
り
。
併
し
此
場
合
に
も
買
手
は
代
価
［
七
十
丁
表
］
を

先
払
す
る
も
の
に
し
て
其
危
険
大
な
り
。
若
し
女
子
を
渡
さ
さ
る

コ
ト
あ
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
。
此
場
合
に
此
危
険
を
避
く
る
手

続
と
し
て
手
附
を
用
ゆ
る
に
至
れ
り
。
此
に
於
て
か
結
婚
約
束
は

假
装
履
行
な
る
。
故
に
要
式
契
約
と
し
て
は
有
名
無
実
と
な
り
実

際
に
於
て
諾
成
契
約
と
一
変
せ
し
も
の
な
り
。
彼か

の
結
婚
の
際
指

環
を
授
受
す
る
は
古
代
の
手
附
よ
り
変
ぜ
し
も
の
な
り
と
言
へ
り
。

律
と
同
じ
く
合
意
の
表
示
の
外
に
尚
一
定
の
儀
式
若
く
は
履
行
の

あ
る
コ
ト
を
要
せ
し
な
り
。
要
す
る
に
独
乙
古
代
の
法
律
に
て
は

所
謂
践
式
契
約
（form

al contract

）
則
ち
甲
よ
り
乙
に
手
袋
又

は
芝
艸
又
は
地
片
を
渡
す
の
儀
式
等
を
用
ゆ
る
契
約
と
要
物
契
約

（real contract
）
則
ち
甲
よ
り
乙
に
対
し
て
履
行
し
て
初
め
て

成
立
す
る
も
の
に
し
て
以
上
二
者
あ
り
し
の
み
に
て
諾
成
契
約
な

る
も
の
な
か
り
し
な
り
。
故
に
其
結
果
と
し
て
独
乙
の
古
代
に
売

買
契
約
の
如
き
も
品
物
と
代
金
と
に
付
て
売
主
と
買
手
と
合
意
あ

り
し
の
み
に
て
は
法
律
上
債
権
債
務
の
関
係
を
生
ぜ
ず
。
右
の
場

合
に
て
有
効
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
は
当
事
者
の
一
人
が
先
づ

［
六
十
九
丁
裏
］
履
行
す
る
コ
ト
必
要
な
り
。
交
換
の
場
合
も
同

一
な
り
し
。
乍
併
独
乙
古
代
の
原
則
を
襲
考
す
れ
ば
当
時
者
の
間

に
不
安
心
又
は
危
険
な
り
し
コ
ト
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
売
買
せ
ん

と
せ
ば
買
手
は
先
づ
履
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
併
し
此
場

合
に
は
契
約
成
立
す
る
も
買
手
の
方
に
て
は
売
主
は
履
行
す
る
や

否
や
判
然
せ
ず
。
故
に
不
安
心
且
つ
危
険
な
り
。
故
に
実
に
不
便

な
り
。
此
の
危
険
を
救
ふ
手
段
全
く
無
き
に
あ
ら
ず
。
其
手
段
は

手
附
に
し
て
之
を
用
ゆ
れ
ば
当
時
者
の
一
方
か
表
面
上
履
行
せ
し

も
の
と
な
り
契
約
成
立
す
。
蓋
し
独
乙
の
手
附
は
本
来
只
契
約
を

取
結
ぶ
具
な
り
。
ロ
ー
マ
の
如
く
諾
成
契
約
を
証
す
る
具
に
あ
ら

（
七
六
）
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最
初
は
代
価
を
払
ふ
と
共
に
品
物
を
授
受
し
物
権
的
性
分
と
人
権

的
性
分
と
相
混
じ
、
要
物
契
約
な
ら
ん
。
其
他
高
尚
な
る
著
書
に

て
は
有
名
な
るP

ernice

のL
abeo I §

46５

に
於
て
ロ
ー
マ
の

売
買
は
一
時
要
物
契
約
な
り
し
と
云
へ
り
。
且
つS

ohm

氏
の
如

き
も
前
に
援
用
せ
し
著
書
の
自
註
に
於
て
、
ロ
ー
マ
も
売
買
の
際

に
手
附
を
用
ひ
し
コ
ト
あ
り
し
。
此
事
実
に
て
考
ふ
れ
ば
、
ロ
ー

マ
法
に
て
も
売
買
は
一
時
要
物
契
約
な
り
し
コ
ト
明
白
な
り
と
右

の
著
書
の
如
き
は
主
と
し
て
婚
姻
法
、
就
中
独
乙
法
を
論
じ
、

ロ
ー
マ
［
法
］
は
序
に
論
ぜ
り
。
併
し
語
気
よ
り
察
す
れ
ば
、
同

氏
は
ロ
ー
マ
法
に
て
も
手
附
は
法
律
の
沿
革
上
重
大
な
る
関
係
あ

り
し
と
云
ふ
如
く
考
へ
ら
る
。
此
等
の
ロ
ー
マ
法
に
関
す
る
意
見

に
付
て
も
大
家
中
反
対
の
意
見
を
有
す
る
あ
り
。
例
［
へ
］
ば

B
echm

ann, D
ernburg

等
の
如
き
は
諾
成
契
約
と
し
て
の
売
買

契
約
は
要
物
契
約
よ
り
変
ぜ
し
に
あ
ら
ず
と
。
ロ
ー
マ
法
に
て
手

附
を
有
せ
し
影
響
に
付
て
は
反
対
の
説
あ
り
。S

ohm

の
説
は
有

名
な
る
大
家
の
説
に
し
て
今
日
誤
な
り
と
定
ら
ず
。
故
に
独
乙
法

及
び
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
よ
り
見
れ
ば
手
附
に
付
て
は
大
に
考
ふ
べ

き
な
り
。
手
附
の
関
す
る
コ
ト
重
大
と
な
る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
。

日
本
に
て
は
手
附
を
研
究
せ
し
人
な
し
。
又
之
に
関
す
る
書
な
し
。

併
し
手
附
は
徳
川
の
享
保
律
（
3５
）
［
七
十
一
丁
表
］
中
に
あ
り
。
而
し

故
に
手
附
は
沿
革
上
一
段
落
を
な
し
債
権
上
又
結
婚
上
に
も
大
影

響
を
及
せ
り
。
氏
の
説
は
甚
だ
面
白
き
も
の
な
り
。
併
し
反
対
の

説
な
き
に
あ
ら
ず
。
何
人
も
之
を
真
と
認
む
る
に
あ
ら
ず
。
併
し

各
国
の
法
律
を
調
べ
広
く
比
較
せ
ば
、S

ohm

の
説
は
正
当
と
な

る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
。
実
に
研
究
を
要
す
る
事
た
り
。

ロ
ー
マ
の
手
附
に
付
て
一
言
せ
ば
例
を
以
て
示
せ
ばG
aius, 

Institutiones III§
139

及
びJustinian, Inst

中
に
掲
げ
り
。

此
両
者
大
差
な
し
。

G
aius

の
説
に
て
は
代
価
の
授
受
未
だ
終
ら
ず
、
且
つ
手
附
と

し
て
何
等
の
も
の
を
授
受
せ
し
コ
ト
な
く
も
、
若
し
代
価
に
付
て

相
当
の
意
思
が
一
致
せ
し
時
に
は
売
買
契
約
を
尚
締
結
す
る
コ
ト

を
得
る
。
其
故
如
何
と
な
れ
ば
手
附
の
名
義
に
て
授
受
す
る
も
の

は
只
之
れ
既
に
締
結
せ
し
売
買
契
約
の
証
拠
た
る
に
過
ぎ
ず
と
言

へ
り
。
因
て
後
世
の
学
者
は
大
抵
右
の
説
に
よ
り
ロ
ー
マ
の
手
附

は
只
契
約
の
証
と
し
て
授
受
し
初
め
て
契
約
を
締
結
す
る
の
手
段

に
あ
ら
ず
と
す
る
説
多
し
。
但
し
西
洋
の
学
者
中
に
は
［
七
十
丁

裏
］
ロ
ー
マ
の
売
買
は
初
め
は
合
意
と
履
行
と
同
時
に
成
立
す
べ

き
も
の
に
し
て
諾
成
契
約
と
し
て
行
れ
し
は
甚
だ
後
な
ら
ん
と
主

張
す
る
人
あ
り
。
手
近
き
例
はS

alkow
ski

氏
のL

ehrbuch 
der Institution,§

122 （34
）
に
売
買
は
無
式
の
契
約
な
り
云
々
と
。

（
七
七
）
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私
義
、［
以
下
二
行
分
空
白
あ
り
］［
貴
殿
方
江
、
當
未
ノ

十
一

月
朔
日
ゟ
、
來
申
十
月
晦
日
迄
、
役
者
奉
公
ニ
罷
出
申
所
實
正
也
、

給
金
拾
三
兩
ニ
相
定
、
此
内
爲
二

手
付
一
、
金
三
兩
弐
分
、
只
今

慥
請
取
申
候
（
3７
）
。］［
七
十
一
丁
裏
］

徳
川
時
代
に
も
手
附
手
形
に
時
限
あ
り
て
其
日
限
を
経
過
す
れ

ば
手
附
金
を
流
れ
金
と
す
。
其
手
附
金
は
違
約
を
懲
ら
す
精
神
に

出
で
り
。
而
し
て
当
時
手
附
金
を
与
ふ
る
金
額
、
例
［
へ
］
ば
売

買
の
時
に
は
大
抵
代
価
の
⅓
前
後
の
金
額
を
入
る
。
独
乙
の
如

く
比
較
的
少
額
な
ら
ず
。
之
れ
等
に
付
て
は
徳
川
禁
令
考
聚
巻

十
七
に
手
附
に
関
す
る
コ
ト
あ
り
。
手
附
の
名
称
は
古
か
ら
さ
る

も
之
に
当
る
も
の
は
実
際
あ
り
し
な
り
。

吾
国
に
て
手
附
な
る
語
な
く
ト
モ
之
に
相
当
す
る
事
実
又
名
称

は
何
日
よ
り
起
り
し
か
［
に
］
付
て
は
元
よ
り
手
附
の
事
実
に
係

ら
ず
研
究
す
べ
き
コ
ト
な
り
。
而
し
て
大
槻
文
彦
氏
の
言
海
又
は

物
集
氏
の
日
本
大
辞
林
等
に
手
附
の
語
の
次
に
贉
［
タ
ン
、
あ
き

さ
す
。
先
払
い
で
品
物
を
買
う
、
ま
た
は
、
売
る
、
手
付
金
を
払

う
の
意
］
を
書
せ
り
（
38
）
。
之
れ
注
目
す
べ
き
コ
ト
な
り
。
此
字
は
支

那
字
に
し
て
古
き
字
書
に
な
し
。
併
し
往
々
比
較
新
辞
書
に
あ
り
。

例
［
へ
］
ば
宋
大
中
祥
符
六
年
の
陳
彭
年
等
重
修
玉
篇
に
贉
な
る

字
を
用
ゆ
。
之
に
徒
感
切
予
入
銭
也
と
。
又
宋
大
中
祥
符
四
年
に

て
手
附
な
る
語
は
慶
長
年
代
の
［
書
］
録
中
に
も
手
附
な
る
語
あ

り
。
例
［
へ
］
ば
細
川
家
記
中
に
載
せ
り
。
慶
長
八
年
二
月
に
諸

大
名
に
江
戸
市
内
の
普
請
を
命
ぜ
し
ト
キ
、
足
利
忠
興
に
与
へ
し

状
に
曰
く
。

［
二
行
分
空
白
あ
り
］［
我
々
役
儀
三
百
に
て
候
、
乍
レ

去
餘
慶

之
人
ヲ
カ
ケ
候
テ
、
四
五
百
可
レ

遺
候
、
其
兵
粮
ノ
用
ニ
テ
候
條
、

米
六
百
石
可
レ

被
レ

調
候
、
先
金
子
五
枚
遺
候
間
、
是
ヲ
手
付
ニ

被
レ
仕
、
右
之
員
數
可
レ
被
レ
調
候
（
36
）
。］

右
の
如
く
寛
保
の
頃
に
手
附
の
コ
ト
あ
り
し
。
其
前
に
於
て
手

附
あ
り
し
や
否
や
実
に
難
問
に
し
て
古
語
を
集
め
し
書
を
見
る
に

余
り
古
か
ら
ず
。
慶
長
、
寛
文
慶
安
に
出
版
せ
ら
れ
し
和
玉
篇
に

手
附
に
相
当
す
る
が
如
き
イ
レ
ゼ
ニ
（
入
銭
）
あ
り
。
又
文
禄
年

間
に
玉
篇
大
全
に
サ
キ
ゼ
ニ
（
先
銭
）
な
る
語
あ
り
。
其
他
に
余

り
見
へ
す
。
故
に
今
日
の
如
く
広
く
用
ひ
ら
れ
し
は
古
か
ら
ず
又

手
附
な
る
語
は
古
か
ら
ず
。
然
ら
ば
文
禄
慶
長
頃
の
手
附
は
当
時

者
間
の
意
義
に
よ
り
他
の
意
味
を
有
す
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
と

雖
ド
モ
、
之
を
用
ふ
る
と
同
時
に
履
行
を
全
か
ら
し
め
ん
と
す
る

に
あ
り
。
要
物
契
約
を
装
ふ
に
あ
ら
ず
。
又
寸
錦
雑
綴
中
に
役
者

の
書
文
あ
り
て
手
附
に
関
す
。

手
形マ
マ

の
事

（
七
八
）
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の
作
に
あ
ら
ず
し
て
延
喜
よ
り
遥
か
後
な
ら
ん
。
支
那
の
重
修
玉

篇
、
重
修
廣
韻
、
又
唐
の
礼
部
韻
略
の
著
あ
り
し
時
代
に
生
ぜ
し

な
ら
ん
。

類
聚
名
義
抄
の
註
に
は
依
る
処
あ
る
か
、
該
書
に
は
漢
書
又
は

仏
書
又
は
今
日
伝
は
ら
ざ
る
書
則
ち
唐
の
麻
杲
云
の
切
韻
の
如
き

を
援
用
せ
り
。
故
に
贉
な
る
語
を
註
釈
は
基
く
処
あ
り
て
著
せ
し

な
ら
ん
。
支
那
に
於
て
も
手
附
な
る
コ
ト
あ
り
し
や
明
な
り
。
今

日
支
那
に
於
て
手
附
を
普
通
に
［
七
十
二
丁
裏
］
用
ひ
ず
。
併
し

全
く
な
き
に
あ
ら
ず
。
今
日
契
約
の
時
払
ふ
金
則
ち
定
銭
（
39
）
を
な

す
。
又
日
本
に
類
聚
名
義
抄
頃
に
手
附
な
る
事
実
又
は
其
名
称
あ

り
し
や
否
や
判
然
せ
ず
。
併
し
新
撰
字
鏡
（
寛
平
四
年
僧
昌
住
氏

の
著
に
し
て
昌
恭
年
間
に
増
補
せ
ら
れ
完
成
せ
り
）
中
に
贉
な
る

字
を
用
ゆ
。
則
ち
贉
徒
覧
反
。
囗去
買
物
𨒫𨒫
付
銭
也
。
市
買
先
入
日

𧸘𧸘
阿
支
佐
須
と
。
阿
支
佐
須
と
は
和
語
に
し
て
日
本
に
て
も
千
年

前
頃
に
は
手
附
あ
り
し
如
く
見
ゆ
。
阿
支
佐
須
な
る
語
は
古
書
に

見
へ
ず
、
に
僧
昌
住
が
強
て
用
ひ
し
和
註
な
ら
ん
か
と
思
は
る
。

而
し
て
新
撰
字
鏡
中
に
は
日
本
の
意
味
な
き
字
多
し
。
因
て
此
書

を
作
る
に
強
て
日
本
字
を
作
る
主
意
に
出
で
し
に
あ
ら
ざ
る
が
如

し
。
加
之
其
序
に
、
以
寛
平
四
年
夏
中
。
草
案
已
竟
云
云
、
亦
於

字
之
中
、
或
有○

東○

倭○

音○

訓○

是○

諸○

書○

私○

記○

之○

字○

也○

、
或
有
西
漢
音
訓

同
氏
の
著
せ
し
重
修
広
韻
に
買
物
先
入
直
也
と
。
又
買
物
預
入
銭

也
と
註
せ
り
。
故
に
売
買
に
用
ひ
し
コ
ト
明
な
り
。
又
宋
の
六
書

故
及
び
梁
の
龍
龕
手
鏡
［
鑑
］
等
に
書
す
る
コ
ト
は
大
同
小
異
に

し
て
物
を
買
ふ
時
に
先
づ
値
を
入
る
註
釈
な
り
。
故
に
贉
は
売
買

に
用
ひ
［
七
十
二
丁
表
］
且
つ
先
に
銭
を
払
ふ
コ
ト
明
な
り
。
併

し
全
価
を
払
ふ
か
又
幾
分
を
払
ふ
か
明
な
ら
ず
。
故
に
手
附
に
近

き
や
否
や
断
言
に
苦
む
。
而
し
て
日
本
の
辞
書
中
に
贉
な
る
語
を

用
ゆ
。
之
れ
に
て
は
支
那
の
辞
書
よ
り
明
な
れ
り
。
則
ち
類
集
名

義
抄
中
に
、
贉
徒
覧
メ
下
牜
爲
定
、
買
牜
𨒫𨒫
［
逆
］
付
半
直
也

（
牜
は
物
な
ら
ん
と
考
ふ
る
也
、
𨒫𨒫
は
豫
）
と
。
半
直
は
必
ず
半

ば
に
あ
ら
ず
し
て
幾
分
を
指
す
な
ら
ん
。
故
に
売
買
の
時
に
価
の

幾
分
を
払
ふ
と
云
ふ
に
あ
り
。
此
書
物
は
何
頃
作
ら
れ
し
も
の
な

る
か
と
云
ふ
に
、
古
き
伝
説
に
よ
れ
ば
菅
原
是
善
卿
の
作
な
り
と
。

而
し
て
此
書
に
種
々
力
を
尽
し
研
究
せ
し
は
伴
信
友
氏
に
し
て
註

釈
書
あ
り
。
又
屋
代
弘
賢
氏
も
力
を
尽
せ
り
。
小
中
村
清
矩
氏
も

以
上
の
如
く
信
ぜ
り
。
而
し
て
菅
原
［
民
］
は
元
慶
四
年
に
薨
ぜ

し
人
に
し
て
、
今
よ
り
一
千
年
前
に
当
る
な
り
。
併
し
古
き
伝
説

は
誤
な
ら
ん
。
此
事
に
付
て
は
清
水
濵
臣
氏
が
游
京
遺
［
漫
］
録

を
著
し
考
を
附
せ
り
。
之
に
よ
れ
ば
延
喜
後
の
も
の
に
し
て
僧
徒

の
作
な
ら
ん
と
。
其
中
に
援
用
せ
し
書
物
等
を
考
ふ
る
に
菅
原
氏

（
七
九
）
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地
焼
亡
事
と
あ
り
。
之
れ
贉
な
る
語
に
対
す
。
此
に
半
分
は
只
代

価
の
幾
分
を
指
す
な
り
。
而
し
て
第
十
九
条
中
に
或
人
あ
り
。

（
買
手
）
物
を
買
ふ
為
に
値
半
分
を
先
方
に
払
ふ
。
而
し
て
品
物

は
売
手
に
あ
り
。
然
る
に
其
際
に
代
価
に
当
て
る
物
（
直
物
と
あ

り
）
が
焼
け
し
時
に
如
何
に
始
末
す
べ
き
か
に
付
て
論
ぜ
り
。
又

第
二
十
条
に
は
売
買
の
約
束
に
て
は
買
手
は
半
値
を
渡
せ
し
後
に

売
手
が
死
せ
し
時
の
問
題
を
論
ぜ
り
。
然
ら
ば
法
曹
至
要
［
抄
］

を
著
せ
し
年
限
に
、
中
右
記
な
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
永
久
二
年
頃

に
明
兼
の
生
存
せ
し
コ
ト
明
な
り
。
故
に
其
の
著
書
は
今
日
よ
り

八
百
年
前
の
も
の
な
り
。
因
て
少
く
ト
モ
八
〇
〇
年
前
に
は
手
附

に
相
当
す
る
事
実
あ
り
し
如
く
見
ゆ
。
加
之
土
佐
日
記
中
に
賖

［
お
ぎ
の
り
、
賒
］
わ
ざ
と
あ
り
（
41
）
。
賖
は
掛
売
掛
買
の
コ
ト
な
り
（
42
）
。

故
に
此
の
書
を
著
せ
し
頃
に
手
附
の
コ
ト
あ
り
し
な
ら
ん
か
と
考

へ
ら
る
。
而
し
て
土
佐
日
記
は
承
平
五
年
［
九
三
五
年
］
頃
の
作

に
し
て
今
日
よ
り
九
六
〇
年
前
の
も
の
な
り
。［
七
十
三
丁
裏
］

上
述
に
阿
支
は
秋
な
り
と
の
説
あ
り
と
。
之
れ
至
当
な
ら
ん
、

直
は
い
ね
よ
り
起
り
た
り
。
之
れ
物
を
買
ふ
為
に
稲
を
用
ひ
し
な

り
。
又
稲
根
は
食
［
飯
］
根
（
い
へ
［
ひ
］
ね
）
よ
り
生
じ
、
稲

を
以
て
直
［
値
］
と
せ
し
な
り
。
又
買
若
く
は
換
な
る
語
の
本
は

昔
に
て
物
と
換
へ
て
売
買
す
。
故
に
売
買
は
交
換
よ
り
生
じ
之
よ

是
数
疏
字
書
之
文
也
、
と
あ
り
。
故
に
昌
住
氏
が
新
に
阿
支
佐
須

を
作
り
し
に
あ
ら
ず
。
因
て
此
語
は
当
時
世
界
に
用
ひ
ら
れ
し
な

ら
ん
と
察
せ
ら
る
。
然
ら
ば
阿
支
佐
須
の
意
味
は
如
何
、
之
を
註

す
る
困
難
な
り
。
併
し
強
て
註
す
れ
ば
、
阿
支
は
賣
あ
き
な
ひ［

売
］
又

佐
須
は
指さ
す

に
し
て
商
の
時
に
差
入
る
る
を
云
ふ
な
ら
ん
。
新
井
白

石
氏
（
40
）
等
曰
く
阿
支
は
秋
と
同
じ
。
之
れ
秋
頃
に
収
獲
あ
り
、
之
を

売
ら
ん
と
し
又
は
物
と
交
換
す
る
コ
ト
行
は
る
。
之
よ
り
売
買
を

指
す
に
至
る
と
。
又
飽
と
同
じ
。
之
れ
有
無
相
通
す
る
の
コ
ト
よ

り
生
ず
。
則
ち
自
己
の
無
を
他
人
の
有
と
換
ひ
以
て
飽
く
に
至
る

を
以
て
な
り
。
又
説
を
な
す
も
の
あ
り
。
則
ち
阿
支
は
明
あ
か
し

の
縮

字
な
り
。
而
し
て
證
人
を
ア
カ
シ
人
［
七
十
三
丁
表
］
と
云
ひ
、

又
は
証
拠
あ
る
を
ア
カ
シ
と
云
ふ
。
証
拠
あ
る
は
明
な
り
。
故
に

売
買
の
徴
と
し
て
物
を
差
入
る
る
を
云
ふ
と
。
兎
に
角
千
年
以
前

に
阿
支
佐
須
な
る
語
あ
り
し
コ
ト
明
な
り
。

手
附
に
相
当
す
る
事
実
は
古
書
に
見
へ
ず
。
故
に
之
を
調
べ
る

コ
ト
困
難
な
り
。
只
法
曹
至
要
抄
（
坂
上
明
兼
作
）
に
手
附
に
相

当
す
る
事
実
と
見
る
も
可
な
ら
ん
と
思
は
る
る
コ
ト
あ
り
。
則
ち

此
書
中
巻
十
九
、
二
十
、
廿
一
条
に
あ
り
。
而
し
て
第
十
九
条
の

表
題
と
し
て
渡
直
半
分
財
物
焼
亡
事
と
第
二
十
条
の
表
題
と
し
て

渡
直
半
分
本
主
死
亡
事
と
第
廿
一
条
の
表
題
と
し
て
渡
直
半
分
宅

（
八
〇
）
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違
な
し
と
。
而
し
て
当
時
右
の
如
き
約
束
を
有
効
と
し
若
し
違
約

せ
ば
法
廷
の
力
に
て
違
約
者
を
捕
へ
て
牢
に
投
ぜ
り
。
又
同
じ
く

約
束
を
堅
固
な
ら
し
む
る
為
に
一
二
世
紀
頃
よ
りG

raf, F
ürst, 

R
itter

等
の
身
分
の
良
き
人
々
は
、
契
約
の
際
に
債
権
者
に
対
し

て
、
若
し
他
日
違
約
す
る
コ
ト
あ
れ
ば
、
自
分
は
下
来
［
家

来
？
］、
馬
を
携
へ
て
旅
店
に
至
り
、
滞
り
な
く
弁
済
す
る
迄
自

費
に
て
右
の
旅
店
に
逗
留
す
る
と
約
す
。
其
の
約
を
踏
ま
ざ
れ
ば
、

違
約
者
を
法
廷
の
力
を
借
り
入
牢
せ
し
め
た
り
。
其
他
同
手
段
と

し
て
往
々
手
、
足
又
耳
目
を
賭
け
し
コ
ト
あ
り
。
又
時
と
し
て
生

命
迄
賭
け
し
コ
ト
あ
り
。
之
れ
契
約
と
し
て
有
効
な
り
し
。
之
に

類
す
る
コ
ト
徳
川
氏
の
頃
の
責
而
話
［
者
］
艸
［
せ
め
て
わ
そ
う
、

せ
め
て
わ
ぐ
さ
］
中
に
武
士
相
約
し
て
若
し
一
方
の
言
ふ
如
く
な

ら
ざ
れ
ば
其
生
膽
を
遣
ら
ん
と
。
然
る
に
違
約
し
た
る
為
め
催
促

頻
繁
な
り
、
大
に
困
り
或
人
に
相
談
せ
り
。
此
に
於
て
其
人
曰
く

憂
ふ
る
に
あ
ら
ず
と
。
因
て
家
に
帰
れ
り
。
之
よ
り
催
促
に
来
ら

ず
、
怪
で
復
訪
ふ
、
此
時
に
其
人
曰
く
、
余
り
繁
し
く
催
促
す
る

故
に
膽
潰
れ
た
り
と
の
手
紙
を
送
り
た
り
と
の
話
な
り
。

保
証

─
当
時
債
権
担
保
と
一
種
と
し
て
保
証
（B

ürge

）
を

用
ゆ
。
当
時
の
保
証
人
は
責
任
重
く
危
険
の
地
位
に
立
て
り
。
則

ち
保
証
人
は
債
務
者
と
同
様
に
義
務
を
負
ひ
し
な
り
。［
七
十
四

り
値
を
定
る
に
稲
を
用
ひ
し
な
ら
ん
。

当
時
の
手
附
の
性
質
に
付
て
は
法
曹
至
要
抄
に
明
な
り
。
併
し

相
撞
着
す
る
処
多
く
し
て
其
性
質
を
明
に
す
る
コ
ト
難
き
に
あ
ら

ざ
る
な
し
と
雖
ド
モ
好
材
料
な
り
。
又S

ohm

は
売
買
に
限
ら
ず

婚
姻
の
場
合
に
も
用
へ
り
と
。
此
事
に
付
て
は
日
本
に
材
料
な
し
。

但
し
幾
分
か
参
考
と
な
る
べ
き
事
柄
は
戸
婚
律
中
に
許
嫁
女
已
受

娉
財
。
而
輙
悔
者
笞
五
十
と
。
此
註
に
娉
財
謂
一
端
以
上
。
酒
食

非
と
。
之
れ
婚
姻
の
中
に
指
環
を
贈
る
に
類
す
。
而
し
て
之
れ
手

附
に
類
す
る
も
の
な
ら
ん
。
又
売
買
婚
姻
は
行
は
れ
し
と
す
れ
ば

代
価
の
餘
な
ら
ん
か
。
又
支
那
制
を
取
り
し
も
の
に
し
て
日
本
に

あ
ら
ざ
り
し
も
の
や
も
知
る
克
は
ず
。

独
乙
に
於
て
一
四
世
紀
頃
に
於
て
は
一
層
約
束
を
堅
固
な
ら
し

め
ん
為
め
契
約
の
際
に
書
文
を
取
換
は
す
。
則
ち
書
文
中
に
若
し

他
日
債
務
者
が
其
義
務
を
尽
さ
ざ
る
ト
キ
は
債
権
者
が
如
何
に
罵

り
す
る
も
宜
し
と
。
又
債
権
者
が
債
務
者
を
愚
弄
し
た
る
図
画
を

公
の
場
処
に
貼
出
す
も
差
違
な
し
と
の
証
文
行
は
る
る
。
之
に
付

て
も
日
本
の
古
か
ら
ざ
る
時
代
則
ち
徳
川
時
代
の
証
文
に

［
七
十
四
丁
表
］
も
此
に
類
す
る
あ
り
。
例
へ
ば
摂
陽
落
穂
集

［
浜
松
歌
国
著
］
に
万
治
三
年
頃
の
証
文
あ
り
。
又
独
乙
に
其
他

約
束
を
堅
固
な
ら
し
む
る
為
に
若
し
違
約
せ
ば
牢
に
入
る
る
も
差

（
八
一
）
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八
二

世
紀
頃
に
男
女
互
に
指
環
を
取
代
は
す
に
至
れ
り
。
此
の
誓
約

［
七
十
五
丁
表
］
の
時
は
立
会
人
を
要
せ
り
。

夫
婦
の
財
産
に
付
て
は
当
時
種
々
のS

ystem

行
は
る
。
其

S
ystem

は
要
す
る
に
当
時
三

S
ystem

あ
り
し
。 

1. V
erwaltungsgem

einschaft

　2. E
rrungenschaftsgem

einschaft

　

3. allgem
eine G

ütergem
einschaft

と
す
。

第
一
者
は
凡
そ
男
女
の
結
婚
の
際
に
各
持
寄
り
し
財
産
は
結
婚

後
も
尚
各
男
女
に
属
し
其
権
利
主
体
は
少
し
も
変
ぜ
ず
。
併
し
処

分
の
上
に
て
は
夫
が
処
分
権
を
有
す
。
則
ち
男
子
は
夫
と
し
て
自

分
の
財
産
と
共
に
女
子
の
財
産
を
処
分
す
る
コ
ト
を
得
。
故
に
此

名
あ
り
。
此
場
合
に
て
も
夫
婦
た
る
も
の
は
其
関
係
継
続
す
る
間

は
労
力
に
よ
り
て
儲
た
る
財
産
は
皆
夫
の
有
に
帰
す
。
詳
言
せ
ば

男
子
は
結
婚
後
と
雖
ド
モ
下
の
財
産
を
自
分
の
も
の
と
し
て
有
す

る
コ
ト
を
得
た
り
。
例
［
へ
］
ば
男
子
が
結
婚
の
際
持
寄
り
し
も

の
は
勿
論
男
子
は
相
続
等
の
方
法
に
よ
り
得
た
る
財
産
及
び
寡
婦

の
用
料
と
定
め
し
財
産
は
夫
が
先
に
死
亡
す
る
コ
ト
あ
れ
ば
後
に

残
り
し
家
父
が
用
益
権
を
得
る
も
の
な
り
。
此
財
産
は
権
利
主
体

よ
り
云
へ
ば
夫
が
財
産
の
主
な
り
。

日
本
に
あ
り
し
ご
ヶ
［
後
家
］
分
又
は
一
期
分
に
能
く
類
せ
り
。

例
［
へ
］
ば
香
取
文
書
に
後
家
分
に
関
す
る
コ
ト
種
々
あ
り
。
其

丁
裏
］
先
づ
債
権
者
を
し
て
先
づ
債
務
者
に
請
求
し
後
に
証
人
に

請
求
す
る
に
あ
ら
ず
直
接
に
請
求
せ
ら
る
る
コ
ト
あ
り
。
加
之
保

証
人
数
人
あ
る
ト
キ
は
其
中
誰
に
て
も
全
部
の
義
務
を
負
は
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
之
を
拒
む
コ
ト
を
得
ざ
る
な
り
。

親
族
法

─
父
権
は
当
時
大
に
衰
へS

chw
abenspiegel

の
如

き
は
大
困
難
の
時
に
は
父
に
子
を
売
却
す
る
コ
ト
を
許
す
も
他
の

不
な
る
目
的
に
向
つ
て
は
売
却
を
禁
ず
。
則
ち
父
権
中
尤
も
重
大

な
る
は
子
が
得
た
る
財
産
に
付
て
父
が
用
益
権
を
有
す
る
コ
ト
を

得
し
に
あ
り
。
而
し
て
通
常
父
権
は
男
子
な
ら
ば
別
戸
す
る
コ
ト

に
よ
り
て
消
滅
し
、
女
子
な
ら
ば
他
家
に
婚
し
て
後
消
滅
せ
り
。

而
し
て
此
の
別
戸
の
時
は
子
は
通
常
父
よ
り
幾
分
の
財
産
を
受
く

る
コ
ト
を
得
た
り
。S

chw
abenspiegel

に
よ
れ
ば
、
子
が
成
年

に
達
す
れ
ば
父
に
対
し
て
財
産
の
割
譲
を
請
求
し
得
た
り
。
併
し

女
子
の
結
婚
の
時
に
は
父
の
財
産
の
幾
分
を
与
ふ
る
も
女
子
は
権

利
と
し
て
請
求
す
る
コ
ト
を
得
ず
。

婚
姻
の
方
法
に
至
り
て
は
此
時
代
に
多
少
の
変
化
あ
り
。
婚
姻

は
主
と
し
て
男
女
自
身
の
合
意
に
よ
り
て
成
立
す
と
見
做
す
傾
あ

り
。
故
に
結
婚
せ
ん
と
せ
ば
男
女
自
ら
誓
を
な
す
な
り
。
此
の
誓

約
の
場
合
に
は
尚
昔
の
遺
風
残
り
、
握
手
と
し
て
或
物
を
与
ふ
。

而
し
て
其
握
手
に
は
男
子
は
女
子
に
指
環
を
与
へ
り
。
併
し
十
三

（
八
二
）
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第
二
者
は
此
のS

ystem

に
よ
れ
ば
男
子
が
結
婚
際
に
持
寄
り

し
財
産
は
男
女
各
に
属
し
権
利
主
体
少
し
も
変
せ
ず
。
併
し
男
女

間
に
労
力
を
以
て
堵
け
し
財
産
は
共
同
と
な
り
［
七
十
六
丁
表
］

故
に
夫
妻
に
属
す
る
も
の
の
外
に
共
同
財
産
あ
り
。
之
等
の
財
産

の
上
に
夫
が
処
分
権
を
有
す
。
併
し
夫
婦
の
関
係
消
滅
す
る
ト
キ

は
前
よ
り
男
子
に
属
せ
し
財
産
は
男
子
又
女
子
に
属
す
る
も
の
は

女
子
に
属
す
る
は
勿
論
共
同
財
産
に
付
て
は
男
女
各
半
分
を
有
す
。

右
のS

ystem

は
主
と
し
てT

hüringen, B
ayern, Ö

sterreich

に
行
は
る
。

第
三
者
は
此
場
合
に
て
は
男
女
結
婚
せ
ば
凡
て
財
産
は
共
同
と

な
り
、
夫
が
処
分
権
を
有
す
。
但
し
夫
婦
が
各
想
像
的
の
分
前
を

有
す
。
則
ち
夫
は
⅔
、
妻
は
⅓
な
る
が
如
き
分
け
前
を
有
す
。

故
に
夫
婦
の
関
係
が
消
滅
す
る
ト
キ
は
其
想
像
的
分
け
前
に
準
じ
、

分
け
取
り
し
な
り
。
此
のS

ystem

はN
iederreich, H

anburg, 
S

chlesw
ig

に
行
は
る
。
但
し
本
期
は
寺
院
の
盛
な
る
と
同
時
に

婚
姻
に
寺
院
法
は
影
響
し
た
り
。
例
［
へ
］
ば
結
婚
年
齢
は
男
子

は
十
四
、
女
子
は
十
二
歳
。
又
離
縁
を
禁
じ
親
族
間
の
結
婚
を
禁

じ
又Juden, C

hristian

間
の
結
婚
を
禁
じ
又
結
婚
の
際
僧
侶
の

祈
祷
を
受
け
し
む
る
が
如
し
。

親
族
法

─
当
時
行
は
れ
し
は
法
律
の
相
続
（gesetzliche 

他
に
種
々
あ
り
。
併
し
却
て
法
律
書
に
な
く
し
て
証
文
等
に
多
し
。

一
例
を
示
せ
ば
［
七
十
五
丁
裏
］
応
永
廿
五
年
の
証
文
（
43
）
に
、

ゆ
つ
り
あ
た
ふ
る
後
家
分
の
事
云
々
（
表
題
）

─

右
か
の
田
畠
所
務
等
を
、［
後
家
］
一
期
分
に
ゆ
つ
り
與
る

所
實
正
也
、
あ
ふ
根
（
相
根
）
の
所
務
を
は
一
期
の
後
は
、

そ
う
里
や
う
（
惣
領
）
の
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候
、
云
云
。

応
永
廿
五
年
云
々
［
戊
戌
八
月
十
日
］ 

禄
［
錄
］
司
代
慶
海

花
押

後
家
分
一
期
分
は
用
益
権
に
類
す
。

女
子
は
結
婚
後
と
雖
ド
モ
右
の
財
産
を
持
ち
得
た
り
。
而
し
て

相
続
等
に
よ
り
て
得
た
る
も
の
又
自
持
財
産
は
女
子
に
属
す
。
之

等
の
財
産
中
元
よ
り
動
産
は
夫
が
自
由
に
処
分
し
得
た
り
。
併
し

不
動
産
は
妻
の
同
意
を
要
せ
り
。
右
の
財
産
は
妻
の
も
の
な
る
故

に
妻
が
夫
に
先
じ
て
死
す
る
も
、
妻
の
子
及
び
其
相
続
人
た
る
も

の
に
与
ふ
る
な
り
。
又M

orgengabe

と
し
て
女
子
が
受
取
り
し

財
産
は
女
子
に
属
す
。
之
は
結
婚
式
を
な
せ
し
翌
日
、
夫
が
立
会

人
の
面
前
に
て
妻
に
与
ふ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
前
以
て
約
束
な

け
れ
ば
慣
習
に
依
れ
る
な
り
。
之
も
妻
が
夫
に
先
じ
て
死
せ
ば
妻

の
子
又
は
相
続
人
に
与
ふ
。
此
のS

ystem

は
独
乙
の
北
及
東
部

に
行
は
る
。

（
八
三
）
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り
。
而
し
て
当
時
刑
罰
に
は
罰
金
に
外
に
尚
二
種
あ
り
。 

1. H
als, H

and

　2. H
aut, H

aar

と
す
。
而
し
てH

als

及
び

H
and

に
関
す
る
刑
に
は
種
々
あ
り
。
例
［
へ
］
ば
絞
罪
、
車
責

め
の
刑
、
臓
腑
引
出
の
刑
、
四
裂
の
刑
、
手
足
の
類
を
切
断
す
る

刑
、
歯
を
抜
く
又
は
舌
を
切
る
の
刑
。
又H

and

に
は
指
の
刑
又

は
髪
を
剃
る
の
刑
。
尤
も
婦
人
に
は
刑
を
異
に
し
生
な
が
ら
土
中

に
沈
め
又
は
焼
殺
し
［
七
十
七
表
］
又
は
溺
死
せ
し
む
る
。
全
体

此
時
代
は
犯
罪
に
関
す
る
考
生
じ
、
犯
罪
は
世
界
の
安
寧
を
害
す

と
の
考
あ
り
て
、
一
己
人
の
自
助
を
以
て
不
十
分
と
せ
り
。
尚
私

闘
を
許
す
。
加
之H

einrich IV

後
に
国
家
の
内
乱
と
共
に
私
闘

は
益
々
盛
に
し
て
人
民
は
私
闘
の
為
に
任
意
に
私
に
戦
ふ
コ
ト
を

得
た
り
。
併
し
私
闘
の
如
き
は
定
ま
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
例

［
へ
］
ば
私
闘
を
な
さ
ん
と
せ
ば
三
日
前
に
相
手
方
に
通
す
べ
き

な
り
。
又
人
に
よ
り
て
私
闘
を
な
し
か
け
る
コ
ト
能
は
ず
。
又
場

所
に
よ
り
て
（
寺
院
等
）
私
闘
を
な
す
コ
ト
能
は
ず
。
此
コ
ト
も

M
axim

ilian

の
時
に
之
を
禁
じ
た
り
。

第
十
七
節

　訴
訟
手
続

此
時
代
に
種
々
の
裁
判
所
あ
り
。
訴
訟
手
続
も
多
少
異
な
り

（
裁
判
所
に
よ
り
て
）
錯
雜
な
り
し
。
併
し
放
任
主
義
衰
へ
干
渉

主
義
行
は
る
。
故
に
古
に
於
て
は
大
抵
の
コ
ト
は
訴
訟
の
際
原
告

E
rbfolge

）
に
し
て
併
し
財
産
中
に
不
動
産
と
動
産
と
に
付
て
相

続
の
方
法
異
な
り
。
而
し
て
相
続
者
は
相
続
し
た
る
財
産
の
外
は

自
分
の
財
産
に
て
被
相
続
者
の
（
持
し
た
る
財
産
の
外
）
負
債
を

弁
済
す
る
責
任
な
し
。
又
被
相
続
者
死
せ
ば
相
続
者
は
当
然
遺
産

を
相
続
し
受
諾
の
方
式
を
要
せ
ず
。
但
し
［
七
十
六
丁
裏
］
被
相

続
者
死
後
三
十
日
を
経
ざ
る
間
は
相
続
者
は
遺
産
の
分
割
を
求
む

る
能
は
ず
。
当
時
財
産
の
所
有
主
は
其
処
分
に
よ
り
て
法
律
上
の

相
続
を
変
更
し
得
た
り
。
右
の
処
分
に
は
種
々
の
方
法
あ
り
。
例

［
へ
］
ば
甲
が
死
後
其
財
産
を
乙
に
与
へ
ん
と
せ
ば
、
甲
が
乙
を

伴
ひ
法
廷
に
至
り
其
意
志
を
解
襟
し
且
つ
或
儀
式
を
な
す
。
例

［
へ
］
ば
甲
よ
り
乙
に
地
所
を
与
へ
ん
と
せ
ば
、
乙
は
占
有
収
得

の
式
を
行
ひ
た
り
。
右
の
場
合
に
或
日
限
を
経
ば
甲
は
再
び
其
地

所
を
占
有
し
自
分
の
死
去
迄
自
分
の
用
に
供
す
。
其
他
甲
が
自
分

の
死
後
乙
に
其
遺
財
を
与
へ
ん
と
せ
ば
、
仮
に
丙
に
与
へ
死
後
乙

に
与
へ
よ
と
委
任
す
る
コ
ト
あ
り
。
之
も
法
廷
に
て
其
式
を
挙
く
。

尤
も
委
任
を
な
す
に
は
種
々
の
条
件
を
附
す
。
其
他
此
時
代
に

ロ
ー
マ
法
主
義
の
遺
言
方
法
行
は
れ
し
処
あ
り
。

第
十
六
節

　刑
法

此
時
代
に
は
重
き
犯
罪
を
通
常U

nrecht

と
云
ひ
、
軽
き
犯

罪
をF

revel

と
云
ふ
。F

revel

は
通
常
罰
金
を
命
ず
る
コ
ト
な

（
八
四
）
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八
五

第
四
章

　近
世

第
一
節

　第
十
五
世
紀
の
末

─
第
十
九
世
紀
の
始

独
乙
に
てM

axim
ilian I

時
に
法
制
史
上
一
段
落
を
な
せ
り
。

例
［
へ
］
ば
同
帝
の
時
にR

eichskam
m

ergericht

を
設
け
し
コ

ト
あ
り
。
又
法
律
を
出
し
て
私
闘
を
禁
じ
又
兵
制
一
変
じ

L
ehensw

esen

の
有
様
大
に
変
じ
其
他
同
帝
後
宗
教
の
争
よ
り
独

乙
帝
の
勢
衰
へ
し
等
あ
り
し
。

M
axim

ilian I

は
私
闘
を
禁
ぜ
り
。
夫
に
付
て
は
人
民
の
争
を

公
平
に
裁
判
す
る
処
を
定
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
因
て
同
帝
の
時
に

R
eichskam

m
ergericht

設
く
。
此
処
に
は
裁
［
七
十
八
丁
表
］

判
長
一
人
に
し
て
判
官
十
六
人
あ
り
し
。
裁
判
長
は
国
王
之
を
任

す
。
其
他
の
判
官
は
朝
廷
の
官
吏
之
を
選
び
裁
可
を
経
た
り
。
此

の
裁
判
所
は
不
整
頓
に
し
て
訴
訟
大
に
長
び
け
り
。
併
し
又
名
高

き
コ
ト
あ
り
。
此
に
は
ロ
ー
マ
法
を
適
用
せ
し
コ
ト
な
り
。
則
ち

1496 A
.D

.

に
出
で
しR

eichskam
m

ergerichtsordnung

あ
り
。

之
に
よ
れ
ば
帝
国
のG

em
einesrecht

に
よ
り
て
裁
判
す
る
コ
ト

を
誓
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。G

em
einesrecht

と
はW

indscheid
の
説
に
て
は
ロ
ー
マ
法
を
含
め
り
と
。
且
つ
或
学
者
は
ロ
ー
マ
法

を
実
地
応
用
せ
し
はR

eichskam
m

ergericht

な
り
し
と
。
兎
に

角
ロ
ー
マ
法
の
輸
入
に
付
て
大
に
影
響
あ
り
し
。
兵
制
の
変
遷
は

自
ら
之
を
な
す
。
併
し
此
時
代
に
は
自
ら
原
告
が
先
づ
法
官
に
哀

訴
す
る
形
と
な
り
。
而
し
て
論
弁
手
続
の
時
は
被
告
直
接
に
之
を

な
さ
す
し
て
法
官
を
経
て
之
を
な
す
。
而
し
て
原
告
の
訴
に
対
し

て
被
告
が
初
よ
り
答
弁
す
る
ト
キ
は
法
官
は
其
理
由
を
調
べ
被
告

に
訴
訟
を
拒
む
べ
き
理
由
な
け
れ
ば
法
官
は
被
告
に
命
し
答
弁
を

な
す
コ
ト
を
命
ず
。
又
被
告
は
最
初
よ
り
拒
ま
ざ
る
も
原
告
の
論

弁
に
抗
撃
す
る
ト
キ
は
法
官
は
之
を
能
く
調
べ
是
非
を
定
む
。
但

し
論
弁
に
付
て
は
一
々
儀
式
あ
り
用
ゆ
べ
き
語
定
れ
り
。
故
に
前

記
よ
り
も
却
て
儀
式
厳
な
る
コ
ト
あ
り
。
故
に
論
弁
を
な
す

［
七
十
七
裏
］
コ
ト
に
当
事
者
に
取
り
て
大
に
危
険
な
り
。
因
て

代
言
人
を
用
ゆ
。
代
言
人
若
し
式
語
を
誤
れ
ば
本
人
之
を
改
む
る

コ
ト
を
得
る
な
り
。
而
し
て
論
弁
終
れ
ば
判
決
を
下
す
。
此
判
決

は
例
［
へ
］
ば
証
明
す
べ
き
事
項
及
び
証
明
の
際
に
取
る
べ
き
手

段
又
は
立
証
は
何
人
に
許
す
べ
き
か
を
申
渡
す
と
同
時
に
其
立
証

を
許
す
と
共
に
何
人
が
勝
訴
す
る
か
明
白
と
な
る
な
り
。
立
証
の

責
任
は
本
期
に
も
防
禦
の
地
位
に
立
つ
も
の
に
あ
り
。
又
立
証
の

手
続
と
し
て
用
ひ
し
は
主
と
し
て
宣
誓
に
し
て
本
人
一
人
な
れ
ド

モ
時
と
し
て
は
本
人
の
外
多
人
数
を
要
せ
し
コ
ト
あ
り
。
又
時
と

し
て
立
証
の
手
段
と
し
て
決
闘
を
用
ゆ
。
併
し
当
時
神
断
を
用
ゆ

る
コ
ト
衰
へ
り
。

（
八
五
）
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実
際
帝
国
の
会
員
た
る
人
は
勢
力
あ
り
し
。
而
し
て
独
乙
国
王
が

特
種
と
し
て
有
せ
し
権
も
独
乙
の
武
士
よ
り
他
人
に
与
ふ
。
同
時

に
国
王
が
其
権
利
を
行
使
す
る
に
当
り
て
有
力
者
の
同
意
を
要
す

る
有
様
と
な
れ
り
。

官
吏

─
官
吏
中
名
義
上
最
高
の
地
位
を
占
め
し
はK

urfüst 
von M

ainz

に
し
て
之
はR

eichtserzkanzler

と
な
れ
り
。
併

し
之
は
遂
に
宮
廷
に
出
る
コ
ト
な
く
又
其
職
務
を
行
ふ
コ
ト
な
し
。

其
職
務
は

R
eichsvicekanzler

が
代
掌
せ
り
。
故
に

V
icekanzler

は
実
際
内
外
を
総
理
せ
り
。
大
事
件
あ
れ
ば
議
長

と
な
り
、
当
時
の
名
望
家
学
者
等
を
集
め
諮
詢
会
を
開
く
。
此
会

は
初
は
臨
時
な
り
し
も
次
第
に
常
置
員
と
せ
り
。
此
に
於
てD

er 
K

aiserliche H
ofrath

起
れ
り
。
此
会
は
帝
国
の
政
治
に
関
し

V
icekanzler

を
経
て
［
七
十
九
丁
表
］
其
意
見
を
国
王
に
呈
は

る
と
同
時
に
他
方
に
は
帝
国
に
訴
へ
出
で
し
訴
訟
を
審
理
せ
り
。

併
し
独
乙
国
王
は
尚
裁
判
せ
し
コ
ト
あ
り
。
此
時
代
に
は
独
乙
国

王
の
勢
力
衰
へK

urfürsten

は
大
に
有
力
な
り
し
。
例
［
へ
］

ば
帝
国
集
会
の
召
集
及
び
帝
国
の
財
産
を
他
人
に
譲
る
コ
ト
或
造

兵
の
権
を
他
人
に
与
ふ
る
ト
キ
にK

urfürsten

の
同
意
を
要
す
。

此
時
代
にR

eichstag

あ
り
し
。
此
中
に
勢
力
あ
り
し
は
同
じ

K
urfürsten

な
り
し
。
其
他F

ürsten, G
raf, R

eichsstadt

の

当
時
雇
兵
流
行
せ
り
。
前
時
代
に
も
幾
分
か
あ
り
し
為
に

V
assal

も
金
を
収
め
て
、
従
軍
せ
ざ
る
コ
ト
流
行
せ
り
。
従
前

はV
assal

の
義
務
中
従
軍
尤
も
大
な
り
し
此
時
代
に
其
義
務
薄

す
く
。
又
宗
教
の
争
よ
り
独
乙
国
王
の
勢
の
衰
へ
し
は
十
六
世
紀

頃
に
は
寺
院
にP

rotestant

の
一
流
を
生
ず
。C

atholic

派
と

新
教
と
大
衝
突
せ
り
。
俗
人
と
雖
ド
モ
各
信
仰
す
る
処
に
よ
り
て

各
派
に
属
す
。
然
る
に
独
乙
国
王
はC

atholic

に
左
袒
せ
り
。

L
andesherr

中
にP

rotestant
を
信
ず
る
あ
り
。
之
は
国
王
に

反
対
す
る
傾
あ
り
。
然
る
に
豪
族
中C

atholic

に
属
す
る
も
の

も
政
治
上
国
王
に
対
し
て
不
満
を
抱
き
し
も
の
多
し
。
故
に

C
atholic

派
の
豪
族
も
国
王
に
反
対
せ
り
。
故
に
独
乙
国
王
は
前

後
共
に
敵
を
受
け
り
。
加
之
宗
教
上
党
派
を
生
し
［
七
十
八
丁

裏
］
其
一
派
に
偏
す
。
故
に
従
前
人
民
か
国
王
に
対
す
る
考
大
に

変
せ
り
。
則
ち
ロ
ー
マ
帝
は
耶
蘇
教
の
保
護
者
な
り
と
の
考
一
変

せ
り
。
故
に
国
王
は
自
然
勢
衰
へ
た
り
。N

apoleon I

が
勢
を
欧

洲
に
振
ふ
に
当
り
、
独
乙
のF

ürsten

も
之
に
応
じ
同
盟
し
独
乙

国
王
之
を
支
ふ
る
力
な
く
遂
に
ロ
ー
マ
皇
帝
の
称
号
を
止
め
、

Ö
sterreich

の
皇
帝
と
せ
り
。
此
に
於
て

D
as H

eilige 
R

öm
ische R

eich deutscher N
ation

は
茲
に
亡
び
た
り
。

当
時
の
制
度

─
帝
王
は
名
義
上
帝
国
の
主
位
を
占
む
。
併
し

（
八
六
）
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併
し
氏
は
独
立
の
考
あ
り
当
時
の
ロ
ー
マ
法
学
に
付
て
大
に
考
ふ

る
処
あ
り
。
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
な
ら
は
当
時
他
の
学
者
の
な

す
如
く
法
令
の
註
釈
に
注
目
せ
ず
し
て
直
接
に
ロ
ー
マ
成
文
典
を

研
究
す
べ
き
な
り
と
しde origine juris

な
る
章
を
研
究
し
自

ら
註
釈
を
加
へ
り
。
又
氏
の
弟
子
中
歴
史
的
熱
心
の
人
あ
り
た
り
。

例
［
へ
］
ばS

ichardt

［, Johannes, 1499-1５５2

］, B
aldung 

［de leonibus H
ieronym

us P
ius, c.143５-1５39

］
の
如
し
。

B
aldung

は1５18

［A
.D

., 1５11

か
］
にM

urbach

に
てG

aius

の
著
書
［G

ai epitom
e

］
及
び

P
aulus

の
著
書
［P

auli 
sententiae

］
を
発
見
せ
り
。S

ichardt

はV
olksrecht （44

）
を
出
版

せ
し
コ
ト
あ
り
。H

aloander

は1５09

［
年
］
に
生
れL

atin, 
G

reek

語
を
研
究
し
法
律
を
学
べ
り
。
氏
も
同
時
の
学
風
に
満
足

せ
ず
ロ
ー
マ
法
典
自
身
を
研
究
せ
ん
と
しItaly

に
旅
行
し

C
orpus Juris C

ivilis

を
出
版
せ
り
。
之
は
甚
だ
有
名
な
る
も

の
な
り
。

十
五
六
世
紀
頃
他
の
法
学
者
は
多
分Italy

法
学
者
の
風
に
染

み
充
分
法
学
者
に
新
し
き
道
を
開
か
ず
、
以
前
ロ
ー
マ
法
に
心
酔

せ
り
。
併
し
俗
界
に
て
は
少
し
く
異
な
り
、
ロ
ー
マ
法
［
八
十
丁

表
］
は
其
土
地
風
俗
の
異
な
る
処
に
生
ぜ
し
を
以
て
実
地
適
用
上

適
せ
ざ
る
も
の
多
し
。
故
に
俗
界
に
十
六
世
紀
の
頃
ロ
ー
マ
法
の

委
員
の
如
し
。
併
し
此
会
も
十
五
六
世
紀
に
は
下
院
が
代
人
を
出

す
コ
ト
と
な
れ
り
。

兵
制
の
コ
ト
に
付
て
は
当
時
帝
国
の
兵
な
し
。
会
員
た
る
人
は

事
あ
る
時
に
下
院
が
加
勢
の
為
に
兵
を
出
す
。
其
召
集
に
は
一
定

の
規
則
な
し
。
実
際
多
く
は
雇
兵
を
用
へ
り
。
且
つ
雇
兵
の
行
は

る
る
よ
り
人
民
の
或
部
分
に
雇
料
を
目
的
と
し
武
家
を
以
て
常
職

と
す
る
も
の
生
ず
。
此
の
如
く
帝
国
の
制
度
乱
れ
た
る
も

L
andesherrn

は
之
に
反
し
て
領
地
内
に
大
勢
力
を
有
せ
り
。
之

等
の
領
主
は
其
下
に
あ
る
役
員
あ
り
、
其
役
員
も
勢
を
得
た
り
。

又
領
地
会
に
は
集
会
又
寺
院
あ
り
有
様
は
恰
も
一
種
の
君
主
の
如

き
形
と
な
れ
り
。

法
律
学
の
有
様

─
蓋
し
此
時
代
に
は
ロ
ー
マ
法
の
流
行
大
に

盛
ん
と
な
りM

axim
ilian I

の
時
にK

am
m

ergericht
に
て
ロ
ー

マ
法
を
応
用
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
［
七
十
九
丁
裏
］Italy

の
法
学
者
の
影
響
は
独
乙
の
法
学
者
に
及
び
た
り
。
十
五
世
紀
以

降
はG

reek

等
古
代
の
事
物
を
研
究
す
る
コ
ト
盛
な
れ
り
。
故

に
ロ
ー
マ
法
学
者
中
に
も
歴
史
的
研
究
を
な
す
も
の
生
ず
。
例

［
へ
］
ば

U
lrich Z

asius

［1461-1５3５

］, G

［regor

］ Haloander

［1５01-1５31

］
氏
等
法
律
歴
史
的
研
究
に
力
を
尽
せ
り
。U

. 
Z

asius

は1461

［A
.D

.

］
に
生
れ
、
寺
院
法
ロ
ー
マ
法
を
学
べ
り
。

（
八
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

八
八

［
八
十
丁
裏
］T

hom
asius

［16５５-1７28

］, P
eter von L

udew
ig

［, Johann, 166５-1７14

］, N

［icolaus

］ H

［ieionym
us

］ 
G

undling

［16７1-1７29

］
氏
な
り
。H

alle

に
次
にG

öttingen

は
公
法
学
を
以
て
有
名
と
な
れ
り
。
此
に
有
名
な
る
はJ

［ohann

］ 
S

tephan P
ütter

［1７2５-180７

］, S
chm

antz

氏
な
り
。
併
し1７ 

century

頃
は
地
方
に
於
て
独
り
ロ
ー
マ
法
の
み
な
ら
ず
自
国
の

法
律
に
も
世
人
が
注
目
せ
り
。
従
前
は
世
界
に
於
て
普
通
の
人
は

ロ
ー
マ
法
の
不
便
を
感
じ
不
平
あ
る
も
学
者
は
依
然
ロ
ー
マ
法
に

心
酔
せ
り
。
併
し
学
者
も
ロ
ー
マ
法
の
み
に
心
酔
せ
ず
し
て
学
者

中
に
も
漸
々
自
国
の
私
法
を
全
く
度
外
視
す
べ
か
ら
ず
と
の
考
あ

り
。
為
に1７ century

に
ロ
ー
マ
法
と
自
国
の
私
法
と
の
差
あ
る

処
を
考
へ
、
次
第
に
右
の
目
的
に
て
学
者
が
書
物
を
著
す
に
至
れ

り
。
此
に
於
て
一
旦
大
に
軽
蔑
し
て
居
り
し
独
乙
の
私
法
に
付
て

も
研
究
す
る
に
至
り
、
時
を
経
る
に
従
ひ
独
乙
の
私
法
は
独
立
の

一
派
と
な
り
、
大
学
に
教
授
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
。
十
八
世
紀
に

至
り
て
は
独
乙
に
もius germ

anicum

が
独
立
に
講
義
せ
ら
る

る
に
至
る
。
之
よ
り
前
と
雖
ド
モ
大
学
に
講
義
せ
し
に
は
あ
ら
ざ

れ
ド
モ
独
立
と
な
ら
ず
。
而
し
て
初
て
独
乙
の
私
法
を
講
義
せ
し

人
はG

eorg B
eyer

［166５-1７14 （4５
）
］
氏
に
し
て
、A

rum
äus

氏

と
同
じ
く
初
は
ロ
ー
マ
法
学
者
に
し
て
後
独
乙
私
法
を
講
ず
る
に

不
便
を
感
じ
ロ
ー
マ
法
学
者
迄
て
を
も
嫌
ふ
の
傾
あ
り
し
。
而
し

て
学
者
と
普
通
人
と
は
考
を
異
に
せ
り
。
併
し
十
六
世
紀
頃
に
は

ロ
ー
マ
法
学
の
影
響
公
法
学
を
引
起
す
に
到
れ
り
。H

ubert 
G

ephanius
氏
は
（
一
五
三
四
頃
に
生
れ
し
人
な
り
）［1５34-

1604

］
大
に
公
法
を
研
究
す
べ
き
を
主
張
しC

odex

を
講
義
せ

し
コ
ト
あ
り
。
其
際
に
公
法
に
大
に
注
意
せ
り
。
其
後

D
om

inicus A
rum

äus
［1５７9-163７

］, C
hr

［istoph

］ B
esold

［1５７７-1638

］ （
前
氏
は†

163７
、
後
氏
は†

1638

）
氏
等
はjus 

publicum

を
授
業
せ
り
。
但
し
之
等
の
学
者
中
尤
も
名
高
き
は

D
. A

rum
äus

氏
に
し
て
氏
は
独
乙
のJena

大
学
の
教
授
に
し
て

其
初
は
主
と
し
てJustinian

帝
のInstitutiones, D

igesta

等

を
授
業
せ
り
。
然
る
に
後
に
は
独
乙
の
公
法
に
付
て
も
講
義
を
な

せ
り
。
氏
の
学
問
を
見
る
も
公
法
を
研
究
せ
り
。
故
に
ロ
ー
マ
法

の
影
響
大
な
り
。
而
し
て
独
乙
に
て
は
氏
を
以
て
公
法
学
者
の
原

則
と
す
。
而
し
てJena

は
一
時
公
法
学
の
中
心
と
な
る
の
有
様

な
り
し
。
其
名
高
き
人
は

D

［aniel

］ O
tto

［?-1664
］,  

Q

［uirinus

］ C
ubach

［1５89-1624

］
等
に
し
て
独
乙
公
法
を
講

述
せ
り
。Jena

に
公
法
学
起
り
し
に
付
て
其
例
に
習
ひ
諸
方
に

公
法
学
盛
と
な
り
、
十
七
世
紀
に
はH

alle

大
に
公
法
学
盛
に
し

て
其
公
法
学
者
中
に
尤
も
名
声
を
博
せ
し
はC

hristianus

（
八
八
）
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八
九

な
り
。
併
し
此
の
学
説
は
特
に
盛
に
行
は
れ
し
初
は1７ century

に

H
olland

に

H
ugo G

rotius

［1５83-64５

］（
氏
の
伝
は

S
tahl, R

echtsphilosophie （46
）
に
あ
り
）
及
び
独
乙
に
はS

am
uel 

von P
ufendorf

［1632-1694

］
等
あ
り
、
大
に
主
張
せ
し
よ
り

其
学
説
大
に
進
歩
せ
り
。
上
述
の
如
く
人
に
よ
り
説
き
［
八
十
一

丁
裏
］
方
異
な
る
も
大
抵
は
人
間
の
理
想
よ
り
推
論
し
て
万
古
不

易
の
法
を
発
見
せ
ん
と
勤
め
り
。
之
れ
等
の
学
者
は
歴
史
的
に
頓

着
せ
ず
。
則
ち
法
律
以
外
の
も
の
と
関
係
あ
り
と
信
ぜ
り
。
尤
も

法
律
の
内
容
は
時
代
場
合
に
よ
り
異
な
る
も
の
に
し
て
万
古
不
易

な
る
コ
ト
を
考
へ
ず
。
故
に
法
律
歴
史
の
研
究
はN

aturrecht

の
行
は
る
る
と
共
に
振
は
ざ
る
に
至
る
。
但
しN

aturrecht

の

影
響
は
大
に
し
て
例
［
へ
］
ばN

aturrecht

の
流
行
と
共
に
学

者
は
大
に
法
律
のS

ystem

に
注
目
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
之

を
称
ふ
る
も
の
に
は
哲
学
者
も
あ
り
て
、
自
然
其
説
の
根
本
の
真

偽
を
問
は
ず
。
只
議
論
の
順
序system

atical

な
り
し
。
同
時
に

其
学
派
の
人
は
歴
史
に
は
度
外
視
し
法
律
の
立
法
事
業
も
立
法
者

の
考
次
第
な
り
し
。
之
よ
り
し
て
此
学
説
は
法
典
編
纂
の
上
に
も

多
少
勢
力
を
有
す
。
従
て
独
乙
に
於
て
諸
方
に
法
典
を
編
纂
す
る

に
至
る
。

此
時
代
に
法
の
有
様
は
独
乙
諸
方
［
邦
］
に
法
典
編
纂
せ
ら
れ
、

至
る
。
則
ち
同
氏
はW

ittenberg

に
招
聘
せ
ら
れ
し
時
は
ロ
ー

マ
法
学
者
と
し
て
招
聘
せ
ら
る
。
然
る
に1７0７ A

.D
.

に
独
乙
私

法
の
講
義
を
な
す
に
至
り
。
加
之
同
氏
は
［
八
十
一
丁
表
］D

e 
lectiones in Iuris G

erm
anici 

［C
apita

］
な
る
著
書
あ
り
。
氏

の
死
後
に
至
り
て
有
志
者
が
出
版
せ
し
コ
ト
あ
り
。
氏
の
著
書
よ

り
推
見
す
れ
ば
創
業
の
際
な
る
を
以
てB

eyer

の
講
義
も
只
独

乙
私
法
の
規
定
を
順
序
な
く
述
べ
し
も
の
に
し
て
後
世
の
如
く

system
atical

に
あ
ら
ず
。
併
し
独
乙
の
私
法
を
独
立
と
し
て
講

述
す
る
に
於
て
大
切
あ
り
。
其
後
に
其
例
に
習
ひ
、
学
者
も
陸
続

独
乙
私
法
を
講
述
し
且
つ
独
乙
私
法
に
付
て
編
纂
せ
し
も
の
少
か

ら
ず
。
此
に
於
て
独
乙
の
学
風
も
変
じ
法
学
者
も
従
前
の
如
く

ロ
ー
マ
法
の
み
に
偏
せ
ざ
る
に
至
る
。
併
し
法
律
の
歴
史
的
研
究

は
一
旦U

lrich Z
asius, H

aloander

其
端
緒
を
開
き
し
に
係
ら

ず
振
は
ず
。
殊
に
十
八
世
紀
頃
に
は
法
律
の
歴
史
的
研
究
を
学
者

間
に
嫌
ふ
の
傾
あ
り
。
蓋
し
十
八
世
紀
頃
に
はN

aturrecht
（ius 

naturae

）（
英
人

M
aine

［, S
ir H

enry Jam
es S

um
m

ner, 
1822-1888

］
氏
のA

ncient L
aw

中
に
其
沿
革
あ
り
、
甚
だ
面

白
し
）
大
に
流
行
せ
り
。
此
に
心
を
寄
せ
し
も
の
は
哲
学
者
に
多

し
。
此
に
於
て
法
律
の
歴
史
的
大
に
排
付
せ
ら
る
。
尤
も
之
を
信

せ
し
人
多
し
。
大
に
人
異
な
れ
ば
其
説
き
方
又
大
に
異
な
る
コ
ト

（
八
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

九
〇

独
乙
のF
ürsten

はN
apoleon

に
加
担
しR

heinischer B
und

を
結
び
、
其
結
果
と
し
て

D
as heilige röm

ische R
eich 

deutscher N
ation

亡
ぶ
。
此
のR

heinischer B
und

は
其
初

十
六
七
の
同
盟
な
り
し
も
漸
々
其
の
数
を
増
せ
り
。
其
同
盟
の
性

質
は
各
盟
者
は
其
独
立
を
失
は
ず
交
際
上
相
結
び
合
し
に
過
ぎ
ざ

る
も
其
実N

apoleon

は
大
勢
力
を
有
せ
り
。
併
しÖ

sterreich

及
びP

reußen

［
八
十
二
丁
裏
］
は
之
に
加
担
せ
ず
。
特
に

P
reußen

の
如
き
は
仏
と
戦
ひ
又N

apoleon

は
利
を
得
ず
し
て

帰
る
時
に
魯
［
ロ
シ
ア
］
と
合
し
て
戦
へ
り
。
其
後

Ö
sterreich, B

ayern

はP
reußen

に
加
担
し1813

［A
.D

.

］、

P
reußen

は
勝
利
を
得
、R

heinischer B
und

破
る
。
之
れ
よ
り

其B
und

中
の
も
の
もP

reußen

と
結
び
、
其
結
果
と
し
てD

er 
allgem

eine D
eutsche B

und

生
ぜ
り
。
之
に
も
亦
各
独
立
を
失

は
ず
、
共
に
共
同
じ
て
独
国
の
安
寧
を
保
持
せ
り
。
此
時
代
に
法

律
上
の
重
要
な
る
コ
ト
は
第
一N

apoleon C
ode

の
独
乙
に
輸

入
せ
ら
れ
し
コ
ト
な
り
。
之
に
は
一
時
非
常
の
勢
力
に
て
独
国
に

入
れ
り
。
然
る
に
ナ
ポ
レ
ヲ
ン
の
失
勢
と
共
に
之
を
抛
棄
せ
り
。

然
る
に
其
以
後
も
尚N

apoleon C
ode

を
用
ひ
し
処
あ
り
。
例

［
へ
］
ばB

aden

の
如
く
に
し
て
今
日
も
尚
用
ひ
し
な
り
。
又
立

法
の
コ
ト
に
付
て
は

Ö
sterreich

に
於
て

A
llgem

eines 

而
し
て
其
の
編
纂
の
行
は
れ
し
。
故
に
尤
も
著
し
き
は
一
は
ロ
ー

マ
法
学
の
進
歩
し
、
而
し
て
世
界
の
漸
々
法
律
の
学
問
に
長
じ
其

研
究
の
方
法
を
知
る
も
の
生
ぜ
し
を
以
て
な
り
。

一
は
此
時
代
にN

aturrecht

の
学
派
流
行
し
其
結
果
と
し
て

学
者
間
に
歴
史
思
想
に
乏
く
却
て
立
法
者
の
力
を
以
て
法
律
を
左

右
し
得
る
考
を
有
せ
り
。
故
に
大
胆
に
も
［
八
十
二
丁
表
］
立
法

法
典
編
纂
す
る
を
称
す
る
に
至
り
た
り
。
且
つ
法
律
の
著
書
は

system
atical

と
な
り
外
国
の
法
律
の
原
素
と
自
国
法
と
の
原
素

と
混
し
て
不
整
な
り
。
故
に
大
都
合
な
り
し
為
に
法
典
編
纂
を
催

せ
り
。
此
時
代
に
編
纂
せ
ら
れ
し
法
典
は
例
［
へ
］
ばC

odex 
M

axim
ilianus barbaricus civilis

は1７５6 A
. D

.

に
生
ず
。
之

は
主
と
し
て
ロ
ー
マ
法
に
基
け
り
。
其
後D

as allgem
eine 

L
andsrecht für die preußsischen S

taaten
に
し
て1７94

［A
.D

.

］
に
出
来
せ
り
。
又Ö

sterreich

に
も1７５3
［A

.D
.

］
以

後
有
名
な
るM

aria T
heresiah

は
法
典
編
纂
委
員
に
命
じ
民
刑

法
を
作
ら
し
む
。

第
二
節

　十
九
世
紀
の
始
─D

er allgem
eine deutsche 

Bund

独
国
王
は
日
に
勢
を
失
ひ
諸
州
のF

ürsten

は
勢
力
を
有
し
瓦

解
の
有
様
な
り
し
時
にN

apoleon

の
勢
を
欧
洲
に
振
ふ
に
当
り
、

（
九
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

九
一

し
法
律
は
不
完
全
に
し
て
ロ
ー
マ
法
典
の
如
き
も
充
分
完
全
な
る

と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
特
に
ロ
ー
マ
法
典
は
ロ
ー
マ
人
の
手
に
な
り

し
も
の
な
り
。
故
に
独
乙
人
の
思
想
と
異
な
る
処
多
し
。
故
に
独

乙
人
に
ロ
ー
マ
法
を
充
分
述
ぶ
る
コ
ト
難
し
。
加
之
其
法
典
は

ロ
ー
マ
の
盛
な
る
時
に
出
来
し
に
あ
ら
ず
。
故
に
衰
世
の
影
響
を

受
く
る
不
都
合
の
点
少
か
ら
ず
。
因
て
其
規
定
中
独
立
に
適
せ
ざ

る
も
の
多
は
勿
論
な
り
。
之
を
以
て
独
乙
の
政
治
家
又
法
律
学
者

を
集
め
今
日
の
時
世
に
適
切
な
る
法
典
を
作
ら
し
め
且
つ
其
の
艸

案
の
成
り
し
時
は
世
人
の
批
評
を
後
実
行
し
完
全
な
る
［
八
十
三

丁
裏
］
法
典
と
し
独
乙
全
国
に
行
へ
ば
可
な
ら
ん
。
而
し
て
其
便

益
多
し
。
例
［
へ
］
ば
内
国
人
の
力
を
以
て
内
国
人
の
精
神
に
基

き
立
派
な
る
法
典
を
編
纂
す
る
に
於
て
は
其
法
律
を
解
す
る
難
か

ら
ず
。
又
学
者
に
採
り
て
も
大
に
利
益
あ
り
研
究
の
目
的
物
一
定

す
。
従
前
は
其
学
ぶ
法
律
処
々
に
異
な
る
故
に
不
便
な
り
。
然
る

に
一
法
典
と
せ
ば
一
方
の
研
究
は
他
方
を
助
く
。
其
他
大
学
等
の

研
究
に
於
て
も
大
影
響
を
与
ふ
る
な
ら
ん
。
例
［
へ
］
ば
従
前
は

大
学
の
教
ゆ
る
処
と
実
地
と
は
大
に
距
り
た
り
。
独
乙
に
て
は
諸

法
律
を
異
に
し
実
用
に
效
な
し
。
然
る
に
一
法
典
を
作
れ
ば
此
弊

な
し
と
。
併
し
尤
も
新
編
纂
の
大
利
な
る
コ
ト
は
独
乙
国
の
統
一

に
あ
り
と
。
其
他
法
典
編
纂
に
反
対
す
る
も
の
あ
る
な
ら
ん
と
考

bürgerliches G
esetzbuch

生
ぜ
り
。1７6７

［A
.D

.

］
にP

rof. 
A

zzoni
［, Joseph, 1７12-1７60

］
氏
は
艸
案
を
作
り
し
コ
ト
あ

り
。
併
し
之
は
法
典
と
し
て
行
は
れ
ず
。1811 A

.D
.

にZ
eiller

氏
は
艸
案
を
作
り
採
用
せ
ら
れ
て
翌
年
法
典
と
し
て
発
布
せ
り
。

其
他
特
に
法
典
編
纂
に
付
て
有
名
な
る
はT

hibaut

［, A
nton 

F
riedrich Justus, 1７７2-1840

］
及
びS

avigny

氏
の
法
典
編

纂
論
な
り
。
而
し
て
独
乙
に
て
は1813 

［A
.D

.

］
に

R
heinischer B

und

破
れ
、
独
人
は
仏
国
の
覇
権
を
脱
し
共
に

一
致
運
動
す
べ
き
コ
ト
に
至
れ
り
。
此
時
に
［
八
十
三
丁
表
］

T
hibaut

氏
は
編
纂
論
を
称
へ
、
独
乙
全
国
に
通
ず
る
法
典
を
作

り
独
乙
人
の
一
致
を
堅
固
な
ら
し
め
ん
為
め
大
益
あ
ら
ん
と
称
へ
、

Ü
ber die N

otw
endigkeit eines allgem

einen bürgerlichen 
R

echts für D
eutschland

を
著
せ
り
。
之
に
反
しS

avigny

氏

は
法
典
編
纂
を
論
し
一
書
を
著
せ
り
。
則
ちV

om
 B

eruf 
unserer Z

eit für G
esetzgebung und R

echtsw
issenschsft.

な
り
、
此
書
は
名
高
し
。

T
hibaut

氏
の
説
に
て
は
立
法
上
必
要
な
る
コ
ト
は
法
文
明
白

に
し
て
少
し
も
疑
の
存
す
る
べ
か
ら
ず
。
又
法
規
は
便
利
に
し
て

時
世
に
適
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
当
時
独
乙
に
行
は
る
る
法

律
を
見
る
に
外
国
の
原
素
自
国
の
原
則
を
交
へ
自
国
に
て
成
定
せ

（
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

九
二

せ
ず
、
故
に
編
纂
を
見
合
す
べ
し
と
云
ふ
に
あ
り
。

以
上
二
説
中
何
れ
が
勢
あ
り
し
か
判
明
な
ら
ざ
る
も
、
兎
に
角

T
hibaut

の
説
行
は
れ
ず
、
一
時S

avigny

の
説
行
は
れ
し
如
く

見
ゆ
。
併
し
其
後
に
は
民
法
刑
法
等
の
法
典
編
纂
せ
ら
る
る
に
至

る
。（

1
） O

tto K
arlow

a, R
öm

ische R
echtsgeschichte, B

d. 1, 
S

taatsrecht und R
echtsquellen, L

eipig, V
eit &

 C
om

p., 
188５; B

d.2, P
rivatrecht, C

ivilprozess, S
trafrecht und 

S
trafprozess, A

bt.1 &
 2, 1892-93.

（
2
） H

erm
anni C

onringii D
e origine juris G

erm
anici liber 

unus. A
djecta sunt opuscula ejusdem

 argum
enti varia, 

nova, &
 quæ

dam
 vetera, typis &

 sum
tibus H

enningi 
M

ulleri A
cadem

iae T
ypographi, 166５.

（
3
） O

tto S
tobbe, H

erm
an C

onring, der B
egründer der 

deutschen R
echtsgeschichte : R

ede beim
 A

ntritt des 
R

ectorats der U
niversität B

reslau am
 1５. O

ctober 1869, 
W

. H
ertz, 18７0.

（
4
） H

einrich S
iegel, D

eutsche R
echtsgeschichte : ein 

L
ehrbuch, V

ahlen, 1886.
（
５
） 

宮
崎
道
三
郎
「
サ
ウ
ヰ
ニ
ー
氏
の
略
伝
」『
法
学
協
会
雑
誌
』

第
一
〇
巻
二
号
（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
）、
一
七
七
─

一
八
〇
頁
。

へ
予
想
し
て
攻
撃
せ
り
。
例
［
へ
］
ば
法
律
は
土
地
人
情
其
他
の

事
物
と
相
俟
つ
べ
き
も
の
な
り
。
然
る
に
一
旦
独
乙
全
国
に
普
通

な
る
法
典
を
作
れ
ば
其
結
果
人
民
に
圧
制
を
加
ふ
る
に
至
ら
ん
。

然
る
ト
キ
は
法
典
編
纂
は
不
可
な
り
と
。
之
に
付
て
氏
は
攻
撃
し

て
曰
く
人
情
に
し
て
学
理
に
反
せ
ば
法
律
に
て
之
を
正
す
。
不
都

合
な
し
。
加
之
法
典
に
し
て
条
理
に
基
け
ば
何
れ
の
土
地
何
の
時

代
に
て
も
大
な
る
不
都
合
な
し
。
又
多
少
不
都
合
あ
る
と
す
る
も

其
利
益
に
比
せ
ば
云
ふ
に
足
ら
ず
。
况
ん
や
民
法
の
規
定
の
如
き

は
数
理
に
比
す
べ
き
も
の
に
し
て
場
所
人
情
に
対
し
て
不
都
合
な

し
と
。
又
法
典
編
纂
は
慣
習
破
壊
す
る
も
の
な
り
と
云
ふ
も
の
あ

ら
ん
。
是
れ
其
説
の
不
可
を
説
き
曰
く
編
纂
と
法
典
と
は

［
八
十
四
丁
表
］
慣
習
と
伴
ふ
に
あ
ら
ず
。
若
し
慣
習
に
し
て
正

し
き
コ
ト
あ
れ
ば
之
を
法
典
に
掲
ぐ
る
妨
な
し
。
故
に
善
良
な
る

慣
習
は
法
律
の
為
に
却
て
堅
固
に
せ
ら
る
。
又
慣
習
に
し
て
不
良

な
る
あ
れ
ば
改
む
べ
き
コ
ト
な
れ
ば
法
典
に
於
て
破
解
す
る
も
妨

な
し
と
云
ひ
し
が
如
し
。

S
avigny

氏
は
法
律
は
言
風
俗
同
じ
く
其
国
民
に
従
て
特
色
あ

り
、
言
語
風
俗
の
如
く
成
長
す
る
も
の
な
り
と
。
氏
の
考
に
て
は

法
の
正
則
の
発
達
は
慣
習
に
あ
り
と
す
。
故
に
法
律
は
恣
に
立
法

者
の
考
に
て
製
造
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
又
独
乙
十
分
に
発
達

（
九
二
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

九
三

（S
y

ste
m

a
tisch

e
s H

a
n

d
b

u
ch

 d
e

r d
e

u
tsch

e
n 

R
echtsw

issenschaft, A
bth. 2, T

heil 1, B
d. 1-2

）, B
d. 1-2, 

D
uncker &

 H
um

blot, 188７-1892.

（
14
） H

einrich B
runner, G

rundzüge der deutschen 
R

echtsgeschichte, D
uncker &

 H
um

blot, 1901.

（
1５
） Julius H

ubert H
ildebrand, L

ehrbuch der deutschen 
S

taats- und R
echtsgeschichte: m

it A
usschluss der 

G
eschichte der P

rivatrechtsinstitute, L
eipzig F

leischer, 
18５6, 6５6 S

.

（
16
） T

he Irm
inones, also referred to as H

erm
inones or 

H
erm

iones 

（A
ncient G

reek: Ἑ
ρμίονες

）.

（
1７
） 

テ
ュ
ー
ル
（T

yr

）
に
あ
た
る
。
ゲ
ル
マ
ン
神
話
や
北
欧
神

話
に
お
け
る
軍
神
。
古
英
語
形
で
は
テ
ィ
ー
ウ 

（T
iw

）、
ド
イ
ツ

語
で
は
ツ
ィ
ウ 

（Z
iu

）、
ま
た
は
テ
ィ
ウ 

（T
iu

）
と
い
う
。

H
einrich B

runner, D
eutsche R

echtsgeschichte, B
d. 1, 

S
.148.

（
18
） S

chröder, L
ehrbuch der deutschen R

echtsgeschichte, 
S

.30, A
nm

.4.

（
19
） Jacob G

rim
m

, D
eutsche rechtsalterthüm

er, 1828, 
S

.13７ff.

（
20
） 

『
日
本
書
紀
』
巻
九
「
遂
入
其
國
中
、
封
重
寶
府
庫
、
收
圖
籍

文
書
。
卽
以
皇
后
所
杖
矛
、
樹
於
新
羅
王
門
、
爲
後
葉
之
印
、
故

其
矛
今
猶
樹
于
新
羅
王
之
門
也
。」
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系

6７
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
七
年
刊
に
よ
る
。

（
6
） 

宮
崎
道
三
郎
「
独
乙
国
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
」『
法

学
協
会
雑
誌
第
八
巻
（
通
号
七
三
号
、
一
八
九
〇
年
）
二
三
六
─

二
四
二
頁
、「
独
逸
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
（
承
前
）」『
法

学
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
（
通
号
七
五
号
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
）
四
一
一
─
四
一
四
頁
を
参
照
。

（
７
） K

arl F
riedrich E

ichhorn D
eutsche S

taats- und 
R

echtsgeschichte, G
öttingen, V

andenhöck und R
uprecht, 

1818-1823.

（
8
） Z

oep
fl, H

einrich
, D

eu
tsch

e S
taats- u

nd 
R

echtsgeschichte : ein L
ehrbuch in zw

ei B
änden, 

S
tuttgart 1846, V

erlag: K
rabbe

（
9
） Joh. F

riedrich von S
chulte, K

arl F
riedrich E

ichhorn 
: sein L

eben und W
irken nach seinen A

ufzeichnungen, 
B

riefen, M
ittheilungen von A

ngehörigen, S
chriften, m

it 
vielen ungedruckten B

riefen von E
ichhorn und an 

E
ichhorn, S

tuttgart, F
. E

nke, 1884.

（
10
） Jacob G

rim
m

, D
eutsche R

echtsaltertüm
er, G

öttingen, 
1828.

（
11
） F

erdinand W
alter D

eutsche R
echtsgeschichte, B

onn, 
A

dolph M
arcus, 18５3; 2. A

ufl. 2 B
de, B

onn, A
dolph 

M
arcus, 18５７.

（
12
） R

ichard S
chröder, L

ehrbuch der deutschen 
R

echtsgeschichte, L
eipzig, V

eit, 1889.

（
13
） H

einrich B
runner, D

eutsche R
echtsgeschichte, 

（
九
三
）
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）

九
四

H
23_3-2_tsuda.pdf

　
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス･

レ
ヴ
ィ
タ
蒐
集
に

関
し
て
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
と
ル
ー
カ
ス
が
進
め
て
い
る
新
版
の
刊

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
のW

eb 

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.benedictus.
m

gh.de/

）
に
お
い
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
29
） D

ie L
om

bar-C
om

m
entare des A

riprand und 
A

lbertus

：E
in B

eitrag zur G
eschichte des G

erm
anischen 

R
echts im

 zw
ölften Jahrhundefrt.

］

（
30
） W

iardus M
odderm

an, D
ie R

eception des röm
ischen 

R
echts, autorisirte Ü

bersetzung m
it Z

usätzung 
herausgegeben von K

arl S
chulz, Jena 

（H
. D

ufft

）, 18７５.

（
31
） C

arl A
dolf S

chm
idt, D

ie R
eception des röm

ischen 
R

echts in D
eutschland, R

ostock 

（S
tiller

）, 1868.

（
32
） 

『
英
和
大
辞
典
』
第
五
版
・
研
究
社
・
項
目
「w

ed
2 .O

E
 

w
ed

(d
) pledge < G

m
c* w

aðjam
 

（D
u. w

ed
d

e / G
 W

ette

） 

← IE
* w

ad
h- a pledge; to pledge 

（L
 vad-, vas surety

）. 

《
英
方
言
》 

担
保
、
抵
当 

（pledge

）、
質
物 

（paw
n

）.in w
ed 

入
質

し
て
、
抵
当
に
な
っ
て
」

（
33
） R

udolph S
ohm

, D
as R

echt der E
heschliessung aus 

dem
 deutschen und canonischen R

echt geschichtlich 
entw

ickelt : eine A
ntw

ort auf die F
rage nach dem

 
V

erhältniss der kirchlichen T
rauung zur C

ivilehe, H
. 

B
öhlau, 18７５.

（
34
） C

arl S
alkow

ski, L
ehrbuch der Institutionen und der 

G
eschichte des röm

ischen P
rivatrechts für den 

（
21
） R

ichard S
chröder, L

ehrbuch der deutschen 
R

echtsgeschichte, V
eit, 1889.

（
22
） 
摂
南
本: O

rdar=G
ottesurteil

（
23
） S

chröder, S
.1５3.

（
24
） 

マ
ル
ベ
ル
ギ
ッ
シ
ェ
・
グ
ロ
ッ
セ
と
は
、
サ
リ
カ
法
典
を
弁

論
に
あ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ク
語
で
（in m

albergo

［「
裁
判
用
語
と
し

て
の
フ
ラ
ン
ク
語
で
」］
利
用
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

定
式
語
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
最
後
の
ド
イ
ツ
語
の
法
律
語
の
こ
と
。

ミ
ッ
タ
イ
ス
＝
リ
ー
ベ
リ
ヒ
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
』
一
四
三
頁

を
参
照
。
久
保
正
幡
訳
『
サ
リ
カ
法
典
』
復
刊
・
創
文
社
・

一
九
七
七
年
、
一
六
七
頁
以
下
、「
サ
リ
カ
法
典
の
マ
ル
ベ
ル
ク
注

釈
」
を
参
照
。

（
2５
） R

ichard S
chröder, L

ehrbuch der deutschen 
R

echtsgeschichte, B
d.1, V

eit &
 com

p.,1889, S
.23５.

（
26
） S

ohm
, Institutionen, 12.A

ufl., 190５, S
.12７ff.

（
2７
） C

apitularies of A
nsegisus 

（assem
bled 82７

）, ed. 
G

erhard S
chm

itz 

（1996

）. D
ie K

apitulariensam
m

lung des 
A

nsegis 

（C
ollectio capitularium

 A
nsigisi

）. M
G

H
 C

ap. N
S

 
1. H

anover.

（
28
） 

ア
ン
セ
ギ
ウ
ス
蒐
集
及
び
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
レ
ヴ
ィ
タ

蒐
集
に
つ
い
て
、
津
田
拓
郎
「
カ
ピ
ト
ゥ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
近
年

の
研
究
動
向
」
平
成
二
三
年
度
研
究
成
果
年
次
報
告
書
『
西
欧
中

世
文
書
の
史
料
論
的
研
究
』
一
二
五
頁
を
参
照
。https://
catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_dow

nload_m
d/1932630/

（
九
四
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
第
二
部

　独
逸
法
制
史
（
吉
原
）

九
五

崎
道
三
郎
『
法
制
史
論
集
』
六
四
二
─
四
頁
以
下
、「
第
二
五
　
漢

字
の
別
訓
流
用
と
古
代
に
於
け
る
我
邦
制
度
上
の
用
語
」「
一
　
ア

キ
　
ア
キ
ナ
ヒ
　
ア
キ
ヒ
ト
」、
初
出
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
二
八

巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
）
所
載
。「
換
言
す

れ
ば
、
拙
者
の
説
で
は
、
ア
キ
と
い
ふ
言
葉
に
は
、
本
来
、
商
業

の
意
味
は
無
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
商
の
字
の
転
訓
に
因
て
、
始

め
て
茲
に
商
業
の
意
味
を
含
む
こ
と
に
成
つ
た
の
で
あ
る
。」
な
お
、

『
社
会
変
革
過
程
の
諸
問
題
』
天
人
社
・
一
九
三
〇
年
、
四
五
一
頁

も
参
照
。

（
41
） 

土
佐
日
記
「
春
の
野
に
て
ぞ
ね
を
ば
な
く
。
わ
が
薄
に
て
手

を
き
る
き
る
、
つ
ん
だ
る
菜
を
、
親
や
ま
ほ
る
ら
む
、
姑
や
く
ふ

ら
む
。
か
へ
ら
や
。
よ
ん
べ
の
う
な
ゐ
も
が
な
。
ぜ
に
こ
は
む
。

そ
ら
ご
と
を
し
て
、
お
ぎ
の
り
わ
ざ
を
し
て
、
ぜ
に
も
も
て
こ
ず

お
の
れ
だ
に
こ
ず
」。
池
田
亀
鑑
校
訂
『
土
佐
日
記
』
岩
波
文
庫
・

一
九
三
〇
年
を
参
照
。
宮
崎
道
三
郎
『
法
制
史
論
集
』
三
二
九
頁

以
下
「
第
十
三
　
賒
と
出
挙
」、
初
出
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
九

巻
第
九
号
至
第
十
号
（
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
九
月
及
十

月
）
所
載
。

（
42
） 

『
広
辞
苑
』
第
六
版
「
お
き
の
・
る
【
賖
る
】
他
四
（
オ
ギ
ノ

ル
と
も
）
掛
け
で
買
う
。
代
価
を
あ
と
払
い
に
し
て
借
り
る
。〈
類

聚
名
義
抄
〉↔

贉
あ
き
さ
す
」

（
43
） 

『
千
葉
縣
史
料
　
中
世
篇
　
香
取
文
書
』
千
葉
県
、
一
九
五
七

（
昭
和
三
二
）
年
、
再
版
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
、
二
三
二
頁
、

舊
錄
司
代
家
文
書
　
三
九
　
錄
司
代
慶
海
譲
状
　
四
郎
太
郎
後
家

akadem
ischen G

ebrauch, 3., erw
. A

ufl., L
eipzig : 

T
auchnitz , 1880, X

IX
, ５03 S

.
（
3５
） 
宮
崎
道
三
郎
「
第
四
　
手
附
の
話
」『
法
制
史
論
集
』
六
三
頁

以
下
、
六
五
頁
「（
徳
川
禁
令
考
）
第
五
跌
、
第
四
百
六
十
八
頁
に

載
せ
た
る
享
保
十
五
戌
年
　
百
七
十
年
前
　
八
月
、
家
屋
敷
賣
買

并
家
質
書
入
之
節
、
手
付
金
請
渡
定
に
云
、
家
屋
敷
賣
買
并
家
質

書
入
之
節
手
付
金
之
儀
先
年
も
相
触
候
通
、
名
主
五
人
組
江
相
届

請
取
可
申
候
、
自
今
相
對
に
而
手
付
金
取
引
い
た
し
、
公
事
合
に

成
候
共
、
裁
許
無
之
候
間
、
其
旨
可
相
心
得
候
／
　
右
之
通
町
中

不
残
可
相
触
候
以
上
、」

（
36
） 

宮
崎
道
三
郎
・
同
『
法
制
史
論
集
』
六
四
頁
に
よ
り
補
充
。

（
3７
） 

宮
崎
道
三
郎
・
同
『
法
制
史
論
集
』
六
四
頁
に
よ
り
補
充
。

（
38
） 

宮
崎
道
三
郎
『
法
制
史
論
集
』
七
〇
頁
以
下
。
贉
の
字
義
に

つ
い
て
、
七
五
頁
以
下
、「
第
十
五
　
贉
の
字
義
を
論
じ
て
日
本
支

那
印
度
古
代
の
手
附
に
及
ぶ
」
三
七
三
頁
以
下
、
初
出
『
法
律
協

会
雑
誌
』
第
二
十
四
巻
第
二
号
（
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
年
）
二

月
）
所
載
。

（
39
） 

同
八
三
頁
。

（
40
） 

新
井
白
石
『
東
雅
』
巻
之
五
人
倫
第
五
「
商
ア
キ
ビ
ト
」『
新

井
白
石
全
集
　
第
四
』
吉
川
半
七
発
行
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
、
百
十
─
百
十
一
頁
を
参
照
。「
古
の
時
に
は
。
毎
歳
之
秋
。
布

穀
の
類
。
既
に
成
し
後
に
。
商
賣
之
道
通
じ
た
り
け
り
。
さ
れ
ば

百
貨
以
て
布
帛
に
代
ふ
る
を
ア
キ
モ
ノ
ス
と
云
ひ
。
行
き
て
賣
る

も
の
を
ア
キ
ビ
ト
と
い
ひ
し
也
。」
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
宮

（
九
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
六
月
）

九
六

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
法
学
提
要

（Institutes

）
に
対
す
る
比
較
法
史
学
的
総
合
研
究
」
研
究
課

題
番
号1７H

02442

（
研
究
代
表
・
葛
西
康
徳
・
東
京
大
学
教

授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
資
料
飜
刻
に
際
し
、
そ

の
入
力
作
業
に
は
片
柳
七
重
さ
ん
（
日
本
大
学
法
学
部
学
生
・

当
時
）
の
ご
助
力
を
得
ま
し
た
。
謹
し
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

宛
。

（
44
） Johannes S

ichardt, D
as B

reviarium
 A

laricianum
 bzw

. 
L

ex R
om

ana V
isigothorum

, 1５28; D
ie „L

eges R
iboariorum

 
B

aioarum
que, quas vocant a T

heodorico, rege F
rancorum

 
latae, item

 A
lem

annorum
 leges, a L

othario rege late etc. 
etc. “, 1５30.

（
4５
） S

chediasm
a de utili ac necessaria A

ucm
 Juridicorum

 
notitia. L

eipzig 1698-1７0５. 

（fortgesetzt von G
ottlob 

A
ugust Jenichen, K

arl F
erdinand H

om
m

el und H
einrich 

G
ottlob F

ranke bis 1７５8
）; D

e utilitate lectionum
 

academ
icarum

 in juris G
erm

anici capita. W
ittenberg 1７0７.

（
46
） S

tah
l, F

ried
rich

 Ju
liu

s, G
esch

ich
te d

er 
R

echtsphilosophie, H
eidelberg V

erlag: M
ohr, 184７, 

S
.1５8ff..

（
九
六
）


